
発表日 部局 所属   タイトル

2022/5/1

2022/5/1 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2022/5/2

2022/5/2 経営管理部 人事課 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の発生

2022/5/2 経営管理部 税務課 自動車税（種別割）が、家にいながら、スマホ、クレジットカードで納付できます！

2022/5/2 くらし・環境部 多文化共生課 ウクライナからの避難者への音声翻訳機の寄贈

2022/5/2 くらし・環境部 自然保護課 環境省新宿御苑管理事務所及び（公社）日本植物園協会と絶滅危惧種保全のための覚書を取り交わします！

2022/5/2 スポーツ・文化観光部 観光振興課 観光促進事業～今こそ しずおか 元気旅～ の対象拡大（第２弾）

2022/5/2 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症罹患後症状（後遺症）調査結果の公表（第２報）

2022/5/2 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2022/5/2 経済産業部 地域産業課 静岡県郷土工芸品の指定及び内容変更の承認

2022/5/2 経済産業部 畜産振興課 野生イノシシの豚熱（ＣＳＦ）遺伝子検査結果（4/22～4/28結果判明分）

2022/5/2 スポーツ・文化観光部
観光振興課
マーケティング課

静岡県公式WeChatミニプログラムの開設

2022/5/3

2022/5/3 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2022/5/3 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者の死亡について

2022/5/4

2022/5/4 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2022/5/5

2022/5/5 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2022/5/6

2022/5/6 知事直轄組織 デジタル戦略課 ＤＸの推進について賀茂地域各町長との意見交換を実施します

2022/5/6 危機管理部 危機報道官 本県の新型コロナウイルスの感染状況に係る国評価レベル（5/6）

2022/5/6 経営管理部 人事課 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の発生

2022/5/6 くらし・環境部 男女共同参画課 県民の意見募集（静岡県パートナーシップ宣誓制度（骨子案）への意見）

2022/5/6 スポーツ・文化観光部 富士山世界遺産課 株式会社 明治からの寄附金目録贈呈式の開催

2022/5/6 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2022/5/6 経済産業部 畜産振興課 野生イノシシの豚熱（ＣＳＦ）陽性確認（372～374例目）

2022/5/6 経済産業部 農地保全課 つなぐ棚田遺産 久留女木の棚田 棚田耕作者の育成支援動画配信開始 

2022/5/6 交通基盤部 都市計画課 都市計画決定のための公聴会開催

2022/5/6 議会事務局 議事課 静岡県議会令和４年５月臨時会に係る議会運営委員会の開催

2022/5/7

2022/5/7 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2022/5/8

2022/5/8 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2022/5/9

2022/5/9 くらし・環境部 県民生活課 ライオンズクラブ国際協会334－Ｃ地区主催 ウクライナ支援チャリティコンサートに係る 知事表敬訪問の実施



発表日 部局 所属   タイトル

2022/5/9 くらし・環境部 多文化共生課 清水エスパルスのブラジル人選手と一緒に出張授業でブラジルの暮らしと文化を紹介します！

2022/5/9 くらし・環境部 水資源課 静岡県水道広域連携全体会議の設立

2022/5/9 健康福祉部 地域医療課 【イベント内容変更】看護の日・看護週間記念行事

2022/5/9 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2022/5/9 健康福祉部
新型コロナ対策企画課
中部健康福祉センター総務

個人情報が含まれる郵便の誤発送について

2022/5/9 経済産業部 森林計画課 ～森林・林業イノベーションの推進に向けた県内初の協定締結～日本製紙株式会社等と先端技術現場実装に関する協定

2022/5/9 交通基盤部 建設政策課 土木や建築の素敵な写真募集します！「静岡どぼくらぶフォトコンテスト2022」

2022/5/9 議会事務局 総務課 静岡県議会議員の新型コロナウイルス感染について

2022/5/9 教育委員会 教育総務課 静岡県教育委員会事務局職員における新型コロナウイルス感染症患者の発生について

2022/5/9 その他
逢初川土石流災害に係る行
政対応検証委員会

第４回逢初川土石流災害に係る行政対応検証委員会の開催

2022/5/10

2022/5/10 経営管理部 人事課 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の発生

2022/5/10 スポーツ・文化観光部 スポーツ政策課
太陽生命ウィメンズセブンズシリーズ2022第2戦静岡エコパ大会の主催者及び大会出場チームが出野副知事を表敬訪問し
ます。

2022/5/10 スポーツ・文化観光部 観光振興課 観光促進事業～今こそ しずおか 元気旅～ の対象拡大（第３弾）

2022/5/10 健康福祉部 障害福祉課 ゲーム障害・ネット依存対策回復支援プログラムの開催

2022/5/10 健康福祉部 障害福祉課 ゲーム障害・ネット依存対策ワークショップの開催

2022/5/10 健康福祉部 地域医療課 県医師会主催研修医向け「Welcome Seminar in Shizuoka 2022」の開講

2022/5/10 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2022/5/10 経済産業部 産業イノベーション推進課 静岡県とＪＡＭＳＴＥＣとの連携・協力に関する基本協定締結式

2022/5/10 経済産業部 畜産振興課 野生イノシシの豚熱（ＣＳＦ）陽性確認（375～381例目）

2022/5/10 教育委員会 教育総務課 静岡県教育委員会事務局職員における新型コロナウイルス感染症患者の発生について

2022/5/10 教育委員会 義務教育課 令和５年度静岡県立ふじのくに中学校入学者募集

2022/5/10 教育委員会 社会教育課 静岡県教育委員会現地機関職員における新型コロナウイルス感染症患者の発生について

2022/5/11

2022/5/11 知事直轄組織 財政課 令和４年度第２回（５年）公募公債の発行

2022/5/11 知事直轄組織 デジタル戦略課 ＤＸの推進について吉田町長との意見交換を実施します

2022/5/11 知事直轄組織 データ活用推進課 景気動向指数は８か月連続で足踏みを示す～静岡県景気動向指数（令和４年２月分）～

2022/5/11 知事直轄組織 地域外交課
【取材依頼】浜松市出身の人気インフルエンサー三海郁弥氏と首都圏在住のフィリピン人10名を対象としたモニターツ
アーの実施

2022/5/11 危機管理部 危機政策課 全国瞬時警報システム(Jアラート)全国一斉情報伝達試験(第１回)の実施

2022/5/11 経営管理部 人事課 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の発生

2022/5/11 くらし・環境部 建築安全推進課 令和３年度プロジェクト「ＴＯＵＫＡＩ－０」の実績

2022/5/11 くらし・環境部 自然保護課 愛鳥週間野生生物保護功労者表彰受賞者の決定

2022/5/11 くらし・環境部 中部県民生活センター
令和３年度 消費生活相談の概要～あやしい副業にマッチングアプリ･･･成年年齢引下げで若者の消費者トラブル増加が懸
念～

2022/5/11 くらし・環境部 中部県民生活センター 大学生も参加して、消費者月間街頭キャンペーンを実施！

2022/5/11 スポーツ・文化観光部 文化政策課 第26回伊豆文学賞作品募集の開始

2022/5/11 スポーツ・文化観光部 文化政策課 令和４年度静岡県文化奨励賞受賞者が決定
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2022/5/11 スポーツ・文化観光部 富士山世界遺産課 【オンライン公開中】動画による「世界遺産」県民講座の開催

2022/5/11 健康福祉部 障害者政策課 「シズオカ×カンヌウィーク2022」農福連携・鷹匠街角マルシェが開催されます！

2022/5/11 健康福祉部 障害福祉課 要約筆記者養成講座を開催します

2022/5/11 健康福祉部 障害福祉課 聴覚に障害のある児童を育てた経験のある人を対象とした｢ピアカウンセラー養成講座｣の受講生を募集します

2022/5/11 健康福祉部 地域医療課 【イベント内容変更】看護の日・看護週間記念行事

2022/5/11 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2022/5/11 経済産業部 職業能力開発課 WAZAチャレンジ教室の実施

2022/5/11 経済産業部 農地計画課 ふじのくに美しく品格のある邑づくり連合奨励賞 表彰状授与式を開催（田んぼアート菊川の「こがね色の里」地区）

2022/5/11 健康福祉部 地域医療課 熱海市伊豆山地内の通称「第２の盛土」の安全対策の実施について

2022/5/11 教育委員会
教育総務課 義務教育課 
高校教育課 特別支援教育

令和３年度セクシュアル・ハラスメントに係る実態調査結果

2022/5/12

2022/5/12 知事直轄組織 知事戦略課 令和４年度定例第一回（春）関東地方知事会議の開催

2022/5/12 知事直轄組織 デジタル戦略課 ＤＸの推進について川根本町長との意見交換を実施します

2022/5/12 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課 定期給与 前年同月と同水準 毎月勤労統計調査地方調査結果（令和４年２月分）

2022/5/12 経営管理部 人事課 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の発生

2022/5/12 経営管理部 中部地域局危機管理課
行政と地元Jリーグチームと電力会社のコラボレーション☆ 今年もやります！！『静岡県ふじのくにジュニア防災士養成講
座』

2022/5/12 くらし・環境部 くらし交通安全課 藤枝市内において、自転車利用者に対する重点街頭指導を実施します！

2022/5/12 くらし・環境部 住まいづくり課 新設住宅着工統計令和３年度計及び令和４年３月の主な動向

2022/5/12 くらし・環境部 生活環境課 令和４年度環境保全功労知事表彰の表彰式

2022/5/12 スポーツ・文化観光部 文化財課 清水灯台（静岡市清水区）が新たに重要文化財に指定されます！

2022/5/12 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2022/5/12 経済産業部 地域産業課 第６０回静岡ホビーショーにおける「小中高校生招待日」の開催及び知事視察

2022/5/12 交通基盤部 建築企画課 在校生対象の工事現場研修会の開催（沼津工業高等学校）

2022/5/12 交通基盤部 富士土木事務所維持管理課 一般県道富士公園太郎坊線の夜間通行止めの解除

2022/5/12 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局 選挙啓発活動の企画・運営に参画する若者（若者選挙パートナー）を任命します！

2022/5/13

2022/5/13 危機管理部 危機政策課 本県の新型コロナウイルスの感染状況に係る国評価レベル(5/13)

2022/5/13 経営管理部 総務課 逢初川土石流災害に係る行政対応検証委員会の 最終報告についての知事コメント

2022/5/13 経営管理部 人事課 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の発生

2022/5/13 くらし・環境部 多文化共生課 ウクライナからの避難者支援のための音声自動翻訳機贈呈式の開催

2022/5/13 くらし・環境部 自然保護課 静岡県立自然公園条例施行規則等の一部改正に係る県民意見提出手続（パブリックコメント）の実施

2022/5/13 スポーツ・文化観光部 観光政策課 南アルプスの山小屋の営業再開

2022/5/13 スポーツ・文化観光部
ふじのくに地球環境史
ミュージアム企画総務課

ふじのくに地球環境史ミュージアム「連続講座」と「地球環境史学」開講のお知らせ（令和4年度前期)

2022/5/13 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2022/5/13 経済産業部 産業イノベーション推進課 マリンオープンイノベーション事業化促進事業の公募

2022/5/13 経済産業部 産業イノベーション推進課 海洋技術開発促進事業の公募



発表日 部局 所属   タイトル

2022/5/13 経済産業部 畜産振興課 野生イノシシの豚熱（ＣＳＦ）遺伝子検査結果（4/29～5/12結果判明分）

2022/5/13 交通基盤部 静岡土木事務所河川改良課 麻機遊水地クリーン作戦 ～人々の憩いの場、豊かな生物を育む麻機遊水地の自然再生を目指して～

2022/5/13 議会事務局 議事課 【議事変更】静岡県議会令和４年５月臨時会の開催

2022/5/13 人事委員会事務局 職員課 令和４年度静岡県職員採用試験の実施

2022/5/14

2022/5/14 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2022/5/15

2022/5/15 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2022/5/16

2022/5/16 危機管理部 危機対策課 令和４年度静岡県・島田市・牧之原市・吉田町・川根本町総合防災訓練第１回全体会議の開催

2022/5/16 経営管理部 人事課 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の発生

2022/5/16 くらし・環境部 県民生活課 令和４年度消費者支援功労表彰式を開催します！

2022/5/16 くらし・環境部 県民生活課 キャンプ富士における新型コロナウイルス感染症感染者の発生状況

2022/5/16 くらし・環境部 くらし交通安全課 中学生・高校生を事故から守る！ 自転車マナー向上のため一斉街頭指導を行います。

2022/5/16 健康福祉部 こども未来課 県内保育関係施設における新型コロナウイルス感染発生状況

2022/5/16 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2022/5/16 経済産業部 産業政策課 地域経済牽引事業計画を承認しました

2022/5/16 経済産業部 農芸振興課 令和４年度静岡わさび農業遺産推進協議会総会の開催

2022/5/16 交通基盤部 砂防課 「全国治水砂防協会静岡県支部通常総会」及び「土砂災害対策講演会」の開催

2022/5/16 教育委員会 社会教育課 令和４年度「子供の読書活動優秀実践校・図書館・団体（個人）文部科学大臣表彰」において表彰されました！

2022/5/17

2022/5/17 危機管理部 危機情報課 「令和４年度ふじのくに防災士養成講座」受講者の募集

2022/5/17 経営管理部 人事課 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の発生

2022/5/17 スポーツ・文化観光部 総合教育課 令和４年度第１回地域自立のための「人づくり・学校づくり」実践委員会の開催

2022/5/17 スポーツ・文化観光部 空港振興課 令和４年４月の富士山静岡空港利用状況

2022/5/17 健康福祉部 企画政策課 第２回（仮称）医科大学院大学準備委員会を開催します

2022/5/17 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2022/5/17 経済産業部 林業振興課 第７１回静岡県乾しいたけ品評会の開催

2022/5/17 教育委員会 義務教育課 あなたの想いを、学校の「シンボル」に！～静岡県立ふじのくに中学校校章募集～

2022/5/18

2022/5/18 知事直轄組織 地域外交課 モンゴル国環境・観光大臣が初来静、川勝知事を表敬訪問します

2022/5/18 危機管理部 危機政策課 全国瞬時警報システム(Jアラート)全国一斉情報伝達試験(第1回)の結果

2022/5/18 経営管理部 法務課 熱海土石流災害に係る損害賠償請求訴訟における訴訟告知についての知事コメント

2022/5/18 くらし・環境部 住まいづくり課 省エネ性能が高い住宅の新築・購入への補助制度を開始します

2022/5/18 スポーツ・文化観光部 スポーツ政策課 第５回静岡県サイクルスポーツの聖地創造会議を開催します。

2022/5/18 スポーツ・文化観光部 文化政策課 「日本舞踊ワークショップ 日本舞踊の解体新書」開催



発表日 部局 所属   タイトル

2022/5/18 スポーツ・文化観光部 文化政策課 アーツカウンシルしずおか「地域産業とクリエイティブ人材マッチングモデル事業」募集

2022/5/18 スポーツ・文化観光部 観光政策課 ふじのくに子ども観光大使認定講座「三嶋大社の歴史を知ろう」

2022/5/18 健康福祉部 こども未来課 令和４年度ニッセイ財団「児童・少年の健全育成助成」 及び「生き生きシニア活動顕彰」目録贈呈式

2022/5/18 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2022/5/18 経済産業部 新産業集積課 首都圏展示会「人とくるまのテクノロジー展」に県内企業が出展

2022/5/18 経済産業部 畜産振興課 野生イノシシの豚熱（ＣＳＦ）陽性確認（382例目）

2022/5/18 がんセンター局 県立静岡がんセンター 静岡がんセンターにおける新型コロナウイルス感染症のクラスター発生について

2022/5/19

2022/5/19 知事直轄組織 広聴広報課 【変更】知事広聴「平太さんと語ろう in 御殿場市」の開催

2022/5/19 知事直轄組織 地域外交課 県立駿河総合高校が海外の高校とオンラインで太鼓交流を実施します

2022/5/19 経営管理部 人事課 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の発生

2022/5/19 健康福祉部 障害者政策課 令和４年度静岡県障害者就労施設等からの物品等の調達推進本部会議の開催

2022/5/19 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2022/5/19 経済産業部 労働雇用政策課 令和４年 春季賃上げ要求・妥結状況（第２報 ５月10日現在）

2022/5/19 経済産業部 農芸振興課 施設園芸燃油価格高騰緊急対策事業の申請受付を開始しました

2022/5/19 交通基盤部 建設業課 工事請負契約等に係る入札参加停止

2022/5/19 議会事務局 議事課 静岡県議会令和４年５月臨時会常任委員会の開催

2022/5/19 議会事務局 議事課 静岡県議会令和４年５月臨時会の開催

2022/5/19 議会事務局 政策調査課 県議会特別委員会の設置、第１回委員会の開催

2022/5/20

2022/5/20 知事直轄組織 統計調査課 静岡県の推計人口 前月比189人の増加

2022/5/20 危機管理部 危機報道官 本県の新型コロナウイルスの感染状況に係る国評価レベル(5/20)

2022/5/20 経営管理部 人事課 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の発生

2022/5/20 くらし・環境部 建築安全推進課 盛土規制法の成立についての知事コメント

2022/5/20 スポーツ・文化観光部 文化政策課 文化芸術功労者表彰・文化芸術知事褒賞の表彰式開催

2022/5/20 スポーツ・文化観光部 観光振興課 県内観光促進事業「今こそ しずおか 元気旅」の延長

2022/5/20 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2022/5/20 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者の死亡について

2022/5/20 健康福祉部 新型コロナ対策推進課
アレルギー等の理由でファイザー社及びモデルナ社ワクチンを接種できない方を対象に武田社ワクチン（ノババックス）
の接種を実施します

2022/5/20 健康福祉部 新型コロナ対策推進課 新型コロナ一般無料検査の期間を延長します

2022/5/20 健康福祉部 薬事課 令和４年度静岡県薬物乱用対策推進本部員会の開催

2022/5/20 経済産業部 畜産振興課 野生イノシシの豚熱（ＣＳＦ）遺伝子検査結果（5/13～5/19結果判明分）

2022/5/20 交通基盤部 建設業課 若手建設従事者同士の交流を深めよう！「静岡どぼくらぶ 若手交流会」の参加者を募集します！

2022/5/20 交通基盤部 建設業課 静岡県の安全・安心を守る若手建設従事者を応援しよう！寄附金を募集します

2022/5/20 企業局 水道企画課 新たな災害協定の締結

2022/5/20 がんセンター局 県立静岡がんセンター 静岡がんセンターにおける新型コロナウイルス感染症のクラスター発生について（続報）



発表日 部局 所属   タイトル

2022/5/20 議会事務局 議事課 令和４年５月臨時会の概要【結果】

2022/5/21

2022/5/21 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2022/5/22

2022/5/22 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2022/5/23

2022/5/23 知事直轄組織 財政課 令和４年度６月補正予算編成要領

2022/5/23 経営管理部 人事課 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の発生

2022/5/23 くらし・環境部 男女共同参画課 県公文書の性別欄の見直し状況について公表します

2022/5/23 スポーツ・文化観光部 文化政策課 ふじのくに子ども芸術大学の参加者を募集します！

2022/5/23 スポーツ・文化観光部 観光振興課 観光促進事業～今こそ しずおか 元気旅～ の対象拡大

2022/5/23 健康福祉部 こども未来課 県内保育関係施設における新型コロナウイルス感染発生状況

2022/5/23 健康福祉部 こども家庭課 子どもの居場所づくりを応援するための寄附金の目録贈呈式を行います

2022/5/23 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 静岡県新型コロナウイルス感染症対策専門家会議の開催

2022/5/23 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2022/5/23 経済産業部 マーケティング課 個人情報の漏洩

2022/5/23 経済産業部 中遠農林事務所農村整備課
つなぐ棚田遺産「千框棚田」で一社一村しずおか運動認定書交付式を行います。 鈴与株式会社、グローカルデザインス
クール株式会社、NPO法人せんがまち棚田倶楽部が協働活動を実施！

2022/5/23 経済産業部 水産振興課 静岡県沿岸・沖合漁業指導調査船「駿河丸」完成披露式を開催

2022/5/23 がんセンター局 県立静岡がんセンター 静岡がんセンターにおける新型コロナウイルス感染症のクラスター発生について（続報）

2022/5/23 教育委員会 教育総務課 静岡県教育委員会事務局職員における新型コロナウイルス感染症患者の発生について

2022/5/24

2022/5/24 知事直轄組織 デジタル戦略課 ＤＸの推進について富士市長、富士宮市長との意見交換を実施します

2022/5/24 経営管理部 人事課 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の発生

2022/5/24 くらし・環境部 多文化共生課 令和３年度の外国人相談窓口への相談状況 -相談内容のトップは、入管手続-

2022/5/24 スポーツ・文化観光部 文化政策課 令和４年度 静岡県文化奨励賞授賞式を開催

2022/5/24 健康福祉部 介護保険課 静岡県介護支援専門員実務研修受講試験の実施

2022/5/24 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2022/5/24 経済産業部 農林環境専門職大学学生課 ＪＡ共済連静岡の協力により、農林環境専門職大学のラッピングバスが運行開始します！

2022/5/24 交通基盤部 河川砂防管理課 河川・海岸統一美化運動の実施

2022/5/24 教育委員会 教育総務課 静岡県教育委員会事務局職員における新型コロナウイルス感染症患者の発生について

2022/5/25

2022/5/25 知事直轄組織 広聴広報課 【変更】知事広聴「平太さんと語ろう in 御殿場市」の開催

2022/5/25 知事直轄組織 地域外交課 シンガポール最大手新聞社が県内秘境を取材します！

2022/5/25 危機管理部 静岡県地震防災センター 「第144回ふじのくに防災学講座」の開催

2022/5/25 危機管理部 消防保安課 静岡県水難事故防止対策協議会の開催

2022/5/25 経営管理部 人事課 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の発生



発表日 部局 所属   タイトル

2022/5/25 健康福祉部 障害者政策課 【変更】知事の自民党政務調査会 超伝導リニア鉄道に関する特別委員会への出席（リニア中央新幹線）

2022/5/25 くらし・環境部 企画政策課 令和３年度移住者数・移住相談件数

2022/5/25 健康福祉部 障害者政策課 障害者就労施設等からの物品等の調達に関する令和３年度実績及び令和４年度県調達方針の決定

2022/5/25 健康福祉部 地域医療課 県医学修学研修資金利用者の県内勤務状況

2022/5/25 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2022/5/25 健康福祉部 健康増進課 県内の「通いの場」は4,475か所で前年比249か所増加！

2022/5/25 健康福祉部 衛生課 第３回 人と動物の共生推進のための拠点検討会の開催

2022/5/25 健康福祉部 衛生課 食品検査情報（第１報）

2022/5/25 経済産業部 マーケティング課 令和４年度「バイ・山の洲」直売会 ～「初」の新潟開催！県内でも同日開催！！～

2022/5/25 経済産業部 マーケティング課 【バイ・ふじのくに】【バイ・山の洲】静岡伊勢丹社長 知事表敬訪問

2022/5/25 経済産業部 経営支援課 経営革新計画の承認（令和４年４月）

2022/5/25 経済産業部 東部農林事務所農村整備課 福祉事業所と連携した環境にやさしい麦ストロー作りのための刈り取り作業が行われます！

2022/5/25 教育委員会 社会教育課 静岡県青少年指導者級別認定証授与式及び上級取得研修会を開催します！

2022/5/26

2022/5/26 知事直轄組織 統計調査課 定期給与２か月ぶりに前年同月を上回る 毎月勤労統計調査地方調査結果（令和４年３月分）

2022/5/26 知事直轄組織 統計調査課 生産・出荷ともに対前月比で上昇 静岡県鉱工業指数（令和４年３月分速報）

2022/5/26 経営管理部 静岡財務事務所自動車税課 自動車税納付書の誤送付

2022/5/26 くらし・環境部 生活環境課 ６月から９月は「夏季のVOC対策」重点実施期間です！

2022/5/26 スポーツ・文化観光部 空港振興課 富士山静岡空港における国際線の欠航期間の延長

2022/5/26 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2022/5/26 健康福祉部 健康増進課 ５月31日は「世界禁煙デー」街頭キャンペーンを行います！

2022/5/26 経済産業部 地域産業課 地域で頑張るお店を応援！～令和４年度「地域のお店」デザイン表彰 応募店募集～

2022/5/26 経済産業部 地域産業課 シズオカ［ＫＡＧＵ］メッセ２０２２の開催

2022/5/26 議会事務局 政策調査課 静岡県地方議会議長連絡協議会定期総会・政策研修会の開催

2022/5/26 教育委員会 健康体育課 高等学校の交通安全教育担当教員を対象とした研修会の開催

2022/5/26 教育委員会 中央図書館企画振興課 令和４年度子ども図書研究室講演会を開催

2022/5/27

2022/5/27 知事直轄組織 デジタル戦略課 ＤＸの推進について藤枝市長、焼津市長との意見交換を実施します

2022/5/27 知事直轄組織 地域外交課 ネパール出身の静岡理工科大学大学院留学生が知事を表敬訪問

2022/5/27 危機管理部 危機対策課 ５月27日の大雨等による被害状況【最終報】

2022/5/27 危機管理部 危機報道官 本県の新型コロナウイルスの感染状況に係る国評価レベル（5/27）

2022/5/27 経営管理部 人事課 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の発生

2022/5/27 くらし・環境部 自然保護課 ～水を大切に～ 県内の小学校で「水の出前教室」を実施します！

2022/5/27 くらし・環境部 水資源課 リニア中央新幹線静岡工区有識者会議の開催計画について

2022/5/27 スポーツ・文化観光部 スポーツ振興課 「パラスポーツの聖地」を目指して 第１回静岡県パラスポーツ推進協議会を開催します

2022/5/27 健康福祉部 地域医療課 令和４年度医学修学研修資金の第二次募集を開始します！



発表日 部局 所属   タイトル

2022/5/27 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 掛川市に設置している宿泊療養施設の終了

2022/5/27 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2022/5/27 経済産業部 産業政策課 臨時森の力再生事業評価委員会を開催します

2022/5/27 経済産業部 産業イノベーション推進課 ＭａＯＩ海洋微生物ライブラリーの事業化 成果第２号「サワーエール」販売開始

2022/5/27 経済産業部 労働雇用政策課 静岡県ジョブコーチ養成研修2022の募集

2022/5/27 経済産業部 企業立地推進課 2021年の都道府県別企業立地件数で全国第４位

2022/5/27 経済産業部 畜産振興課 野生イノシシの豚熱（ＣＳＦ）遺伝子検査結果 （5/20～5/26)結果判明分

2022/5/27 交通基盤部 道路保全課 不発弾処理に伴う周辺道路の通行止めのお知らせ

2022/5/27 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局 第26回参議院議員通常選挙に係る立候補予定者説明会及び立候補届出書類事前審査の開催

2022/5/28

2022/5/28 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2022/5/29

2022/5/29 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2022/5/30

2022/5/30 知事直轄組織 データ活用推進課 景気動向指数は９か月連続で足踏みを示す～静岡県景気動向指数（令和４年３月分）～

2022/5/30 知事直轄組織 地域外交課 松永祥兵ふじのくに観光公使の在インドネシア日本国大使館在外公館長表彰受賞式

2022/5/30 知事直轄組織 地域外交課 日本語パートナーズ静岡県推薦プログラム参加者募集

2022/5/30 経営管理部 人事課 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の発生

2022/5/30 くらし・環境部 環境局 リニア中央新幹線静岡工区有識者会議の開催計画について知事コメント

2022/5/30 くらし・環境部 環境局 【延期】リニア中央新幹線建設工事現地視察を実施します

2022/5/30 スポーツ・文化観光部 スポーツ振興課 ニュースポーツふれあいフェスタ2022春in下田

2022/5/30 健康福祉部 企画政策課 市町職員向け個別避難計画作成研修会の開催

2022/5/30 健康福祉部 福祉長寿政策課 令和４年度静岡県高齢者福祉行政の基礎調査 高齢化率の公表

2022/5/30 健康福祉部 こども未来課 県内保育関係施設における新型コロナウイルス感染発生状況

2022/5/30 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2022/5/30 経済産業部 マーケティング課 「ふじのくに新商品セレクション2022」出品募集

2022/5/30 経済産業部 マーケティング課 令和４年度「しずおか食セレクション」の募集

2022/5/30 経済産業部
農林技術研究所伊豆農業研
究センター生育・加工技術

世界で初めてマーガレットとローダンセマムの雑種２品種を育成

2022/5/30 経済産業部
森林保全課、農地保全課、
河川砂防管理課

治山・農地・急傾斜地パトロールの実施

2022/5/30 議会事務局 議事課 令和４年度「ふれあい親子県議会教室」の参加者募集

2022/5/31

2022/5/31 知事直轄組織 秘書課 川勝知事が中津川市長を表敬訪問します

2022/5/31 知事直轄組織 デジタル戦略課 ＤＸの推進について伊東市長、函南町副町長との意見交換を実施します

2022/5/31 危機管理部 危機政策課 災害時応急対策協定締結事業者研修会の開催

2022/5/31 危機管理部 消防保安課 「水難事故注意報」の発令

2022/5/31 危機管理部 原子力安全対策課 浜岡原子力発電所周辺の環境放射能調査結果（速報・第135報）



発表日 部局 所属   タイトル

2022/5/31 危機管理部 原子安全対策課 北海道電力泊原子力発電所１～３号機運転差し止め判決について知事コメント

2022/5/31 経営管理部 人事課 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の発生

2022/5/31 くらし・環境部 政策管理局 リニア中央新幹線静岡工区有識者会議の開催計画

2022/5/31 くらし・環境部
県民生活局くらし交通安全
課

生命（いのち）のメッセージ展 in ふじのくに（６月）

2022/5/31 くらし・環境部
県民生活局くらし交通安全
課

藤枝市が交通死亡事故ゼロ連続300日を達成！静岡県交通安全対策協議会が交通安全優良市町表彰を行います。

2022/5/31 くらし・環境部 環境局環境政策課 令和４年度第１回環境審議会を開催します

2022/5/31 スポーツ・文化観光部 文化政策課 ヴァンジ彫刻庭園美術館対応検討会報告書の公表

2022/5/31 健康福祉部 こども未来課 保育所等利用待機児童数（令和４年４月１日現在）速報

2022/5/31 健康福祉部 新型コロナ対策企画課 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

2022/5/31 経済産業部 エネルギー政策課 令和４年度 夏季電力需給対策を決定

2022/5/31 経済産業部 就業支援局労働雇用政策課 静岡県労働委員会第45期委員の任命

2022/5/31 経済産業部 地域産業課 「2022グッドデザインしずおか」の募集開始

2022/5/31 経済産業部 地域産業課 「ふじのくに未来デザイン2022」の募集開始！

2022/5/31 経済産業部 農業戦略課先端農業推進室 オープンイノベーション型事業化促進事業費補助金（SDGs貢献型）の公募

2022/5/31 交通基盤部 砂防課 土砂災害防止を啓発する路線バス出発式

2022/5/31 交通基盤部 砂防課 ６月は「土砂災害防止月間」です！！ ～みんなで防ごう土砂災害～

2022/5/31 交通基盤部 砂防課 西伊豆町「三堂川」の災害関連緊急砂防事業が採択されました！！

2022/5/31 交通基盤部 景観まちづくり課 第15回静岡県景観賞の候補地区を募集します

2022/5/31 交通基盤部 景観まちづくり課 地域の皆さんと一緒に、浜名湖の美しい景観をさらに磨きあげます！

2022/5/31 議会事務局 議事課 静岡県議会令和４年６月定例会に係る議会運営委員会の開催

2022/5/31 教育委員会 社会教育課 ｢つながりキャンプ｣参加者募集



提 供 日 2022/05/01

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点
から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願
いします。

１　本日の新規感染者数（政令市発表分を含む）

※患者詳細公表後に県番号を付番していること、発生届の取り下げがあること等の理由から、感染者数の累計
と県公表番号の値は一致しません。

２　本日の新規感染症患者等について（県内公表146794から147071例目）の概要



○感染者集団（クラスター）
・本日新たに認定したクラスターはありません。

３　コロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（５月１日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数。

４　県内宿泊療養施設の入居状況（５月１日正午現在）

区分 施設数 総客室数
療養者用

客室数（Ａ）
入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 ９施設 1,252室 1,057室 162 人 15.3％

５　感染症患者等の概要
感染症患者等の概要については、以下の県ＨＰに掲載します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-tyuumokujouhou.html



提 供 日 2022/05/02

タイトル 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の
発生

担　　当 経営管理部 行政経営局人事課

連 絡 先 人事班

TEL 054-221-2016

静岡県職員の新型コロナウイルス感染状況（令和４年５月２日）

所属 勤務地 発症日 陽性確認日 濃厚接触者

1 経済産業部 出先機関 発症なし 令和４年４月28日 なし

※職員は陽性判明後、勤務を行っておらず、保健所の指示に従い療養中
※勤務中はマスクを着用し、職場内の消毒等感染対策を行っており、業務に影響な
し



提 供 日 2022/05/02

タイトル 自動車税（種別割）が、家にいながら、スマホ、クレ
ジットカードで納付できます！

担　　当 経営管理部 財務局税務課

連 絡 先 管理徴収班

TEL 054-221-3602

自動車税（種別割）が、家にいながら、スマホ、クレジットカードで納付できま
す！

令和４年度の自動車税（種別割）納税通知書が５月２日（月）に発送されました。
納期限は５月31日（火）です。

納税通知書がお手元に届く時期については、大型連休後になる見込みですが、郵便
事情等により、発送から10日程度かかる場合がございます。

静岡県の自動車税（種別割）は、銀行窓口に行かずに、スマートフォン決済アプリ
（PayPay、LINE Pay、au PAY、楽天銀行アプリ）、クレジットカード、ペイジー
（インターネットバンキング、モバイルバンキング）により、家にいながら納付で
きます。

詳しくは県ホームページをご覧ください。
https://www.pref.shizuoka.jp/soumu/so-140/automobile_smph.html



提 供 日 2022/05/02

タイトル ウクライナからの避難者への音声翻訳機の寄贈

担　　当 くらし・環境部 県民生活局多文化共生課

連 絡 先 多文化共生班

TEL 054-221-2178

　ウクライナからの避難者支援のために、音声翻訳機の寄贈がありま
した！

（要旨）
　このたび、県民の方から、ウクライナから本県に避難された方のコミュニケー
ション支援のために、音声翻訳機10台が寄贈されました。

（概要）
１寄贈者
　大箸　光弘（オオハシ　ミツヒロ）氏（富士市在住）

２寄贈物品　
　音声翻訳機　10台

３寄贈日
　令和４年５月２日（月）

４対応者
　くらし・環境部長　　　高畑　英治
　くらし・環境部長代理　山田　琢也

５大箸氏のコメント
　・県民の方にも、私の行動を知ってもらうことで、県内に支援の輪が広がれば。
　・仕事の関係で、海外に行くことが多かった。その経験上、避難された方が最初
に困るのが言葉であると思い、翻訳機をお渡しする。

６部長のコメント
　・避難者は、コミュニケーションに不安を感じているので、今回の寄贈は大変あ
りがたい。
　・寄贈された翻訳機は、市町を通じて、県内に避難された方にお届けする。
　・今後も避難者のニーズを把握して、必要な支援を行っていく。

（参考）
・４月28日現在で、３組８人が来静　
・相談件数　50件（住宅等支援の希望　７件、援助の申入36件、その他７件）

※〔記者の皆様へ〕
　当初は、寄贈者の希望により寄贈に関する事前の記者提供を行いませんでした
が、「避難者への支援が広がるのであれば。」と寄贈者に御了解をいただいたの
で、事後の記者提供とさせていただきました。



提 供 日 2022/05/02

タイトル 環境省新宿御苑管理事務所及び（公社）日本植物園協
会と絶滅危惧種保全のための覚書を取り交わします！

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 富士山・南アルプス保全班

TEL 054-221-3498

 ＜静岡県くらし・環境部、公益社団法人日本植物園協会同時発表＞

 静岡県と公益社団法人日本植物園協会及び環境省自然環境局新
宿御苑管理事務所は、「静岡県産絶滅危惧植物の生息域外保全連
携活動」を実施のための覚書を取り交わします。 

要旨
 
１． 「静岡県産絶滅危惧植物の生息域外保全連携活動」実施のため、静岡
県、環境省新宿御苑管理事務所は、公益社団法人日本植物園協会との３者
にて覚書を取り交わします。 

２． 覚書により、静岡県の絶滅のおそれのある希少な植物を将来にわたって
保存するとともに、発芽特性や栽培方法などの情報を収集し知見を共有する
ことで、生物多様性保全に資することを目的としています。 

３． 環境省は「絶滅のおそれのある野生動植物の域外保全に関する基本方
針」に基づき、各種団体と連携して絶滅危惧植物の生息域外保全を行ってい
ますが、この枠組みに正式に自治体が加わるのは初めてのことになります。 

○開催日
　日 　　時：令和４年５月12日（木） 11時00分～
　会 　　場：静岡県庁別館９階特別第二会議室
　内　　 容：「静岡県産絶滅危惧植物の生息域外保全連携活動」実施のため
　　　　　　　の覚書取り交わし。
　取材受付：開始30分前より会場にて受付します。

詳細は添付資料のとおり

■ 問合せ先 
○ 静岡県くらし・環境部 自然保護課 
担当者：富士山・南アルプス保全班 
主査 山﨑 由晴 Tel：054-221-3498 Fax：054-221-3278 

○ 環境省自然環境局新宿御苑管理事務所 
担当者：温室第一科 
科長 関 勝雄 Tel：03-3350-0152 Fax：03-3350-1372 



発 表 日 2022/05/02

タイト ル 観光促進事業～今こそ しずおか 元気旅～ の対象拡大（ 第２弾）

担 当 スポーツ・ 文化観光部 観光振興課

連 絡 先 観光振興班 TEL 054-221-3637

観光促進事業の対象者を拡大！

静岡県では、 ５月９日から 31日まで実施する観光促進事業「 今こそ しずおか 元気旅」 及び駿

河湾フェリー半額割引の対象者を、これまでの静岡県民及び４月28日に公表した隣接及び地域ブロ

ック（ 北陸信越・ 中部ブロック） の７県の県民に加え、愛知県及び岐阜県の皆様にも拡大します。

その他の都県につきましても、同意を得られた段階で、随時拡大、公表いたします。

＜割引対象者の拡大＞

※なお、「 今こそ しずおか 元気旅」 は、静岡県に宿泊または静岡県内での日帰り旅行が対象となり

ます。静岡県の方が、隣接及び地域ブロックへ旅行される場合は、旅行先の県の制度を利用する

ことになりますので、各県のＨＰ等を御確認く ださい。

＜利用に関する問合せ先＞

割 引 対 象

４月28日公表 静岡県、 山梨県、 長野県、 神奈川県、 新潟県、 富山県、 石川県、 福井県の皆様

今回拡大 愛知県、岐阜県の皆様

《 駿河湾フェリー半額割引》

（ 一社） ふじさん駿河湾フェリー 電話番号 054-340-5223

URL： ht tps: //www. 223-f er ry. or . j p

《 今こそ しずおか 元気旅》

元気旅事務局コールセンター 電話番号 0570-666-867

URL： ht tps: //premi um-gi f t . j p/shi zuokagenki tabi /



会 見 日 2022/04/25

観光促進事業～「 今こそ しずおか 元気旅」 ～ の実施期間の延長

観光促進事業の実施期間を延長します！

観光促進事業～「 今こそ しずおか 元気旅」 ～については、実施期間を５月31日まで延長する

とともに、対象地域を隣接都県及び地域ブロック（ 北陸信越・ 中部） に拡大します。

実施に当たっては、ワクチン・ 検査パッケージの活用やふじのく に安全・ 安心認証（ 宿泊施設） の

利用、旅行者と県内受入施設双方への呼びかけ等により、感染防止対策を徹底してまいります。

１ 「 今こそ しずおか 元気旅」（ 県内宿泊施設の宿泊費及び日帰り旅行代金への割引）

２ 駿河湾フェリーの運賃半額割引

概 要 旅客運賃、 車両・ 二輪運賃、 周遊運賃を普通運賃から半額割引

対象者
･静岡県民

･隣接及び地域ブロック (北陸信越・ 中部)の県民(対象の都県は、 後日公表)

事業期間 令和４年５ 月９日（ 月） ～５ 月31日（ 火）

割引条件 県内宿泊施設への宿泊又は、県内観光施設等への立寄り（ ２ ヶ所以上）

対象者

事業期間

予約受付期間 令和４ 年５ 月６日（ 金） ～５ 月 31日（ 火） ※コンビ二発券は５ 月９ 日から

割引額等

県内宿泊費または日帰り旅行代金の1/2以内： １ 人最大5, 000 円

割引に合わせて地域クーポンを付与（ 最大2, 000 円分)

利用方法

(①又は②）

①県内コンビニで購入した旅行券と地域クーポンを登録事業者への現地支払いの際に利用

②県内旅行業店舗で直接割引。 地域クーポンは登録事業者への現地支払いの際に利用

ワクチン・ 検査

パッ ケージ
ワクチン接種歴（ ３ 回接種） または陰性の検査結果を確認

区分 宿泊費・ 日帰り旅行代金 割引額 地域ｸ ﾎー゚ ﾝ

宿泊又は
日帰り旅行

１ 万円以上（ 税込） ５千円/人・ (泊)
＋

２ 千円

４千円以上１万円未満（ 税込） ２ 千円/人・ (泊) １ 千円

･静岡県民

･同意が得られた隣接及び地域ブロッ ク (北陸信越・ 中部)の県民(対象の都県は、 後日公表)

隣 接 都 県 山梨県、 長野県、 愛知県、 神奈川県、 東京都

北陸信越・ 中部ブロッ ク 新潟県、 富山県、 石川県、 福井県、 岐阜県、 三重県、 ( 長野県、 愛知県)

※ １ 、 ２ ともに静岡県内の新型コロナウイルス感染症等の状況により、 事業を停止する場合があります。

担当： スポーツ・ 文化観光部観光振興課観光振興班

電話： 054－221－3637

問い合わせ先 １ 元気旅事務局コールセンター 電話番号 0570-666-867

２ （ 一社） ふじさん駿河湾フェリー 電話番号 054-340-5223

令和４ 年５ 月９ 日（ 月） ～５ 月 31日（ 火）
※ 地域クーポンは６月１日まで
※ 宿泊は５月31日泊まで、日帰り旅行は５月31日発まで

【 参 考】 令和４年４月25日 静岡県 知事記者会見発表資料



提 供 日 2022/05/02

タイトル 新型コロナウイルス感染症罹患後症状（後遺症）調査
結果の公表（第２報）

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

１　要旨
　新型コロナウイルス感染症の罹患後症状（後遺症）のインターネットアンケート
調査を実施しており、４月15日時点の結果を第２報としてとりまとめました。

２　調査概要
調査時期 令和３年12月６日～令和４年４月15日（現在も継続）
アンケート
Ｕ　Ｒ　Ｌ

https://www.pref.shizuoka.jp/kousei/ko-420a/kansen/aftereffects/
survey_citizens.html

調査対象 新型コロナウイルス感染症に罹患し、後遺症がある(又はあった)県民

後遺症定義
調査における後遺症の定義：「新型コロナウイルス感染症に感染後、４
週間以上症状が持続し、他の疾患では説明がつかないもの」

第１報
・令和４年１月31日時点調査結果（２月22日公表）
・【デルタ株以前】149人

第２報
（今回）

・令和４年４月15日時点調査結果
・【デルタ株以前】188人（第１報の149人含む）
・【オミクロン株】103人（令和４年１月以降に感染した方）

３　オミクロン株の傾向と特徴
　オミクロン株の罹患後症状は、発症から期間が経過していないため、デルタ株以
前の症状とは単純な比較はできませんが、概ね以下の傾向と特徴があります。
　





提 供 日 2022/05/02

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点
から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願
いします。

１　本日の新規感染者数（政令市発表分を含む）

※患者詳細公表後に県番号を付番していること、発生届の取り下げがあること等の理由から、感染者数の累計
と県公表番号の値は一致しません。

２　本日の新規感染症患者等について（県内公表147235から147433例目）の概要



○感染者集団（クラスター）
・本日新たに認定したクラスターはありません。

３　コロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（5月2日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数。
※コロナ患者受入病院以外の入院者数は0名です。

４　県内宿泊療養施設の入居状況（5月2日正午現在）

区分 施設数 総客室数
療養者用

客室数（Ａ）
入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 ９施設 1,252室 1,057室 150人 14.2％

５　自宅療養者数、自宅待機者数（5月1日17時時点）
区分 人数（人）

自宅療養者数 5,034
自宅待機者数 3

※自宅待機者数は、療養先が未定の者、療養先は決まっているものの入院又は宿泊療養施
設入居を待っている者の合計。

６　療養終了者数（前日時点の推計値）
　前日までの累計感染者数から、入院者数（前日正午時点）、宿泊療養施設入居者数（前
日正午時点）、自宅療養者数（前日17時時点）、自宅待機者数（前日17時時点）、死亡者数
（前日時点）を除いた人数を療養終了者数とします。

療養終了者数
（5月1日時点）

141,597人



７　新型コロナウイルスワクチンの接種実績（5月1日時点）

８　感染症患者等の概要
感染症患者等の概要については、以下の県ＨＰに掲載します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-tyuumokujouhou.html





提 供 日 2022/05/02

タイトル 野生イノシシの豚熱（ＣＳＦ）遺伝子検査結果
（4/22～4/28結果判明分）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 野生イノシシ対策班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱（ＣＳＦ）の防疫対策に関する情報（第385報）

＜野生イノシシのＣＳＦ遺伝子検査結果（4/22～4/28結果判明分）＞

  静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシのＣＳＦ検査を実施し

ています。

　新たに検査結果が判明した野生イノシシの検査状況は、下表の25頭です。

　このうち、16番目（371例目）は既に公表しましたが、ＣＳＦウイルスの感染を確

認したものです。

　平成30年９月以降、6,783頭（死亡345頭、捕獲6,438頭）の検査を実施し、371頭

の陽性（死亡154頭、捕獲217頭）を確認しています。

   

  　
  ※ 過去の検査実施個体の情報は、静岡県ＨＰに掲載しています。
   　http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-370/hpai/csf_index.html



提 供 日 2022/05/02

タイトル 静岡県公式WeChatミニプログラムの開設

担　　当 ミニプログラムについて　スポーツ・文化観光部観光

振興課観光振興班 　　　　　　　　　　　　　　　　

全日空海淘について　経済産業部マーケティング課ブ

ランド戦略班

連 絡 先 TEL 観光振興課 054-221-3696

TEL マーケティング課 054-221-3389

静岡県公式WeChatミニプログラムの開設による中国向け観
光情報の発信及び全日空海淘での特産品の販売
  

　県では、ANAあきんど株式会社及び株式会社ACDと連携し、中国において圧倒的な
ユーザー数（約10億人）を持つ、中国の大手IT企業テンセントが運営する
WeChat(ウィーチャット)内に、本県の観光地やイベント、特産品などを紹介するミ
ニプログラムを開設しました。

  中国との往来再開を見据え、本プログラムを誘客促進の新たな情報発信ツールと
して活用するとともに、中国向けECサイト「全日空海淘」とWeChatミニプログラム
の連動により、本県特産品の販路を拡大します。

１　WeChatミニプログラムの主な内容

　　　　    ・本県の観光地及び温泉地（約50箇所）、四季のイベント情報、特産品の紹介
　　 ・県内モデルコースの紹介 

 ２　全日空海淘の主な内容
　　 ・本県のお茶、地酒、水産加工品など特産品の販売

 （５月２日時点：６社14商品を販売中） 
　　

                     　   【WeChatミニプログラムページイメージ】　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　 　 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　QRコード(※) 　　起動時バナーページ　　　　　　　　　トップページ

　（※）サイトの閲覧にはWeChatのダウンロードが必要になります。下記URLからダウンロードした上でWeChatホーム画面から、「＋」→

「スキャン」をクリックして、上記静岡県観光サイトのQRコードを読み取ってください。（https://www.wechat.com/ja/）



提 供 日 2022/05/03

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点
から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願
いします。

１　本日の新規感染者数（政令市発表分を含む）

※患者詳細公表後に県番号を付番していること、発生届の取り下げがあること等の理由から、感染者数の累計
と県公表番号の値は一致しません。

２　本日の新規感染症患者等について（県内公表147595から147880例目）の概要



○感染者集団（クラスター）
・本日新たに認定したクラスター（１件）

３　コロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（５月３日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数。

４　県内宿泊療養施設の入居状況（５月３日正午現在）

区分 施設数 総客室数
療養者用

客室数（Ａ）
入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 ９施設 1,252室 1,057室 138人 13.1％

５　自宅療養者数、自宅待機者数（５月２日17時時点）
区分 人数（人）

自宅療養者数 4,829
自宅待機者数 6

※自宅待機者数は、療養先が未定の者、療養先は決まっているものの入院又は宿泊療養施
設入居を待っている者の合計。

６　療養終了者数（前日時点の推計値）
　前日までの累計感染者数から、入院者数（前日正午時点）、宿泊療養施設入居者数（前
日正午時点）、自宅療養者数（前日17時時点）、自宅待機者数（前日17時時点）、死亡者数
（前日時点）を除いた人数を療養終了者数とします。

療養終了者数
（５月２日時点）

142,108人

７　感染症患者等の概要
感染症患者等の概要については、以下の県ＨＰに掲載します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-tyuumokujouhou.html



提 供 日 2022/05/03

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者の死亡について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

新型コロナウイルス感染症患者の死亡について（県内403例目）

　新型コロナウイルス感染症の患者１名の死亡が確認されたとの報告がありました。
　お亡くなりになられた患者様に対し、謹んで哀悼の意を表しますとともに、御遺族の皆様
には心よりお悔やみ申し上げます。
　病状等の詳細につきましては、御遺族の意向により公表を差し控えさせていただきます。
また、報道に際しましては、患者様及び御遺族の皆様の人権の尊重並びに個人情報の保
護に御配慮をお願いします。

　県内403例目（死亡が確認された日：令和４年４月30日）
　施設入所中の新型コロナウイルス感染症の患者が救急搬送され、死亡が確認されたとの
報告が、県内の医療機関からありました。

　　１　年　 　代　　70歳代
　　２　性　 　別　　女性
　　３　居 住 地　　焼津市
　　４　基礎疾患 　有



提 供 日 2022/05/04

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について 

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点
から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願
いします。

１　本日の新規感染者数（政令市発表分を含む）

※患者詳細公表後に県番号を付番していること、発生届の取り下げがあること等の理由から、感染者数の累計
と県公表番号の値は一致しません。

２　本日の新規感染症患者等について（県内公表148052から148430例目）の概要



○感染者集団（クラスター）
・本日新たに認定したクラスター（１件）

３　コロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（５月４日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数。
※コロナ患者受入病院以外の入院者数は0名です。

４　県内宿泊療養施設の入居状況（５月４日正午現在）

区分 施設数 総客室数
療養者用

客室数（Ａ）
入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 ９施設 1,252室 1,057室 126 人 11.9％

５　感染症患者等の概要
感染症患者等の概要については、以下の県ＨＰに掲載します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-tyuumokujouhou.html



提 供 日 2022/05/05

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点
から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願
いします。

１　本日の新規感染者数（政令市発表分を含む）

※患者詳細公表後に県番号を付番していること、発生届の取り下げがあること等の理由から、感染者数の累計
と県公表番号の値は一致しません。

２　本日の新規感染症患者等について（県内公表148632から148842例目）の概要



○感染者集団（クラスター）
・本日新たに認定したクラスター（２件）

３　コロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（５月５日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数。
※コロナ患者受入病院以外の入院者数は0名です。

４　県内宿泊療養施設の入居状況（５月５日正午現在）

区分 施設数 総客室数
療養者用

客室数（Ａ）
入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 ９施設 1,252室 1,057室 105人 9.9％

５　感染症患者等の概要
感染症患者等の概要については、以下の県ＨＰに掲載します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-tyuumokujouhou.html



提 供 日 2022/05/06

タイトル 本県の新型コロナウイルスの感染状況に係る国評価レ
ベル（5/6）

担　　当 危機管理部 危機報道官

連 絡 先 危機報道官

TEL 054-221-2316

5月6日（金）現在
本県の新型コロナウイルスの感染状況や医療ひっ迫状況等は
国評価レベル２（警戒を強化すべきレベル）です

　本県では、感染力の強いオミクロン株の派生型（ＢＡ.２）にほぼ置き換わり、感染者数が多
いものの、緩やかに減少しています。
　年代別の感染者割合では４０歳代以下が全体の８割以上を占め、保育施設、教育施設や、飲
食や知人との交流の場での感染が家庭内に広がる傾向です。
　年代別のワクチン接種率は、年齢が若いほど低くなっており、これに比例して感染者数が
多くなっています。感染後、若い世代で、咳や頭痛、倦怠感等の後遺症が報告されています。
可能な限り、３回目の接種をお願いします。
　市中にウイルスがまん延し、どこでも感染する可能性がある状況です。
　県民の皆様には、気を緩めず、会話時の不織布マスクの着用、密の回避やこまめな換気な
ど、引き続き、基本的な感染防止対策の徹底をお願いします。
　また、県外へ移動する場合は、感染リスクが高い場所の訪問や、訪問先での感染リスクの高
い行動は極力控えるようにしてください。可能な限り、移動前に３回目のワクチンの接種、あ
るいは検査を受けてください。無料検査拠点（一部の薬局など）を御利用ください。

県民・事業者の皆様へのお願い

（県民の皆様へのお願い）
○感染リスクの高い場所への外出や、感染リスクの高い行動は極力控えるようお願いしま
す。特に高齢者や基礎疾患のある方、これらの方と日常的に接している方は慎重に行
動するようお願いします。

○飲食を伴う会合は、なるべく、少人数で短時間とし、食べる時は会話をせず、会話する時
は必ず不織布マスクを着用するようお願いします。

○飲食店や宿泊施設を利用する場合は、「ふじのくに安全・安心認証」など、感染防止対
策が徹底されている店舗・施設を御利用ください。

○県外に移動される方は、可能な限り、移動前に３回目のワクチンの接種、あるいは検査
を受けるようにしてください。無料検査拠点は、一部の薬局のほか（主要駅を含む）、５
月８日までは静岡空港にも臨時の検査拠点が設置されています。

○お住まいの市町から接種券が届きましたら、ワクチンの接種の検討をお願いします。３回
目のワクチン接種率が高い年代は感染者数が少ないほか、高齢者の重症化率が低下
するなど、接種効果が認められます。特に、40歳代以下の若い世代でも、感染後、咳や
頭痛、倦怠感、集中力の低下などの後遺症が長く続く傾向があります。接種が可能な方
は、早期の検討をお願いします。

（事業者の皆様等へのお願い）
〇事業者の皆様は、業種別ガイドラインや「ふじのくに安全・安心認証制度（飲食店・宿泊
施設）」に則った感染防止対策の徹底、換気や座席間の距離の確保など感染しにくい
環境を確保してください。

○催物（イベント）の主催者の皆様は、基本的な感染防止対策の徹底とともに、参加者名
簿の作成や接触確認アプリ「COCOA」等を活用し、参加者の把握に努めてください。ま
た、参加人員5,000人超かつ収容率50％超のイベントを開催する場合は、県に具体的な
感染防止策を記載した「感染防止安全計画」を提出してください。

○学校や保育所等では、感染防止対策の徹底、感染リスクの高い行動を回避するととも
に、職員や児童・生徒等に何らかの風邪症状がある場合については、かかりつけ医又
は発熱等診療医療機関への速やかな受診を勧奨するように御協力願います。

○福祉施設等の事業者の皆様は、市町から配布された抗原定性簡易キットを活用し、陽
性者の早期発見に御協力願います。

　　◎詳細は、静岡県のＨＰを御覧ください。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-keikailevel.html



提 供 日 2022/05/06

タイトル ＤＸの推進について賀茂地域各町長との意見交換を実
施します

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局デジタル戦略課

連 絡 先 デジタル戦略班

TEL 054-221-3679

ＤＸの推進について賀茂地域各町長との意見交換を実施します

１　要旨
　令和４年３月に策定した「ふじのくにＤＸ推進計画」の周知拡大等を通じて県内
のＤＸを推進するため、県内市町長との意見交換を行っています。

２　意見交換の概要
　(1) 松崎町
　　　・日時：令和４年５月１２日（木）　１３時から３０分程度
　　　・会場：松崎町役場２階応接室（松崎町宮内３０１－１）
　　　・相手方：町長、副町長　ほか　　
　(2) 南伊豆町
　　　・日時：令和４年５月１２日（木）　１５時から３０分程度
　　　・会場：南伊豆町役場２階総務課（南伊豆町下賀茂３１５－１）
　　　・相手方：町長　ほか　　
　(3) 西伊豆町
　　　・日時：令和４年５月１３日（金）　１１時から３０分程度
　　　・会場：西伊豆町役場２階町長室（西伊豆町仁科４０１－１）
　　　・相手方：町長　ほか　　
　(4) 本県の対応者
　　　デジタル戦略担当部長　ほか
　(5) 主な内容
　　　・「ふじのくにＤＸ推進計画」の概要
　　　・今後ＤＸを推進していく上での課題及び展望　ほか

３　取材について
　取材に際しては、手洗い、マスクの着用等の新型コロナウイルス感染拡大防止策
への御協力をお願いします。
　発熱又は風邪のような症状がある場合には、御自身の体調を優先し、参加を控え
ていただきますよう併せてお願いします。



提 供 日 2022/05/06

タイトル 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の
発生

担　　当 経営管理部 行政経営局人事課

連 絡 先 人事班

TEL 054-221-2016

静岡県職員の新型コロナウイルス感染状況（令和４年５月６日）

所属 勤務地 発症日 陽性確認日 濃厚接触者

１ 健康福祉部 本庁 令和４年４月27日 令和４年４月29日 同居家族

２ 交通基盤部 本庁 発症なし 令和４年５月２日 同居家族

※職員は発症又は陽性判明後、勤務を行っておらず、保健所の指示に従い療養中
※勤務中はマスクを着用し、職場内の消毒等感染対策を行っており、業務に影響な
し



提 供 日 2022/05/06

タイトル 県民の意見募集（静岡県パートナーシップ宣誓制度

（骨子案）への意見）

担 当 くらし・環境部 県民生活局男女共同参画課

連 絡 先 男女共同参画班

TEL 054－221－3122

県では、誰もが理解し合える共生社会の実現を目指し、「ジェンダー平等と性の多様性を
認め合う環境づくり」を進めています。その具体的な取組の一つとして、令和４年度内に
「パートナーシップ宣誓制度」の創設を目指しています。
この制度の導入にあたり、骨子案を作成しましたので、広く県民の皆様から御意見を募

集します。
記

１ 意見募集期間 令和４年５月６日（金）～令和４年６月３日（金）

２ 閲覧方法

静岡県ホームページ http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu
（「ホーム」→「県政情報」→「行政改革・情報公開」→「静岡県の情報公開」→「政
策形成過程情報・県民意見提出手続」）

３ 意見の提出方法と提出先

（１）持参又は郵送

〒420-8601 静岡市葵区追手町９番６号（県庁西館６階）
くらし・環境部 県民生活局 男女共同参画課

（２）ファクシミリ

054－221－2941（くらし・環境部 県民生活局 男女共同参画課）
（３）電子メール

danjyo@pref.shizuoka.lg.jp
（４）ふじのくに電子申請サービス

「静岡県パートナーシップ宣誓制度」で検索して入力してください。
以下のURL又はQRコードからアクセスいただくこともできます。
https://s-kantan.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail.action?tempSeq=6018

４ 留意事項

いただいた御意見に対する県の考え方は、類似する御意見をまとめた上で、県のホー
ムページでお示しします。
御意見をお寄せいただいた方に対して、個別には回答いたしませんので、御了承くだ

さい。

５ 問合せ先

くらし・環境部 県民生活局 男女共同参画課（054－221－3122）

静岡県パートナーシップ宣誓制度（骨子案）に対する意見を募集します。

――県民意見提出手続（パブリックコメント）の実施――

http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu
https://s-kantan.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail.action?tempSeq=6018


提 供 日 2022/5/6

タイトル 株式会社 明治からの寄附金目録贈呈式の開催

担 当 スポーツ・文化観光部文化局富士山世界遺産課

連 絡 先 富士山世界遺産課（054－221－3746）

富士山の環境保全活動などを支援するため、株式会社 明治から県に寄附金

が贈呈されることとなり、下記のとおり、贈呈式を行います。

記

１ 日時・次第 令和４年５月10日(火)14時30分から15時00分まで

・寄附金目録の贈呈 ・部長感謝状の贈呈 ・歓談

２ 場 所 静岡県庁東館11階 スポーツ・文化観光部長室

（静岡市葵区追手町９ー６）

３ 贈 呈 者 株式会社 明治 中部支社 量販営業二部 部長

佐藤 直志（さとう なおし） 他２名

４ 寄附金額 92,300 円

５ 寄附の内容

２月23日の「富士山の日」に合わせ、静岡県限定で実施した“明治のお菓

子で富士山に笑顔をキャンペーン”（対象期間：令和４年２月15日～３月31

日）期間中の売上の一部を、富士山の環境保全活動を支援するために静岡

県へ寄附する。

６ 株式会社 明治について

・1916 年に明治製菓の前身、「東京菓子株式会社」を設立

・静岡県内には、東海工場（静岡県藤枝市小石川町）がある。

・2016 年に明治グループ創業 100 周年を迎えた。

株式会社 明治からの「富士山」の環境保全活動等のための

寄附金目録贈呈式を開催します！



提 供 日 2022/05/06

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点
から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願
いします。

１　本日の新規感染者数（政令市発表分を含む）

※患者詳細公表後に県番号を付番していること、発生届の取り下げがあること等の理由から、感染者数の累計
と県公表番号の値は一致しません。

２　本日の新規感染症患者等について（県内公表148981から149174例目）の概要



○感染者集団（クラスター）
・本日新たに認定したクラスター（1件）

３　コロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（5月６日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数。
※コロナ患者受入病院以外の入院者数は0名です。

４　県内宿泊療養施設の入居状況（5月６日正午現在）

区分 施設数 総客室数
療養者用

客室数（Ａ）
入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 ９施設 1,252室 1,057室 97人 9.2％

５　自宅療養者数、自宅待機者数（5月５日17時時点）
区分 人数（人）

自宅療養者数 4,723
自宅待機者数 7

※自宅待機者数は、療養先が未定の者、療養先は決まっているものの入院又は宿泊療養施
設入居を待っている者の合計。

６　療養終了者数（前日時点の推計値）
　前日までの累計感染者数から、入院者数（前日正午時点）、宿泊療養施設入居者数（前
日正午時点）、自宅療養者数（前日17時時点）、自宅待機者数（前日17時時点）、死亡者数
（前日時点）を除いた人数を療養終了者数とします。

療養終了者数
（5月５日時点）

143,682人

７　ワクチン接種回数別陽性者数（政令市発表分を除く）【４月28日から５月５日の合計】

※ワクチン接種回数が不明・調査中の者を除く
※接種対象外は５歳未満



８　感染症患者等の概要
感染症患者等の概要については、以下の県ＨＰに掲載します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-tyuumokujouhou.html



提 供 日 2022/05/06

タイトル 野生イノシシの豚熱（ＣＳＦ）陽性確認（372～374例
目）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 野生イノシシ対策班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱（ＣＳＦ）の防疫対策に関する情報（第386報）

(令和４年５月６日　１４時００分現在）

野生イノシシのＣＳＦ陽性確認について
（372～374例目）

　野生イノシシのＣＳＦ遺伝子検査において、新たに、ＣＳＦに感染した野生イノ
シシが３頭確認された。
　なお、伊東市での野生イノシシの感染確認は初となる。

１　概要
　県において、野生イノシシにおけるＣＳＦの遺伝子検査を行い、３頭で陽性と確
定した。

　

２　今後の対応
　・県内全ての豚飼養者に対して、野生イノシシのＣＳＦ陽性確認の情報提供、
　　防疫対策の強化及び異常発生時の早期通報の徹底を周知する。
　・県養豚協会等の養豚関係団体に対し、防疫対策の再徹底について周知する。

　県民の皆様へ

　ＣＳＦ（Classical Swine Fever）は、家畜伝染病予防法により特定家畜伝染病に
指定される豚及びイノシシ特有のウイルス性疾病であり、人には感染しません。
　今後とも、迅速で正確な情報提供に努めますので、根拠のない噂などにより混乱
することがないよう、御協力をお願いします。



提 供 日 2022/05/06

タイトル つなぐ棚田遺産　久留女木の棚田　棚田耕作者の育成
支援動画配信開始　

担　　当 経済産業部 農地局農地保全課

連 絡 先 農村整備班

TEL 054-221-2714

【つなぐ棚田遺産】久留女木の棚田

 棚田耕作者の育成支援動画　配信開始

　浜松市北区引佐町の久留女木の棚田で、棚田の保全活動に取り組む地元組織「久
留女木竜宮小僧の会」が、棚田耕作者の育成支援を目的に、年間の耕作内容を１０
話に分け、動画の作成を進めている。
　今回、１話及び２話が完成したことから、久留女木竜宮小僧の会ホームページ等
で５月１日より配信を開始した。　

１　背　景
　久留女木の棚田では、近年地元耕作者の高齢化等にともない、棚田の維持が難し
くなりつつあるため、地元組織「久留女木竜宮小僧の会」が地域外から棚田の耕作
参加者を募り、休日などを利用して耕作指導を行ってきたが、耕作志願者から平日
の指導を要望する声や、指導者からは休日を確保したい声があげられていた。

２　目　的　
　久留女木の棚田の耕作志願者が、休日に限らず、日常から棚田の耕作技術を学習
できるようにすることで、耕作者の育成を加速させるとともに、指導者の負担を軽
減し、久留女木の棚田が将来にわたり健全に存続する可能性の向上を目指す。

３　今　後
　動画完成の都度、久留女木竜宮小僧の会ホームページ等で配信していくととも
に、棚田の保全・活用に対する県民の関心を高めるべく、ＳＮＳ等を活用し、配信
情報の拡散に努める。

４　参　考

久留女木竜宮小僧の会ＨＰ https://www.kurumeki.com/

【第1話】　
久留女木竜宮小僧の会活動

https://youtu.be/XEcgV2hPrQA

【第2話】　
藁の裁断から田起こし

https://youtu.be/HB92nvsBakE



提 供 日 2022/05/06

タイトル 都市計画決定のための公聴会開催

担　　当 交通基盤部 都市局都市計画課

連 絡 先 都市行政班

TEL 054-221-3062

都市計画決定のための公聴会開催について
～公聴会にて、意見の公述を希望される方を募集します～

　県は、都市計画の原案に、県民の皆様の意見を反映するため、都市計画原案の閲
覧を行い、公聴会を開催します。公聴会において意見を述べようとする方は、下記
のとおり公述申出書を提出して下さい。
 ※   締 め 切 り 日 までに 公述申出書 の 提出 がなかった 場合 は 、 公聴会 は 開催 いたしませ
 ん  。

１　案件概要　
（１）東駿河湾広域都市計画道路（沼津市）
　都市の将来像を見据えた合理的な道路ネットワークを再構築するため、都市全体
としての施設の配置や規模に関する再検証を行った結果、３・４・19号西条千本線
を変更する。

（２）岳南広域都市計画道路（富士市）
　都市の将来像を見据えた合理的な道路ネットワークを再構築するため、都市全体
としての施設の配置や規模に関する再検証を行った結果、３・４・18号元吉原中里
線を変更する。

２　公聴会の日時、場所、原案の閲覧等

都市計画区域名 都市計画区
域内市町 開催日時 開催場所 原案の概要の閲覧

期間※

(1)東駿河湾広
域都市計画 沼津市

令和４年５月
20日(金)
午後２時から

沼津市立図書館
４階講座室

令和４年５月６日
(金)から
令和４年５月13日
(金)まで

(2)岳南広域都
市計画 富士市

令和４年５月
24日(火)
午後２時から

富士市役所
６階第１・２会
議室

令和４年５月10日
(火)から
令和４年５月17日
(火)まで

※土日を除く午前８時30分から午後５時15分まで

３　原案の閲覧場所
　静岡県交通基盤部都市局都市計画課（静岡市葵区追手町９番６号）及び各都市計
画区域内の市役所都市計画担当課
※県都市計画課のホームページ(下記アドレス)でも閲覧することができます。
　https://www.pref.shizuoka.jp/kensetsu/ke-510a/01-0kouchoukai.html

４　公述申出書の提出方法及び締切日
（１）提出方法
　公述申出書に必要事項を記載し、別紙に意見の要旨及び理由を記載したものを添
付して、公述申出締切日までに静岡県交通基盤部都市局都市計画課に郵送又は持参
にて提出してください。
　※公述申出書の様式(様式第１号)は、県都市計画課のホームページ(下記アドレ
ス)よりダウンロードできます。



　https://www.pref.shizuoka.jp/kensetsu/ke-510a/01-0kouchoukai.html
　▼QRコード

（２）締切日
　２の原案閲覧期間の最終日　午後５時15分必着

５　公聴会の傍聴
　公聴会の傍聴を希望する方は、公聴会当日、会場に直接来場してください。先着
順に会場の定員まで受け付けます。

６　公聴会の中止
　締切日までに公述の申出書の提出がなかった場合は、公聴会を中止します。
公聴会の開催の有無は、原案の閲覧期間最終日の次営業日以降に、下記８にお問い
合わせください。

７　新型コロナウイルス感染拡大防止対策
（１）開催の中止及び開催方法の変更
　　今後の感染拡大状況等をふまえて、公聴会の開催中止又は開催方法の変更を行
う場合があります。
（２）開催する場合の感染予防への配慮
　　公述人及び傍聴人の皆様には、マスクの着用、入室時のアルコール消毒及び検
温に御協力をお願いいたします。　

８　問い合わせ先
　〒420-8601　静岡市葵区追手町９番６号
　静岡県交通基盤部都市局都市計画課都市行政班
　TEL:054-221-3062



【参考図】県が定める都市計画の手続きの流れ
※現在は公聴会の開催による住民の意見反映の段階です



提 供 日 2022/05/06

タイトル 静岡県議会令和４年５月臨時会に係る議会運営委員会
の開催

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局　議事課

TEL 054-221-2555

下記のとおり議会運営委員会を開催する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　記
　
■日　　時　令和４年５月13日(金)　午前10時30分から

■場　　所　議会401会議室（静岡県庁本館４階）

■協議事項　令和４年５月臨時会について
    
－参考－
　
【議会運営委員会の概要】

・議会を円滑かつ効率的に運営することを目的として設置

・構成員：13人

議　　　長 　宮　沢　正　美（自民改革会議）

副　議　長 　竹　内　良　訓（自民改革会議）

委　員　長 　相　坂　摂　治（自民改革会議）

副 委 員 長
　和　田　篤　夫（自民改革会議）

  阿　部　卓　也（ふじのくに県民クラブ）

委　　　員

　鈴　木　澄　美（自民改革会議）

　山　田　　　誠（自民改革会議）

　藪　田　宏　行（自民改革会議）

　飯　田　末　夫（自民改革会議）

　市　川　秀　之（自民改革会議）

　杉　山　　　淳（ふじのくに県民クラブ）

　中　澤　通　訓（ふじのくに県民クラブ）

　髙　田　好　浩（公明党静岡県議団）



提 供 日 2022/05/07

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点
から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願
いします。

※５月６日に公表した県149133例目、149134例目及び149135例目について、県外の自治体で公表さ
れていることが判明したため、陽性者数からは除外します。
５月６日の県全体の新規感染者数は371件となります。（これに伴う付番の変更はありません。）

１　本日の新規感染者数（政令市発表分を含む）

※患者詳細公表後に県番号を付番していること、発生届の取り下げがあること等の理由から、感染者数の累計
と県公表番号の値は一致しません。

２　本日の新規感染症患者等について（県内公表149325から149671例目）の概要



○感染者集団（クラスター）
・本日新たに認定したクラスター（１件）

３　コロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（５月７日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数。

※コロナ患者受入病院以外の入院者数は０名です。

４　県内宿泊療養施設の入居状況（５月７日正午現在）

区分 施設数 総客室数
療養者用

客室数（Ａ）
入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 ９施設 1,252室 1,057室 98人 9.3％

５　自宅療養者数、自宅待機者数（５月６日17時時点）
区分 人数（人）

自宅療養者数 4,576
自宅待機者数 15

※自宅待機者数は、療養先が未定の者、療養先は決まっているものの入院又は宿泊療養施
設入居を待っている者の合計。

６　療養終了者数（前日時点の推計値）
　前日までの累計感染者数から、入院者数（前日正午時点）、宿泊療養施設入居者数（前
日正午時点）、自宅療養者数（前日17時時点）、自宅待機者数（前日17時時点）、死亡者数
（前日時点）を除いた人数を療養終了者数とします。

療養終了者数
（５月６日時点）

144,200人

７　感染症患者等の概要
感染症患者等の概要については、以下の県ＨＰに掲載します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-tyuumokujouhou.html



提 供 日 2022/05/08

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点
から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願
いします。

１　本日の新規感染者数（政令市発表分を含む）

※患者詳細公表後に県番号を付番していること、発生届の取り下げがあること等の理由から、感染者数の累計
と県公表番号の値は一致しません。

２　本日の新規感染症患者等について（県内公表149976から150461例目）の概要



○感染者集団（クラスター）
・本日新たに認定したクラスターはありません。

３　コロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（５月８日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数。
※コロナ患者受入病院以外の入院者数は０名です。

４　県内宿泊療養施設の入居状況（５月８日正午現在）

区分 施設数 総客室数
療養者用

客室数（Ａ）
入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 ９施設 1,252室 1,057室 101人 9.6％

５　感染症患者等の概要
感染症患者等の概要については、以下の県ＨＰに掲載します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-tyuumokujouhou.html



提 供 日 2022/05/09

タイトル ライオンズクラブ国際協会334－Ｃ地区主催
ウクライナ支援チャリティコンサートに係る
知事表敬訪問の実施

担　　当 くらし・環境部 県民生活局県民生活課

連 絡 先 協働推進班

TEL 054-221-3153

ウクライナ支援チャリティコンサート
出演者のナターシャ・グジー氏が知事を表敬訪問します

（要旨）
　５月11日(水)にライオンズクラブ国際協会334－Ｃ地区の主催による
ウクライナ支援チャリティコンサートを開催します。開催に先立ち、出演者の
ナターシャ・グジー氏及び主催者が知事を表敬訪問します。

（概要）
　１　日時　　令和４年５月11日（水）10時00分～10時30分

　２　訪問者　
　　　・ナターシャ・グジー氏（コンサート出演者）
　　　・藤井　嗣也氏（ライオンズクラブ334－Ｃ地区　地区ガバナー）
　　　・松田　康太郎氏（ライオンズクラブ334－Ｃ地区　キャビネット幹事）
　　　・村本　勝弘氏（ウクライナ支援チャリティコンサート　実行委員長）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

　３　場所　　　　県庁東館５階　知事室

　４　内容　　　　訪問者挨拶、知事挨拶、写真撮影

　＜参考＞
　　ウクライナ支援チャリティコンサート概要
　　・開催日時：令和４年５月11日（水）18時30分（18時開場）
　　・開催場所：静岡音楽館AOI　８階ホール　静岡市葵区黒金町１番地の９
　　・その他詳細は別紙参照
　　
　　ナターシャ・グジー氏（歌手、バンドゥーラ奏者、ウクライナ出身）
　　・2000年から日本語学校で学びながら日本での本格的な音楽活動を開始。
　　・2005年７月、ウクライナ大統領訪日の際に、首相官邸での夕食会に招待
　　　され、演奏を披露
　　・2016年７月、外務大臣表彰を受賞
　　・現在全国各地でウクライナ支援チャリティコンサート開催

　　ライオンズクラブ国際協会の概要
　　・ライオンズクラブ国際協会は世界最大の社会奉仕団体
　　　世界200カ国以上で49,711クラブ、会員数1,384,570人
　　　日本国内では2,839クラブ、会員数102,073人（2022年２月末現在）
    ・334－Ｃ地区は、静岡県内の75クラブ、会員数2,999人(2022年２月末現在）
　　　により構成される地区組織
　





提 供 日 2022/05/09

タイトル 清水エスパルスのブラジル人選手と一緒に出張授業で
ブラジルの暮らしと文化を紹介します！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局多文化共生課

連 絡 先 多文化共生班

TEL 054-221-2178

清水エスパルスのブラジル人選手と一緒に

出張授業でブラジルの暮らしと文化を紹介します！

～清水エスパルス 「ブラジルデー」特別企画～
概　要
　本県における多文化共生社会の形成につなげるため、清水エスパルス所属のブラ
ジル人サッカー選手とブラジル出身の県国際交流員が静岡市内の小学校を訪問し、
ブラジルの文化と暮らしを紹介する出張授業を行います。
　なお、本事業は、清水エスパルスが６月18日(土)の試合に合わせて開催するホー
ムゲームイベント「ブラジルデー」の特別企画事業です。

＜開催概要＞
・内容　ブラジルの文化や日本とのつながりの紹介、簡単なポルトガル語講座など
・講師　清水エスパルス　チアゴ・サンタナ　選手（予定）
　　　　静岡県国際交流員　チアゴ・フェルナンド
　　　　(株)エスパルス 事業本部ホームタウン営業部 赤堀勇太 氏

開催日 時間 開催場所

５月10日（火） 13:45～14:30

　　・静岡市立清水興津小学校　体育館
　　　（静岡市清水区興津中町350-1）　
　　・対象：５年生３クラス 84名　　 
　　　６年生３クラス 90名　計174名　
　　・連絡先：054-369-0185　　　　　

※本授業は、６月にも１回実施を予定しています。
　また、本案内は、（株）エスパルス広報部より、報道関係（サッカー担当）あて
にも別添のとおりリリースされています。

＜参考＞　
「ブラジルデー(※)」（2022明治安田生命Ｊ１リーグ第17節）
・日　　　時　６月18日（土）18：00 キックオフ
・対戦カード　清水エスパルス　×　アビスパ福岡
(※) 創設以来、選手はもちろん、監督、コーチなど多くのブラジル人と歩んできたエスパルス。
サッカーを通じた清水とブラジルの交流の歴史や、活躍したブラジル人選手の記憶を胸に、今現在
活躍しているブラジル人選手などに対して敬意を込めて開催されている特別なイベント。
「ブラジル」にリスペクトを込めたグッズや食など、様々な出展ブースも楽しめる。

＜お願い＞
　報道機関の皆様におかれましては、取材をされる際、必ず前日までに（株）エス
パルス広報部（E-mail:koho@s-pulse.co.jp）にご連絡をお願いします。



提 供 日 2022/05/09

タイトル 静岡県水道広域連携全体会議の設立

担　　当 くらし・環境部 環境局水資源課

連 絡 先 水道環境班　望月

TEL 054-221-2420

　

県内の水道広域連携の検討を行う新たな組織を立ち上げます

令和４年度第１回

静岡県水道広域連携全体会議を開催

　市町等の水道事業体とともに水道事業の広域連携について検討する静岡県水道広域連
携全体会議を設立し、第１回会議を下記のとおり開催します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　日　時

　　令和４年５月10日（火）午後１時30分から２時30分まで（予定）

２　会　場

　　ウェブ会議（県庁所属の出席者は、県庁別館８階第１会議室Ａ）

３　出席者

県 くらし・環境部長、経営管理部地域振興局長、
くらし・環境部環境局長、企業局次長　他

市町 市町等水道事業担当部局長、市町財政・企画担当部局長　他

４　内　容
　　（１）　静岡県水道広域連携全体会議の設置
　　（２）　水道広域化推進プランの策定と今後の予定

５　取材の受付

　　取材を希望する場合は、当日会場で受付をお願いします。（事前申込不要）

６　事務局（問合せ先）

　　くらし・環境部環境局水資源課　水道環境班　　望月（054-221-2420）
　　経営管理部地域振興局市町行財政課　財政班　　原田（054-221-2055）

【参考】

　これまで、水道事業の広域連携等に関しては、行政経営研究会「水道事業の広域連携
等」課題検討会にて検討を進めてきた。
　今年度末に予定している水道広域化推進プランの策定に当たり、今後の広域連携の検
討、協議を行う会議体として、行政経営研究会から発展的に独立。





提 供 日 2022/05/09

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点
から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願
いします。

１　本日の新規感染者数（政令市発表分を含む）

※患者詳細公表後に県番号を付番していること、発生届の取り下げがあること等の理由から、感染者数の累計
と県公表番号の値は一致しません。

２　本日の新規感染症患者等について（県内公表150868から151263例目）の概要



○感染者集団（クラスター）
・本日新たに認定したクラスター（２件）

３　コロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（５月９日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数。
※コロナ患者受入病院以外の入院者数は０名です。

４　県内宿泊療養施設の入居状況（５月９日正午現在）

区分 施設数 総客室数
療養者用

客室数（Ａ）
入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 ９施設 1,252室 1,057室 110人 10.4％

５　自宅療養者数、自宅待機者数（５月８日17時時点）
区分 人数（人）

自宅療養者数 4,762
自宅待機者数 14

※自宅待機者数は、療養先が未定の者、療養先は決まっているものの入院又は宿泊療養施
設入居を待っている者の合計。

６　療養終了者数（前日時点の推計値）
　前日までの累計感染者数から、入院者数（前日正午時点）、宿泊療養施設入居者数（前
日正午時点）、自宅療養者数（前日17時時点）、自宅待機者数（前日17時時点）、死亡者数
（前日時点）を除いた人数を療養終了者数とします。

療養終了者数
（５月８日時点）

145,707人



７　新型コロナウイルスワクチンの接種実績（５月８日時点）

８　感染症患者等の概要
感染症患者等の概要については、以下の県ＨＰに掲載します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-tyuumokujouhou.html



提 供 日 2022/05/09

タイトル 個人情報が含まれる郵便の誤発送について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課、中部

健康福祉センター総務課

連 絡 先 新型コロナ対策企画課、中部健康福祉センター総務課

TEL 054-221-3575、054-644-9170

（要　旨)
　中部保健所(所在地：藤枝市)が、新型コロナウイルス感染症の「宿泊・自宅療養証明書」
を郵送する際に、罹患患者の正しい住所とは異なる住所に誤って発送した。

（概　要）
１　誤発送の概要
　(1) 発送日　４月25日（月）
　(2) 経　緯
　　・中部保健所が、罹患患者から依頼のあった「宿泊・自宅療養証明書」をパソコンで作成
      する際、別の患者の住所と錯誤した証明書を作成してしまい、誤った住所に特定記録
      郵便で発送してしまった。（誤発送先　219件)
　　・誤発送された219通のうち210通は、配達されることなく郵便局から返戻されたが、９通
      は配達されてしまった。
　　・配達された９通は配達先から回収したが、うち1通は開封済みで、個人情報が漏えいし
      てしまった。
　(3) 漏えいした個人情報の内容
　　・新型コロナウイルス感染症の「宿泊・自宅療養証明書」　１名分
　　・含まれていた個人情報
　　　氏名、性別、生年月日、診断日、療養期間
　(4）誤りが起きた原因
　　・県の「ふじのくに電子申請サービス」から申請があったデータを証明書作成用ファイル
      にコピーする際、前回処理分のデータに上書して処理したところ、住所欄のコピーを失
      念してしまい、前回処理分の住所のままで証明書を作成してしまった。

２　発覚した経緯
　４月26日(火)、宛名が異なる郵便を受けた個人からの電話で発覚した。

３　対応
　・４月27日(水)
　　中部保健所が、宛名が異なる郵便が配達された方９人の自宅を訪問し、謝罪して郵便を
  回収した。このうち、開封されていた１名について、電話で事情を説明し謝罪した。

４　再発防止策
　・電子申請サービスからパソコンで証明書を作成する際の手順を見直し、申請データと証
    明書作成用データとの結合を誤らないよう、仕組みを改善した。
　・申請データと証明書のデータの突合はダブルチェックすることを徹底した。
　・県内保健所に今回の事例を周知して注意喚起を行うとともに、同様のミスが発生しないよ
    う、事務手続を確認した。



提 供 日 2022/05/09

タイトル ～森林・林業イノベーションの推進に向けた県内初の
協定締結～日本製紙株式会社等と先端技術現場実装に
関する協定

担　　当 経済産業部 森林・林業局森林計画課

連 絡 先 森林計画班

TEL 054-221-2613

  ～森林・林業イノベーションの推進に向けた県内初の協定締結～

    日本製紙株式会社等と先端技術の現場実装に関する協定

１　要　旨
　県は、森林の有する多面的機能の発揮と、林業・木材産業の持続的な発展を図る
ため、先端技術の現場実装による森林・林業のイノベーションを推進しています。
　５月９日に、日本製紙株式会社、日本製紙木材株式会社、県の三者で、先端技術
の現場実装に関する協定を県内で初めて締結しました。
　県内の日本製紙株式会社社有林を活用し、先端技術の実装に向けた実証や研修等
を連携・協力して行うとともに、実証の成果を普及することで、森林・林業分野へ
のデジタル技術やドローンなどの先端技術の現場実装を促進します。

２　経　緯
・日本製紙株式会社は、富士宮市北山の社有林で平成15年に全国で初めてSGEC(※1)
　森林認証(※2)を取得するなど、持続可能な森林経営に先進的に取り組んでいる企
　業です。
・県と日本製紙株式会社、日本製紙木材株式会社は、これまでも、日本製紙社有林
　での低コスト主伐・再造林の実証や、先端技術研修の開催などを通じ、連携・協
　力関係を築いてきました。
・今回の協定締結により、連携・協力体制を強化し、日本製紙社有林を活用した先
　端技術の実証や、成果の普及などに取り組んでいきます。

３　協定の内容
　三者は次の項目について、連携・協力して取り組んでいきます。なお、日本製紙
株式会社、日本製紙木材株式会社は、富士宮市北山をはじめとする県内の社有林を
フィールドとして提供します。
（１）森林・林業の先端技術に関する研修や情報の共有
（２）森林資源等の高精度森林情報の共有及び活用
（３）森林・林業の先端技術に関する実証と成果の普及
（４）その他森林・林業の先端技術の現場実装に関すること

４　想定される実証などの取組
　・Ｊクレジット制度の活用に向けた航空レーザ計測・解析の成果による簡便な
　　森林資源情報の整備
  ・ドローン空撮画像や地上レーザ計測機器等を活用した森林管理の効率化

　（※1）緑の循環認証会議(Sustainable Green Ecosystem Council)
         日本にある森林認証の認証機関
  （※2）環境と経済を両立させた森林管理を第三者機関が評価・認証する制度



提 供 日 2022/05/09

タイトル 土木や建築の素敵な写真募集します！「静岡どぼくら
ぶフォトコンテスト2022」

担　　当 交通基盤部 政策管理局建設政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3681

 静岡どぼくらぶフォトコンテスト2022開催
〈テーマ〉"⼟⽊・建築”おもいで写真  

普段⾒ている⾵景を⽀える社会インフラの写真を通じ、県⺠⽣活や経済活動を⽀える建設産業
の“意義”や“魅⼒”を伝えるとともに、建設産業に従事する⼈達がその魅⼒を発信する機会として、「静
岡どぼくらぶフォトコンテスト2022」を開催します。

本年は、”おもいで”をテーマに写真を募集します。通学路に架かる橋、家族でキャンプをした川辺、初⽇
の出を⾒た海岸、⾃転⾞を漕ぐ練習をした公園、技術者として挑んだ⼯事現場…すてきなエピソードと⼀
緒に応募をお待ちしています。

１　募集期間
　　2022年５⽉11⽇（⽔）から2022年８⽉31⽇（⽔）まで
　　※令和２年４⽉１⽇以降に撮影した写真を対象とします。

２　募集テーマ
　　"⼟⽊・建築”おもいで写真

３　応募⽅法
　　ふじのくに電⼦サービスの専⽤応募サイトからお申し込みください。      
     
　（専⽤案内サイトURL）
　　https://www.pref.shizuoka.jp/kensetsu/doboclub/2022photocon.html　
　　※詳細はサイト内を御覧ください。

４　応募部⾨
部⾨ 対象

（１）⼀般の部 　静岡県内在住の⽅
（２）学⽣の部 　上記の内、18歳以下の⼩・中学⽣、⾼校⽣
（３）建設産業の部 　県内の建設産業で働いている⽅

５　表彰　
賞 賞品

　最優秀賞　　　（各部⾨１点、計３点） 　賞状と副賞５万円相当
　優秀賞　　　　（各部⾨１点、計３点） 　賞状と副賞１万円相当
　共催・後援賞　（各部⾨１点、計３点） 　賞状と副賞

６　主催



　　静岡県交通基盤部
　　※共催︓⼀般社団法⼈静岡県建設業協会、⼀般社団法⼈静岡県建設コンサルタンツ協会
　　※後援︓株式会社建通新聞社

７　前回開催（第３回⼟⽊・建築フォトコンテスト）最優秀賞

（⼀般の部）「美しき⾥⽥」
（学⽣の部）「かわら屋根の町」

（建設産業の部）「2020東京オリンピック・パラリンピッ
ク
⾃転⾞ロードレースコース　春〜初夏」

８　お問い合わせ
　　静岡県交通基盤部 政策管理局 建設政策課
　　電話番号︓054-221-3681



提 供 日 2022/05/09

タイトル 静岡県議会議員の新型コロナウイルス感染について

担　　当 議会事務局 総務課

連 絡 先 総務課

TEL 054-221-2552

静岡県議会議員の新型コロナウイルスへの感染が確認されましたので、お知らせし
ます。

１　氏　名　　　加藤　元章（58歳）

２　居住地　　　沼津市（沼津市選挙区）

３　会　派　　　自民改革会議

４　症状・経過　

　・５月６日（金）　喉に違和感があったので、医療機関を受診、
　　　　　　　　　　抗原検査を実施したところ陽性と判定。
　　　　　　　　　　

５　その他

　　現在、閉会中であり、議会運営への影響はない。

　※　報道に当たっては、議員及びご家族の人権尊重やプライバシー保護に

　　　御理解と御配慮をお願いします。



提 供 日 2022/05/09

タイトル 静岡県教育委員会事務局職員における新型コロナウイ
ルス感染症患者の発生について

担　　当 教育委員会 教育総務課

連 絡 先 人事班

TEL 054-221-3103

（要旨）
　静岡県教育委員会事務局職員において、新型コロナウイルス感染症の感染が確認された
ので報告します。

（概要）
所属 静岡県教育委員会教育政策課
性別 男性
発症日 ５月３日（火）
陽性確認日 ５月３日（火）
職場における濃厚接触者 なし

・当該職員の勤務公署について一般来庁者の訪問はほとんど認められず、執務室等につ
いては消毒等感染防止に向けた措置を実施済。



提 供 日 2022/05/09

タイトル 第４回逢初川土石流災害に係る行政対応検証委員会の
開催

担　　当 その他 逢初川土石流災害に係る行政対応検証委員会

連 絡 先 逢初川土石流災害に係る行政対応検証委員会

TEL 054-221-3630

  逢初川 （ あいぞめがわ ） で発生した土石流に係る行政対応等を公正に

検証するために設置した「逢初川土石流災害に係る行政対応検証委員会」

の第４回委員会を下記により開催します。

　 なお、会議は非公開で実施しますが、会議冒頭の撮影は可とします。

　 また、会議終了後に、委員長が記者会見を開き、当該委員会による検証

結果について最終報告を行います。

１　行政対応検証委員会

 （１） 開催日時　　　令和４年５月13日（金）　１１時から１２時まで

 （２） 会　　　場　　　県庁東館５階特別会議室

 （３） 委　　　員　    

委  員  名 所属等（令和３年12月１日現在） 備　　　　　考

青島　伸雄 まどか法律事務所　弁護士　　　 委員長　　　　　　　　　　　　　

出石　稔　　 関東学院大学副学長　　　　　　 令和４年４月から法学部長　

植松　真樹 静岡法律事務所　弁護士　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

小髙　猛司 名城大学理工学部教授　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 （４） 出  席  者

 　　  難波　喬司　　静岡県副知事　ほか

 （５） 議　　　事

　　➀ 検証の結果の最終報告について

　　➁ その他

２　検証結果にかかる最終報告（記者会見）

 （１） 日　　　時　　  令和４年５月13日（金）　１４時から

 （２） 会　　　場　　  県庁別館２階第２会議室

01003629
頭撮り





提 供 日 2022/05/10

タイトル 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の
発生

担　　当 経営管理部 行政経営局人事課

連 絡 先 人事班

TEL 054-221-2016

静岡県職員の新型コロナウイルス感染状況（令和４年５月１０日）

所属 勤務地 発症日 陽性確認日 濃厚接触者

1 健康福祉部 出先機関 令和４年５月５日 令和４年５月７日 同居家族

２ 経済産業部 出先機関 令和４年５月６日 令和４年５月７日 同居家族

３ 経済産業部 本庁 令和４年５月８日 令和４年５月９日 なし

４ 交通基盤部 出先機関 令和４年５月１日 令和４年５月９日 同居家族

５ 交通基盤部 出先機関 令和４年５月８日 令和４年５月９日 確認中

※職員は陽性判明後、勤務を行っておらず、保健所の指示に従い療養中
※勤務中はマスクを着用し、職場内の消毒等感染対策を行っており、業務に影響な
し



提 供 日 2022/05/10

タイトル 太陽生命ウィメンズセブンズシリーズ2022第2戦静岡エ
コパ大会の主催者及び大会出場チームが出野副知事を
表敬訪問します。

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ政策課

連 絡 先 事業推進班

TEL 054-221-3375

太陽生命ウィメンズセブンズシリーズ2022第2戦 静岡エコパ大会の主催者及び大
会出場チームによる出野副知事表敬訪問を開催します。

令和４年５月14日・15日に行われる女子７人制ラグビー国内最高峰リーグである「太陽生命
ウィメンズセブンズシリーズ2022第2戦　静岡エコパ大会」の開催にあたり、主催者である（公
財）日本ラグビーフットボール協会と大会出場チームが出野副知事を表敬訪問します。

１　日時　令和４年５月12日（木）13時から13時20分まで（20分間）

２　場所　副知事室（県庁東館５階）

３　訪問者
　　■太陽生命ウィメンズセブンズシリーズ2022第2戦　静岡エコパ大会
　　　　（公財）日本ラグビーフットボール協会　　竹山 将史 氏
　　　　（一社）静岡県ラグビーフットボール協会理事兼アザレア・セブンＧＭ　  山本 純生 氏
　　■大会出場チーム
　　　　　　ながとブルーエンジェルス　パラキ ゆき 選手
　　　　　　ながとブルーエンジェルス　坪井　美月 選手
 　　　　　 アザレア・セブン　迫田 夢乃 選手
 　　　　　 アザレア・セブン　横山 里菜子 選手
　　※訪問者については変更の可能性があります。
　　　　　
４　内容
（１）訪問者紹介
（２）太陽生命ウィメンズセブンズ2022の説明・出場チームによる抱負
（３）歓談
（４）記念撮影

５　太陽生命ウィメンズセブンズシリーズについて
女子ラグビーの育成と発展を目的に２０１４年に創設された国内最高峰のシリーズ戦。
参加チームは第１、４戦は１２チーム、第２、３戦はゲストチーム4チームを加えた１６チーム
で開催。
各大会の順位によるポイント制で総合優勝が決まる。
2021年はながとブルーエンジェルスが2019年に続き優勝（2020年は大会中止）。
静岡エコパ大会には、地元「アザレア・セブン」がゲストチームとして出場







提 供 日 2022/05/10

タイトル ゲーム障害・ネット依存対策回復支援プログラムの開
催

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 精神保健福祉班

TEL 054-221-2435

ゲーム障害・ネット依存対策回復支援プログラムの開催

（要旨）
令和元年５月、WHO（世界保健機関）により「ゲーム障害」が疾病として正式に認定されたことか
ら、県ではゲーム障害・ネット依存に不安を抱えるご本人やご家族向けに、回復支援プログラムを
開催しています。この機会に、ゲーム・ネットとの付き合い方を見つめ直してみませんか。

（概要）
１　日時・会場　
（１）沼津会場
　　　令和４年７月16日、23日、30日、８月６日（土）14：00～16：00
　　　プラサヴェルデ（沼津市大手町1-1-4）

（２）静岡会場
　　　令和４年10月15日、22日、29日、11月５日（土）14：00～16：00
　　　静岡県総合社会福祉会館（静岡市葵区駿府町1-70）ほか

（３）浜松会場
　　　令和４年12月３日、10日、17日、24日（土）14：00～16：00
　　　クリエート浜松（浜松市中区早馬町2-1）

　※各会場ともに１クール計４回実施し、全ての回に御参加いただきます。
　　
２　内容
　・ ご本人向けプログラムとご家族向けプログラムをそれぞれ実施します。
　・ ご本人向けプログラムでは、ご本人が今の生活を見つめ直し、ゲーム・インターネットとの付き
合い方を学ぶことで、「充実したより良い生活」を送れるようになることを目指します。
　・ ご家族向けプログラムでは、ゲーム障害・ネット依存とは何か、ご本人との向き合い方、リラック
ス法などについて学び、グループワークを通じて他の家族と分かち合うことで、ご家族自身がより
良い生活が送れるよう支援します。

３　対象者　ゲーム障害・ネット依存の疑いのある小学生以上の方及びご家族

４　定員　ご本人向けプログラム 10名、ご家族向けプログラム 20名

５　参加費　無料

６　申込方法
　　県障害福祉課のホームページからチラシを確認し、WEBフォームより申込みを行ってください。

７　問い合わせ先
　　静岡県健康福祉部障害者支援局障害福祉課精神保健福祉班
　　電話番号：054-221-2435 、FAX番号 ：054-221-3267
　　E-mail：seisin@pref.shizuoka.lg.jp
　　URL：https://www.pref.shizuoka.jp/kousei/ko-320/20190507.html



提 供 日 2022/05/10

タイトル ゲーム障害・ネット依存対策ワークショップの開催

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 精神保健福祉班

TEL 054-221-2435

ゲーム障害・ネット依存対策ワークショップの開催

（要旨）
令和元年５月、WHO（世界保健機関）により「ゲーム障害」が疾病として正式に採択されたことか
ら、ゲーム障害・ネット依存に関する正しい知識の普及を図るため、県内にお住まいの方向けに
ワークショップを開催し、基礎的な知識や情報をお伝えします。

（概要）
１　日時・会場
(１)沼津会場
　　令和４年５月21日（土）13：00～16：00　プラサヴェルデ402会議室（沼津市大手町1-1-4）

(２)富士会場
　　令和４年５月28日（土）13：00～16：00　富士市交流プラザ会議室１（富士市富士町20番１号）

（３)下田会場
　　令和４年６月18日（土）13：00～16：00　下田市民文化会館大会議室（下田市４丁目１番２号）

(４)静岡会場
　　令和４年７月２日（土）13：00～16：00
　　静岡県男女共同参画センター「あざれあ」５０１会議室（静岡市駿河区馬渕1丁目17-1）

※県西部地域においては、令和４年11月に掛川市、浜松市内で開催予定

２　内容
　・ゲーム障害・ネット依存とは何か、生活にはどのような影響があるのか、ご家族はどう接すれば
良いか等、基本的な知識・情報をお伝えします。
　・ゲーム障害・ネット依存に対する静岡県の取組を説明します。
　・グループワークにより、それぞれのご家庭等でお困りのことや相談したいこと、取り組んでいるこ
と等を共有し、講師よりアドバイスいただきます。

３　対象者
　　ゲームやインターネットへの依存傾向のある方のご家族、教育関係者、行政関係者、ゲーム障
害・ネット依存に関心のある方

４　定員　各会場40名程度（先着順）

５　参加費　無料

６　申込方法
　　県障害福祉課のホームページからチラシを確認し、WEBフォームにより申込みいただくか、下記
の問い合わせ先に必要事項をメールしてください。

７　問い合わせ先
　　静岡県健康福祉部障害者支援局障害福祉課精神保健福祉班
　　電話番号：054‐221‐2435
　　FAX番号 ：054‐221‐3267
　　E-mail：seisin@pref.shizuoka.lg.jp
　　URL：https://www.pref.shizuoka.jp/kousei/ko-320/20190507.html



提 供 日 2022/05/10

タイトル 県医師会主催研修医向け「Welcome Seminar in 
Shizuoka 2022」の開講

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 医師確保班

TEL 054-221-2868

県医師会主催　研修医向け

「Welcome Seminar in Shizuoka 2022」の開講

　一般社団法人静岡県医師会では、若手医師の県内定着促進等を目的に「Welcome 
Seminar in Shizuoka 2022」を開講します。
　同セミナーは令和２年度から開催され、昨年度も約250名がＷｅｂ参加しました。
　開講となる第１回は、県知事からビデオメッセージも行われます。

１　日時
　令和４年５月14日（土）15：00～18：00

　＜次第＞
　15：00　開会（静岡県医師会副会長　小林　利彦）
　15：05　ビデオメッセージ（静岡県知事　川勝　平太）
　15：10　講話（静岡県医師会副会長　小林　利彦）
　15：30　教育セミナー１
　　『医の倫理と法律との衝突　ＮＰＯ法人を介した渡航移植事例から考える』
　　（浜松医科大学医学部総合人間科学講座法学　教授　大磯　義一郎　先生）
　16：50　教育セミナー２
　　『感染症診療と対策の原則』
　　（静岡県立静岡がんセンター　感染症内科部長　倉井　華子　先生）
　18：00　閉会（静岡県医師会理事　小野　宏志）
　

２　会場　
　静岡県医師会館４階講堂（静岡市葵区鷹匠３丁目６－３）＋Ｗｅｂ配信
　現地出席者：静岡県医師会小林副会長ほか
　※教育セミナーの両講師及び受講者はオンライン参加

３　受講者
　静岡県内の初期臨床研修医等（約250名）

４　今後の日程（全３回）
　第２回：令和４年６月11日（土）15：00～18：00
　第３回：令和４年７月23日（土）15：00～18：00

５　問い合わせ先
　静岡県医師会事務局　地域医療課　鈴木課長、河合主任
　（電話番号：054-246-6151）



提 供 日 2022/05/10

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点
から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願
いします。
※５月８日に公表した県150339例目から150345例目（７件）については、５月７日に公表した県
149665例目から149671例目と同一人物であることが判明したため、陽性者数からは除外します。５
月８日の県全体の新規感染者数は、915件となります。（これに伴う付番の変更はありません。）

１　本日の新規感染者数（政令市発表分を含む）

※患者詳細公表後に県番号を付番していること、発生届の取り下げがあること等の理由から、感染者数の累計
と県公表番号の値は一致しません。

２　本日の新規感染症患者等について（県内公表151468から151938例目）の概要



○感染者集団（クラスター）
・本日新たに認定したクラスター（１件）

３　コロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（５月10日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数。
※コロナ患者受入病院以外の入院者数は０名です。

４　県内宿泊療養施設の入居状況（５月10日正午現在）

区分 施設数 総客室数
療養者用

客室数（Ａ）
入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 ９施設 1,252室 1,057室 132人 12.5％

５　自宅療養者数、自宅待機者数（５月９日17時時点）
区分 人数（人）

自宅療養者数 5,481
自宅待機者数 16

※自宅待機者数は、療養先が未定の者、療養先は決まっているものの入院又は宿泊療養施
設入居を待っている者の合計。

６　療養終了者数（前日時点の推計値）
　前日までの累計感染者数から、入院者数（前日正午時点）、宿泊療養施設入居者数（前
日正午時点）、自宅療養者数（前日17時時点）、自宅待機者数（前日17時時点）、死亡者数
（前日時点）を除いた人数を療養終了者数とします。

療養終了者数
（５月９日時点）

145,547人



７　新型コロナウイルスワクチンの接種実績（５月９日時点）

８　感染症患者等の概要
感染症患者等の概要については、以下の県ＨＰに掲載します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-tyuumokujouhou.html



提 供 日 2022/05/10

タイトル 静岡県とＪＡＭＳＴＥＣとの連携・協力に関する基本
協定締結式

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-3643

静岡県と国立研究開発法人海洋研究開発機構との連携・協力に関する
基本協定締結式について

静岡県と国立研究開発法人海洋研究開発機構（ＪＡＭＳＴＥＣ）は、本県が推進
するマリンオープンイノベーションプロジェクト（ＭａＯＩプロジェクト）におけ
る、マリンバイオテクノロジーをはじめとした海洋先端技術を核とした海洋産業の
振興と海洋環境の保全に関し、研究、産業、教育、学術等の分野において相互に連
携・協力し、地域社会の発展と人材育成に寄与することを目的として、以下の項目
について、基本協定を締結します。
　
１　協定締結式
　(1) 日　時
　　　令和４年５月13日（金）15:30～
　(2) 場　所
　　　静岡県庁　別館９階　第２特別会議室
　(3) 協定締結者
　　　静岡県：知事　川勝　平太
　　　ＪＡＭＳＴＥＣ：理事長　大和　裕幸

２　連携・協力事項
　(1) 調査・研究開発に関する事項
　(2) 産業振興に関する事項
　(3) 人材育成に関する事項
　(4) 海に関する県民の関心の向上に関する事項
　(5) その他、県とＪＡＭＳＴＥＣが必要と認める事項

３　締結式次第
(1) 出席者紹介
(2) 協定書署名及び記念撮影
(3) 挨拶（川勝知事・大和理事長）
(4) 歓談

（参考）
○「３　締結式次第」の「(4) 歓談」につきましては、非公開で行います。「(3) 
挨拶」まで取材可能です。
○ＭａＯＩプロジェクト（マリンオープンイノベーションプロジェクト）

駿河湾等の特徴ある環境や、そこに生息する多様な海洋生物など魅力ある海洋資
源を活用し、マリンバイオテクノロジーを核としたイノベーションを促進するこ
とにより、静岡県における多彩な産業の振興と創出を図るプロジェクト
※MaOI機構　URL　https://maoi-i.jp/

90090325
画像



提 供 日 2022/05/10

タイトル 野生イノシシの豚熱（ＣＳＦ）陽性確認（375～381例
目）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 野生イノシシ対策班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱（ＣＳＦ）の防疫対策に関する情報（第387報）

(令和４年５月１０日　１４時００分現在）

捕獲野生イノシシのＣＳＦ陽性確認について
（375～381例目）

　野生イノシシのＣＳＦ遺伝子検査において、新たに、ＣＳＦに感染した野生イノ
シシが７頭確認された。
　なお、沼津市での野生イノシシの感染確認は初となる。
　

１　概要
　県において、野生イノシシにおけるＣＳＦの遺伝子検査を行い、７頭で陽性と確
定した。

　　

２　今後の対応
　・県内全ての豚飼養者に対して、野生イノシシのＣＳＦ陽性確認の情報提供、
　　防疫対策の強化及び異常発生時の早期通報の徹底を周知する。
　・県養豚協会等の養豚関係団体に対し、防疫対策の再徹底について周知する。

　県民の皆様へ

　ＣＳＦ（Classical Swine Fever）は、家畜伝染病予防法により特定家畜伝染病に
指定される豚及びイノシシ特有のウイルス性疾病であり、人には感染しません。
　今後とも、迅速で正確な情報提供に努めますので、根拠のない噂などにより混乱
することがないよう、御協力をお願いします。



提 供 日 2022/05/10

タイトル 静岡県教育委員会事務局職員における新型コロナウイ
ルス感染症患者の発生について

担　　当 教育委員会 教育総務課

連 絡 先 人事班

TEL 054-221-3103

（要旨）
　静岡県教育委員会事務局職員において、新型コロナウイルス感染症の感染が確認された
ので報告します。

（概要）
所属 静岡県教育委員会義務教育課
性別 女性
発症日 ５月５日（木）
陽性確認日 ５月６日（金）
職場における濃厚接触者 なし

・当該職員の勤務公署について一般来庁者の訪問はほとんど認められず、執務室等につ
いては消毒等感染防止に向けた措置を実施済。







提 供 日 2022/05/10

タイトル 静岡県教育委員会現地機関職員における新型コロナウ
イルス感染症患者の発生について

担　　当 教育委員会 社会教育課

連 絡 先 課長代理

TEL 054-221-3161

（要旨）
　静岡県教育委員会現地機関職員について、新型コロナウイルス感染症の感染が確
認されたので報告します。

（概要）
　所　属 　静岡県立中央図書館
　性　別 　女性
　発症日 　５月７日（土）
　陽性確認日 　５月７日（土）
　職場における濃厚接触者 　なし
・当該職員の勤務公署では、アクリルパーテーションの設置、手指消毒、マスク着
用等の感染防止対策を行っているため、濃厚接触者はなし。



提 供 日 2022/05/11

タイトル 令和４年度第２回（５年）公募公債の発行

担　　当 知事直轄組織 政策推進局財政課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-2385

５月に発行する公募公債の発行条件を決定した。
５月19日（木）に５年債100億円を発行する。
なお、本日、本債に対し、格付投資情報センター（R＆I）からＡＡ＋、ムーディー
ズからＡ１の個別債務格付けが付与される予定。

１．発行条件

区　分 発行条件

 表面利率、応募者利回り  0.065%

 発行価格  100円につき100円

２．発行債券の募集概要

区　分 概　要

 銘柄名  静岡県令和４年度第２回公募公債（５年）

 償還方法  ５年満期一括（償還日 令和９年３月19日）

 利払日  毎年３月20日及び９月20日に支払

 募集期間 ※1  令和４年５月11日（水）から５月16日（月）まで

 募集単位  額面１万円から１万円単位

 募集取扱い機関 ※2  別途指定する金融機関（下記参照）

※1　募集期限は、５月16日（月）となっているが、売り切れの場合もある。
※2　募集に係る問い合せは、下記募集取扱い機関にて受け付けている。

●募集取扱い機関一覧
銀行 証券会社

静岡銀行 三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券
スルガ銀行 ＳＭＢＣ日興証券
清水銀行 大和証券
みずほ銀行 野村證券
三井住友銀行 みずほ証券

ＳＢＩ証券
岡三証券

　 東海東京証券
　 東洋証券
　 ゴールドマン・サックス証券
　 バークレイズ証券
　 ＢＮＰパリバ証券

ＢｏｆＡ証券
しんきん証券
丸三証券



提 供 日 2022/05/11

タイトル ＤＸの推進について吉田町長との意見交換を実施しま
す

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局デジタル戦略課

連 絡 先 デジタル戦略班

TEL 054-221-3679

ＤＸの推進について吉田町長との意見交換を実施します

１　要旨
　令和４年３月に策定した「ふじのくにＤＸ推進計画」の周知拡大等を通じて県内のＤＸを推
進するため、県内市町長との意見交換を行っています。

２　意見交換の概要
　(1) 吉田町
　　　・日時：令和４年５月18日（水）　15時00分から30分程度
　　　・会場：吉田町役場３階応接室（榛原郡吉田町住吉87）
　　　・相手方：町長　ほか　　
　(2) 本県の対応者
　　　デジタル戦略担当部長　ほか
　(3) 主な内容
　　　・「ふじのくにＤＸ推進計画」の概要
　　　・今後ＤＸを推進していく上での課題及び展望　ほか

３　取材について
　取材に際しては、手洗い、マスクの着用等の新型コロナウイルス感染拡大防止策への御
協力をお願いします。
　発熱又は風邪のような症状がある場合には、御自身の体調を優先し、参加を控えていた
だきますよう併せてお願いします。



提 供 日 2022/05/11

タイトル 景気動向指数は８か月連続で足踏みを示す～静岡県景
気動向指数（令和４年２月分）～

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局データ活用推進課

連 絡 先 データ活用推進班

TEL 054-221-2298



詳しくは「統計センターしずおか」(https://toukei.pref.shizuoka.jp/)を御覧くださ
い。



１ 要 旨

県内各地にある観光地の情報発信を⾏い、国内外から多くのフィリピン⼈に静岡県を訪問いただ

くため、浜松市出身のインフルエンサー三海郁弥(さんかい ふみや)氏及び首都圏在住のフィリピン

⼈ 10 名を対象としたモニターツアーを実施する。

２ 目 的

〇三海氏がフィリピン⼈参加者と巡る静岡県内各地の映像を撮影し、三海氏の⼈気 SNS で配

信することにより国内外のフィリピン⼈にウィズ/アフターコロナの旅⾏先としての静岡県を PR す

る。

〇フィリピン⼈参加者にも静岡県の魅⼒を参加者個⼈のSNSで積極的に情報発信していただき、

拡散されることにより、国内外フィリピン⼈の静岡県への誘客増を目指す。

３ 内 容
実施主体 静岡県（東南アジア駐在員事務所・地域外交課）

浜松市（観光・シティプロモーション課）
日 時 令和４年５⽉ 14 日（⼟）〜15日（日）
参 加 者 12 名︓三海氏、カメラマン、フィリピン⼈参加者（その他関係者を含まず）
旅 程
（バス）

5/14(⼟)︓
08:15 東京駅発→10:30 三島スカイウォーク→13:45 はままつフラワーパーク
→16:00 春華堂スイーツバンク→浜松市内ホテル泊
5/15(日)︓
10:45 駿河湾フェリー→12:15 ⼟肥⾦⼭→15:00 ⼤室⼭→東京駅にて解散
※下線が現地取材可能箇所

【現地取材をお願いします︕】
フィリピンNo.1日本人インフルエンサーモニターツアー事業

提 供 日 2022/5/11

タイトル 【取材依頼】浜松市出身の人気インフルエンサー三海郁弥氏と首

都圏在住のフィリピン人10名を対象としたモニターツアーの実施

担 当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 地域外交戦略班

TEL 054-221-2309



４ 三海郁弥氏について

５ 取材のお願い
〇ご取材いただける場合は、時間・場所につきまして事前に調整いたしますので、5/13(⾦)11 時
までに地域外交課 伊藤(Tel 054-221-2309)までご連絡ください。

フィリピンへの語学留学中にYouTubeにアップした動画が
フィリピン⼈にヒットし、現在、チャンネル登録者数が230万
⼈を超えるYouTubeチャンネル「FumiShun Base」やフォ
ロワーが40万⼈を超えるFacebookページを運営している。
フィリピンと日本の架け橋になることを目指し、動画配信の

ほかにも、リアリティ番組への出演、歌手デビュー、モデル、タ
レントとしても活動しており、「フィリピンで最も有名な日本
⼈」と称されている。
〇浜松市出身、1995年3⽉19日⽣まれ(27歳)



提 供 日 2022/05/11

タイトル 全国瞬時警報システム(Jアラート)全国一斉情報伝達試
験(第１回)の実施

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 調整班

TEL 054-221-3512

Jアラートの全国一斉情報伝達試験を実施します
１　要旨
　　　国は、有事情報や気象情報を住民に伝達する体制を万全なものとするため、
　 全国瞬時警報 システム （J アラート ） の 全国一斉情報伝達試験 を ５ 月18 日 （ 水 ）
　 に 行 います 。
　　県及び県内全35市町は、試験情報の受信確認を行い、 市町 はJ アラートで 受信
　 した 試験情報 を 防災行政無線等 で 住民 へ 情報伝達 する 試験 を 実施 します 。

２　実施日時
　　令和４年５月18日（水）午前11時00分

３　試験内容
　(1)　試験情報の受信確認（県及び県内全35市町が実施）
　　　 内閣官房からJアラート端末へ配信された試験情報の受信状況を確認
　(2)　住民への情報伝達（県内全35市町が実施）
　　 　受信した試験情報を下表の情報伝達手段を用いて住民へ伝達

情報伝達手段 実施機関
同報系防災行政無線又はそのほかの無線

(屋外スピーカー、戸別受信機等) 県内全35市町

コミュニティFM 熱海市
CATV放送 伊東市、下田市

音声告知端末（防災ラジオを含む）

静岡市、沼津市、熱海市、三島市、
富士宮市、伊東市、富士市、焼津市、
伊豆市、菊川市、南伊豆町、西伊豆町、
函南町、長泉町、吉田町、川根本町

登録制メール配信

三島市、伊東市、富士市、磐田市、
焼津市、掛川市、藤枝市、御殿場市、
袋井市、下田市、湖西市、伊豆の国市、
東伊豆町、南伊豆町、函南町、小山町、
吉田町

ホームページ 静岡市、伊東市、掛川市、藤枝市、下田市、
湖西市、南伊豆町

Facebook、Twitter 伊東市、湖西市

館内放送 三島市、伊豆の国市、牧之原市、南伊豆町

LINE
三島市、伊東市、焼津市、湖西市、
吉田町

～防災行政無線の放送内容例～

 「 チャイム 」＋「 これは 、J アラートのテストです 。」× ３ 回 ＋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「 こちらは ○○ です 。」＋「 チャイム 」

　※市町によって放送内容が異なります。なお、○○には市町名等が入ります。

４　注意事項等
　(1)　携帯電話への緊急速報メール（エリアメール）の配信は行われません。
　(2)　登録制メールでは、各市町が事前に用意した試験情報を配信します。
　(3)　当日の気象状況等により、試験が中止される場合があります。



提 供 日 2022/05/11

タイトル 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の
発生 

担　　当 経営管理部 行政経営局人事課

連 絡 先 人事班

TEL 054-221-2016

静岡県職員の新型コロナウイルス感染状況（令和４年５月１１日）

所属 勤務地 発症日 陽性確認日 濃厚接触者

1 健康福祉部 出先機関 令和４年５月８日 令和４年５月９日 同居家族

２ 交通基盤部 本庁 令和４年５月６日 令和４年５月10日 同居家族

３ 交通基盤部 出先機関 令和４年５月７日 令和４年５月10日 同居家族

４ 経済産業部 本庁 令和４年５月９日 令和４年５月10日 なし

５ 健康福祉部 出先機関 令和４年５月10日 令和４年５月10日 同居家族

※職員は発症後、勤務を行っておらず、保健所の指示に従い療養中
※勤務中はマスクを着用し、職場内の消毒等感染対策を行っており、業務に影響な
し



提 供 日 2022/05/11

タイトル 令和３年度プロジェクト「ＴＯＵＫＡＩ－０」の実績

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局建築安全推進課

連 絡 先 建築耐震班

TEL 054-221-3076

　令和３年度プロジェクト「ＴＯＵＫＡＩ－０」の実績

１　要旨
・「静岡県耐震改修促進計画（第３期・令和３年度～７年度）」に基づき、プロジェクト「ＴＯＵ
　ＫＡＩ－０」により市町と連携し、住宅・建築物の耐震化を推進している。
・令和３年度の木造住宅の耐震補強助成事業の実績は574戸で、事業開始（平成14年度）
　からの累計では25,178戸となった。

２　過去５カ年のプロジェクト「ＴＯＵＫＡＩ－０」の実績　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

事業名 H29 H30 R1 R2 R3
対前年度増減比

実績
累計

耐震補強助成事業 1,426 1,012 779 730 574 △ 21.3％ 25,178木造
住宅 建替助成事業 38 121 117 122 160 31.1％ 597

撤去事業 335 1,895 1,421 1,285 1,006 △ 21.7％ 14,332ブロック
塀等 改善事業 13 179 229 243 174 △ 28.3％ 1,547

３　令和３年度の分析
(1)木造住宅耐震補強助成事業は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響などにより、
　前年度の実績を下回ったものと推測される。
(2)建替助成事業は、建替に対する補助制度を創設する市町が増えた（現在11市町）ことに
　より、ここ数年増加傾向にあり、令和３年度は過去最多の実績を更新した。耐震化が必要
　な木造住宅は築40年以上経過していることから、耐震補強ではなく建替を選択する方が
　増えてきているものと推測される。
(3)ブロック塀等の撤去・改善は、平成30年６月の大阪府北部地震以降、減少傾向はあるも
　のの、引き続き多くの利用実績があった。

４　令和４年度の新たな取組
(1)木造住宅耐震化の総仕上げを図るため、計画期間の令和7年度までの残り４年間で
　耐震化に向けた周知を徹底して行う。（テレビＣＭ放映予定）
(2)通学路等の安全性の向上を図るため、補助制度における敷地ごとの上限額を撤廃
　し、危険なブロック塀等の耐震対策を促進する。併せて生垣やフェンス等への転換を
　啓発し、安全で美しいいえなみの形成を推進する。

＜参考＞住宅の耐震化の目標（令和７年度末）
　耐震化率95％（現状値89.3％（平成30年住宅・土地統計調査より推計））



提 供 日 2022/05/11

タイトル 愛鳥週間野生生物保護功労者表彰受賞者の決定

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 自然保護班

TEL 054-221-2719

愛鳥週間野生生物保護功労者表彰の
受賞者が決定しました

（一社）静岡県猟友会会長の金澤俊二郎（かなざわしゅんじろう)氏が林野庁長官
感謝状、静岡県鳥獣保護管理員の藤井建彦（ふじいたてひこ）氏、岩堀博行（いわ
ほりひろゆき）氏、勝間田榮（かつまたさかえ）氏、山本誠次（やまもとせいじ）
氏が環境省自然環境局長感謝状を受賞することが決定しました。
金澤氏、藤井氏、山本氏には、以下のとおり県くらし・環境部長から伝達を行いま
す。
（※岩堀氏、勝間田氏はご都合がつかないため、後日伝達）

１　受賞者プロフィール 
＜林野庁長官感謝状＞
多年にわたり野生生物保護のための活動を積み重ね、顕著な功績のあった個人、学
校及び団体を表彰
氏名(年齢) 金澤俊二郎氏（79歳）静岡市清水区
職業・役職等 （一社）静岡県猟友会会長　静岡県鳥獣保護管理員
功績概要 ○平成７年から現在まで27年にわたり、静岡県鳥獣保護管理員として、違法な捕

獲等の取締り、鳥獣の保護、鳥獣保護管理に関する普及啓発、狩猟者への安全指
導等の業務に精励し、鳥獣保護行政の推進に多大な貢献を果たしている。
○平成30年からカモシカ保護管理検討会委員、カワウ食害防止対策検討会委員、
環境審議会特別委員として、捕獲の現場から貴重な提言を行っている。
○県猟友会会長として、豚熱防疫対策としての野生イノシシ捕獲や経口ワクチン
散布の実施等を主導し、豚熱ウイルスの拡散防止に寄与し、養豚農場への豚熱感
染防止に貢献した。
○環境省制作の狩猟等事故防止映像への協力や不法投棄の未然防止及び早期発見
のための取組等に尽力した。

備考 県内では平成25年以来９年ぶりの受賞

＜環境省自然環境局長感謝状＞
鳥獣保護管理員であって、15年以上にわたって鳥獣保護区の管理、狩猟取締り及び
保護思想の普及啓発に特に顕著な功績をあげている者等を表彰
氏名(年齢) 藤井建彦氏（68歳）下田市
職業・役職等 静岡県鳥獣保護管理員
功績概要 平成19年４月から15年にわたり鳥獣保護管理員として下田市を担当し、野生鳥

獣の保護、鳥獣保護区の管理、狩猟者の指導等に尽力している。

氏名(年齢) 岩堀博行氏（72歳）榛原郡吉田町
職業・役職等 静岡県鳥獣保護管理員
功績概要 平成19年４月から15年にわたり鳥獣保護管理員として吉田町を担当し、野生鳥

獣の保護、鳥獣保護区の管理、狩猟者の指導等に尽力している。



氏名(年齢) 勝間田榮氏（76歳）駿東郡小山町
職業・役職等 静岡県鳥獣保護管理員
功績概要 平成19年４月から15年にわたり鳥獣保護管理員として小山町を担当し、野生鳥

獣の保護、鳥獣保護区の管理、狩猟者の指導等に尽力している。

氏名(年齢) 山本誠次氏（49歳）富士市
職業・役職等 静岡県鳥獣保護管理員
功績概要 平成19年４月から15年にわたり鳥獣保護管理員として富士市を担当し、野生鳥

獣の保護、鳥獣保護区の管理、狩猟者の指導等に尽力している。

２　伝達式
　　日時：令和４年５月16日(月)　午後１時30分から
　　場所：静岡県庁くらし・環境部長室(西館６階)

３　参考

＜愛鳥週間野生生物保護功労者表彰＞
(1) 主催：環境省及び公益財団法人日本鳥類保護連盟
(2) 表彰別受賞件数(全国)

表彰の種類 受賞件数
環境大臣賞 ６件
文部科学大臣賞 ２件
林野庁長官感謝状 ３件（うち１件が金澤氏）
(公財)日本鳥類保護連盟総裁賞 　 １件
(公財)日本鳥類保護連盟会長賞 ３件
環境省自然環境局長賞 ６件
(公財)日本鳥類保護連盟会長褒状 １件
合計 22件

＜愛鳥週間野生生物保護功労者表彰(環境省自然環境局長感謝状)＞
(1) 主催：環境省
(2) 表彰別受賞件数(全国)：45件（うち４件が静岡県から選出）



１ 概要

令和３年度に中部県民生活センターに寄せられた消費生活相談は1,660件でした。

相談件数は、前年度の 1,944 件と比べて 284 件減少しましたが、若者を中心に、

副業や投資のもうけ話に関する相談や、マッチングアプリで知り合った相手から

次々にお金を請求されるトラブルが増加しました。特に、「誰でも簡単に稼げる」

とうたう、あやしい副業サイトに関する相談は、過去 10 年間で最多となりました。

令和４年４月の成年年齢引下げに伴い、今後ますます若者の消費者トラブル増加

が懸念されます。

２ 副業や投資のもうけ話に関する相談

３ 出会い系サイト・マッチングアプリに関する相談

４ 若者（16-23 歳）の相談 ※令和３年度までの成年年齢は 20歳

５ 消費者へのアドバイス

○ ＳＮＳで知り合った相手や、「誰でも簡単に稼げる」などという話を安易に信用

してはいけません。

○ 少しでも不安に思ったら、契約するのをやめましょう。

R3年度 対前年度比 R2年度 R元年度 H30年度 H29年度 H28年度

76 122.6% 62 72 112 83 95

うち副業 21 300.0% 7 2 5 7 11

区　分

　　　相談件数

年度 R3年度 対前年度比 R2年度 R元年度 H30年度 H29年度 H28年度

件数 25 108.7% 23 21 21 20 20
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提 供 日 2022/5/11

タイトル 令和３年度 消費生活相談の概要

～あやしい副業にマッチングアプリ…成年年齢

引下げで若者の消費者トラブル増加が懸念～

担 当 くらし・環境部 中部県民生活センター

連 絡 先 消費者行政班 TEL 054-202-6016

５月は消費者月間

消費者ホットライン 電話１８８（いやや）

あやしい副業にマッチングアプリ･･･

成年年齢引下げにより若者の消費者トラブル増加が懸念されます！

－ 令和３年度 消費生活相談の概要 －

・成年年齢（20 歳）を境に、相談件数

が増加。

・16-19 歳の未成年者は、定期購入トラ

ブルなどの相談が多く、20 歳以上で

は、副業、マッチングアプリ、脱毛

エステなど、未成年者にはない相談

内容が目立ちました。



令和３年度 消費生活相談の状況と分析

静岡県中部県民生活センター

１ 消費生活相談件数

※ Ｒ３．６～Ｒ３．７の２ヶ月間、消費者ホットラインの接続を休止した。

・ 令和３年度に静岡県中部県民生活センターに寄せられた消費生活相談件数は、

1,660 件で、前年度から 284 件減少した。（前年度比 85.4％）

・ 若者を中心に、副業や投資のもうけ話に関する相談が増加した。特に、副業サイト

に登録して登録料などを支払ったが全く稼げないなどという副業に関する相談は、

過去 10 年間で最多となった。（２参照）

・ また、マッチングアプリで知り合った相手から次々にお金を請求されるトラブルが

増加した。（２参照）

・ 新型コロナウイルス感染拡大の影響により、副業やマッチングアプリの需要が社会

的に高まったことが、トラブル増加の一因と考えられる。

・ 令和４年４月の成年年齢引下げに伴い、今後 18-19 歳のトラブルの増加が懸念され

る。（３参照）

２ 特徴的な相談内容

（１）副業や投資のもうけ話に関する相談

・ SNS で「○○するだけ」「誰でも簡単に稼げる」という広告を見て副業サイトに登

録し、登録料やサポート料などを支払ったが全く稼ぐことができないという相談が

急増し、過去 10 年間で最多の 21 件となった。

・ 副業の内容は、転売、ブログや動画の広告収入、相談に乗るだけで報酬がもらえる

など様々だった。

・ また、投資や副業でもうけるための情報商材を購入したが、全くもうからないとい

う相談も増加した。

・ 副業と情報商材、どちらも半数が 20 歳代の若者からの相談だった。

1,660 85.4% 1,944 1,893 2,145 2,428 2,289 中部県民生活センター計

区　分 R3年度 対前年度比 R2年度 R元年度 H30年度 H29年度 H28年度

R3年度 対前年度比 R2年度 R元年度 H30年度 H29年度 H28年度

76 122.6% 62 72 112 83 95

うち副業 21 300.0% 7 2 5 7 11

うち情報商材※1 21 116.7% 18 17 24 13 9

区　分

　　　相談件数



（２）出会い系サイト・マッチングアプリに関する相談

・ マッチングアプリで知り合った相手から、出会い系サイトに誘導され、やり取りを

継続するための費用として次々にお金を請求され支払ってしまったという相談が

増加した。

・ また、相手から「大金をあげる」と言われ、受取手数料や口座開設費用などの名目

で次々にお金を請求され支払ってしまったという相談が 25 件中８件あった。

・ 25 件中、半数以上の 13 件が 20 歳代の若者からの相談だった。

（３）定期購入に関する相談

・ SNS やインターネットの広告を見て、１回限りのつもりで商品を注文したら定期購

入になっていたという相談が、前年度から 55 件減少したものの、依然として幅広

い年代から多く寄せられた。

・ 注文する商品は、10 歳代は脱毛剤、40～50 歳代は健康食品、60 歳代以上はシャン

プーがそれぞれ最も多かった。

（４）悪質な通販サイトに関する相談

・ SNS やインターネットの広告を見て商品を注文し、前払いで代金を支払ったが商品

が届かないという相談や、偽サイトで注文してしまい、全く関係のない商品が届い

たという相談が依然として多かった。

（５）ＳＮＳ関連の相談

・ （１）（３）（４）のように、SNS 上の広告がきっかけとなるトラブルや、（２）の

ように、SNS 上で知り合った相手からの誘いがきっかけとなるトラブルが年々増加

している。

年度 R3年度 対前年度比 R2年度 R元年度 H30年度 H29年度 H28年度

件数 25 108.7% 23 21 21 20 20

年度 R3年度 対前年度比 R2年度 R元年度 H30年度 H29年度 H28年度

件数 114 67.5% 169 134 67 90 53

年度 R3年度 対前年度比 R2年度 R元年度 H30年度 H29年度 H28年度

件数 178 85.2% 209 130 130 121 123

年度 R3年度 対前年度比 R2年度 R元年度 H30年度 H29年度 H28年度

件数 89 108.5% 82 50 62 57 52



３ 契約当事者の年代内訳

＜16-23 歳の相談件数＞

件数 構成比 件数 構成比 件数 構成比

20歳未満 28 1.7% 53.8% 52 2.7% 39 2.1%

20歳代 145 8.7% 100.0% 145 7.5% 120 6.3%

30歳代 153 9.2% 82.7% 185 9.5% 207 10.9%

40歳代 221 13.3% 77.8% 284 14.6% 245 12.9%

50歳代 255 15.4% 86.7% 294 15.1% 275 14.5%

60歳代 244 14.7% 81.6% 299 15.4% 290 15.3%

70歳以上 458 27.6% 87.7% 522 26.9% 538 28.4%

年齢不明 156 9.4% 95.7% 163 8.4% 179 9.5%

計 1,660 100.0% 85.4% 1,944 100.0% 1,893 100.0%

平均年齢

R3年度 R2年度 R元年度

56歳 56歳 56歳

年　代 対前年度比

件数 構成比 件数 構成比 件数 構成比

60歳以上 702 42.3% 85.5% 821 42.2% 828 43.7%

20歳代以下 173 10.4% 87.8% 197 10.1% 159 8.4%

R3年度 R2年度 R元年度
年　代 対前年度比

年　齢 R3年度 対前年度比 R2年度 R1年度 H30年度 H29年度 H28年度

16-17歳 4 44.4% 9 8 10 11 10

18-19歳 10 47.6% 21 21 19 23 26

20-21歳 27 75.0% 36 23 43 41 44

22-23歳 33 110.0% 30 19 25 38 29
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・成年年齢（20 歳）を境に相

談件数が増加している。

・16-19 歳の未成年者は、定

期購入トラブルなどの相談

が多く、未成年者取消しに

より解決した事例も複数あ

った。

・一方 20 歳以上では、マッチ

ングアプリ、脱毛エステ、

副業など、未成年者にはな

い相談内容が目立った。



４ 商品・サービス内訳

・ 「商品一般（商品が特定できないもの）」に関する相談が最も多かった。クレジッ

トカードの不正利用などに関する相談が多かったが、全体的に減少し、前年度比

65.4％の 104 件となった。

・ 「賃貸アパート」は、退去する際の原状回復費用に関する相談が 30 歳代を中心に

増加し、前年度比 110.3％の 64 件となった。

・ 「相談その他」は、SNS などで知り合った外国人を名乗る相手と親密になり、多額

のお金をだまし取られる国際ロマンス詐欺や、オレオレ詐欺などの相談もあり、前

年度比 102.8％の 37 件と増加した。

・ 「電気」に関する相談は、電気料金が安くなると勧誘され契約したが、よく考えた

結果解約したいという相談が多、前年度比 142.9％の 30 件となった。

・ 「固定電話サービス」に関する相談は、解約したいという相談が多く、前年度比

300.0％の 27 件となった。うち 21 件が 70 歳代以上からの相談だった。

・ 「役務その他サービス」に関する相談として、いわゆる「アナログ戻し※5」のト

ラブルが複数あった。

件数 構成比 件数 構成比 件数 構成比

104 6.3% 159 8.2% 181 9.6%

64 3.9% 103 5.3% 78 4.1%

49 3.0% 76 3.9% 59 3.1%

45 2.7% 58 3.0% 52 2.7%

37 2.2% 54 2.8% 52 2.7%

34 2.0% 52 2.7% 62 3.3%

30 1.8% 49 2.5% 43 2.3%

30 1.8% 36 1.8% 35 1.8%

29 1.7% 36 1.8% 35 1.8%

27 1.6% 35 1.8% 33 1.7%

その他 1,211 73.0% 94.2% 1,286 66.2% 1,263 66.7%

計 1,660 100.0% 85.4% 1,944 100.0% 1,893 100.0%

R3年度 R2年度 R元年度

商品一般※2 商品一般 商品一般

賃貸アパート 健康食品 健康食品

光ファイバー 他のデジタルコンテンツ※3 光ファイバー

健康食品 賃貸アパート 電気

相談その他 光ファイバー 賃貸アパート

携帯電話サービス 保健衛生品その他 他のデジタルコンテンツ

修理サービス 携帯電話サービス 携帯電話サービス

電気 修理サービス フリーローン・サラ金

役務その他サービス 相談その他 デジタルコンテンツ※4

固定電話サービス 他の行政サービス 相談その他

順　位 対前年度比

1 65.4%

2 110.3%

3 90.7%

4 43.7%

5 102.8%

6 69.4%

7 83.3%

8 142.9%

9 85.3%

10 300.0%



５ 年代別商品・サービス内訳

６ 販売購入形態別内訳

順位

1  商品一般 (104)  脱毛剤 (6)  出会い系サイト・アプリ (13)

2  賃貸アパート (64)  インターネットゲーム (5)  内職・副業 (10)

3  光ファイバー (49)  商品一般 (2)  賃貸アパート (9)

4  健康食品 (45)  化粧品その他 (2)  脱毛エステ (7)

5  相談その他 (37)  アダルト情報 (2)  金融コンサルティング (4)

順位

1  賃貸アパート (24)  商品一般 (15)  商品一般 (14)

2  光ファイバー (6)  賃貸アパート (12)  光ファイバー (10)

3  商品一般 (4)  健康食品 (7)  健康食品 (9)

4  普通・小型自動車 (4)  出会い系サイト・アプリ (5)  賃貸アパート (8)

5  役務その他サービス (4)  内職・副業 (5)  普通・小型自動車 (6)

順位

1  商品一般 (13)  商品一般 (41)

2  シャンプー (7)  固定電話サービス (21)

3  フリーローン・サラ金 (7)  修理サービス (20)

4  携帯電話サービス (6)  光ファイバー (20)

5  役務その他サービス (6)  健康食品 (17)

全　体(件数) 20歳未満 20歳代

30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳以上

件数 構成比 件数 構成比 件数 構成比

307 18.5% 85.3% 360 18.5% 409 21.6%

 訪問販売 133 8.0% 109.9% 121 6.2% 174 9.2%

 通信販売※6 606 36.5% 77.7% 780 40.1% 600 31.7%

 ﾏﾙﾁ･ﾏﾙﾁまがい※7 17 1.0% 85.0% 20 1.1% 33 1.7%

 電話勧誘販売※8 89 5.4% 80.2% 111 5.7% 101 5.3%

 ﾈｶﾞﾃｨﾌﾞ･ｵﾌﾟｼｮﾝ※9 9 0.5% 42.9% 21 1.1% 8 0.4%

 訪問購入※10 14 0.9% 116.7% 12 0.6% 10 0.5%

 その他無店舗 3 0.2% 150.0% 2 0.1% 6 0.3%

 小計 871 52.5% 81.6% 1,067 54.9% 932 49.2%

482 29.0% 93.2% 517 26.6% 552 29.2%

1,660 100.0% 85.4% 1,944 100.0% 1,893 100.0%

R3年度 R2年度 R元年度

 店舗購入

 不明･無関係

計

区　分 対前年度比

特
殊
販
売



７ 相談処理状況

８ 相談者の居住市町別内訳

・ 全体の約 1/4 が、県内管外市町（東部及び西部）からの相談だった。

・ 消費者ホットライン「188」からの相談者が居住地の郵便番号を入力しない場合等

には、住所地不明となり、当センターにつながるためと考えられる。

☆ 消費者ホットライン「188」

ナビダイヤル「188」（いやや）に電話をし、案内に従って郵便番号を入力すると、

最寄りの相談窓口につながる。相談は無料。（ただし、相談窓口につながった時点

から通話料金が発生する。）

件数 構成比 件数 構成比 件数 構成比

助言･自主交渉 1,405 84.6% 79.6% 1,764 90.7% 1,688 89.2%

他機関紹介 91 5.5% 130.0% 70 3.6% 76 4.0%

その他情報提供 90 5.4% 183.7% 49 2.5% 70 3.7%

あっせん解決 41 2.5% 110.8% 37 1.9% 34 1.8%

あっせん不調 2 0.1% 200.0% 1 0.1% 2 0.1%

処理不能・不要 31 1.9% 134.8% 23 1.2% 23 1.2%

計 1,660 100.0% 85.4% 1,944 100.0% 1,893 100.0%

R3年度 R2年度 R1年度
区　分 対前年度比

件数 構成比 件数 構成比 件数 構成比

静 岡 市 746 45.0% 86.8% 859 44.2% 767 40.5%

焼 津 市 140 8.4% 92.7% 151 7.8% 152 8.0%

藤 枝 市 123 7.4% 80.4% 153 7.9% 166 8.8%

島 田 市 72 4.3% 98.6% 73 3.8% 87 4.6%

牧之原市 49 3.0% 81.7% 60 3.1% 59 3.1%

吉 田 町 59 3.6% 105.4% 56 2.9% 51 2.7%

川根本町 17 1.0% 94.4% 18 0.9% 21 1.1%

小 計 1,206 72.7% 88.0% 1,370 70.5% 1,303 68.8%

387 23.3% 77.6% 499 25.7% 491 25.9%

29 1.7% 93.5% 31 1.6% 22 1.2%

38 2.3% 86.4% 44 2.3% 77 4.1%

1,660 100.0% 85.4% 1,944 100.0% 1,893 100.0%

R3年度 R2年度 R1年度

県 内 管 外

県 外

不 明

計

区　分 対前年度比

管　
内



－用語の説明－

（商品・サービス等）

（販売方法・手口等）

※ 用 語 説 明

1 情報商材
主にインターネットなどを介して売買される情報（ノウ

ハウ）のこと。「情報」の内容自体が商品となる。

2 商品一般 商品が特定できないもの。迷惑メールなど。

3 他のデジタルコンテンツ
内容の特定ができるサイト。占いサイト、SNS など。

＊令和２年度をもって廃止されたキーワード

4 デジタルコンテンツ
内容の特定ができないサイト。架空請求メールなど。

＊令和２年度をもって廃止されたキーワード

※ 用 語 説 明

5 アナログ戻し

「アナログ回線に戻せば料金が安くなる」などと勧誘し、

手続き代行や生活サポートサービスの料金として高額な

請求をする販売手口。

6 通信販売
郵便、電話、インターネット等の通信手段により申込を

受ける販売。ネット通販、TV ショッピングなど。

7 マルチ
商品・サービスを契約して、次は自分が買い手を探し、

買い手が増えるごとにマージンが入る取引形態。

8 電話勧誘販売
販売業者が消費者に電話をかけて勧誘し、申込みを受け

る販売。

9 ネガティブ・オプション

契約をしていないのに勝手に商品を送りつけ、支払い義

務があると消費者に勘違いさせて代金を支払わせる商

法。

10 訪問購入 消費者の自宅等を訪問し、物品を購入する。押し買い。



提 供 日 2022/05/11

タイトル 大学生も参加して、消費者月間街頭キャンペーンを実
施！

担　　当 くらし・環境部 中部県民生活センター

連 絡 先 消費者行政班

TEL 054-202-6016

大学生も参加して、

消費者月間　街頭キャンペーンを実施！！

　５月は「消費者月間」です。中部県民生活センターでは関係機関と連携し、下記
のとおり街頭キャンペーンを実施します。
　巣ごもり消費の需要増で通信販売のトラブルが増えている中、本年４月から成年
年齢が18歳に引き下げられ、若年者の消費者被害の増加も危惧されています。
　防犯サークルの大学生も参加し、トラブル防止のための情報提供や、相談窓口の
利用を呼びかけます。

　○日　　時：令和４年５月17日（火）９：30～９：50（予定）　　　　　　　　
　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　○場　　所：ＪＲ静岡駅コンコース（改札口前）

　○参加団体：９団体　22人
             静岡県弁護士会
　　　　      静岡県司法書士会
              静岡県警察本部
              静岡中央警察署
              東海財務局静岡財務事務所
　　　　　　　静岡市消費生活センター
　　　　     常葉大学水落校舎防犯サークル「ジャスティス」※
　　　　      静岡県くらし・環境部　県民生活課
　　　      　静岡県中部県民生活センター
　
　○テーマ：考えよう！大人になるとできること、気を付けること
　　　　　　～18歳から大人に～　(令和４年度テーマ)

　○配布資料：相談窓口一覧、啓発リーフレット、啓発グッズ等　400部

　※常葉大学水落校舎防犯サークル「ジャスティス」
　　
　　詐欺防止のキャンペーンや見守りパトロール活動を行っている、
　　常葉大学生(水落キャンパス)によるボランティアサークル　　　　

　　　
<取材をされる際には＞
　事前に取材する旨を、下記に御連絡願います。
　（連絡先）ＪＲ東海静岡支社　静岡広報室 （電話番号）054－284－2203





伊豆文学賞 募集要項
　文学の地として名高い伊豆・東部地域をはじめとする静岡県の様々な魅力を、文学（書く
こと、読むこと）を通じて全国に発信するため、静岡県内の自然や地名、行事、人物、歴史など
を題材や素材にした新たな文章作品を募集します。

令和５年１月下旬（予定）
入賞者に直接通知すると共に、ホームページで結果を公表予定です。（ 「伊豆文学賞」「伊豆文学フェスティバル」で検索！）
※社会情勢等により発表が遅れる場合もあります。

応募作品は返却しませんので。必要な方は予めコピーをしておいてください。また、作品到着の確認を除き、提
出後の問い合わせには応じられません。
入賞作品の著作権はすべて主催者に帰属します。
入賞作品を収録した優秀作品集を作成します。
応募に関する個人情報は伊豆文学賞に関する連絡・発表以外には使用しません。

横長Ａ４サイズ用紙に縦書きで作成してください（手書き、ワープロ原稿とも）。
日本語文による著者個人の自作未発表作品に限ります。なお、インターネット上の掲載作品、同人誌、自費出版等で発表
した作品で営利目的ではないもの、及び、賞金の有無に関わらず文学賞やコンクール等で受賞（入賞･入選等）してい
ない作品は未発表として取扱います。
ワープロ原稿の場合、横長Ａ４サイズの用紙に縦書きで、１ページを縦30字×横40行に設定の上、文字サイズは12ポ
イント程度で作成してください。（ホームページに見本データがあります）
手書き原稿の場合は、ボールペン等を用いて読みやすい字で書いてください。
表紙に次の内容を記入してください。
①部門・種別名（小説、随筆、紀行文、掌篇の別）、②題名、③住所、④氏名（ペンネームの場合は本名も別記）、⑤生年
月日、⑥電話番号、⑦職業（学生の場合は学校名）、⑧Ｅメールアドレス（お持ちの方）、⑨応募作品の400字詰原稿用
紙換算枚数*、⑩今回の募集を知った方法（雑誌名、ホームページ名、図書館、事務局からのお知らせ等）、⑪応募動機。
換算には文字数だけでなく空白字数も含みます。手書き原稿は使用枚数分、ワープロ原稿は1,200字１ページ(30字×
40行)を３枚と数えてください。
表紙作成例はホームページで御覧いただけます。
原稿の冒頭には「部門名」及び「題名」のみをお書きください（氏名等は記入しないこと）。
原稿には通し番号を記入し、重ねた原稿の右端をクリップ等で留めてください（ホチキス、とじひもは不可）。
以上の注意事項を満たしていない作品は、規定外として選考の対象になりません。

(1)
※

※

※
(2)

※
(3)
(4)
(5)

(1)

(2)
(3)
(4)

〒420-8601 静岡市葵区追手町９-６
静岡県文化政策課「伊豆文学賞」係
電話 054-221-3109　ＦＡＸ 054-221-2827　　
Ｅメール info@izufes.net
（伊豆文学フェスティバル実行委員会事務局） ホームページ

年齢・国籍を問わず、どなたでも応募できます。

１ 応募資格

３ 発表

４ その他

２ 応募上の注意

５ 応募・問い合わせ先

主　催　静岡県・静岡県教育委員会・伊豆文学フェスティバル実行委員会
後　援　文化庁・読売新聞東京本社・伊豆新聞本社
協　賛　スルガ銀行
協　力　静岡県書店大賞実行委員会

第 26回



提 供 日 2022/05/11

タイトル 令和４年度静岡県文化奨励賞受賞者が決定

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 文化振興班

TEL 054-221-2254

令和４年度　静岡県文化奨励賞受賞者が決定しました

～久保田翠氏、鈴木康広氏、静岡県演奏家協会が受賞～

　静岡県は、芸術や学術を通じ、本県の文化の振興と向上に寄与する個人又は団体
の活動を奨励するため、昭和37年に静岡県文化奨励賞を設けました。
　61回目を迎える今年度は、優れた業績をあげ、かつ、将来その一層の発展が望ま
れるものとして、下記１の３者（２個人、１団体）に静岡県文化奨励賞を授与しま
す。
　また、授賞式を下記２のとおり開催します。

記
１　受賞者

氏名・名称 居住・所在地 職業 活動分野 年齢

久保田　翠
（くぼた　みどり）

浜松市中区 NPO法人代
表

障害者文化芸術普及 59歳

鈴木　康広
（すずき　やすひろ）

東京都杉並区 現代美術家 現代美術 43歳

静岡県演奏家協会
（しずおかけんえんそう
かきょうかい）

静岡市駿河区 － 音楽文化普及 －

　

２　授賞式
（１）日時　　５月27日（金）　午後３時から３時45分まで
（２）会場　　静岡県庁別館21階展望ロビー
（３）出席者　受賞者、静岡県知事（授与者）予定
（４）次第　　賞状及び副賞の授与
　　　　　　　式辞
　　　　　　　受賞者挨拶

※授賞式の詳細については、開催３日前頃に改めて記者提供します。



提 供 日 2022/5/11

タイトル 【オンライン公開中】動画による「世界遺産」県民講座

の開催

担 当 スポーツ・文化観光部文化局富士山世界遺産課

連 絡 先 交流・継承班

TEL 054－221－3746

本県にある２つの世界遺産「富士山」、「明治日本の産業革命遺産 韮山

反射炉」の魅力・価値について、広く県民の皆様に知っていただき、次の

世代に確実に伝えていくため、静岡県公式YouTubeチャンネル「ふじのくに

メディアチャンネル」内で２つの動画により、「世界遺産」県民講座を開

催しています！

＜テーマ＞ 県内２つの世界遺産と芸術の関係性

①富士山文学入門 （静岡県富士山世界遺産センター 田代一葉 准教授）

②韮山反射炉と江川英龍 （公益財団法人江川文庫 橋本敬之 学芸員）

【視聴方法】 下記のＵＲＬまたはＱＲコードより御視聴ください。

【お問い合わせはこちら】

スポーツ・文化観光部文化局 富士山世界遺産課 交流・継承班

〒420-8601 静岡市葵区追手町９－６

TEL：054-221-3746 FAX：054-221-3757

E-mail：sekai@pref.shizuoka.lg.jp

富士山文学入門 韮山反射炉と江川英龍

https://youtu.be/sfXmJsevyxo https://youtu.be/K_hVo7yBIiw

【オンライン公開中】動画による「世界遺産」県民講座を開催中です！



提 供 日 2022/05/11

タイトル 「シズオカ×カンヌウィーク2022」農福連携・鷹匠街
角マルシェが開催されます！

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害者政策課

連 絡 先 就労支援班

TEL 054-221-3619

「シズオカ×カンヌウィーク2022」

農福連携・鷹匠街角マルシェが開催されます！

　「シズオカ×カンヌウィーク２０２２」期間中、５月14日（土）15日（日）鷹匠
エリアにて開催される「アニュアーレ・タカジョー・アート」にて、農福連携マル
シェを開催します。

　当日は、鷹匠エリアでアートやパフォーマンスが楽しめるほか、障害福祉事業所
が製作した農業加工品や焼き菓子などの「ふじのくに福産品」を購入することがで
きます。

　ぜひ、賑やかな鷹匠エリアまで遊びに来てください。

　

※新型コロナウイルス感染対策を講じて開催する予定です。

※新型コロナウイルス感染症の感染状況により、販売予定事業所の参加取り止め、
内容変更の可能性があります。ご理解の程よろしくお願いします。

＜農福連携・鷹匠街角マルシェ＞

１　日　　　時　令和４年５月14日（土）～15日（日）午前11時～午後５時

２　会　　　場　旧つむらや１階駐車場（葵区鷹匠２丁目13−17）　　

　　　　　　　　静岡デザイン専門学校前広場（葵区鷹匠２丁目19-15）

３　参加事業所　７事業所

４　主な販売物　パン、焼き菓子、藍染め製品、フラワーボトル、花束、

　　　　　　　　ドライハーブ、ハーブティー、果物ジュース　等

「シズオカ×カンヌウィーク２０２２」
　野外と映画とフランスの16日間！カンヌ映画祭で有名なカンヌの姉妹都市である
「静岡」を舞台に、映画、音楽、アート、食、そして町そのものを楽しむ文化発信
イベント。
（主　　催）シズオカ×カンヌ×映画プロジェクト実行委員会 
（問合せ先）090-3158-4162（INFINI HOMES 吉川氏）
（参考ＵＲＬ）シズオカ×カンヌウィーク２０２２
              https://www.cannes-shizuoka.jp
　　　　　　　アニュアーレ・タカジョー・アート
              https://www.cannes-shizuoka.jp/studio.html



提 供 日 2022/05/11

タイトル 要約筆記者養成講座を開催します

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 身体障害福祉班

TEL 054-221-2367

要約筆記者養成講座を開催します

　県が運営を委託している静岡県聴覚障害者情報センターでは、聴覚に障害のある
人のコミュニケーション支援のため、会話の内容をその場で文字で伝える「要約筆
記者」の養成講座を実施します。
　この講座では、聴覚に障害のある人、とりわけ中途失聴・難聴者に関連する福祉
制度や権利擁護、対人支援等についての理解を深め、要約筆記を行うために必要な
知識と技術を習得し、聴覚に障害のある人の暮らしをサポートできる人材を養成し
ます。

１　開講式及び初回講座
　(1)日時　
　　　開講式　　令和４年５月18日（水）　10時00分～10時15分
　　　初回講座　　　　同　上　　　　　　10時15分～15時00分
　
　(2)場所
　　　三島市社会福祉会館　４階大会議室
　　　三島市南本町20-30

２　講座内容
区　分 内容等 講義時間

共通科目
聴覚障害の基礎知識、聴覚障害者の福祉、要約
筆記の基礎知識・実技、要約筆記者のあり方等

５月18日～11月20日
全44時間

選択科目 手書きコース又はパソコンコース
６月８日～11月２日
全48時間

３　受講定員
　　20人（手書きコース10人、パソコンコース10人)

４　その他
　・講座修了者は要約筆記者登録試験を受験し、合格後は各市町の要約筆記者派遣
事業において活動。
　・令和３年度末時点の県内の登録者（合格者)は113人。



提 供 日 2022/05/11

タイトル 聴覚に障害のある児童を育てた経験のある人を対象と
した｢ピアカウンセラー養成講座｣の受講生を募集しま
す

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 身体障害福祉班

TEL 054-221-2367

聴覚に障害のある児童を育てた経験のある人を対象とした
　　　　　「ピアカウンセラー養成講座」の受講生を募集します！
 
 静岡県では、聴覚に障害のあるお子さんの保護者の不安や悩みに、同じ境遇の子育
ての経験のある仲間（ピア）として、障害受容などの相談に対応する「ピアカウン
セラー」の養成講座を開催します。

１　日程　
　　令和４年６月９日（木曜日）～令和５年２月９日（木曜日）（全14回)

２　受講対象者
　　聴覚に障害のあるお子さんの子育ての経験のある方若しくは現に子育てを
　している方　
　
３　受講定員 　　
　　６人(応募者多数の場合は選考)

４　受講料 　　
　　無料です。ただし、テキスト代として1,500円をいただきます。　
　
５　講座の内容
　　「カウンセリングの基本」、「聴こえ（障害）」、「制度と業務」などの
　講義や演習を予定しています。

６　会場
　　静岡県総合社会福祉会館（静岡市葵区）ほか

７　申込み締切　
　　５月31日(火曜日)※ただし、定員に満たない場合は締切後も随時受け付けま
す。　
　　
８　申込み方法　
　　住所、氏名、年齢、電話番号を電話・FAX・E-mailのいずれかの方法により、
　下記宛て先までお申込みください。
　
９　申込み・問合せ先
　　〒420－8601　静岡市葵区追手町9－6　静岡県健康福祉部障害福祉課
　　TEL：054－221－2367　FAX：054－221－3267
　　E-mail:shougai-fukushi@pref.shizuoka.lg.jp

10　講座修了後の活動
　　講座修了後は、県が実施するピアカウンセラー派遣事業において、聴覚に
　障害のあるお子さんの保護者の支援に協力していただきます。





提 供 日 2022/05/11

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点
から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願
いします。

１　本日の新規感染者数（政令市発表分を含む）

※患者詳細公表後に県番号を付番していること、発生届の取り下げがあること等の理由から、感染者数の累計
と県公表番号の値は一致しません。

２　本日の新規感染症患者等について（県内公表152313から152940例目）の概要



○感染者集団（クラスター）
・本日新たに認定したクラスター（１件）

３　コロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（５月11日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数。
※コロナ患者受入病院以外の入院者数は０名です。

４　県内宿泊療養施設の入居状況（５月11日正午現在）

区分 施設数 総客室数
療養者用

客室数（Ａ）
入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 ９施設 1,252室 1,057室 178人 16.8％

５　自宅療養者数、自宅待機者数（５月10日17時時点）
区分 人数（人）

自宅療養者数 5,866
自宅待機者数 21

※自宅待機者数は、療養先が未定の者、療養先は決まっているものの入院又は宿泊療養施
設入居を待っている者の合計。

６　療養終了者数（前日時点の推計値）
　前日までの累計感染者数から、入院者数（前日正午時点）、宿泊療養施設入居者数（前
日正午時点）、自宅療養者数（前日17時時点）、自宅待機者数（前日17時時点）、死亡者数
（前日時点）を除いた人数を療養終了者数とします。

療養終了者数
（５月10日時点）

146,151人



７　新型コロナウイルスワクチンの接種実績（５月10日時点）

８　感染症患者等の概要
感染症患者等の概要については、以下の県ＨＰに掲載します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-tyuumokujouhou.html



提 供 日 2022/05/11

タイトル WAZAチャレンジ教室の実施について

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 ものづくり人材班　坂本

TEL 054-221-2823

ものづくり体験教室「WAZAチャレンジ教室」
5月は5校で334人の児童・生徒が体験します。

　 「WAZAチャレンジ教室」は、技能士が小・中学校、特別支援学校等に出向き、「ものづくり体
験」を通じて「ものづくり」の楽しさや面白さを伝える事業です。
　　県では、この体験を通じて、ひとりでも多くの子ども達に「ものづくり」の技術や技能に関心を
持ってもらいたいと考えています。5月は5校で334人が「ものづくり」を体験します。
＊新型コロナウィルス感染拡大防止に配慮の上、実施します。

○5月の実施計画
実施日時 学校名　電話番号 担当者 体験メニュー 人数

5月12日(木)
10:00-12:00

御殿場特別支援学校高等部
0550-87-8200 勝間田 アートモザイク 25

5月17日(火)
9:00-12:00

島田市立金谷中学校
0547-45-3128 伊藤

アートモザイク、写真立て、銅板へら出し、盆
景、フラワーアレンジメント、玉子焼き・鶏のくわ
焼き

149

5月19日(木)
9:00-12:00

伊豆の国市立大仁中学校
0558-76-1035 飯嶋 アートモザイク、ミニ畳、紋様こて砂絵、盆景、

フラワーアレンジメント、玉子焼き・鶏のくわ焼き 115

5月23日(月)
13:00-14:30

伊豆の国特別支援学校高等部
0559-49-0001 松野 ミニ畳 20

5月26日(木)
9:40-11:30

静岡市立清水両河内小中学校
054-395-2031 山本 アートモザイク 25

　　　　　　　玉子焼き・鶏のくわ焼き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フラワーアレンジメント
    
○技能士とは
  働く人々の有する技能を一定の基準により検定する技能検定（国家検定）に合格した方を
技能士と呼びます。確かな技能の証として各職場において高く評価されています。

○報道機関の方へのお願い
  取材される際には、必ず事前に学校へ連絡をお願いします。



提 供 日 2022/05/11

タイトル ふじのくに美しく品格のある邑づくり連合奨励賞
表彰状授与式を開催（田んぼアート菊川の「こがね色
の里」地区）

担　　当 経済産業部 農地局農地計画課

連 絡 先 中遠農林事務所　農村整備課　塚本

TEL 0538-37-2290

【ふじのくに美しく品格のある邑】

「ふじのくに美しく品格のある邑づくり　連合奨励賞」

表彰状授与式を開催（菊川市こがね色の里地区）

１　要　旨

　　県内全35市町と県が参画する「ふじのくに美しく品格のある邑づくり」連合では、持続可能な農
村の実現に向けて特徴的かつ模範的な活動に取り組む邑の活動の中から「ふじのくに美しく品格
のある邑づくり連合奨励賞」を選定しています。
　令和３年度に、菊川市の「こがね色の里」が連合奨励賞を受賞し、表彰式典を１月に県庁で開催
する予定でしたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となりました。
　このたび、令和４年度の田んぼアート田植えイベントが開催されることから、このイベントに併せ表
彰状授与式を実施します。

２　概　要

　＜表彰状授与式＞
　　（１）日　 時　令和４年５月15日（日）午前10時～午前10時30分　※少雨決行、荒天中止です。
　　（２）場　 所　田んぼアート菊川会場（菊川市下内田4261付近）
　　（３）評価された主な内容
　　　　・地域住民が中心となった田んぼアート実行委員会により「田んぼアート」が毎年実施され、
地域恒例の一大行事となっている。
　　　　・田んぼアートが鑑賞できるよう櫓が設置され、イベントでは地場産品を販売する等、集客の
取組を実施しており、地域内外から多くの観光客が訪れている。
　　（４）内 　容　受賞邑に対して、中遠農林事務所長から表彰状等を授与する。
　　（５）連絡先　田んぼアート菊川実行委員会　事務局　大橋晴治（おおはしはるじ）氏

３　参　考

　■ふじのくに美しく品格のある邑
　　　静岡県では、農業や美しい景観、地域に伝わる文化・伝統などの県民共有の財産でもある地
域資源を保全・活用し、次世代に継承する活動を行う集落等を「美しく品格のある邑（むら）」として
登録し、情報発信や知事顕彰を行っています。令和４年３月末時点で150の地域が登録されていま
す。

　■ふじのくに美しく品格のある邑づくり連合
　　　県内35市町と静岡県が会員（会長：須藤秀忠富士宮市長）となり、邑の審査・登録事務を行う
他、邑の魅力向上やブランド力強化のための広報活動や情報収集、調査研究を行う組織。

　



提 供 日 2022/05/11

タイトル 熱海市伊豆山地内の通称「第２の盛土」の安全対策の
実施について

担　　当 経済産業部 森林・林業局森林保全課

連 絡 先 森林保全班

TEL 054-221-2640

　熱海市伊豆山地内の通称「第２の盛土」について、本県は、熱海市と連携し、土
地所有者と安全対策を協議してきました。
　この結果、下記のとおり、土地所有者が梅雨前までに応急的な安全対策を実施す
ることで、土地所有者と合意しました。
　なお、恒久的な安全対策については、土地所有者と引き続き協議をしているとこ
ろです。

　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　工事期間　令和４年５月31日まで
２　工事内容
　　恒久的な安全対策を講じるまでの間の安全を確保するため、
　下流への土砂の流出を防ぐ応急的な安全対策を行う。
　
　・濁水を貯める沈砂池の設置
　・土砂の流出を防ぐ大型土のうの設置
　・法面緑化のための種子吹付の実施
　・盛土部への表流水の流入を防ぐ小堤の設置（実施済み）
　　ほか



提 供 日 2022/05/11

タイトル 令和３年度セクシュアル・ハラスメントに係る実態調
査結果

担　　当 教育委員会 教育総務課　義務教育課　高校教育課　特

別支援教育課

連 絡 先 勤務条件・監察班

TEL 054-221-3580

（概要）
令和３年度に実施した県立学校及び公立小中学校の児童生徒を対象としたセクシュア

ル・ハラスメント（セクハラ）に関する実態調査の結果をまとめた。

（調査結果等）
１　実態調査の目的

(1) 潜在的事案の早期発見
学校内における児童生徒の実態を把握し、重大事案につながる潜在的事案の早

期発見と対応を行う。
(2) 意識啓発

教職員については、生徒指導等をハラスメントの視点から見直すことで適切な指導
の共通理解を図り、安心・安全な教育活動につなげる。

児童生徒については、身体的、精神的に困ったことがあった場合には一人で悩ま
ず、声をあげる等、自己管理の意識を高める。

２　調査方法
(1) 対象　　

すべての県立学校及び政令市立を除く全ての公立小中学校に在籍する小学５年
生から高校３年生までの児童生徒（特別支援学校については、学校長が実施困難と
判断した生徒を除く）

アンケート対象児童生徒数　156,306人 （小学校37,606人、中学校56,639人、高校
57,112人、特支4,949人）

(2) 実施期間　　
令和３年11月８日から令和４年３月３日まで

(3) 実施方法　　
啓発資料によりセクハラについて説明したうえで、児童生徒が家庭等で記載し提出

（管理職が回収、無記名も可）

３　調査結果
(1) 概要　
    回答者数（「セクハラを受けたと感じた」と回答した人数）115 人（小32人、中52人、高

28人、特3人）
　　            　・強制わいせつや盗撮等、わいせつ行為に関する回答はなく、懲戒処分の対象となる

事案は確認されなかった。
　　　             ・距離が近い、触られたなど、一方的な接近や接触を伴う言動に関する回答が最も多

く全体の７割を占めた。
　　 ・回答があったものについては各学校で事実確認を行い、注意指導等を行った。

(2) 回答内容（教職員の言動に係るもの）
ア　学校生活（セクハラを受けたと感じた）※同一案件の重複除く

　　　　　全体　97 件（小27件、中46件、高21件、特3件）
          ・自分　70 件（小19件、中31件、高17件、特3件）
          ・友人　27 件（小 8件、中15件、高 4件、特0件）
        イ　自分又は他人が受けたと感じたセクハラの内容（一部の事例を紹介）

（ア）不必要な身体的接触 55 件
　　　　・褒められたときに頭をなでられた。
　　　　・部活の指導中に腕を触られた。



         ・授業中に背中を触られた。
　　　　・体育館で整列していたところ、40秒くらい肩に手を置かれた。
　　　　・話しかけるときに「ねえねえ」と肩をポンポン叩かれた。
　　　　・手をなでられたり、腕をつんつんとされた。

（イ）不必要な接近、凝視 12 件
　　　　・挨拶したときに顔ではなく胸を見られた気がした。
　　　　・休み時間に友達との会話に無理矢理入ってきたりじろじろ見たりする。
　　　　・「ストレッチを手伝ってもらいたい」と言われた。

（ウ）身体的特徴など羞恥心を害する内容の発言 9 件
　　　　・身体測定の際、体重を他の児童に聞こえるように言った。
         ・登校時に「太ったね」と言い、言われた子は傷ついたと申し出た。
        （エ）特定の性別や容姿に対する差別的対応 7 件
　　　　・授業の際、男子に厳しく女子に甘い場面が見られる。
　　　　・特定児童をちゃん付けで呼んだり、教師分の給食の配膳を頼む。

（オ）性別を基準とした差別的言動 3 件
　　　　・部活動指導中に「女の子は」といった性別を意識した指導をされた。

（カ）性別による役割やらしさの強要 7 件
　　　　・「男のくせに泣くな」と言われていやな気持ちになった。

　　 （キ）性的少数者への差別的な言動 1 件
　　　　・LGBTQを自称する生徒に対して、〇〇ちゃんと呼ぶ。

４　報告事案への対応と今後の方針
・「セクハラを受けたと感じた」という回答があった事案については、各学校において注
意指導を行い改めさせたが、再発防止を徹底するため、継続的に観察や指導を行う
など改善状況を確認する。

・６月の「不祥事根絶推進月間」において今回報告のあった言動（実事例）を参考と
し、自らの言動を振り返るためのチェックリストを作成するなどして教職員の意識啓発
を図っていく。



提 供 日 2022/05/12

タイトル 令和４年度定例第一回（春）関東地方知事会議の開催

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局知事戦略課

連 絡 先 知事戦略班

TEL 054-221-3769

静岡県など、関東地方10都県の知事で構成する関東地方知事会議が開催され、国の
施策等に関する提案・要望事項等を協議します。
今年度は本県の川勝知事が会長を務めています。
なお、今回は、新型コロナウイルス感染症の感染状況を踏まえ、ＷＥＢ方式による
会議となります。
（概要）
１　開催日程　令和４年５月18日（水）
２　開催場所　静岡県庁東館５階　特別会議室（ＷＥＢ方式による会議）
３　内　　容
　　○開会
　　○会長挨拶（静岡県知事）
　　○協議事項
　　　（１）国の施策及び予算に関する提案・要望について（全12項目）
　　　　　　・地方分権改革の推進について（共同提案）
　　　　　　・道路利用料金減免などＺＥＶの継続的な利用に対する
　　　　　　　支援について（東京都）
　　　　　　・医師確保対策について（茨城県）
　　　　　　・台湾の輸入規制緩和を契機とした食品の輸出拡大について
　　　　　　　（栃木県）
　　　　　　・多文化共生・共創社会の実現に向けた施策の推進について
　　　　　　　（群馬県）
　　　　　　・基準病床数及び必要病床数の算定方法の見直し等について
　　　　　　　（埼玉県）
　　　　　　・家畜伝染病に係る埋却地の確保促進について（千葉県）
　　　　　　・子どもの医療費助成制度の創設について（神奈川県）
　　　　　　・医療関係職種国家試験における受験機会の確保について（山梨県）
　　　　　　・防災・防疫対策等の推進について（静岡県）
　　　　　　・ウィズコロナ・アフターコロナの観光振興について（長野県）
　　　　　　・道路網の整備促進等について（共同提案）
　　　　　※（　）内の都県名は提案都県
　　　（２）令和３年度関東地方知事会歳入歳出決算（案）について
４　その他
　　・会議の冒頭から取材可能です。
　　・「手洗い」「マスク着用」等の感染拡大防止に御協力をお願いします。
　　・会議終了後、知事が同会場で取材に応じます。
【参考】
　関東地方知事会は、各都県の連絡提携を緊密にし、地方自治の円滑な運営と進展
　を図ることを目的として、昭和23年４月に設立しました。
　現在、10都県知事をもって組織し、会長を静岡県知事が務めています。
　※構成都県：東京都、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、神奈川県、
　　　　　　　山梨県、静岡県、長野県



提 供 日 2022/05/12

タイトル ＤＸの推進について川根本町長との意見交換を実施し
ます

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局デジタル戦略課

連 絡 先 デジタル戦略班

TEL 054-221-3679

ＤＸの推進について川根本町長との意見交換を実施します

１　要旨
　令和４年３月に策定した「ふじのくにＤＸ推進計画」の周知拡大等を通じて県内のＤＸを推
進するため、県内市町長との意見交換を行っています。

２　意見交換の概要
　(1) 川根本町
　　　・日時：令和４年５月19日（木）　11時00分から60分程度
　　　・会場：川根本町役場２階応接室（榛原郡川根本町上長尾627）
　　　・相手方：町長、副町長　ほか　　
　(2) 本県の対応者
　　　デジタル戦略担当部長　ほか
　(3) 主な内容
　　　・「ふじのくにＤＸ推進計画」の概要
　　　・今後ＤＸを推進していく上での課題及び展望　ほか

３　その他
　意見交換終了後、13時頃から90分程度、ゾーホージャパン株式会社川根本町オフィス
（榛原郡川根本町千頭990-5）の視察を行います。

４　取材について
　取材に際しては、手洗い、マスクの着用等の新型コロナウイルス感染拡大防止策への御
協力をお願いします。
　発熱又は風邪のような症状がある場合には、御自身の体調を優先し、参加を控えていた
だきますよう併せてお願いします。
　なお、ゾーホージャパン株式会社川根本町オフィスの視察についての取材を希望される
場合は、前日までにデジタル戦略課まで御連絡ください。



提 供 日 2022/05/12

タイトル 定期給与 前年同月と同水準
毎月勤労統計調査地方調査結果（令和４年２月分）

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 商工・経済班

TEL 054-221-2240,2246

令和４年２月分の静岡県の賃金、労働時間、雇用の動きについて調査結果を公表する。
（事業所規模５人以上、調査産業計）

１　賃金
　１人平均月間定期給与（所定内給与＋超過労働給与）は253,561円、名目賃金指数（定
期給与）は100.4で、前年同月と同水準となった。

２　労働時間

　１人平均月間所定外労働時間は10.0時間、所定外労働時間指数は107.5で、前年同月
比8.7％増と３か月連続で前年同月を上回った。
　常用労働者の約３割を占める製造業の所定外労働時間は14.3時間、所定外労働時間指
数は125.4で、前年同月比7.5％増と３か月連続で前年同月を上回った。

３　雇用
本月末常用労働者数は1,421,129人、常用雇用指数は101.0で、前年同月比1.6％増と

10か月連続で前年同月を上回った。
なお、パートタイム労働者比率は31.3％で、前年同月差0.7ポイント増と２か月連続で前

年同月を上回った。



＜参考＞　

１　事業所規模30人以上の結果（調査産業計）

(1)定期給与は280,646円で、前年同月比1.4％増と11か月連続で前年同月を上回った。
(2)所定外労働時間は12.4時間で、前年同月比18.6％増と３か月連続で前年同月を上回っ
た。
(3)常用労働者数は846,364人で、前年同月比0.9％増と18か月連続で前年同月を上回っ
た。

２　事業所規模別定期給与、所定外労働時間及び常用労働者数

＜利用上の注意＞
(1)この調査結果の数値は、調査事業所からの報告を基にして、本県の事業所規模５人以上のすべての事

業所に対応するよう復元して算定したものである。
(2)現在の基準年は令和２年であり、指数は「令和２年平均＝100」とする。
(3)対前年（前月）比等の増減率は、原則として指数により行っているため、実数から算定した場合とは必ず

しも一致しない。

☆詳しくは「統計センターしずおか」（https://toukei.pref.shizuoka.jp/）を御覧くださ
い。



提 供 日 2022/05/12

タイトル 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の
発生

担　　当 経営管理部 行政経営局人事課

連 絡 先 人事班

TEL 054-221-2016

静岡県職員の新型コロナウイルス感染状況（令和４年５月１２日）

所属 勤務地 発症日 陽性確認日 濃厚接触者

1 交通基盤部 出先機関 令和４年５月10日 令和４年５月11日 確認中

※職員は発症後、勤務を行っておらず、保健所の指示に従い療養中
※勤務中はマスクを着用し、職場内の消毒等感染対策を行っており、業務に影響な
し



提 供 日 2022/05/12

タイトル 行政と地元Jリーグチームと電力会社のコラボレーショ
ン☆
今年もやります！！『静岡県ふじのくにジュニア防災
士養成講座』

担　　当 経営管理部 中部地域局危機管理課

連 絡 先 危機管理班

TEL 054-644-9104

行政と地元Jリーグチームと電力会社のコラボレーション☆

今年もやります！！『静岡県ふじのくにジュニア防災士養成講座』

１　要　旨　

　　　昨年度に引き続き、藤枝MYFCと中部電力パワーグリッド株式会社との協働により、将

来の地域防災の担い手を育てる「静岡県ふじのくにジュニア防災士養成講座」を、島

田市内・藤枝市内の中学校で開催します。

　　　災害に強い地域づくりのため、若い世代とJリーグチーム、電力会社、行政が、防災に

ついてともに考え、話し合い、楽しく学ぶ取組です。

　　（昨年度、この取組を開始し、島田市で６校、藤枝市で２校、焼津市で１校の計９校で実

施しました。）

２　講座の日時・場所

令和４年５月16日（月）午前9時30分から午前12時20分まで

　　　　　　　　　　　　　 藤枝市立葉梨中学校　体育館

令和４年５月17日（火）午前10時00分から午前12時20分まで

　　　　　　　　　　　 　　島田市立川根中学校　多目的室

令和４年５月19日（木）午前9時30分から午前11時20分まで

　　　　　　　　　　　　　 島田市立島田第二中学校　体育館

令和４年５月24日（火）午前9時00分から午前12時00分まで

　　　　　　　　　　　　　 島田市立六合中学校　体育館

　※６月以降の予定については、決定次第お知らせします。

３　講座の内容等

(1) 主催　　静岡県中部地域局

(2) 協力　　藤枝MYFC、中部電力パワーグリッド株式会社

(3) 講座名「静岡県ふじのくにジュニア防災士養成講座（知識行動コース）」

(4) 受講者　中学２年生（130～200名程度）

（島田市立川根中学校のみ中学１年生20名程度）



(5) 当日のプログラム

学習内容

50分間　防災講話　※県作成「語り部動画」の視聴

80～120分間　防災演習「災害時判断ゲーム」

・ 災害時に直面しそうな場面で、「自分ならどうするか？」を考え、グ

ループ内で意見交換をする。

・ 中部電力パワーグリッドから停電の備えについて、問題を出題する。

　講座（防災演習）には、藤枝MYFCのクラブマスコット「蹴っとばし小僧」が参加し、講座を

盛り上げます。

※「静岡県ふじのくにジュニア防災士養成講座」の詳細については、別添のパンフレットを
御覧ください。



提 供 日 2022/05/12

タイトル 藤枝市内において、自転車利用者に対する重点街頭指
導を実施します！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2549

藤枝市内において、自転車利用者に対する
重点街頭指導を実施します！

　 静岡県交通安全対策協議会（会長：知事）は、５月２０日（金）の自転車マナー向上キャン
ペーン「指導強化の日」にあわせ、自転車利用者の交通安全意識を高めるため、重点街頭
指導を下記のとおり実施します。

１　実施日時
　　令和４年５月２０日（金）午後４時３０分から　おおむね１時間

２　実施場所
　　藤枝市内　ＪＲ藤枝駅南口周辺

３　参加者（予定）
 　・ 　静岡県くらし交通安全課　　　　　　　　　約５人　
 　・ 　藤枝警察署交通課　　　　　　　　　　　　約２人
   ・ 　静岡県交通安全協会藤枝地区支部　　約４人
　 ・　 藤枝市交通安全・地域安全課 　　　　　約２人
   ・ 　ふじっぴー

４　活動内容
　 ・ 　啓発品（反射材等）とチラシの配布
 　・ 　自転車の安全利用、点検整備、保険加入及び自発光式等反射材の着用の呼び掛け

５　その他
（１）　活動状況により、予定よりも早く終了する場合があります。
（２）　雨天の場合は中止とします。

（参考）自転車マナー向上キャンペーン「指導強化の日」
　　　　関係機関が連携して、自転車通学の高校生等に対し、マナーやルールについて指
　　　導・取締り・街頭啓発を行うもので、今年度は、５月２０日、１０月２０日、１月２０日に実施
　　　する。



提 供 日 2022/05/12

タイトル 新設住宅着工統計令和３年度計及び令和４年３月の主
な動向

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局住まいづくり課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-3084

新設住宅着工統計 
令和３年度計及び令和４年３月の主な動向

１　令和３年度計

　＜総戸数＞
　令和3年度の新設住宅着工戸数は、20,916戸（対前年度増減比1.9％増）。前年度と比
較して、貸家・給与住宅・分譲住宅で減少したが、持家が増加したため全体で増加となっ
た。（国土交通省建築工事届集計データをもとに、静岡県分の住宅関連データを抽出処
理）

平成29年度以降、減少の一途をたどり、令和２年度では20千戸台まで減少したが、令和
３年度は５年ぶりに増加に転じた。

＜利用関係別＞
区　分 戸　数 前年度戸数 対前年度増減比

持    家 11,151 10,527 5.9％
民間資金 9,806 9,237 6.2％
公的資金 1,345 1,290 4.3％

　

　 うち機構融資※1 283 282 0.4％
貸    家 5,856 5,865 △0.2％
民間資金 5,298 5,411 △2.1％　
公的資金 558 454 22.9％

給与住宅※２ 136 312 △56.4％
分譲住宅 3,773 3,824 △1.3％

うちマンション 303 968 △68.7％
合　計 20,916 20,528 1.9％

※１　住宅金融支援機構から融資を受けて建てた住宅
※２　会社、官公署、学校等がその社員、職員、教員等を居住させる目的で建てた住宅

＜参考＞直近８ヶ年度間の推移
H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

年度計着工戸数 23,843 23,785 24,800 23,589 22,953 21,863

対前年度増減比 △16.5% △0.2% 4.3% △4.9% △2.7% △4.7%

R2年度 R3年度

年度計着工戸数 20,528 20,916

対前年度増減比 △6.1% 1.9％

＜地域別＞
区分 戸数 前年度戸数 対前年度増減比

東部 6,232 6,004 3.8％



中部 6,985 6,488 7.7％
西部 7,699 8,036 △4.2％
合計 20,916 20,528 1.9％

＜資金別＞
区　分 戸数 前年度戸数 対前年度増減比

民間資金 18,619 18,293 1.8％
公的資金 2,297 2,235 2.8％
うち機構融資 409 597 △31.5％

合　計 20,916 20,528 1.9％

＜建築工法別＞
区分 戸数 前年度戸数 対前年度増減比

在来工法 13,522 12,932 4.6％
プレハブ工法 3,882 4,395 △11.7％
枠組壁工法 3,512 3,201 9.7％
合計 20,916 20,528 1.9％

＜構造別＞
区分 戸数 前年度戸数 対前年度増減比

木造 14,753 13,567 8.7％
非木造 6,163 6,961 △11.5％
合計 20,916 20,528 1.9％

＜参考＞
戸数 前年度戸数 対前年度増減比

全国 865,909 812,164 6.6％

２　 令和４年３月

＜総戸数＞
令和４年３月の新設住宅着工戸数は、1,731戸（対前年同月増減比5.0％増）。前年同

月と比較して、持家で減少したが、貸家・給与住宅・分譲住宅にて増加したため全体で増
加となった。（国土交通省建築工事届集計データをもとに、静岡県分の住宅関連データを
抽出処理）

＜利用関係別＞
区　分 戸　数 前年同月戸数 対前年同月増減比

持    家 849 873 △2.7％
民間資金 757 754 0.4％
公的資金 92 119 △22.7％

　

　 うち機構融資※1 19 14 35.7％
貸    家 531 508 4.5％
民間資金 410 500 △18.0％　
公的資金 121 8 1412.5％

給与住宅※２ 5 4 25.0％
分譲住宅 346 263 31.6％

うちマンション 54 0 ‐
合　計 1,731 1,648 5.0％

＜地域別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比

東部 578 472 22.5％
中部 580 451 28.6％



西部 573 725 △21.0％
合計 1,731 1,648 5.0％

＜直近６ヶ月間の推移＞
10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

R2年度着工戸数 1,661 1,763 1,780 1,665 1,625 1,648
R3年度着工戸数 2,079 1,939 1,712 1,301 1,551 1,731
対前年同月増減比 25.2％ 10.0％ △3.8％ △21.9％ △4.6％ 5.0％

＜資金別＞
区　分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比

民間資金 1,497 1,497 0.0％
公的資金 234 151 55.0％
うち機構融資 25 19 31.6％

合　計 1,731 1,648 5.0％

＜建築工法別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比

在来工法 1,115 1,090 2.3％
プレハブ工法 312 336 △7.1％
枠組壁工法 304 222 36.9％
合計 1,731 1,648 5.0％

＜構造別＞

区分 戸数 前年同月戸
数 対前年同月増減比

木造 1,173 1,109 5.8％
非木造 558 539 3.5％
合計 1,731 1,648 5.0％

＜参考＞
戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比

全国 76,120 71,787 6.0％

　表グラフなどの資料については、下記のＵＲＬを御覧ください。
　http://www.pref.shizuoka.jp/kenmin/km-310a/stat/stat.html



提 供 日 2022/05/12

タイトル 令和４年度環境保全功労知事表彰の表彰式

担　　当 くらし・環境部 環境局生活環境課

連 絡 先 大気水質班

TEL 054-221-2258

令和４年度環境保全功労知事表彰の表彰式を開催します

静岡県では、多年にわたり公害防止や環境保全活動の推進に尽力し、その功績

が顕著な団体等を表彰しています。今般、「令和４年度環境保全功労知事表彰」の受賞者

が決定したので、次のとおり表彰式を行います。

１　受賞者

受賞者名（団体名） 功績
浜松水辺を愛する会
　　構成
　　会長　中村　芳正
　　会員　25 名

　浜松水辺を愛する会は、平成４年４月の発足から約30年にわた
り、地域の児童・生徒を対象とした体験学習講座を継続して開催
し、市民の環境保全への意識向上を図るとともに、佐鳴湖及び周
辺河川における魚類や貝類の調査研究活動や保護活動を通じ
て、水質の環境保全に努めてきた。

２　表彰式

(1) 日時

　　令和４年５月19日（木）午後２時10分から

　（静岡県環境保全協会の総会終了後に開催）

(2) 場所

　　もくせい会館　富士ホール（静岡市葵区鷹匠3-6-1）

(3) 出席者

　　浜松水辺を愛する会　会長　中村　芳正

(4) 授与者

　　静岡県くらし・環境部長　高畑　英治

３　取材について
　　当日取材を希望される場合は、午後２時までにもくせい会館富士ホール入口前の受付

にお越しください。



提 供 日 2022/05/12

タイトル 清水灯台（静岡市清水区）が新たに重要文化財に指定
されます！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化財課

連 絡 先 文化財課文化資源活用班

TEL 054-221-2554

清水灯台（静岡市清水区）が
新たに国の重要文化財に指定されます！

　国の文化審議会は、５月20日（金）に開催される同審議会文化財分科会（分科会
会長・島谷弘幸）の審議・議決を経て、新たに８件の建造物（このうち、県内で
は、清水灯台（しみずとうだい））を重要文化財に指定するよう文部科学大臣に答
申を行います。

　これにより国宝・重要文化財（建造物）の数は国内で2,548件、県内では36件とな
ります。

○重要文化財に指定される県内の建造物

１　名　　称：清水灯台（しみずとうだい）

２　員　　数：１基

３　附（つけたり）：旧日時計　１基

４　所 有 者：国（海上保安庁）

５　所 在 地：静岡市清水区三保

６　建　　設：明治45年

７　概　　要

・清水灯台は、駿河湾をのぞむ三保半島の先端部に建つ洋式灯台。
・当時、半島の内海に広がる清水港を往来する船舶が増大したことを受け、それら
を港内に安全に導く航路標識として、逓信省航路標識管理所が直轄で建設した。
・清水灯台は、我が国の港勢拡大を意図して、政府が新たな貿易拠点に位置づけた
清水港と一連で整備された灯台であり、明治後期における近代航路標識整備の展開
を知る上で価値が高い（注１）。
・我が国に初めて建設された鉄筋コンクリート造灯台であり、独立した灯塔を八角
形で築く形式は、大正期以降各地で建設された鉄筋コンクリート造灯台の一つの規
範となった。現存する明治期の鉄筋コンクリート造建造物としても貴重である（注
２）。

８　指定基準：歴史的価値の高いもの

９　連 絡 先：静岡市観光交流文化局文化財課　電話番号：054－221－1066

注１：我が国の洋式灯台は、（１）幕末期の海外列強からの要求に基づく建設（ 例
えば江埼灯台）、（２）明治前期の日本政府の主体的計画に基づく建設（例えば御
前埼灯台）、（３）明治中期の鉄道敷設が遅れた地方の請願運動などに基づく建設
（例えば出雲日御碕灯台）に移行。明治後期に建設された清水灯台は、これらと異
なり全国的な港湾整備の流れを踏まえ、建設された点に特徴が認められる。

注２：明治期に建設された鉄筋コンクリート造建造物の数は少なく、現存例は以下
の通りに限られる。日ノ岡第十一号橋（京都府、明治三六年造、史跡）、島田川暗



渠（島根県、明治四〇年造）、旧三井物産横浜支店一号館（神奈川県、明治四四年
造）、石岡第一発電所施設（茨城県、明治四四年造、重要文化財）、八ツ沢発電所
第一水路橋（山梨県、明治四五年造、重要文化財）など。



提 供 日 2022/05/12

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点
から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願
いします。

１　本日の新規感染者数（政令市発表分を含む）

※患者詳細公表後に県番号を付番していること、発生届の取り下げがあること等の理由から、感染者数の累計
と県公表番号の値は一致しません。

２　本日の新規感染症患者等について（県内公表153528から154267例目）の概要



○感染者集団（クラスター）
・本日新たに認定したクラスター（３件）

３　コロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（５月12日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数。
※コロナ患者受入病院以外の入院者数は０名です。

４　県内宿泊療養施設の入居状況（５月12日正午現在）

区分 施設数 総客室数
療養者用

客室数（Ａ）
入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 ９施設 1,252室 1,057室 237人 22.4％

５　自宅療養者数、自宅待機者数（５月11日17時時点）
区分 人数（人）

自宅療養者数 6,686
自宅待機者数 12

※自宅待機者数は、療養先が未定の者、療養先は決まっているものの入院又は宿泊療養施
設入居を待っている者の合計。

６　療養終了者数（前日時点の推計値）
　前日までの累計感染者数から、入院者数（前日正午時点）、宿泊療養施設入居者数（前
日正午時点）、自宅療養者数（前日17時時点）、自宅待機者数（前日17時時点）、死亡者数
（前日時点）を除いた人数を療養終了者数とします。

療養終了者数
（５月11日時点）

146,469人

７　新型コロナウイルスワクチンの接種実績（５月11日時点）



８　感染症患者等の概要
感染症患者等の概要については、以下の県ＨＰに掲載します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-tyuumokujouhou.html



会 見 日 2022/05/12

第６０回静岡ホビーショーにおける「小中高
校生招待日」の開催及び知事視察

　　　　　３年ぶりに静岡ホビーショー「小中高校生招待日」を開催

　第６０回静岡ホビーショーにおいて、３年ぶりとなる「小中高校生招待日」が開
催される。
　本事業は、子供たちに、プラモデルを通じて「ものづくり」の面白さ・大切さを
伝えること、それにより子供たちの想像力向上や豊かな感性の醸成に役立てること
を目的としており、開催は、令和元年以来、２回目となる。
　なお、午前９時３０分から知事が視察する。

１　日時　令和４年５月１３日（金）午前９時～午後６時

２　参加人数　約３，１００人
　　　　　　　（小学生約２，６００人、中学生３００人、高校生２００人）
（城南静岡高等学校及び静岡聖光学院中学校の生徒が、ボランティアとして参加）

３　内容
　・　静岡ホビーショーの見学（出展：８２企業・団体）
　・　「プラモデルが出来るまで」の製造工程見学
　・　模型制作・ラジコン操縦体験

４　知事視察時間　午前９時３０分～１０時３０分

５　会場　ツインメッセ静岡（静岡市駿河区曲金３丁目１番１０号）

６　主催　静岡模型教材協同組合

７　問い合せ先　静岡模型教材協同組合事務局　TEL:０５４－２８７－５９３１

※参考　第６０回静岡ホビーショー全体概要
　静岡ホビーショーは、プラモデル出荷額の国内シェア９割を誇る静岡県で、毎年
５月に開催される国内最大級のプラモデルや鉄道模型などの見本市。
　毎年７万人以上が来場し、展示作品数１万点で、国内はもとより海外からもマニ
アが集結し、経済波及効果は８７億円（平成２８年度開催実績から静岡市が試算）
と地域経済に大きな影響をもたらしている。

開催日時
　業者招待日：１１日（水）・１２日（木）午前９時３０分～午後４時３０分
　小中高校生招待日：１３日（金）午前９時～午後６時
　一般公開日：１４日（土）・１５日（日）午前９時～午後５時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最終日は午後４時まで）
　（全期間にわたり事前予約制）

※取材希望の方で、事前予約されていない方は、会場総合受付にお越しください。
担当 ： 経済産業部 商工業局

連絡先 ： 地域産業課　TEL 054-221-2515





提 供 日 2022/05/12

タイトル 在校生対象の工事現場研修会の開催（沼津工業高等学
校）

担　　当 交通基盤部 建築管理局建築企画課

連 絡 先 企画第２班　望月

TEL 054-221-3374

～在校生対象の工事現場研修会の開催～
沼津工業高校の生徒が新校舎の工事現場で研修します

　沼津工業高等学校の生徒を対象に、授業の一環として新校舎の建替工事を行って
いる工事現場を利用した研修会を開催します。
　研修では現場見学のほか、レーザースキャナーを用いた３次元測量や３次元設計
データを活用したICT建設機械による土工事（掘削工事）を体験するとともに、地元
建設会社に就職した卒業生から、体験談を交えた建設産業のやりがいや魅力につい
ての講義を受けます！

開催概要

（１）開催日時・場所

日時：令和４年５月19日（木）12:25～15:15

場所：沼津工業高等学校　工事現場・体育館・不撓館

　　（沼津市下香貫八重129-1）

（２）参加者　建築科２年生・３年生、都市環境工学科２年生　70名程度

（３）内　容

　　ア　講　義

　　　・建設産業のやりがい、魅力

　　　・地元建設会社に就職した卒業生による体験スピーチ

　　　・測量の昔、現状、未来

　　イ　実　習

　　　・レーザースキャナーを用いた測定管理

　　　・ICT建設機械による土工事の体験実習

　　ウ　建替工事現場視察

（４）主　催　　静岡県及び静岡県土木施工管理技士会（沼津・三島地区）

（５）協　賛　　山本建設(株)、(株)建設システム、(株)新光重機土木、
　　　　　　　　コマツカスタマーサポート(株)

 ※ 取材 に 関 しては 学校 と 調整 する 必要 があるため 、 事前 に 担当者 へご 連絡 くださ
 い 。

問合せ先

建築企画課 企画第２班　望月（TEL 054-221-3374）





提 供 日 2022/05/12

タイトル 一般県道富士公園太郎坊線の夜間通行止めの解除

担　　当 交通基盤部 富士土木事務所維持管理課

連 絡 先 維持調査班

TEL 0545-65-2237

一般県道富士公園太郎坊線の夜間通行止めの解除

富士山五合目（富士宮口）への一般県道富士公園太郎坊線（富士山スカイライン富士
宮口二合目～五合目）については、令和４年４月28日（木）午前１１時に冬期閉鎖を解除
し、夜間（午後５時から翌朝午前８時まで）通行止めを行っていますが、凍結の恐れがなく
なったため、令和４年５月１3日（金）午後５時に夜間通行止めを解除します。

１　夜間通行止め解除区間

　〇富士宮口

　　路　線：一般県道富士公園太郎坊線（富士山スカイライン）

　　区　間：富士宮口二合目（富士市大淵）～富士宮口五合目　全長１３．０ｋｍ

２　規制解除日時

　　令和４年５月13日（金）午後５時　夜間通行止め解除

　　ただし、大雨等の気象条件により通行止めになることがありますので、現地の交通規

制に従ってください。

　　

３　その他

　・富士山富士宮口登山道（五合目から山頂区間）は、積雪や凍結等のため、引き続き、

全面通行止めとしております。

　　危険がありますので、登山道へは立ち入らないようお願いします。

　・五合目のトイレは緊急用の仮設トイレのみのため、五合目に上られる前に、二合目等

（水ヶ塚駐車場、高鉢駐車場）のトイレを利用してください。

※富士宮市記者クラブ（富士宮市経由）及び東部地域局へ同時に記者提供を行っており

ます。



提 供 日 2022/05/12

タイトル 選挙啓発活動の企画・運営に参画する若者（若者選挙
パートナー）を任命します！

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 書記　土井口

TEL 054-221-2050

１　要旨
　静岡県選挙管理委員会及び静岡県明るい選挙推進協議会では、平成28年度から、
若者の投票参加に関心が高く行動意欲のある静岡県内の20歳前後の若者を「若者選
挙パートナー」に任命し、選挙啓発事業の企画・運営への参画に取り組んでいま
す。

２　任命予定
　公募に申込みがあった県内に在住・通学する高校生18名、大学生８名の若者26名
を任命します。
　任期は令和４年度末までとします。
　（注）若者選挙パートナーの氏名等は任命式で公表します。

３　任命式
（１）日時　令和４年５月15日（日）午後２時00分～　【45分程度】
（２）会場　静岡県庁別館２階第一会議室
（３）任命書交付者
　　　 静岡県選挙管理委員会書記長（静岡県明るい選挙推進協議会参与）
　　　　平塚 晴利（ひらつか はるとし）
（４）備考
       新型コロナウイルス感染症対策のため、Web会議形式での開催となります。
      任命者のうち一部の方は会場で参加の予定です。　　

４　活動計画
　若者選挙パートナーによる企画・交流会「Voteカレッジ」を開催し、静岡県内各
学校で行う「選挙出前授業」等の教育連携事業の企画及び改善や学校教育外での若
者の政治・選挙への関心を高める取組などに取り組む予定です。



提 供 日 2022/05/13

タイトル 本県の新型コロナウイルスの感染状況に係る国評価レ
ベル(5/13)

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 危機報道官

TEL 054-221-2316

5月13日（金）現在
本県の新型コロナウイルスの感染状況や医療ひっ迫状況等は
国評価レベル２（警戒を強化すべきレベル）です

　本県では、感染者数が人口１０万人あたり１００人程度まで緩やかな減少局面にありました
が、大型連休中の交流の増加などにより、再び急増しています。
　年代別の感染者割合では４０歳代以下が全体の８割以上を占め、保育施設、教育施設や、飲
食や知人との交流の場での感染が家庭内に広がる傾向です。
　年代別の感染者の割合では、４０歳代以下が全体の８割以上を占め、２０、３０歳代の若者を
中心に、飲食や知人との交流を通じた感染が拡大しています。
　感染者数は、ワクチン接種率が高い年代ほど低くなっています。
　注意すべき点は、高齢者が感染した場合の重症化するリスクと、若い世代を含めた、咳や
頭痛、倦怠感等の後遺症の報告です。
　３回目接種が可能な方は、できる限り早期に接種されるようお願いします。
　市中にウイルスがまん延し、どこでも感染する可能性がある状況です。
　県民の皆様には、気を緩めず、会話時の不織布マスクの着用、密の回避やこまめな換気な
ど、引き続き、基本的な感染防止対策の徹底をお願いします。
　また、県外へ移動する場合は、感染リスクが高い場所への訪問や、訪問先での感染リスクの
高い行動は極力控えるようにしてください。

県民・事業者の皆様へのお願い

（県民の皆様へのお願い）
○感染リスクの高い場所への外出や、感染リスクの高い行動は極力控えるようお願いしま

す。特に高齢者や基礎疾患のある方、これらの方と日常的に接している方は慎重に行動
するようお願いします。

○飲食を伴う会合は、なるべく、少人数で短時間とし、食べる時は会話をせず、会話する時
は必ず不織布マスクを着用するようお願いします。

○飲食店や宿泊施設を利用する場合は、「ふじのくに安全・安心認証」など、感染防止対
策が徹底されている店舗・施設を御利用ください。

○県外に移動される方は、感染リスクが高い場所への訪問や、訪問先での感染リスクの高
い行動は極力控えるようにしてください。

○お住まいの市町から接種券が届きましたら、ワクチンの接種の検討をお願いします。
３回目のワクチン接種率が高い年代は感染者数が少ないほか、高齢者の重症化率が低
下するなど、接種効果が認められます。

　特に、40歳代以下の若い世代でも、感染後、咳や頭痛、倦怠感、集中力の低下などの
後遺症が長く続く傾向があります。接種が可能な方は、早期の検討をお願いします。

　県の大規模接種会場では、２回目接種から６ヶ月以上経過している方は接種券や予約が
無くてもワクチン接種ができます。（詳しくは県ＨＰを御確認ください。）

（事業者の皆様等へのお願い）
〇事業者の皆様は、業種別ガイドラインや「ふじのくに安全・安心認証制度（飲食店・宿泊

施設）」に則った感染防止対策の徹底、換気や座席間の距離の確保など感染しにくい
環境を確保してください。

○催物（イベント）の主催者の皆様は、基本的な感染防止対策の徹底とともに、参加者名
簿の作成や接触確認アプリ「COCOA」等を活用し、参加者の把握に努めてください。ま
た、参加人員5,000人超かつ収容率50％超のイベントを開催する場合は、県に具体的な
感染防止策を記載した「感染防止安全計画」を提出してください。

○事業者の皆様は、職場における基本的な感染防止対策の徹底、特に「居場所の切り替
わり」での感染防止対策や、在宅勤務、時差通勤など、人との接触を低減する取組など
の感染防止対策を推進してください。



○学校や保育所等では、感染防止対策の徹底、感染リスクの高い行動を回避するととも
に、職員や児童・生徒等に何らかの風邪症状がある場合については、かかりつけ医又
は発熱等診療医療機関への速やかな受診を勧奨するように御協力願います。

○福祉施設等の事業者の皆様は、市町から配布された抗原定性簡易キットを活用し、陽
性者の早期発見に御協力願います。

　　◎詳細は、静岡県のＨＰを御覧ください。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-keikailevel.html



提 供 日 2022/05/13

タイトル 逢初川土石流災害に係る行政対応検証委員会の
最終報告についての知事コメント

担　　当 経営管理部 総務局総務課

連 絡 先 経営管理部総務局総務課

TEL 054-221-2736

・青島委員長をはじめ、４名の委員の皆様には御多忙の中、最終報告
をとりまとめてくださったことに感謝いたします。

・最終報告は、３月末に公表した中間報告に、熱海市の内部検証結果
や委員会からの提言を加えて、とりまとめていただいたとのことであ
りますが、詳しい内容はまだ確認できておりません。

・私としては、最終報告の検証結果と委員会からの提言を真摯に受け
止め、今回のような災害が二度と起こらないよう、行政対応の改善を
図っていく所存であります。

・最終報告に対する県の見解・対応については、一つ一つ丁寧に検討
し、まずは来週17日(火)に会見を開いて、担当の難波副知事から説明
を行う予定でおります。



提 供 日 2022/05/13

タイトル 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の
発生

担　　当 経営管理部 行政経営局人事課

連 絡 先 人事班

TEL 054-221-2016

静岡県職員の新型コロナウイルス感染状況（令和４年５月１３日）

所属 勤務地 発症日 陽性確認日 濃厚接触者

1 経済産業部 出先機関 令和４年５月９日 令和４年５月11日 同居家族

２ 経済産業部 本庁 令和４年５月10日 令和４年５月12日 確認中

３ 経済産業部 出先機関 発症なし 令和４年５月12日 同居家族

※職員は発症又は陽性判明後、勤務を行っておらず、保健所の指示に従い療養中
※勤務中はマスクを着用し、職場内の消毒等感染対策を行っており、業務に影響な
し



提 供 日 2022/05/13

タイトル ウクライナからの避難者支援のための音声自動翻訳機
贈呈式の開催

担　　当 くらし・環境部 県民生活局多文化共生課

連 絡 先 多文化共生班

TEL 054-221-2178

ウクライナからの避難者支援のための音声自動翻訳機贈呈式を開催しま
す。

（ 要 旨 ）

　 群馬県に本社がある株式会社Ａizawa Ｃorporationから、静岡県に避難したウクライ
 ナ人の言葉の壁を解消するために、音声自動翻訳機を寄贈したいとの申出を受けたため、
 ５月17日（火）に贈呈式を行う。

１　贈呈式概要

（１）日　 時　　令和４年５月17日（火）午後２時15分から
　　　　　　　　　 　※午後２時00分から副知事室で懇談後、場所を移動して実施。
（２）場　 所　　静岡県庁東館２階 県民サービスセンター内ステージ
（３）寄贈者　　株式会社Ａizawa Ｃorporation　代表取締役　相沢 正雄
　　　（同行者） 同社　経理責任者兼人事マネージャー　小池 晃
　　　　　　　　　　　 　　　 保険責任者　松原 アンドレ
（４）受領者　　出野副知事
（５）寄贈品　　音声自動翻訳機（商品名：ポケトーク）50台　※50万円相当

２　会社概要

区　　分 内　　　　容

社　　名 株式会社Ａizawa Ｃorporation

代　　表 代表取締役　相沢 正雄（あいざわ まさお）

設　　立 平成29年（2017年）３月

住　　所 群馬県伊勢崎市羽黒町28-10

事業内容 自動車販売・買取・整備事業、保険代理店事業、不動産業

主な

ＣＳＲ活動

同社の理念に「地域社会への貢献」を掲げ、多文化共生社会の実現のために、

令和３年夏から群馬県内35市町村への寄付を始め、現在12市町村に寄付

を行っている。４月13日群馬県庁に、音声自動翻訳機50台を寄贈。また、昨

年７月に熱海市で発生した土石流災害に対して、日本赤十字社を通じて支

援金を寄付する等、社会貢献活動に多数取り組んでいる。



３　寄贈の経緯

　　静岡県内に避難しているウクライナ人の知人が、同社に対して音声自動翻訳機の
　要望を寄せたことを契機に、今回の寄贈に至った。



提 供 日 2022/05/13

タイトル 静岡県立自然公園条例施行規則等の一部改正に係る県
民意見提出手続（パブリックコメント）の実施

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 自然保護班

TEL 054-221-2719

静岡県立自然公園条例施行規則等の一部改正に係る県民意見提出手続
（パブリックコメント）を実施しています
　

　自然公園法等の一部改正に伴い、静岡県立自然公園条例（以下、「公園条例」と

いう。）を改正することとしたため、公園条例の施行に向け、「静岡県立自然公園

条例施行規則」及び「静岡県立自然公園の特別地域内における行為の許可基準を定

める規則」（以下「施行規則等」という。）において、所要の規定の整備を行いま

す。そのほか、自然公園制度を取り巻く状況の変化等を踏まえ、施行規則等におい

て、所要の改正を検討しています。

　このたび、改正案（概要）を作成し、県民の皆様から、広く御意見や御提案を募

集しています。

１　意見募集期間：令和４年５月13日（金） ～ 令和４年６月３日（金）

２　閲覧の方法

　　静岡県ホームページ上に掲載
　　　アドレス：http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu
　　（「ホーム」→「県政情報」→「行政改革・情報公開」→「静岡県の情報公

開」→「政策形成過程情報・県民意見提出手続」）

３　意見の提出方法と提出先

 　（１）持参・郵送の場合
 　　　　〒420-8601　静岡県静岡市葵区追手町９番６号
 　　　　静岡県くらし・環境部環境局自然保護課（県庁西館６階）
 　（２）ＦＡＸ　054-221-3278（静岡県くらし・環境部環境局自然保護課）
 　（３）電子メール　shizenhogo@pref.shizuoka.lg.jp

４　留意事項

　　いただいた御意見の内容について照会させていただく場合がありますので、
　意見書（様式は自由）には、住所、氏名及び連絡先（電話番号）を明記して
　ください。
　　いただいた御意見に対する県の考え方は、類似する御意見をまとめた上で
　県のホームページにおいてお示しします。個別の回答はいたしませんので、
　御了承ください。

５　問合せ先

　静岡県くらし・環境部環境局自然保護課自然保護班
　（電話番号：054-221-2719）



提 供 日 2022/05/13

タイトル 南アルプスの山小屋の営業再開

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光政策課

連 絡 先 施設班

TEL 054-221-2534

静岡県が所有する南アルプスの山小屋が

３年ぶりに営業を再開

南アルプスにおいて静岡県が所有する山小屋は、新型コロナウイルス感染症の
影響により、令和２年度、令和３年度は営業を休止していましたが、令和４年度
は営業を再開します。
再開に当たっては、「南アルプス山小屋（静岡県）における新型コロナウイル

ス感染症対応ガイドライン」を遵守し、施設内の消毒や換気、パーテーション等
の設置のほか、客室利用人数の減員により密な状況を回避するなど、新型コロナ
ウイルス感染症の感染防止に向けた対策を実施します。
なお、利用にあたりましては事前に予約していただくようお願いします。

１　営業期間及び問い合わせ先

山小屋名 令和４年度の営業期間 問い合わせ先

赤石小屋 ７月13日～10月10日

荒川岳山小屋 ７月13日～10月10日

千枚岳山小屋 ７月13日～10月10日

中岳避難小屋 ７月13日～９月25日

赤石岳避難小屋 ７月13日～９月25日

小河内岳避難小屋 ７月13日～８月21日

（株）特種東海フォレスト
0547-46-4717

※予約は６月１日から
Web：
https://www.t-forest.com/alpsinfo/
電話：03-6265-6967

（平日10:00～16:00）

茶臼岳山小屋 ７月16日～９月23日

聖平小屋 ７月16日～９月23日

横窪山小屋 ７月16日～９月23日

企業組合井川観光協会
080-1560-6309

光岳山小屋 ７月16日～11月３日
川根本町役場観光商工課
0547-58-7077



２　事前予約について

　　上記問い合わせ先へ、直接お申し込みください。



提 供 日 2022/05/13

タイトル ふじのくに地球環境史ミュージアム「連続講座」と
「地球環境史学」開講のお知らせ（令和4年度前期)

担　　当 スポーツ・文化観光部 ふじのくに地球環境史ミュージ

アム企画総務課

連 絡 先 企画総務課

TEL 054-260-7111

1　要旨
ふじのくに地球環境史ミュージアムの人気企画である、各界の第一人者による「連続

講座」、地球科学・生物科学の最先端の研究成果をわかりやすく説明する「地球環境史
学」の令和４年度前期分がスタートします。
（本事業は、公益財団法人はごろも教育研究奨励会に助成いただいています)

２　連続講座…文化・芸術・スポーツなど各界第一人者の話をお聞きします

開催日時 講　　師 テーマ

５月22日（日）
14:00～15:00

吉岡　春菜（小児科医/
NPO法人JAPANHEART理事長）

目の前のひとりのうまれてきて
よかったを、日本の医療から

６月11日（土）
14:00～15:00 青野　照市（棋士）

藤井聡太の才能と羽生善治の
持久力

８月６日（土）
14:00～15:00 藤岡　弘、(俳優/武道家）

サムライスピリット～心の時代に～
世界100か国近くを旅して想うこと

３　地球環境史学…地球科学、生物科学の最先端の研究成果をお聞きします

開催日時 講　　師 テーマ

６月19日（日）
14:00～15:30

吉田　英一
（名古屋大学博物館館長）

球状コンクリーションの不思議

７月９日（土）
14:00～15:30

塚越　哲（静岡大学理学部地球科
学科教授）

砂の隙間にすむ生きものを見る～間
隙性貝形虫類の多様性と生態～

８月21日（日）
14:00～15:30

土田　努（富山大学学術研究部理
学系　准教授）

植物と虫と微生物の密接な関係
～マダラケシツブゾウムシの超入れ子
型共生系で進化の不思議に迫る～

４　会場等
(1)　会場　ふじのくに地球環境史ミュージアム　２階講堂
(2)　定員　100人（先着順）
(3)　料金　無料（ただし、入館には別途、常設展観覧券が必要）

５　申込み方法等
　 　 ミュージアムホームページ（https://fijimu100.jp/8497/)内の専用フォーム又はミュージア
　 ム受付窓口（電話不可）で各開催日の2日前までに申込み(定員に達し次第、受付終了)



発 表 日 2022/05/13

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点
から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願
いします。

１　本日の新規感染者数（政令市発表分を含む）

※患者詳細公表後に県番号を付番していること、発生届の取り下げがあること等の理由から、感染者数の累計
と県公表番号の値は一致しません。

２　本日の新規感染症患者等について（県内公表154771から155429例目）の概要



○感染者集団（クラスター）
・本日新たに認定したクラスターはありません。

３　コロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（５月13日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数。
※コロナ患者受入病院以外の入院者数は０名です。

４　県内宿泊療養施設の入居状況（５月13日正午現在）

区分 施設数 総客室数
療養者用

客室数（Ａ）
入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 ９施設 1,252室 1,057室 268人 25.4％

５　自宅療養者数、自宅待機者数（５月12日17時時点）
区分 人数（人）

自宅療養者数 6,713
自宅待機者数 13

※自宅待機者数は、療養先が未定の者、療養先は決まっているものの入院又は宿泊療養施
設入居を待っている者の合計。

６　療養終了者数（前日時点の推計値）
　前日までの累計感染者数から、入院者数（前日正午時点）、宿泊療養施設入居者数（前
日正午時点）、自宅療養者数（前日17時時点）、自宅待機者数（前日17時時点）、死亡者数
（前日時点）を除いた人数を療養終了者数とします。

療養終了者数
（５月12日時点）

147,622人

７　新型コロナウイルスワクチンの接種実績（５月12日時点）



８　ワクチン接種回数別陽性者数（政令市発表分を除く）【５月６日から５月12日の合計】

※ワクチン接種回数が不明・調査中の者を除く
※接種対象外は５歳未満

５～11歳のワクチン接種回数別陽性者数【５月６日から５月12日の合計】（上記の内数）

９　変異株PCR検査について
　本県で、５月６日（金）から５月12日（木）までに、L452R変異株PCR検査により判明した変
異株陰性（オミクロン株の可能性が高い）者の数は、42名でした。（政令市含む全県分）
＜L452R変異株PCR検査の実施状況（政令市含む全県分）＞※判明日で計上

10　変異株ゲノム解析結果について（政令市除く）
　４月上旬～４月中旬に発症し、L452R変異株PCR検査を実施した方について、国立遺伝
学研究所（三島市）において実施したゲノム解析の結果は、以下のとおりです。
（結果判明日：５月２日（月））
＜変異株の件数＞



11　本県の変異株の判明状況（５月５日時点）

※県：国立遺伝学研究所及び国立感染症研究所でゲノム解析を実施
　静岡市：国立感染症研究所でゲノム解析を実施
　浜松市：浜松市保健環境研究所でゲノム解析を実施

12　本県の変異株（BA.２株）の判明状況（５月５日時点）



13　無料検査の実施状況
　12月24日から、ワクチン・検査パッケージを利用するための無料検査を実施し、さらに
12月28日から、感染不安を感じる県内在住の方を対象に、感染拡大傾向時の一般無料検
査を実施しています。
　一般無料検査をご利用できる方は、静岡県内にお住まいで、発熱等の症状がなく、新型
コロナの感染に不安を感じる方です。
　毎週金曜日に、前週までの実績数を集計して、公表します。

＜無料検査実績＞（単位：件）

※富士山静岡空港における実施結果【11日間】（上記の内数）

＜実施箇所数＞
　５月13日現在：363箇所（薬局340箇所、衛生検査所７箇所、医療機関16箇所）

14　感染症患者等の概要
感染症患者等の概要については、以下の県ＨＰに掲載します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-tyuumokujouhou.html



提 供 日 2022/05/13

タイトル マリンオープンイノベーション事業化促進事業の公募

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-3643

ＭａＯＩプロジェクトにおける事業化促進事業の公募

(趣旨)
静岡県が取り組む「ＭａＯＩプロジェクト」において、バイオテクノロジーの活

用による種苗生産・養殖技術の開発や、海洋由来の微生物や機能性物質を活用した
魅力的な機能性食品・加工食品等の開発など、民間事業者が行う事業化を促進する
事業を公募します。
今回の公募を通じて、「水産」、「食品」、「創薬」、「環境・エネルギー」な

どの分野において、マリンバイオテクノロジーを活用した民間企業の事業化につな
げてまいります。

□補助金の概要

項　目 内　容

名称 マリンオープンイノベーション事業化促進事業費補助金

補助対象者
民間事業者二者以上で構成された「コンソーシアム」
※民間事業者のうち半数以上は、静岡県内に事務所又は事業所を

有する者（代表機関は県内民間事業者）

補助対象事業

「水産」、「食品」、「創薬」、「環境・エネルギー」などの分
野におけるマリンバイオテクノロジーを活用した事業化の取組
※今年度から、これまでの通常枠に加え、新たに海洋プラスチックごみ
 　対策に資する事業化の支援を目的とした「海洋プラスチック対策枠」 
 　を創設いたしました。

補助対象経費
事業化のための取組に要する経費（原材料費、機械装置購入費、
外注費等）※対象経費に人件費は含まない。

補助率 １／２以内

補助事業期間
及び限度額

３年以内
3,000万円　ただし、単年度の限度額は1,500万円

□受付期間　
　令和４年６月20日（月）17時まで（必着）
□申込方法
　必要書類を郵送又は持参にて提出してください。
□公募要領・様式等の入手先
　県産業イノベーション推進課ホームページからダウンロードしてください。
　http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-130/innovation.html
□スケジュール
　審査・交付申請：７月下旬、交付決定：８月上旬

○ＭａＯＩプロジェクト（マリンオープンイノベーションプロジェクト）
　駿河湾等の特徴ある環境や、そこに生息する多様な海洋生物など魅力ある海洋資
源を活用し、マリンバイオテクノロジーを核としたイノベーションを促進すること
により、静岡県における多彩な産業の振興と創出を図るプロジェクト
　※ＭａＯＩプロジェクト推進機関：一般財団法人マリンオープンイノベーション
機構（HP URL　https://maoi-i.jp/）



提 供 日 2022/05/13

タイトル 海洋技術開発促進事業の公募

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-3643

ＭａＯＩプロジェクトにおける工学系・情報系の技術開発促進事業の
公募

(趣旨)
　静岡県が取り組む「ＭａＯＩプロジェクト」において、マリンバイオテクノロ
ジーを活用した「食品」、「水産」、「創薬」及び「環境・エネルギー等」の分野
の産業振興の基盤となる工学系・情報系の技術開発（海洋や養殖向けの高精度セン
サーデバイス、海洋データを収集する無人海洋探査機　など）を公募します。
　今回の公募を通じて、海洋分野におけるオープンイノベーションの促進と、新た
な産業の創出につなげてまいります。

□補助金の概要

項　目 内　容

名称 海洋技術開発促進事業費補助金

補助対象者 大学等と連携して技術開発を実施する県内企業

補助対象事業

マリンバイオテクノロジーを活用した「食品」、「水産」、「創薬」及び「環
境・エネルギー等」の分野の産業振興の基盤となる工学系・情報系の
技術開発（海洋や養殖向けの高精度センサーデバイス、海洋データを
収集する無人海洋探査機　など）

補助対象経費
事業化のための取組に要する経費（原材料費、機械装置購入等経
費、外注加工費、技術コンサルタント料等）※対象経費に人件費は含
まない。

補助率 ２／３以内

補助事業期間
及び限度額

２年以内
2,000万円　ただし、単年度の限度額は1,000万円

□受付期間　
　令和４年６月20日（月）17時まで（必着）
□申込方法
　必要書類を郵送又は持参にて提出してください。
□公募要領・様式等の入手先
　県産業イノベーション推進課ホームページからダウンロードしてください。
　URL　http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-130/innovation.html
□スケジュール
　審査・交付申請：７月下旬、交付決定：８月上旬

（参考）
○ＭａＯＩプロジェクト（マリンオープンイノベーションプロジェクト）
　駿河湾等の特徴ある環境や、そこに生息する多様な海洋生物など魅力ある海洋資
源を活用し、マリンバイオテクノロジーを核としたイノベーションを促進すること
により、静岡県における多彩な産業の振興と創出を図るプロジェクト
　※ＭａＯＩプロジェクト推進機関：一般財団法人マリンオープンイノベーション
機構（HP URL　https://maoi-i.jp/）



提 供 日 2022/05/13

タイトル 野生イノシシの豚熱（ＣＳＦ）遺伝子検査結果
（4/29～5/12結果判明分）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 野生イノシシ対策班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱（ＣＳＦ）の防疫対策に関する情報（第388報）

＜野生イノシシのＣＳＦ遺伝子検査結果（4/29～5/12結果判明分）＞

  静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシのＣＳＦ検査を実施し

ています。

　新たに検査結果が判明した野生イノシシの検査状況は、下表の60頭です。

　このうち、２番目（372例目）、11番目（373例目）、12番目（374例目）、17番目

（375例目）、20番目（376例目）、34番目（377例目）、36番目（378例目）、38番

目（379例目）、39番目（380例目）、49番目（381例目）は既に公表しましたが、Ｃ

ＳＦウイルスの感染を確認したものです。

　平成30年９月以降、6,843頭（死亡347頭、捕獲6,496頭）の検査を実施し、381頭

の陽性（死亡155頭、捕獲226頭）を確認しています。



 ※ 過去の検査実施個体の情報は、静岡県ＨＰに掲載しています。
   　http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-370/hpai/csf_index.html



提 供 日 2022/05/13

タイトル 麻機遊水地クリーン作戦
～人々の憩いの場、豊かな生物を育む麻機遊水地の自
然再生を目指して～

担　　当 交通基盤部 静岡土木事務所河川改良課

連 絡 先 静岡土木事務所　河川改良課　高藤　夕夏

TEL 054-286-9364

○概要
　麻機遊水地第１工区、第３工区、第４工区にて、自治会、企業、地域団体などが参加し、除草・集
草・運搬やごみ拾いなどの一斉清掃を行います。

　　コロナウイルスの影響で２年連続中止となっておりましたが、今年で６回目の開催となります。
　また、清掃活動終了後は第４工区にて自然観察会、第１工区にて人形劇が行われます。

○日時：令和４年５月21日（土）　※雨天時は中止
　　クリーン作戦
　　　8：30～ 9：30 　 ：受付
　　　9：30～ 9：35　　：各工区の集合場所にて開会式
　　　9：35～11：00　  ：清掃（除草・集草・運搬等）
　　 11：15～12：00　 ：自然観察会（第４工区）
                         　　主催　麻機湿原を保全する会
　　 13：30～15：00　　：環境教育人形劇（第１工区）

主催　あさはた緑地管理事務局
　　
※雨天中止の場合、前日の15時までに下記ホームページにてお知らせします。

○開催場所：麻機遊水地第１工区、第３工区、第４工区

○参加費無料、事前申込不要、対象：小学生以上
※当日の体温が37.5度以上の方は参加を御遠慮ください。
　参加者は受付の際、検温、消毒、住所・氏名の記入を行います。

○持ち物：軍手、市指定のごみ袋、水筒、カマ、タオル、マスク　等
　　　　　※服装は長袖、長ズボン、帽子着用が望ましい。

○主催：麻機湿原を保全する会
協力：麻機遊水地保全活用推進協議会

　　　　
○問い合わせ：第１工区　静岡市緑地政策課　　　　　　　　：054-221-1251
　　　　　　  第３工区　静岡県静岡土木事務所河川改良課　：054-286-9364
　　　　　　　第４工区　麻機湿原を保全する会　　　　　　：080-3656-4149
<麻機遊水地保全活用推進協議会ホームページ>：http://asabata.org/



提 供 日 2022/05/13

タイトル 【議事変更】静岡県議会令和４年５月臨時会の開催

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局　議事課

TEL 054-221-2555

□■令和４年５月臨時会の開催■□

１　静岡県議会令和４年５月臨時会
　(1)　日　　時　　令和４年５月20日（金）午前10時30分

(2)　場　　所　　静岡県議会　本会議場
(3)　議事日程　　表に記載のとおり　（会期１日）

※議事の変更（追加）がありました。５月19日の提供資料をご覧ください。（５月19日
14：30変更）

月 日
曜
日 議　　　　　　　　事 備　考

５月20日 金

　開　会

　本会議　

　　１　会議録署名議員の指名

　　２　諸般の報告

　　３　会期の決定

　　４　常任委員会の委員及び正副委員長の選任

　　５　議会運営委員会の委員及び正副委員長の選任

　　６　特別委員会の設置並びに委員及び正副委員長の選任

　　７　知事提出議案の審議

　　　　（上程、説明、質疑）

　常任委員会

　本会議

　　１　知事提出議案の審議

　　　　（上程、常任委員長報告、質疑、討論、採決）

　閉　会

議会運営委員会

　知事提出議案　  　第82号～第84号
　報　　  　告　　　第６号～第８号



提 供 日 2022/05/13

タイトル 令和４年度静岡県職員採用試験の実施

担　　当 人事委員会事務局 職員課

連 絡 先 任用班

TEL 054-221-2276

令和４年度静岡県職員採用試験を実施します！
－静岡県の未来を創る　静岡未来クリエイター　を募集します－

★静岡県では、多様化、複雑化する行政ニーズに対応するため、様々な資質・能力を持っ
た人材を求めています。魅力ある地域づくりや県民生活の安全安心を支える仕事を通じ
て、静岡県の未来を創る「静岡未来クリエイター」（県職員）を募集します。
★大学卒業程度試験の申込みは、ふじのくに電子申請サービスで、本日から５月27日
（金）午後５時まで受け付けます。募集職種は、昨年度から７職種増え、28職種です。また、
行政職（行政I及び行政II）の採用予定者数は、昨年度より20人多い125人となります。
★大学卒業程度試験の行政職のうち、「行政II」については、第１次試験を東京会場でも実
施します。（先着200人）

１　採用試験の概要
　　試験区分ごとの募集職種、採用予定者数は次のとおりです。

試験
区分

募集職種
採用予
定者数

申込
受付期間

第１次試験 第２次試験
最終

合格発表
行政などの事務
系５職種 143人大学

卒業
程度 土木などの専門

技術系23職種 100人

５月13日(金）
～

５月27日(金)
６月19日(日)

７月12日(火)
～

８月12日(金)
の指定する日

８月下旬

診療放射線技師 ３人

臨床検査技師 ２人

歯科衛生士 １人

短期
大学
卒業
程度

司書 ２人

８月１日(月)
～

８月24日(水)
９月25日(日)

10月18日(火)
～

10月26日(水)
の指定する日

11月上旬

行政 ２人

小中学校事務 ２人

警察行政 ５人

高等
学校
卒業
程度

土木 ３人

８月１日(月)
～

８月24日(水)
９月25日(日)

10月18日(火)
～

10月26日(水)
の指定する日

11月上旬

職務
経験者

土木など９職種 16人
５月25日(水)

～
６月10日(金)

７月10日(日)

８月15日(月)
～

８月22日(月)
の指定する日

９月上旬

行政 ４人

小中学校事務 1人
障害の
ある方
(※) 警察行政 １人

５月31日(火)
～

６月24日(金)
９月18日(日)

10月13日(木)
～

10月20日(木)
の指定する日

11月上旬

行政 ３人 10月18日(火)



小中学校事務 １人
就職

氷河期
世代

警察行政 １人

７月29日(金)
～

８月12日(金)
９月25日(日)

～
10月26日(水)
の指定する日

11月上旬

※試験の名称について、令和３年度までの「身体障害、精神障害又は知的障害のあ
る方」を令和４年度から「障害のある方」に変更した。

２　申込方法
　　ふじのくに電子申請サービス（https://s-kantan.jp/pref-shizuoka-u/）から

３　その他
　　各試験の詳細内容は、静岡県職員採用情報のホームページ（
https://www.pref.shizuoka.jp/zinzi/employ/）に掲載されている「受験案内」を
御確認ください。
　「受験案内」は、県庁東館２階の県民サービスセンター、県総合庁舎等でも配布
しています。



提 供 日 2022/05/14

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点
から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願
いします。

１　本日の新規感染者数（政令市発表分を含む）

※患者詳細公表後に県番号を付番していること、発生届の取り下げがあること等の理由から、感染者数の累計
と県公表番号の値は一致しません。

２　本日の新規感染症患者等について（県内公表155877から156541例目）の概要



○感染者集団（クラスター）
・本日新たに認定したクラスターはありません。

３　コロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（５月14日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数。

※コロナ患者受入病院以外の入院者数は０名です。

４　県内宿泊療養施設の入居状況（５月14日正午現在）

区分 施設数 総客室数
療養者用

客室数（Ａ）
入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 ９施設 1,252室 1,057室 298人 28.2％

５　自宅療養者数、自宅待機者数（５月13日17時時点）
区分 人数（人）

自宅療養者数 7,711
自宅待機者数 20

※自宅待機者数は、療養先が未定の者、療養先は決まっているものの入院又は宿泊療養施
設入居を待っている者の合計。

６　療養終了者数（前日時点の推計値）
　前日までの累計感染者数から、入院者数（前日正午時点）、宿泊療養施設入居者数（前
日正午時点）、自宅療養者数（前日17時時点）、自宅待機者数（前日17時時点）、死亡者数
（前日時点）を除いた人数を療養終了者数とします。

療養終了者数
（５月13日時点）

147,662人

７　感染症患者等の概要
感染症患者等の概要については、以下の県ＨＰに掲載します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-tyuumokujouhou.html



提 供 日 2022/05/15

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点
から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願
いします。

１　本日の新規感染者数（政令市発表分を含む）

※患者詳細公表後に県番号を付番していること、発生届の取り下げがあること等の理由から、感染者数の累計
と県公表番号の値は一致しません。

２　本日の新規感染症患者等について（県内公表156965から157434例目）の概要



○感染者集団（クラスター）
・本日新たに認定したクラスター（２件）

３　コロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（５月15日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数。

※コロナ患者受入病院以外の入院者数は０名です。

４　県内宿泊療養施設の入居状況（５月15日正午現在）

区分 施設数 総客室数
療養者用

客室数（Ａ）
入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 ９施設 1,252室 1,057室 305人 28.9％

５　感染症患者等の概要
感染症患者等の概要については、以下の県ＨＰに掲載します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-tyuumokujouhou.html



提 供 日 2022/05/16

タイトル 令和４年度静岡県・島田市・牧之原市・吉田町・川根
本町総合防災訓練第１回全体会議の開催

担　　当 危機管理部 危機対策課

連 絡 先 危機対策課

TEL 054-221-3712

大井川流域・沿岸地域の協力・連携　～減災への更なるステップ～

令和４年度・静岡県・島田市・牧之原市・吉田町・川根本町

総合防災訓練　第１回全体会議開催

１　要　旨
令和４年度の総合防災訓練は、令和４年９月４日（日）、県と島田市、牧之原市、吉田町

及び川根本町との共催により実施します。
この訓練を実施するに当たり、県・市町と防災関係機関、自主防災組織等が各訓練会

場における具体的な訓練内容を調整するため、第１回全体会議を以下のとおり開催しま
す。

２　日時
　　令和４年５月25日（水）午後１時15分から午後４時10分まで

３　場所
　　島田市民総合施設プラザおおるり（ホール）（島田市中央町５－１）

４　内容
（１）挨拶（予定）（午後１時15分から）　

ア　島田市長　　染谷　絹代
イ　牧之原市長　杉本　基久雄
ウ　静岡県危機管理監　黒田　健嗣

（２）訓練概要の説明
     静岡県、島田市、牧之原市、吉田町、川根本町
（３）グループ別会議（午後２時から）

　　　      市町別に分かれ、各訓練会場ごとに調整を行います。
        （４）機能別会議（午後３時10分から）
　　　      航空、緊急物資、医療救護及び海上ごとに分かれて調整を行います。

      ５　主催
　　      静岡県、島田市、牧之原市、吉田町、川根本町

      ６　参加関係機関
          自衛隊、海上保安庁、国土交通省中部地方整備局等国の防災機関、静岡県警察本部、

静岡市消防本部、交通関係機関、ライフライン関係機関、医療・福祉関係機関、土木・建築
関係機関、ボランティア団体、自主防災組織ほか

＜問合せ＞
・静岡県危機管理部危機対策課　藤本、野田

　　　　電話０５４－２２１－３７１２　ＦＡＸ０５４－２２１－３２５２
・静岡県中部地域局危機管理課　田邊、塩川



　　　　電話０５４－６４４－９１０４　ＦＡＸ０５４－６４４－９１０８
・島田市危機管理部危機管理課　進士、杉岡

　　　　電話０５４７－３６－７１４３　ＦＡＸ０５４７－３５－６０００
・牧之原市総務部危機管理課　　松井、増田

　　　　電話０５４８－２３－００５６　ＦＡＸ０５４８－２３－００４９
・吉田町防災課　　　　　　　　山田、山本

　　　　電話０５４８－３３－２１６４　ＦＡＸ０５４８－３２－６１２１
・川根本町総務課　　　　　　　向島、中村

　　　　電話０５４７－５６－２２２０　ＦＡＸ０５４７－５６－２２３５



提 供 日 2022/05/16

タイトル 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の
発生

担　　当 経営管理部 行政経営局人事課

連 絡 先 人事班

TEL 054-221-2016

静岡県職員の新型コロナウイルス感染状況（令和４年５月１６日）

所属 勤務地 発症日 陽性確認日 濃厚接触者

1 交通基盤部 本庁 令和４年５月９日 令和４年５月13日 同居家族

２ 交通基盤部 本庁 令和４年５月９日 令和４年５月13日 なし

※職員は発症後、勤務を行っておらず、保健所の指示に従い療養中
※勤務中はマスクを着用し、職場内の消毒等感染対策を行っており、業務に影響な
し



提 供 日 2022/05/16

タイトル 令和４年度消費者支援功労表彰式を開催します！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局県民生活課

連 絡 先 消費者支援班

TEL 054-221-2175

令和４年度 消費者支援功労表彰式を開催します！
　
　県では、消費者利益の擁護及び増進を図るため、消費者支援活動の推進・発展等に尽
力され、顕著な功績を挙げられた個人及び団体を表彰しています。
　令和４年度は、消費者支援関係団体指導者（静岡県消費者団体連盟指導者）３名と消費
者支援関係業務従事者（消費生活相談員）３名を、以下のとおり表彰します。

１　日時

　　　令和４年５月23日（月）　午後２時から午後３時まで
　　　（表彰状・褒状を授与した後、写真撮影や歓談を行います。）

２　場所

　　　表彰式：静岡県庁本館４階特別会議室

　　　表彰式後の歓談：静岡県庁本館４階401会議室

３　被表彰者

（１）消費者支援功労表彰

　多年にわたり消費者支援活動の推進・発展向上のために尽力し、その功績が顕著
である個人（消費者支援関係団体指導者）に対して、知事が表彰するものです。

受賞者 功績概要

静岡県消費者団体連盟理事

（ふじい　せつこ）
藤井　節子　氏

・平成17年４月から現在まで、地域の消費者団体の指導者とし
て多年にわたり活動し、高齢者から幼児までを対象に出前講座
を開催する等、消費生活問題の啓発や広報活動を行っている。
・県域の消費者団体では、環境部長を兼務し、節電・節水・プ
ラスチックごみ削減等、環境にやさしい消費生活の普及啓発に
も尽力し、積極的に団体の活動に寄与している。

静岡県消費者団体連盟理事

（すずき　まさこ）
鈴木　昌子　氏

・平成19年４月から現在まで、地域の消費者団体の副会長、会
長職を多年にわたり務め、行政とも連携しながら団体の活動に
尽力している。
・出前講座を開催し、消費者被害の未然防止や環境問題・
SDGｓ・食をテーマにした啓発活動を行っているほか、団体間
のネットワークの強化に尽力している。

静岡県消費者団体連盟理事

（かわしま　あつえ）
川島　あつ江　氏

・地域の消費者団体の会長職を多年にわたり務め、会員間の
ネットワークづくりに寄与し、フットワークを活かして行政と
連携し、こまめな消費者活動を展開している。
・年に１度、県民が参加する消費者のつどいを開催したり、消
費者被害防止に関する出前講座を開催し、被害の未然防止にも
寄与している。県域の消費者団体では、複数の部署において部
長を歴任している。

（２）消費者支援知事褒賞



　多年にわたり消費者支援活動の推進・発展向上のために尽力し、その功績が顕著
である個人及び団体に対して、知事が表彰するものです。

受賞者 功績概要

沼津市消費生活相談員

（わたなべ　けいこ）
渡辺　恵子　氏

・平成22年４月から沼津市の消費生活相談員として従事し、毎
年1,000件を超える相談に渡辺氏を含む２名で対応している。
・相談業務では、相談者が消費者被害に至った経緯等を聞き取
り適切な対応をするだけでなく、今後、同様の被害に遭わない
ためのアドバイスをすることで相談者の消費者教育をも実践し
ている。

富士宮市消費生活相談員

（ささき　まりこ）
佐々木　麻利子　氏

・平成23年６月から富士宮市;の消費生活相談員として従事
し、親身になり丁寧な相談対応で解決に導くと同時に、類似し
た例を挙げ、注意喚起を行っている。
・イベント等において市民に対し熱心に啓発活動を行っている
ほか、ロールプレイを取り入れた分かりやすい出前講座を行っ
ている。さらに、消費者団体と協力しながら啓発用チラシを配
布するなど、精力的に消費生活の安定・向上と、相談先として
の富士宮市消費生活センターの認知度向上に努めている。

静岡市消費生活相談員

（おおいし　ようこ）
大石　陽子　氏

・平成23年４月から静岡市の消費生活相談員として従事し、
日々寄せられる消費生活相談に対して、豊富な知識と経験を活
かし、相談者に寄り添った適切な対応をしている。
・出前講座では、消費生活相談員として講師を務め、消費者教
育の推進に貢献している。後任の育成のため、経験の浅い相談
員に対し、適切なアドバイスを行っているほか、相談員間での
情報共有やレベルアップにつながる知識の提供などを積極的に
行っている。

４　授与者

 静岡県くらし・環境部長

５　その他

　取材を希望される場合は、５月20日（金）までに、県民生活課（担当：稲森）まで御連絡くだ
さいますようお願いします。



提 供 日 2022/05/16

タイトル キャンプ富士における新型コロナウイルス感染症感染
者の発生状況

担　　当 くらし・環境部 県民生活局県民生活課

連 絡 先 協働推進班

TEL 054-221-3642

　外務省から、キャンプ富士における新型コロナウイルス感染症感染者の発生状況
について情報提供がありましたので、お知らせします。
　なお、情報内容については県民生活課ホームページ「渉外調整のページ」に掲載
し、今後、同様の情報提供があった場合には、同ページを更新します。
（渉外調整のページＵＲＬ：
https://www.pref.shizuoka.jp/kenmin/km-110/syougai.html）

キャンプ富士の新型コロナウイルス新規感染者数
期　間 各期間における１日あたり平均新規感染者数

５月３日(火)～５月９日(月) 0.4人
４月26日(火)～５月２日(月) 0.1人
４月19日(火)～４月25日(月) 0.0人
４月12日(火)～４月18日(月) 0.6人
４月５日(火)～４月11日(月) 0.3人



提 供 日 2022/05/16

タイトル 中学生・高校生を事故から守る！
自転車マナー向上のため一斉街頭指導を行います。

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2104

中学生・高校生を事故から守る！
自転車マナー向上のため一斉街頭指導を行います。

　　　　　

　本年度は５月、10月及び１月に自転車マナー向上キャンペーン「指導強化の日」を設け、
中学生・高校生を対象とした一斉街頭指導を実施します。５月は、中学校・高等学校の通学
路を中心に、市町、学校、警察、ＰＴＡ、民間交通指導員、交通安全指導員等（約1,100人）
が協力して、自転車マナーやルールについての指導を実施します。
　
１　日時　令和４年５月20日（金）　
　　　　　概ね午前７時30分から８時30分の間で実施場所により異なります。

２　場所　県内各中学校・高等学校の通学路
　　　 　 ＊県内各市町で実施。以下の３か所を中心に取材をお願いします。

　（１）三島市（午前７時40分から８時10分）
　　　　　実施場所　三島市文教町
　　　　　　　　　　（日本大学三島高等学校敷地内及び正門周辺）
　　　　　関係学校　日本大学三島高等学校
　　　　　　　　　　　　　
　（２）静岡市（午前７時45分から８時10分）
　　　　　実施場所　静岡市駿河区有東三丁目４-17
　　　　　　　　　　（有東金魚店前道路、駿河総合高校体育館南側）
　　　　　関係学校　静岡県立駿河総合高等学校

　（３）袋井市（午前７時00分から８時00分）
　　　　　実施場所　袋井市久能、愛野地内ほか
　　　　　　　　　　（県道袋井春野線、市道東同笠油山線）
　　　　　関係学校　静岡県立袋井高等学校、静岡県立袋井商業高等学校

※　新型コロナウイルスの感染状況や雨天の場合など、街頭指導が中止になる場合がある
ため、詳細は各市交通安全担当課へお問い合わせください。
　・　三島市・・・・055-983-2651（地域協働・安全課）
　・　静岡市・・・・054-287-8697（駿河区地域総務課）
　・　袋井市・・・・0538-44-3125（協働まちづくり課）

３　主催　静岡県交通安全対策協議会

（参考）自転車マナー向上キャンペーン「指導強化の日」
　　関係機関が連携して、自転車通学の高校生等に対し、マナーやルールについて指導・
取締り・街頭啓発を行うもの。



提 供 日 2022/05/16

タイトル 県内保育関係施設における新型コロナウイルス感染発
生状況

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども未来課

連 絡 先 保育班

TEL 054-221-3268

県内保育関係施設における感染発生状況を公表します。

　保育従事者や保護者の皆様におかれましては、手洗い、マスクの着用、室内の換
気など、引き続き基本的な感染対策の徹底をお願いいたします。

１　休園状況（令和４年５月６日時点）

合計休園数 ０か所
　うち全面休園 ０か所
　うち一部休園 ０か所
登園自粛 １か所（県内施設全体の0.1％）
　※対象施設：保育所・認定こども園・地域型保育事業・認可外保育施設
　　（いずれも政令市除く）
　※全面休園：施設が完全に閉じている状態
　※一部休園：特定のクラス等、一部を休園としている状態
　※登園自粛：休園はしていないが、登園自粛を要請している状態
　 ※ 政令市 を 除 いた 市町担当課 からの 報告 による

２　直近１週間（令和４年５月６日～12日）で報告された陽性者数（園児）

　合計陽性者数　152人
　（うち県所管　64人）
　（うち政令市　88人）

３　１月以降の状況

　(1)４月の状況

　　　陽性となった園児　393人（県内の園児の0.9％）
　　　全面休園　10か所（県内施設全体の1.2％）

　(2)３月の状況

　　　陽性となった園児　777人（県内の園児の1.7％）
　　　全面休園　13か所（県内施設全体の1.5％）

　(3)２月の状況

　　　陽性となった園児　880人（県内の園児の2.0％）
　　　全面休園　47か所（県内施設全体の5.6％）

　(4)１月の状況

　　　陽性となった園児　179人（県内の園児の0.4％）
　　　全面休園　47か所（県内施設全体の5.6％）

　※詳細は別添資料のとおり



　 ※ 政令市 を 除 いた 市町担当課 からの 報告 による

４　県HPへの掲載
　県内保育関係施設における新型コロナウイルス感染発生状況については、以下の
県HPに掲載します。

　https://www.pref.shizuoka.jp/kousei/ko-130/hoiku-korona/hoiku-korona.html



提 供 日 2022/05/16

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点
から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願
いします。

１　本日の新規感染者数（政令市発表分を含む）

※患者詳細公表後に県番号を付番していること、発生届の取り下げがあること等の理由から、感染者数の累計
と県公表番号の値は一致しません。

２　本日の新規感染症患者等について（県内公表157816から158111例目）の概要



○感染者集団（クラスター）
・本日新たに認定したクラスター（１件）

３　コロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（５月16日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数。
※コロナ患者受入病院以外の入院者数は０名です。

４　県内宿泊療養施設の入居状況（５月16日正午現在）

区分 施設数 総客室数
療養者用

客室数（Ａ）
入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 ９施設 1,252室 1,057室 305人 28.9％

５　自宅療養者数、自宅待機者数（５月15日17時時点）
区分 人数（人）

自宅療養者数 7,720
自宅待機者数 6

※自宅待機者数は、療養先が未定の者、療養先は決まっているものの入院又は宿泊療養施
設入居を待っている者の合計。

６　療養終了者数（前日時点の推計値）
　前日までの累計感染者数から、入院者数（前日正午時点）、宿泊療養施設入居者数（前
日正午時点）、自宅療養者数（前日17時時点）、自宅待機者数（前日17時時点）、死亡者数
（前日時点）を除いた人数を療養終了者数とします。

療養終了者数
（５月15日時点）

149,584人

７　新型コロナウイルスワクチンの接種実績（５月15日時点）



８　感染症患者等の概要
感染症患者等の概要については、以下の県ＨＰに掲載します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-tyuumokujouhou.html



提 供 日 2022/05/16

タイトル 地域経済牽引事業計画を承認しました

担　　当 経済産業部 政策管理局産業政策課

連 絡 先 産業政策課

TEL 054-221-2650

１　要旨
　県は４月に新たに１件の地域経済牽引事業計画を承認した。
　県全体の承認件数累計は147件、付加価値創出計画額合計は約485億円となっている。

２　４月に県が承認した地域経済牽引事業計画の概要

申請者 遠州トラック株式会社

ベースとなる基本計画 県全域計画

主な実施場所 袋井市

活用する地域特性の分野 第４次産業革命分野

事業名
ＩoＴ技術を活用した物流センター新設による倉庫事業の拡大
及び生産性向上

３　主な支援措置（事業者向け）
項　目 内　容

設備投資への減税措置
機械、装置及び建物等(投資額2,000万円以上)について、法
人税を軽減（税額控除２％又は４％（上乗せ要件を満たす場合
は５％控除）等）

国の補助事業の優遇 地域デジタルイノベーション促進事業等における加点等

４　承認済の地域経済牽引事業計画（令和４年４月末現在）

ベースとなる基本計画 件数
付加価値

創出計画額

県全域計画 90件 約291億円

浜松市域計画 20件 約89億円

静岡市戦略産業等支援強化地域計画 31件 約66億円

静岡市域計画 5件 約38億円

牧之原市域計画 1件 約1億円

合　計 147件 約485億円

[参考：地域経済牽引事業計画について]

・ 市町村・都道府県が作成し、国が同意した「基本計画」に基づき事業者が作成し、県又は県が承認権限を
移譲している市（静岡市、浜松市、牧之原市）が承認する計画のこと。

・ 承認要件として、地域の特性を生かして、高い付加価値を創出し、地域の事業者に対する相当の経済的
効果を及ぼすことが求められる。

・ 県全域計画では、次の６つのうち、いずれかの地域特性を活用することを承認要件としている。
「成長ものづくり分野」「農林水産分野」「第４次産業革命分野」「観光・スポーツ分野」「環境・エネルギー
分野」「ヘルスケア産業分野」



提 供 日 2022/05/16

タイトル 令和４年度静岡わさび農業遺産推進協議会総会の開催

担　　当 経済産業部 農業局農芸振興課

連 絡 先 みかん特産班

TEL 054-221-3299

静岡わさび農業遺産推進協議会（会長：川勝知事）の総会を下記のとおり開催しま
す。

１　開催日時
　　令和４年５月19日（木）午後２時～２時45分

２　開催場所
　　県庁別館９階特別第一会議室

３　協議事項
　　・令和３年度事業報告及び収支決算
　　・令和４年度事業計画及び収支予算案
　　・静岡わさび農業遺産推進協議会規約の改正
　　・役員改選

４ 協議会構成団体

県 静岡県　※知事出席予定

市町
静岡市、浜松市、富士宮市、御殿場市、下田市、伊豆市、
東伊豆町、河津町、松崎町、西伊豆町、小山町

生産者団体 静岡県山葵組合連合会

農協等
富士伊豆農業協同組合、清水農業協同組合、
静岡市農業協同組合、静岡県経済農業協同組合連合会

　　
《参考》　

世界農業遺産
世界的に重要かつ伝統的な農林水産業を営む地域（農林水産業システ
ム※）を、国際連合食糧農業機関（ＦＡＯ）が認定する制度。
現在22か国62地域、国内では11地域が認定されている。

日本農業遺産
国内において重要かつ伝統的な農林水産業を営む地域（農林水産業シ
ステム※）を農林水産大臣が認定する制度。
現在22地域が認定されている。

静岡水わさびの
伝統栽培

静岡県はわさび栽培発祥の地であり、日本の固有種であるわさびを、
沢を開墾して階段状に作ったわさび田で、肥料を使わず湧水に含まれ
る養分を利用して栽培する伝統的な農法を展開している。
2016年に日本農業遺産に、2018年に世界農業遺産に登録された。

※農林水産業システム：何世代にもわたって受け継がれてきた農林水産業と、それ
に関わって育まれた文化や景観、生物多様性など。



提 供 日 2022/05/16

タイトル 「全国治水砂防協会静岡県支部通常総会」及び「土砂
災害対策講演会」の開催

担　　当 交通基盤部 河川砂防局砂防課

連 絡 先 課長代理　西川

TEL 054-221-3382

「全国治水砂防協会静岡県支部通常総会」及び「土砂災害対策講演会」の開催

　全国治水砂防協会静岡県支部は、県内の市町長等を会員とし、土砂災害防止対策に関す

る理解を深め、砂防関係事業の普及発展を図ることを目的に、研修や広報、国への要望な

どの事業を実施しています。

　今回、通常総会を開催し、昨年度の事業報告等の承認及び本年度の事業計画等を決定し

ます。また、国土交通省の幹部職員等により、近年の土砂災害に対する国などの最新の取

り組み等を講演する「土砂災害対策講演会」を開催します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　開催日時　令和４年５月17日（火）　

　　　　　　　通常総会：午後３時から４時

　　　　　　　講演会：午後４時15分から５時15分

２　会　　場　中島屋グランドホテル　４階「オーキッド」

　　　　　　　静岡市葵区紺屋町３-10　054-253-1151

３　通常総会　

　（１）総会概要：昨年度の事業報告等の承認、本年度の事業計画等の決定等

　（２）出席予定（代理出席を含む）：44名

　　　　　　　　　来賓５名（宮沢県議会議長、国土交通省、

　　　　　　　　　（一社）全国治水砂防協会）

　　　　　　　　　会員（市町長）26名、特別会員（県土木事務所長）８名、

　　　　　　　　　顧問（県交通基盤部長）

４　土砂災害対策講演会

　（１）講演１　：「土砂災害への取り組み」

　　　 　　　　　　講　師：伊藤　仁志氏（国土交通省水管理・国土保全局砂防部）　

　（２）講演２　：「土砂災害と砂防」

　　　 　　　　　　講　師：大野　宏之氏（（一社）全国治水砂防協会）

５　全国治水砂防協会静岡県支部の概要（参考）

　（１）設　立：昭和15年

　（２）支部長：須藤秀忠（富士宮市長）　事務局：交通基盤部河川砂防局砂防課



提 供 日 2022/05/16

タイトル 令和４年度「子供の読書活動優秀実践校・図書館・団
体（個人）文部科学大臣表彰」において表彰されまし
た！

担　　当 教育委員会 社会教育課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3160

令和４年度「子供の読書活動優秀実践校・図書館・団体（個人）文部
科学大臣表彰」において表彰されました！

　文部科学省では、平成14年度から、国民の間に広く子供の読書活動についての関心と理
解を深めるとともに、子供が積極的に読書活動を行う意欲を高める活動を推進するため、
特色ある優れた実践を行っている学校、図書館、団体・個人に対し、大臣表彰を行うこと
としています。
　本年度、静岡県から以下の学校・図書館・団体が表彰されました。

１　被表彰者
（１）学校
〇伊豆市立修善寺東小学校
　朝読書や週末読書の推進、教職員や保護者等による読み聞かせの定期的な実施等によ
り、子供たちの日常生活の中に読書活動が定着しており、図書室での子供１人当たりの貸
し出し冊数は年間65冊（H29）から135冊（R2）に倍増している。
〇湖西市立湖西中学校
　学校独自の推薦図書100冊を設定し、国語科授業や生徒会活動と連動して読書活動を推進
するなど、特色ある取組が行われており、朝読書への取組も約20年間継続して行うなど、
積極的な読書活動が行われている。
〇静岡県立掛川特別支援学校
　移動図書館「おおぞら号」の利用、地域ボランティアによる読み聞かせ、絵本に出てく
る食べ物を使った給食の提供など、様々な工夫を通して、児童生徒に本の魅力を伝えてい
る。

（２）図書館
〇南伊豆町立図書館
　幼少期からの読書活動を普及させるため、ブックスタートやおはなしの会のほか、保育
所や地域子育て支援センターなど、乳幼児が多く集まる施設への配本を行っている。ま
た、読書率が低下していく義務教育期の児童生徒に対して、体験を伴う本や言葉に親しむ
事業を積極的に実施している。

（３）団体
〇チリンの会（富士市）
　平成７年より富士市立天間小学校に朝の読み聞かせを開始し、令和２年度末までに計
855回読み聞かせを行った。富士市の読み聞かせボランティアの手本となり、富士市の読み
聞かせ活動をけん引している。

２　表彰式
　令和４年４月23日（土）に開催された「令和４年度子ども読書の日記念“子どもの読書
活動推進フォーラム”」内にて、代表校・図書館・団体の表彰式が執り行われました。当
日の様子が５月31日（火）までYouTubeにてアーカイブ配信されています。
　YouTube：令和４年度「子どもの読書活動推進フォーラム」

　https://www.youtube.com/watch?v=NV3Fp3kK-Rs　※表彰式（21分54秒から）

「有徳の人づくり」を進めています
静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2022/05/17

タイトル 「令和４年度ふじのくに防災士養成講座」受講者の募
集

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 静岡県地震防災センター　片瀬

TEL 054-251-7100

防災に関する専門的知識を習得し、防災現場のリーダーとして活躍できる人材を養
成するため、「静岡県ふじのくに防災士養成講座」を下記のとおり開講します。
なお、「ウイズコロナ」下における安全・安心な受講環境を確保するため、イン
ターネットによるオンライン講義となります。

コース 定員 日程 備考

９月６日(火),７日(水),８日(木)

　13日(火),14日(水),15日(木)
Ａコース
(平日)

250
人

　21日(水)　　　　　　計７日間

９月６日(火),24(土),25(日)

10月１日(土),２日(日)

必修科目
(Ａ・Ｂコース
どちらか選択)

Ｂコース
(土・日中心) 50人

　16日(日),22日(土)　 計７日間

オンライン
講義

（Zoom）

救命救急講習 ９月30日(金) ＡＭ／ＰＭ 各1回
任意科目

(受講者のうち
希望者のみ)

DIG(災害図上訓練）

HUG(避難所運営演習）

各回
50人
程度

10月８日(土)と11月12日(土)の
　ＡＭ／ＰＭで各1回　

静岡県
地震防災
センター

(集合形式)

★注意事項★

・講義日程及びカリキュラムの詳細は、静岡県地震防災センターＨＰでご確認ください。

・オンライン講義を主体とするため、対面講義を条件とする特定非営利活動法人日本防災
士機構の「防災士資格取得試験」の受験資格が取得できず、試験も実施されませんのでご
了承ください。

●受講料　３,０００円(資料代)

　※県内の行政機関（消防団・水防団等を含む）に勤務する方は無料です。

●申込期間　令和４年６月１日(水）～７月１日（金）まで

　申し込み方法は静岡県地震防災センターＨＰをご覧ください。

　※定員になり次第募集を締め切ります。

https://www.pref.shizuoka.jp/bousai/e-quakes/



提 供 日 2022/05/17

タイトル 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の
発生

担　　当 経営管理部 行政経営局人事課

連 絡 先 人事班

TEL 054-221-2016

静岡県職員の新型コロナウイルス感染状況（令和４年５月１７日）

所属 勤務地 発症日 陽性確認日 濃厚接触者

1 経済産業部 出先機関 令和４年５月13日 令和４年５月14日 確認中

２ 健康福祉部 出先機関 令和４年５月15日 令和４年５月15日 なし

３ 経済産業部 出先機関 令和４年５月15日 令和４年５月15日 なし

４ 収用委員会事務局 本庁 令和４年５月15日 令和４年５月16日 確認中

５ 健康福祉部 出先機関 令和４年５月16日 令和４年５月16日 同居家族

※職員は発症後、勤務を行っておらず、保健所の指示に従い療養中
※勤務中はマスクを着用し、職場内の消毒等感染対策を行っており、業務に影響な
し



提 供 日 2022/05/17

タイトル 令和４年度第１回地域自立のための「人づくり・学校
づくり」実践委員会の開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局総合教育課

連 絡 先 総合教育班

TEL 054(221)3764

令和４年度第１回地域自立のための「人づくり・学校
づくり」実践委員会の開催

静岡県総合教育会議に先立ち、知事が様々な分野の有識者から意見を聞く「地域自
立のための「人づくり・学校づくり」実践委員会」を開催します。

１　日　時　令和４年５月24日（火）　午前10時から12時まで
２　場　所　県庁別館20階　第一会議室Ａ、Ｂ、Ｃ
３　出席者　実践委員会委員、知事ほか（一部委員はＷｅｂで出席）
４　内　容　・子どもの健やかな成長を支える教育の推進
　　　　　　・生涯を通じた学びの機会の充実　ほか
５　会議の公開
　　傍聴希望の方は、当日直接会場へお越しください。（定員５名（先着））

<実践委員会委員>   　　　　          　　　　　（委員長以外50音順、敬称略）
氏　名 役　職

矢野　弘典（委員長） （一社）ふじのくにづくり支援センター理事長
片野　恵介 有限会社片野牧場専務取締役
加藤　暁子 日本の次世代リーダー養成塾専務理事、事務局長
加藤　夢叶 静岡大学教育学部
佐々木　敏春 電気事業連合会副会長
里見　和洋 （公財）全日本空手道連盟専務理事
白井　千晶 静岡大学人文社会科学部教授
高畑　幸 静岡県立大学国際関係学部教授
豊田　由美 ちゃの生代表
内藤　純一 浜松学芸中学校・高等学校高校長・事務長
藤田　尚徳 株式会社なすび専務取締役
松村　友吉 株式会社いちまる代表取締役社長
マリ　クリスティーヌ 異文化コミュニケーター
宮城　聰 （公財）静岡県舞台芸術センター芸術総監督
森谷　明子 日本画家、静岡ユネスコ協会常任理事
山浦　こずえ ＮＰＯ法人キャリア教育研究所ドリームゲート代表理事
山本　昌邦 （一財）静岡県サッカー協会副会長
渡邉　妙子 （公財）佐野美術館理事長



発 表 日 2022/05/17

タイトル 令和４年４月の富士山静岡空港利用状況

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港振興課、富士山

静岡空港株式会社

連 絡 先 瀧口、八木

TEL 054-221-3166

 富士山静岡空港 の 搭乗者数 は21,063 人 となり 、 ６ か 月連続 で 前年同月 を 上回 った 。

１　富士山静岡空港の令和４年４月の搭乗者数、搭乗率等
　　（航空会社からの情報提供の集計）

路線 提供座席数（席） 搭乗者数（人） 搭乗率（％）
札幌地区 10,496 4,701 44.8
　新千歳線 5,696 2,714 47.6
　　うちANA 664 300 45.2
　　うちFDA 5,032 2,414 48.0
　丘珠線 4,800 1,987 41.4
出雲線 4,472 2,041 45.6
福岡線 18,088 9,191 50.8
熊本線 5,024 1,953 38.9
鹿児島線 5,024 2,717 54.1
沖縄線 664 272 41.0
チャーター便 496 188 37.9

国内線計 44,264 21,063 47.6
国際線 0 0 -
合計 44,264 21,063 47.6

※欠航便、ダイバート便（他空港への降客）、引き返し便を除く。
　国際線は令和２年３月11日から全便欠航中。

２　富士山静岡空港の令和４年４月の就航状況
区　　分 国　内 国　際 合　計

就航予定便数（便）　a 535 0 535
就航便数（便）　　　b 531 0 531
就 航 率（％）   (b/a) 99.3 - 99.3



提 供 日 2022/05/17

タイトル 第２回（仮称）医科大学院大学準備委員会を開催しま
す

担　　当 健康福祉部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2803

第２回（仮称）医科大学院大学準備委員会を開催します。

１　日時：令和４年５月24日（火）　午後４時～５時30分
２　場所：ホテルアソシア静岡　４階　カトレア
３　内容
　　(1)　委員長挨拶
　　(2)　事務局報告（第１回準備委員会の概要　等）
　　(3)　審議事項
　　　・（仮称）医科大学院大学準備委員会の進め方
　　　・（仮称）医科大学院大学が目指す方向性
　　　以降は非公開審議のため、傍聴・取材不可

４　傍聴
　委員会の傍聴を希望される場合は、当日会場に午後３時30分から３時50分までに
お越しください。
　非公開審議については、傍聴・取材不可です。
　新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策として、「手洗い、マスクの着用」
「手指消毒、検温」等について御協力をお願いします。※発熱がある方は傍聴をお
断りする場合があります。

５　委員一覧（敬称略・委員50音順）
主な役職等 氏　名

静岡県立病院機構　理事長 田中 一成【委員長】
慶応義塾大学　医学部　腎臓内分泌代謝内科　教授
静岡社会健康医学大学院大学　副理事長（将来構想担当）

伊藤 裕

京都大学大学院　医学研究科　教授 岩井 一宏
静岡社会健康医学大学院大学　理事（教育研究担当）兼副学長 浦野 哲盟
静岡県立大学　特別顧問 木苗 直秀　※欠席予定
一般社団法人静岡県医師会　副会長 小林 利彦　※Web参加予定
株式会社静岡銀行　代表取締役取締役会長
一般社団法人静岡県経営者協会　会長

中西 勝則　※欠席予定

静岡社会健康医学大学院大学　理事長兼学長 宮地 良樹
浜松医科大学　理事（企画・評価担当）兼副学長 渡邉 裕司
公益社団法人静岡県看護協会　会長
一般社団法人静岡県訪問看護ステーション協議会　会長

渡邊 昌子　※Web参加予定



提 供 日 2022/05/17

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点
から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願
いします。

１　本日の新規感染者数（政令市発表分を含む）

※患者詳細公表後に県番号を付番していること、発生届の取り下げがあること等の理由から、感染者数の累計
と県公表番号の値は一致しません。

２　本日の新規感染症患者等について（県内公表158436から158844例目）の概要



○感染者集団（クラスター）
・本日新たに認定したクラスター（１件）

３　コロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（５月17日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数。
※コロナ患者受入病院以外の入院者数は０名です。

４　県内宿泊療養施設の入居状況（５月17日正午現在）

区分 施設数 総客室数
療養者用

客室数（Ａ）
入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 ９施設 1,252室 1,057室 294人 27.8％

５　自宅療養者数、自宅待機者数（５月16日17時時点）
区分 人数（人）

自宅療養者数 7,578
自宅待機者数 12

※自宅待機者数は、療養先が未定の者、療養先は決まっているものの入院又は宿泊療養施
設入居を待っている者の合計。

６　療養終了者数（前日時点の推計値）
　前日までの累計感染者数から、入院者数（前日正午時点）、宿泊療養施設入居者数（前
日正午時点）、自宅療養者数（前日17時時点）、自宅待機者数（前日17時時点）、死亡者数
（前日時点）を除いた人数を療養終了者数とします。

療養終了者数
（５月16日時点）

150,190人

７　新型コロナウイルスワクチンの接種実績（５月16日時点）



８　感染症患者等の概要
感染症患者等の概要については、以下の県ＨＰに掲載します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-tyuumokujouhou.html



提 供 日 2022/05/17

タイトル 第７１回静岡県乾しいたけ品評会の開催

担　　当 経済産業部 森林・林業局林業振興課

連 絡 先 林業振興課　林業振興班　関口

TEL 054-221-3618

　
　　県の伝統ある特産品「乾しいたけ」の品評会が開催されます！

　　県内産の乾（ほし）しいたけは、全国の品評会で、最高位の農林水産大臣賞を

　数多く受賞するなど、高品質を誇っています。

　　今年も乾しいたけ栽培の技術の研鑽と消費拡大を図るため、第71回静岡県乾し

　いたけ品評会が開催されます。

１　日時及び会場

　(1)日時：令和４年５月25日（水）午前10時～午後３時

　(2)会場：日椎連　乾しいたけ流通センター（藤枝市岡部町岡部1451-1）

２　主催等

　　主催：静岡県椎茸産業振興協議会（会長：菊地 豊）　後援：静岡県

３　出品銘柄（部門）

　　天白どんこ、茶花どんこ、どんこ、こうこ、こうしんの５部門。

　　（県下から計100点以上の出品予定）

　　　　 令和３年度農林水産大臣賞作品（天白どんこ）

４　表彰

　・部門ごと優等、１等、２等、３等、奨励賞を選考。特に優秀な出品物に、農林

　　水産大臣賞、林野庁長官賞、静岡県知事賞を交付。

　・表彰式は６月30日（木）開催の静岡県しいたけ生産者大会（伊豆市）で実施。

　・上位入賞品は「第69回全国乾椎茸品評会」（６月下旬）に出品。

５　問合せ先

　　静岡県椎茸産業振興協議会　伊豆市修善寺4279-5　電話：0558-72-1135

　　当日連絡先：日椎連　乾しいたけ流通センター　電話：054-667-3121

※　来場の際はマスク着用等、コロナウイルス感染防止対策に御協力願います。



提 供 日 2022/05/17

タイトル あなたの想いを、学校の「シンボル」に！～静岡県立
ふじのくに中学校校章募集～

担　　当 教育委員会 義務教育課

連 絡 先 学校地域連携班（夜間中学担当）

TEL 054-221-3106

あなたの想いを、学校の「シンボル」に！
～静岡県立ふじのくに中学校の校章を募集します～

　令和５年４月開校の静岡県立ふじのくに中学校（夜間中学）の校章を以下のとお
り募集します。

１　応募方法
　所定の応募用紙により、電子メール又は郵送で応募してください。

１枚に１校章案とします。１人何点の応募も可能です。
校章案は、５cm×５cmのデザインのデザイン（色付き）とします。

２　募集期間
　　令和４年５月17日（火）から令和４年７月８日（金）まで

３　応募条件　
未発表の新規デザイン案に限ります。
採用案の著作権は、静岡県に帰属します。
採用案は、必要に応じて当初の応募案に補作・修正を施すことがありま
す。
応募案の数によって採用案を決定するものではありません。
応募作品は返還しません。
応募に要する経費は応募者の負担とします。

４　決定方法
　応募された校章候補は、校章選考審査会において審査・選考の後、静岡県教育委
員会で決定します。

⇒応募様式・詳細（募集要綱）は、静岡県立ふじのくに中学校のホームページを御覧くださ
い。
　（ＵＲＬ　https://fujinokuni-jhs.jp）

 

「有徳の人づくり」を進めています
静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2022/05/18

タイトル モンゴル国環境・観光大臣が初来静、川勝知事を表敬
訪問します

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 海外交流班

TEL 054-221-2572

モンゴル国環境・観光大臣が初来静、
川勝知事を表敬訪問します

（要 旨）

来日中のモンゴル国環境・観光大臣が来静し、知事を表敬訪問しま

す。同国の環境・観光大臣の来静は初めてです。

世界文化遺産・富士山という観光資源を持ち、モンゴル国と幅広い

交流を行っている本県をぜひ訪問したいとの大臣の意向により実現し

たものです。

（概 要）

１　日　時　　令和４年５月19日（木）17時00分～17時20分 （20 分

間）

２　場　所　　知事室（県庁東館５階）　

３　訪問者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称

略）

氏　名 役　職
モンゴル国環境・観光大臣 バトウルジー・バトエルデネ
駐日モンゴル国大使 ダンバダルジャー・バッチジャルガル

４　言　語　モンゴル語・日本語（通訳あり）　

５　その他

・2020年2月に新型コロナウイルス感染症の影響により日本とモン

ゴル国の往来が制限されて以来、同国の閣僚が本県を訪問するの

は今回が初めてです。

・環境・観光大臣は、モンゴル国政府主催セミナー「アフターコロ

ナのモンゴル観光」（東京）への出席のため来日しています



提 供 日 2022/05/18

タイトル 全国瞬時警報システム(Jアラート)全国一斉情報伝達試
験(第1回)の結果

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 調整班

TEL 054-221-3512

Jアラートの全国一斉情報伝達試験を実施しました
１　要旨
　　本日（５月18日）、全国瞬時警報システム（Jアラート）の今年度１回目の全国

一斉情報伝達試験を実施しました。
　　試験では、県及び県内全35市町は試験情報を正常に受信し、県内35市町は防災

行政無線の屋外のスピーカー等により住民への情報伝達を完了しました。

２　実施日時
　　令和４年５月18日（水）午前11時00分

３　結果
　　以下のとおり受信確認及び住民への情報伝達を行った。
　(1)　県及び市町における受信確認
　　　 県及び県内35市町において、内閣官房からJアラート端末へ配信された試験

情報を正常に受信したことを確認した。
　　　 
　(2)　住民への情報伝達
　　　 県内35市町において、試験情報をJアラートと連動する防災行政無線の屋外

スピーカーで情報伝達を完了。
　　　 そのほかにも、予定通り下表の情報伝達手段を用いて住民へ伝達を行った。

情報伝達手段 実施機関
同報系防災行政無線又はそのほかの無線

(屋外スピーカー、戸別受信機等) 県内全35市町

コミュニティFM 熱海市
CATV放送 伊東市、下田市

音声告知端末（防災ラジオを含む）

静岡市、沼津市、熱海市、三島市、
富士宮市、伊東市、富士市、焼津市、
伊豆市、菊川市、南伊豆町、西伊豆町、
函南町、長泉町、吉田町、川根本町

登録制メール配信

三島市、伊東市、富士市、磐田市、
焼津市、掛川市、藤枝市、御殿場市、
袋井市、下田市、湖西市、伊豆の国市、
東伊豆町、南伊豆町、函南町、小山町、
吉田町

ホームページ 静岡市、伊東市、掛川市、藤枝市、下田市、
湖西市、南伊豆町

Facebook、Twitter 伊東市、湖西市

館内放送 三島市、伊豆の国市、牧之原市、南伊豆町

LINE
三島市、伊東市、焼津市、湖西市、
吉田町



提 供 日 2022/05/18

タイトル 熱海土石流災害に係る損害賠償請求訴訟における訴訟
告知についての知事コメント

担　　当 経営管理部 総務局法務課

連 絡 先 経営管理部総務局法務課

TEL 054-221-3736

・本日、静岡地方裁判所沼津支部において、熱海市土石流災害に係る遺族らによる
土地所有者らに対する損害賠償請求訴訟の第１回口頭弁論が開かれた。

・その中で、被告の１人が県に対して訴訟参加を求める訴訟告知をしたと聞いてい
る。

・訴訟告知書が届いていないので、訴訟告知書の内容を見た上で対応を検討した
い。



提 供 日 2022/05/18

タイトル 省エネ性能が高い住宅の新築・購入への補助制度を開
始します

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局住まいづくり課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-3084

省エネ性能が高い住宅の新築・購入への

補助制度を開始します！

県では、脱炭素社会の実現に向け、省エネ性能が高い住宅の新築及び新築住宅の購
入に対する補助制度を創設しました。

今年度の申請受付を５月23日（月）から開始します。

１　申請受付期間
令和４年５月23日（月）～11月30日（水）（予定）
（予算がなくなり次第受付終了）

２　補助対象
以下の要件を全て満たす住宅を新築又は購入する場合に補助します。

(1) 一戸建 ての 住宅

(2) 県内中小工務店 が 施工
直近３年間において元請けとして請け負った新築住宅の戸数平均が50戸未満で

ある事業者が施工することを条件とします。

(3)ZEH 水準 の 省 エネ 性能

(4) 子育 て 世帯及 び 若者夫婦世帯 ※ を 除 く 世帯 （ 国 の 「 こどもみらい 住宅支援事業 」 の
 対象外世帯 ）

※子育て世帯：18歳未満の子を有する世帯
若者夫婦世帯：夫婦のいずれかが39歳以下の世帯

３　補助額
 定額40 万円
※しずおか優良木材等を４m

3
以上使用した場合、利用率及び使用量に応じて補助金

を加算します。

利用率 補助単価 上限額
50％以上 15,000円/m

3 30万円
50％未満 10,000円/m

3 20万円

４　補助予定件数
　　  約200件

５　申請窓口
一般財団法人　静岡県建築住宅まちづくりセンター

 TEL:054-202-5573



提 供 日 2022/05/18

タイトル 第５回静岡県サイクルスポーツの聖地創造会議を開催
します。

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ政策課

連 絡 先 事業推進班

TEL 054-221-2838

第５回静岡県サイクルスポーツの聖地創造会議を開催します。

第２次静岡県自転車活用推進計画の概要を報告するほか、意見交換を通じて、ウィズコロナを踏ま

えた今後の方向性やサイクルスポーツの聖地創造に向けたビジョンを共有します。

１. 日時　令和４年５月23日（月）14時から15時30分まで

２. 場所　県庁別館９階特別第一会議室（ＷＥＢ会議を併用）

３. 出席者（予定）

　　議長　　静岡県知事

　　副議長　市長会会長（伊豆市長）、町村会会長（森町長）

　　委員　　本県のサイクルスポーツ振興に取り組む方々、学識経験者等

　　※知事を含め、一部委員は会議室にて会議に参加します。

４　内容

　（１）開会、知事挨拶

　（２）報告事項

　　　・サイクルスポーツの聖地づくりに向けた取組み

　　　・第２次静岡県自転車活用推進計画の策定について 

　（３）意見交換　等

　　　・ウィズコロナを踏まえた今後の方向性等

５  取材等

    ・密を避けるため、会議の冒頭から知事の挨拶終了後まで取材可能とします。

　　※会議の様子は、モニタールーム（県庁別館２階第一会議室A）にて視聴可能です。

【参考】

　＜静岡県サイクルスポーツの聖地創造会議＞

　　東京2020オリンピック・パラリンピック自転車競技の本県開催を契機に、

　　国内外のサイクリストの憧れを呼ぶ聖地を実現するため平成30年４月に設立

　　第１回会議：平成30年５月２日　 第２回会議：平成31年４月11日

　第３回会議：令和２年６月２日　 第４回会議：令和３年５月18日

＜静岡県自転車活用推進計画＞

　自転車活用推進法第10条に基づき策定。サイクルスポーツの聖地創造に向けたビジョンを市町

や県民と共有しながら、ハード・ソフトの施策を総合的に進める指針となる本計画は、県ウェブ

サイト〈https://www.pref.shizuoka.jp/bunka/bk-370/cycle/keikaku.html〉からダウンロード

できます。



提 供 日 2022/05/18

タイトル 「日本舞踊ワークショップ　日本舞踊の解体新書」開
催

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 文化振興班

TEL 054-221-3109

　　　ふじのくに芸術祭2022(第62回静岡県芸術祭)

　　　日本舞踊ワークショップを開催します

ふじのくに芸術祭は県内最大の総合芸術祭で、コンクールや展覧会など、様々なイ
ベントを一年を通して県内各地で楽しむことができます。
その芸術祭イベントの一つとして、「日本舞踊ワークショップ　日本舞踊の解体新

書」を下記により開催します。日本舞踊初心者にも日本舞踊のイロハをわかりやす
く解説し、簡単な振付で踊る体験もお楽しみいただけるワークショップとなってい
ます。ぜひ、多くの皆様のご参加をお待ちしています。

１　開催日時
　　令和４年５月29日（日）　開演13時00分（開場12時30分）

２　会場
　　しずぎんホールユーフォニア
　 （静岡市葵区追手町１-13 ８階）

３　内容
ＮＨＫテレビやラジオで日本舞踊や仕草の文化などについてわかりやすく解

説をされている、舞踊家の村尚也氏を講師に招き、日本舞踊の歴史や踊り方に
ついての講演があります。そのほか、実際に日本舞踊をご覧いただき、簡単な
振付で踊ることができる体験型のワークショップになっています。

内容

第一章
日本舞踊の成り立ちと10の振り付け
・第一部　トーク「坪内逍遥が「日本舞踊」と名付けた！？」
・第二部　解説と実技「日本舞踊の基本練習」　　　　　

第二章
「ことば」で踊るダンスが「日本舞踊」だ！
・第一部　解説と実技「演目(1)藤娘 (2)七福神」
・第二部　本日のおさらい「みなさまと踊りましょう」

４　参加について
　　入場無料でご参加いただけます。直接会場へお越しください。
　　（新型コロナウイルス感染症対策にご協力をお願いします。）

５　問い合わせ先
　　静岡県日本舞踊協会　担当：藤間
    TEL：054-364-6990



提 供 日 2022/05/18

タイトル アーツカウンシルしずおか「地域産業とクリエイティ
ブ人材マッチングモデル事業」募集

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 アーツカウンシルしずおか

TEL 054-204-0059

クリエイティブ人材が持つ能力をビジネスとつなげるための

モデル事業を公募します！！

１　要　旨

将来の予測が困難な社会情勢の中で、ビジネスの分野でもアーティストなどのクリエイ
ティブ人材が持つ能力を生かしていくことが必要とされています。

そこで「アーツカウンシルしずおか」では、新たにクリエイティブ人材が持つ能力をビジ
ネスとつなげる仕組みを開発・試行するためのモデル事業を募集します。

クリエイティブ人材と連携した新規事業の創出等に関心のある事業者のみなさまの応
募をお待ちしております。

まずは５月20日（金）の事業説明会にご参加ください。

２　事業説明会（オンライン）

　　令和４年５月20日（金）14:00～15:00　（詳細はＨＰからご確認ください。）

３　公募の概要

（１）事業名
　　2022年度地域産業とクリエイティブ人材マッチングモデル事業

（２）採択件数及び負担金

　　１～２件を予定　１件当たり上限200万円をアーツカウンシルしずおかが負担します。

（３）応募期限
　　令和４年６月６日（月）17:00必着（メールにより提出してください）

　　
　 　 公募 の 詳細 は ＨＰ に 掲載 している 募集要項 をご 確認 ください 。

４　応募・問合せ先　

　　アーツカウンシルしずおか　担当：立石、滝口
　　〒422-8019  静岡市駿河区東静岡二丁目３番１号　グランシップ１F
　　TEL ：054-204-0059
　　E-mail：info＠artscouncil-shizuoka.jp
　　H    P :https://artscouncil-shizuoka.jp/news/2898/　　　



提 供 日 2022/05/18

タイトル ふじのくに子ども観光大使認定講座「三嶋大社の歴史
を知ろう」

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3638

三嶋大社の歴史を知ろう
～ふじのくに子ども観光大使認定講座を開催します～

　県では、小さな頃からふるさとに興味を持ち、その魅力を学び、自ら発信で
きる子どもたちを育成するため、「めざせ！ふじのくに子ども観光大使」事業と
して、県内各地域で認定講座を開催しています。

　今回の講座では、古くから伊豆国一宮として有名な三嶋大社の歴史を
学びます。知っていそうで知らない神社の正式な参拝の作法も体験し
ます。

日　時
　令和４年５月22日（日）午前10時00分～11時50分 
  （受付開始：午前９時45分）

会　場 　三嶋大社 （三島市大宮町２丁目１ー５）

対　象 　県内在住の小・中学生

参加人数 　20名程度（予定）

講座内容 　三嶋大社の授業・本殿前での体験   ほか

[主　 催]　ＮＰＯ法人子ども未来、静岡県 
[事務局]　ＮＰＯ法人子ども未来



提 供 日 2022/05/18

タイトル 令和４年度ニッセイ財団「児童・少年の健全育成助
成」 及び「生き生きシニア活動顕彰」目録贈呈式

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども未来課

連 絡 先 子育て支援班

TEL 054-221-3546

 日本生命財団が、令和４年度「児童・少年の健全育成助成」
 及び「生き生きシニア活動顕彰」の目録を贈呈します！

１　主 　旨
　　　 公益財団法人日本生命財団（ニッセイ財団）では、昭和54年から児童・少年の健全
    育成を目的に、全国各地の地域活動団体に助成を行っています。このたび、令和４年
　　度の助成が決定した県内の団体への目録贈呈式が執り行われます。

２　日 　時　令和４年５月25日（水）　13:30～14:30　（記念撮影、懇談会含む）

３　会 　場　県男女共同参画センター　４階第２研修室（静岡市駿河区馬渕1丁目17-1）

４　出席者　財団側　ニッセイ財団専務理事待遇助成事業部部長　伯井　穗文氏
　　　　　　　　　　　　　日本生命保険相互会社 静岡支社長　八木　義仁氏
　　            静岡県　八木健康福祉部長
　　　　　　　 受贈者　12団体

５　助成の対象及び内容
区分 「児童・少年の健全育成助成」（昭和54年～）
対象  ・子どもたちが行う、自然体験・生活体験活動、仲間づくりや文化伝承活動

  等を行っている団体
 ・地域の子育て支援活動、療育支援活動等を行っている団体

助成内容  子どもたちが自ら主体的・継続的に共有して活用する、活動実践のため必
 要な物品の購入費（30～60万円）

助成団体数  ６団体（312万円）

助成団体名
 ・レストランセラヴィ こども食堂
 ・日本ボーイスカウト静岡県連盟 浜松第19団
 ・特定非営利活動法人 はしばみ
 ・和太鼓 竜神
 ・パタポン友の会
 ・日本ボーイスカウト静岡県連盟 富士第２団

区分 「生き生きシニア活動顕彰」（平成19年～）
対象  ・高齢者が主体となって行う、児童・少年の健全育成活動、高齢者支援活

  動等を行っている団体
顕彰金額  １団体５万円

顕彰団体数  ６団体（30万円）

顕彰団体名

 ・西大谷千寿クラブ
 ・大坂老人クラブ
 ・沼津年金協会 御殿場支部
 ・千枚原　千寿会
 ・十九首 憩会
 ・西上老人クラブ西友会

◎44年間累計助成団体数（昭和54年～）　424団体　（２億4,061万円）
本件に関する問い合わせ先：日本生命財団　助成事業部（電話：06-6204-4014）



提 供 日 2022/05/18

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について 

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点
から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願
いします。

１　本日の新規感染者数（政令市発表分を含む）

※患者詳細公表後に県番号を付番していること、発生届の取り下げがあること等の理由から、感染者数の累計
と県公表番号の値は一致しません。

２　本日の新規感染症患者等について（県内公表159238から159920例目）の概要



○感染者集団（クラスター）
・本日新たに認定したクラスター（４件）

３　コロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（５月18日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数。
※コロナ患者受入病院以外の入院者数は０名です。

４　県内宿泊療養施設の入居状況（５月18日正午現在）

区分 施設数 総客室数
療養者用

客室数（Ａ）
入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 ９施設 1,252室 1,057室 275人 26.0％

５　自宅療養者数、自宅待機者数（５月17日17時時点）
区分 人数（人）

自宅療養者数 7,886
自宅待機者数 12

※自宅待機者数は、療養先が未定の者、療養先は決まっているものの入院又は宿泊療養施
設入居を待っている者の合計。

６　療養終了者数（前日時点の推計値）
　前日までの累計感染者数から、入院者数（前日正午時点）、宿泊療養施設入居者数（前
日正午時点）、自宅療養者数（前日17時時点）、自宅待機者数（前日17時時点）、死亡者数
（前日時点）を除いた人数を療養終了者数とします。

療養終了者数
（５月17日時点）

150,863人

７　新型コロナウイルスワクチンの接種実績（５月17日時点）



８　感染症患者等の概要
感染症患者等の概要については、以下の県ＨＰに掲載します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-tyuumokujouhou.html



提 供 日 2022/05/18

タイトル 首都圏展示会「人とくるまのテクノロジー展」に県内
企業が出展

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 技術振興班

TEL 054-221-2846

国内最大の自動車技術展で販路開拓
「人とくるまのテクノロジー展」に県内企業６社が出展！！

　県は、次世代自動車に関連する製品・技術の販路拡大を目的として、国内最大の自動車
技術展「人とくるまのテクノロジー展」に静岡県ブースを設営し、県内企業６社の出展を支援
します。

１　「人とくるまのテクノロジー展」の概要
（１）日　　時：令和４年５月25日（水）～27日（金）

（25日・26日）10時～18時、（27日）10時～17時
　　　　　　　　※オンライン展示会は、５月25日（水）～31（火）の期間に開催
（２）場　　所：パシフィコ横浜　展示ホール　小間番号26（横浜市西区みなとみらい）
（３）開催規模：395社、1,049小間（令和４年４月１日時点）
（４）来場者数：50,000名（見込み）
（５）そ の 他：今年から完全事前登録制のため、横浜会場へご来場予定の方は、必ずご来
　　　　　　　　場前に事前登録をお済ませください。

２　静岡県ブースの概要
　・県内企業６社の製品紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（50音順）

企　　業 主な出展内容
（株）浅沼技研 金型・砂型ハイブリッドモールド技術
（株）イルミネーション ホットスタンプ成形
協和工業（株） 超ハイテン1.5GPa材での冷間プレス加工による研究開発製品
積水フーラー（株） 次世代EVバッテリー用接着剤及びシール材
日本ケミカル工業（株） 次世代自動車用クーラント

（株）メタテクノ
非接触タッチセンサと空中へのジェスチャ入力を用いた次世代

コックピット

３　問合せ先
　・公益財団法人　静岡県産業振興財団　取引支援チーム
　　TEL：054-273-4433　FAX：054-251-3024



提 供 日 2022/05/18

タイトル 野生イノシシの豚熱（ＣＳＦ）陽性確認（382例目）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 野生イノシシ対策班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱（ＣＳＦ）の防疫対策に関する情報（第389報）

(令和４年５月１８日　１４時００分現在）

捕獲野生イノシシのＣＳＦ陽性確認について
（382例目）

　野生イノシシのＣＳＦ遺伝子検査において、新たに、ＣＳＦに感染した野生イノ
シシが１頭確認された。
　

１　概要
　県において、野生イノシシにおけるＣＳＦの遺伝子検査を行い、１頭で陽性と確
定した。

２　今後の対応
　・県内全ての豚飼養者に対して、野生イノシシのＣＳＦ陽性確認の情報提供、
　　防疫対策の強化及び異常発生時の早期通報の徹底を周知する。
　・県養豚協会等の養豚関係団体に対し、防疫対策の再徹底について周知する。

　県民の皆様へ

　ＣＳＦ（Classical Swine Fever）は、家畜伝染病予防法により特定家畜伝染病
に指定される豚及びイノシシ特有のウイルス性疾病であり、人には感染しません。
　今後とも、迅速で正確な情報提供に努めますので、根拠のない噂などにより混乱
することがないよう、御協力をお願いします。



提 供 日 2022/05/18

タイトル 静岡がんセンターにおける新型コロナウイルス感染症
のクラスター発生について

担　　当 がんセンター局 県立静岡がんセンター

連 絡 先 マネジメントセンター　医療広報担当

TEL 055-989-5222

新型コロナウイルス感染症の院内クラスターの発生について

　当院に入院されている患者さん１名（５月12日のホームページ（下記参照）でお
知らせした職員陽性者の濃厚接触者）が、新たに新型コロナウイルスに感染してい
たことが５月17日に判明しました。この患者さんに接触したあるいは接触した可能
性のある職員30名（濃厚接触者６名含む）に抗原定量検査を行ったところ、職員４
名（３回のワクチン接種済み）の陽性が判明しました。現在、当該病棟に入院中の
患者さんおよび職員を対象に、広く抗原定量検査を行っています。

　当該病棟の患者さんおよび職員の６名が陽性となりましたので、院内クラスター
の発生となります。これ以上の感染拡大を防ぐため、当該病棟への新たな入院は当
面中止いたします。引き続き、慎重な感染対策を進めてまいります。

　外来診療および当該病棟を除く入院診療は通常通り行います。
　

●５月12日のお知らせ：「当院の職員１名の新型コロナウイルス感染について」

　当院の職員１名（３回のワクチン接種済み）が新型コロナウイルスに感染してい
ることが、５月11日の抗原定量検査によって判明しました。

　当該職員の出勤日（５月９日、10日）に担当した患者さん７名（全員が濃厚接触
者）のうち現時点で検査を希望された５名、および同一勤務帯の職員３名（濃厚接
触者無し）に対して抗原定量検査を行い、全員の陰性を確認しました。

　外来診療・入院診療は通常通り行います。　　　　　　　　

2022年５月12日　病院長



提 供 日 2022/05/19

タイトル 【変更】知事広聴「平太さんと語ろう in 御殿場市」
の開催

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局広聴広報課

連 絡 先 広聴広報課三浦

TEL 054-221-2244

知事広聴「平太さんと語ろう」を御殿場市で開催します。

※発言者の１名が欠席になります。赤字部分が変更となります（５月
25日14時変更）

　知事広聴は、今後の県政に活かすため、知事が地域に出向き、地域の実情や課題に
ついて住民の方々と意見交換を行うものです。

　今回は、御殿場市の皆さんにお集まりいただき、様々な分野で活躍されている ４ 名
３名の方と川勝知事が意見交換します。オンラインによる動画配信も行います。

　また、時間が許す限り来場者やオンライン視聴者からも御意見をいただく予定で
す。

１　日　時    令和４年５月26日（木）　午後２時～午後３時30分

２　会  場    高根ふれあい広場・中郷館（御殿場市山之尻６４０番地）

３　発言者　　御殿場市で様々な分野で活躍中の方 ４ 名３名（敬称略）

氏　　名              所属団体等

 田近 　 義博 　 リージョンポート 合同会社 　 代表社員
 　 富士山 ツーリズム 御殿場実行委員会事務局長　※欠席になりました

高田　佐和子 　ブラスマ委員会（はらぺこ食堂）代表

加藤　弘一朗 　株式会社時之栖　営業部長

木村　理絵 　御殿場市消防団女性部　部長
　株式会社スルガケアサービス取締役副社長

４　参加申込方法

　(1)オンライン視聴
　　「オンライン視聴希望」と明記のうえ、Ｅメールで「氏名、住所、電話番号」
をお知らせください。後日、視聴用ＵＲＬを送付します。
　
　(2)申込期限　 オンライン：令和４年５月25日(水)正午
　
　※会場での傍聴は令和４年５月19日（木）締め切りのため、今回は記載していま
せん。

５　申込み・問合せ

　　知事戦略局広聴広報課　県民のこえ班



　　電話　054-221-2235

　　FAX　 054-254-4032

　　E-mail　chijikouchou@pref.shizuoka.lg.jp



提 供 日 2022/05/19

タイトル 県立駿河総合高校が海外の高校とオンラインで太鼓交
流を実施します

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 海外交流班

TEL 054-221-3066

県立駿河総合高校が海外の高校とオンラインで太鼓交流を実施し

ます

１　要　旨
　静岡県立駿河総合高等学校太鼓部は、コロナ前まで、韓国等海外の高校と積極的に交

流を実施してきましたが、コロナにより往来ができなくなり、今回初めてオンラインで台湾の

高校と太鼓交流を実施します。

当日は、両校をオンラインでつなぎ、生徒達が太鼓に関する説明や演奏をします。

２　交流概要

項　目 内　容
交流校・
参加生徒

静岡県立駿河総合高等学校　太鼓部　約40人
光華高級工業職業学校 太鼓隊　約20人

日　時
・

内　容
（予定）

回　
次 日　時 内　容

第１
回

令和４年５月21日(土)　
10：00～12：00

・双方の学校、太鼓部の紹介
・駿河総合高校による和太鼓文化の紹介
・駿河総合高校太鼓演奏
・光華高校による台湾の太鼓文化の紹介
・光華高校太鼓演奏

第２
回

令和４年６月11日(土)　
10：00～12：00
※時間は変更する可能性が

あります。事前に下記担当
までお問い合わせくださ
い。

・双方高校による太鼓の説明
（礼儀作法等）
・太鼓パフォーマンス
・意見交換、交流の感想を発表

会　場 静岡県立駿河総合高等学校　４階　視聴覚教室（静岡市駿河区有東）
言　語 日本語（中国語通訳あり）

（取材について）※両日とも共通

取材いただける場合は、高校正面玄関に９時30分にお越し下さい。

担当教員：和太鼓部顧問　豊田　稜介

　　連絡先：054-260-6688

（参考）光華高級工業職業学校について



　台湾中部台中市にある私立の高等学校。2013年に光華高級工業職業学校でも太鼓部を
設立したため、日本の太鼓文化への理解を深め、技術向上を図ることを目的として、オンラ
インで太鼓部同士交流したいと県台湾事務所へ取り次ぎの依頼があり、今回の交流につな
がりました。



提 供 日 2022/05/19

タイトル 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の
発生

担　　当 経営管理部 行政経営局人事課

連 絡 先 人事班

TEL 054-221-2016

静岡県職員の新型コロナウイルス感染状況（令和４年５月１９日）

所属 勤務地 発症日 陽性確認日 濃厚接触者

１ 出納局 本庁 令和４年５月16日 令和４年５月19日 確認中

２ 健康福祉部 本庁 令和４年５月17日 令和４年５月18日 同居家族

３ 交通基盤部 本庁 令和４年５月17日 令和４年５月18日 同居家族

※職員は発症後、勤務を行っておらず、保健所の指示に従い療養中
※勤務中はマスクを着用し、職場内の消毒等感染対策を行っており、業務に影響な
し



提 供 日 2022/05/19

タイトル 令和４年度静岡県障害者就労施設等からの物品等の調
達推進本部会議の開催

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害者政策課

連 絡 先 就労支援班

TEL 054-221-3619

　　　令和４年度静岡県障害者就労施設等からの物品等の調達推進本部会議の開催

　障害者就労施設等への発注拡大をはかり、障害のある人の自立の促進に資するため、

静岡県障害者就労施設等からの物品等の調達推進本部会議（本部長：後藤雄介健康福
祉部部長代理）を開催します。

　平成25年４月１日に施行された障害者優先調達推進法では、地方公共団体は、毎年度、
調達方針を策定し、前年度調達実績とともに公表することとされています。

　

　本年度も、障害者就労施設等への発注を全庁的に推進していくため、本部会議を開催
し、令和４年度調達方針を策定します。

１　日時及び場所

　・令和４年５月25日（水）午前10時30分から

　・静岡県庁本館４階403会議室

　　　（静岡市葵区追手町９番６号）

２　議題

　・令和３年度障害者就労施設等への物品等の発注実績について

　・令和４年度静岡県障害者就労施設等からの物品等の調達方針（案）について

＜問い合わせ先＞

静岡県健康福祉部障害者支援局障害者政策課

就労支援班

TEL：054-221-3619　FAX：054-221-3267



提 供 日 2022/05/19

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点
から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願
いします。

１　本日の新規感染者数（政令市発表分を含む）

※患者詳細公表後に県番号を付番していること、発生届の取り下げがあること等の理由から、感染者数の累計
と県公表番号の値は一致しません。

２　本日の新規感染症患者等について（県内公表160277から160860例目）の概要



○感染者集団（クラスター）
・本日新たに認定したクラスター（３件）

３　コロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（５月19日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数。
※コロナ患者受入病院以外の入院者数は０名です。

４　県内宿泊療養施設の入居状況（５月19日正午現在）

区分 施設数 総客室数
療養者用

客室数（Ａ）
入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 ９施設 1,252室 1,057室 254人 24.0％

５　自宅療養者数、自宅待機者数（５月18日17時時点）
区分 人数（人）

自宅療養者数 8,034
自宅待機者数 19

※自宅待機者数は、療養先が未定の者、療養先は決まっているものの入院又は宿泊療養施
設入居を待っている者の合計。

６　療養終了者数（前日時点の推計値）
　前日までの累計感染者数から、入院者数（前日正午時点）、宿泊療養施設入居者数（前
日正午時点）、自宅療養者数（前日17時時点）、自宅待機者数（前日17時時点）、死亡者数
（前日時点）を除いた人数を療養終了者数とします。

療養終了者数
（５月18日時点）

151,932人

７　新型コロナウイルスワクチンの接種実績（５月18日時点）



８　感染症患者等の概要
感染症患者等の概要については、以下の県ＨＰに掲載します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-tyuumokujouhou.html



提 供 日 2022/05/19

タイトル 令和４年　春季賃上げ要求・妥結状況（第２報　５月
10日現在）

担　　当 経済産業部 就業支援局労働雇用政策課

連 絡 先 労働政策班

TEL 054-221-2338

令和４年　春季賃上げ要求・妥結状況（第２報　５月10日現在）

～妥結額6,305円、賃上げ率2.13％で前年同期（4,828円、1.61％）を上回る～

１　概況（第２報　５月10日現在）

　　県内の調査対象民間労働組合500組合のうち、169組合から有効回答があり、そのうち、春季賃

上げの要求を行った組合は155組合であった。

　　これら155組合の平均要求額は、加重平均で8,035円、賃上げ率で2.73％であった。

　　また、155組合のうち、５月10日までに妥結した137組合の平均妥結額は、加重平均で6,305円、

賃上げ率で2.13％であった。

２　前年同期との比較（加重平均）

　(1) 平均要求額

　　　春季賃上げの要求を確認できた155組合の平均要求額を、前年同期（161組合、6,393円、

2.15％）と比較すると、金額で1,642円、賃上げ率で0.58ポイント上回った。

　(2) 平均妥結額

　　　春季賃上げの要求を確認できた155組合のうち、５月10日までに妥結した137組合の平均妥結

額を前年同期（149組合、4,828円、1.61％）と比較すると、金額で1,477円、賃上げ率で0.52ポ

イント上回った。

３　業種別妥結状況

　　回答数の多かった「製造業」と「運輸業、郵便業」の妥結状況をみると、「製造業」では平均妥結

額が6,587円（2.16％）で、前年（5,005円、1.62％）を上回った。

　　また、「運輸業・郵便業」についても、平均妥結額が4,461円（1.88％）で、前年（2,421円、

0.97％）を上回った。

４　企業規模別妥結状況

　　従業員規模別に妥結状況をみると、「300人以上」では6,441円(2.15％)、「299人以下」

は4,516円(1.82％)であり、「300人以上」が金額で1,925円、賃上げ率で0.33ポイント上回った。





提 供 日 2022/05/19

タイトル 施設園芸燃油価格高騰緊急対策事業の申請受付を開始
しました

担　　当 経済産業部 農業局農芸振興課

連 絡 先 野菜振興班

TEL 054-221-2732

施設園芸燃油価格高騰緊急対策事業の申請受付を開始しました

１　目的

　燃油価格の急騰により経営が圧迫する施設園芸に対し緊急支援するとともに、燃
油削減目標とそれに取り組むための計画の作成・実現を図り、省エネで持続可能な
施設園芸への転換を進めていきます。

２　概要
（１）助成対象者の要件
　・園芸用施設において、野菜類、花き類、果樹類を生産し、それらを販売してい
　　ること。
　・省エネルギー取組計画を提出し、同計画に取り組むこと。
　・令和４年度に施設園芸等燃油価格高騰対策「施設園芸セーフティネット構築事
　　業（以下、ＳＮ構築事業）」に加入すること。
　・令和４年１月１日から令和４年３月31日までの営農実態が確認でき、かつ令和
　　４年度以降も当該営農を継続すること。
　※なお、既にＳＮ構築事業に加入している方でも申請可能です。ＳＮ構築事業の
　　申請はＪＡ、農林事務所へ御確認ください。
　
（２）対象油種
　　園芸用施設の加温に供するため、対象期間中に購入したことが証明できるＡ重
　　油及び灯油が対象　
　　　
（３）対象期間
　　令和４年１月から３月まで

（４）助成額
　・助成額 ： 助成単価×助成対象となる燃油数量 以内（予算の範囲内で交付）
　・助成単価 ：（当該月の全国燃油平均価格－基準価格）× １／２
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小数点第２位切捨）

　　　　全国燃油平均価格、基準価格は一般社団法人日本施設園芸協会に準じる
　　
（５）申請方法
　　申請手続きは最寄りのＪＡへ 
　
　　 ＜申請に必要な書類＞



　　　１燃油購入実績根拠書類（購入日、油種、購入数量、購入者が確認できる
　　　　書類）
　　　２省エネルギー取組計画・省エネルギー生産管理チェックシート
　　　３施設園芸農家であることが確認できる書類
　　　４直近の青色申告書、白色申告書、決算書の写し
　　　５本人確認書類

（６）申請期間
　　令和４年５月１８日（水）から令和４年６月３０日（木）まで　



提 供 日 2022/05/19

タイトル 工事請負契約等に係る入札参加停止

担　　当 交通基盤部 建設経済局建設業課

連 絡 先 指導契約班

TEL 054-221-3059

工事請負契約等に係る入札参加停止

競売入札妨害又は談合等の再発を防止し、公共工事の受注者としてふさわしくないものを入札
から排除し反省を促すため、静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱第２条第１項
の規定に基づき、以下のとおり、下記業者に対し、入札参加停止を行うこととしました。（１件１者）

　１　入札参加停止の内容
　　　静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第６号（競売入札妨

害又は談合）に該当する。

　２　措置対象業者及び停止期間
項目 措置対象業者 停止期間

商号 アイサワ工業株式会社 ６か月
代表者氏名 代表取締役社長　逢澤　寛人
本店所在地 岡山市北区表町1-5-1

　
　３　入札参加停止の理由

 アイサワ工業の社員は、近畿中部防衛局が発注した「岐阜（２）評価施設新設建築その他工
事」において、近畿中部防衛局建築課長（当時）から入札情報を得て不正に落札したとして、
令和４年５月10日、公契約関係競売入札妨害の容疑で逮捕された。

　４　停止期間の始期及び終期
　　　令和４年５月20日から令和４年11月19日まで

（参考）　静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第６号
措置要件 措置期間

有資格業者の役員又は使用人が競売入札妨害又は談合の容
疑により逮捕され、又は逮捕を経ないで公訴を提起されたと
き。

６か月以上24か月以内



提 供 日 2022/05/19

タイトル 静岡県議会令和４年５月臨時会常任委員会の開催

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局 議事課

TEL 054-221-2555

静岡県議会令和４年５月臨時会の常任委員会を下記のとおり開催します。
なお、今回の常任委員会は付託議案の審査のみを行い、所管事務調査は実施しませ
ん。

　
　　　　　　　　　                      記

委員会名 日時 場所 審査事項

総　　務
５月20日（金）
本会議休憩中

第１委員会室
知事直轄組織関係
経営管理部関係

厚　　生 〃 第５委員会室 健康福祉部関係

＊委員会は審査が終了次第、閉会となります。
　なお、委員会室はすべて本館４階にあります。



提 供 日 2022/05/19

タイトル 静岡県議会令和４年５月臨時会の開催

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局　議事課

TEL 054-221-2555

□■令和４年５月臨時会の開催■□

１　静岡県議会令和４年５月臨時会
　(1)　日　　時　　令和４年５月20日（金）午前10時30分

(2)　場　　所　　静岡県議会　本会議場
(3)　議事日程　　表に記載のとおり　（会期１日）

月 日
曜
日 議　　　　　　　　事 備　考

５月20日 金

　開　会

　本会議　

　　１　会議録署名議員の指名

　　２　会期の決定

　　３　議長の辞職許可

　　４　議長選挙

　　５　諸般の報告

　　６　常任委員会の委員及び正副委員長の選任

　　７　議会運営委員会の委員及び正副委員長の選任

　　８　特別委員会の設置並びに委員及び正副委員長の選任

　　９　知事提出議案の審議

　　　　（上程、説明、質疑）

　常任委員会

　本会議

　　１　知事提出議案の審議

　　　　（上程、常任委員長報告、質疑、討論、採決）

　閉　会

議会運営委員会

　知事提出議案　  　第82号～第85号
　報　　  　告　　　第６号～第８号



提 供 日 2022/05/19

タイトル 県議会特別委員会の設置、第１回委員会の開催

担　　当 議会事務局 政策調査課

連 絡 先 政策調査課

TEL 054-221-2559

　５月20日（金）開催の５月臨時会に、下記１の特別委員会の設置に関する動議が
提出される予定です。特別委員会が設置された場合、下記２のとおり本会議休憩中
に第１回委員会を開催します。

記
１　設置予定特別委員会

名称 委員定数 設置目的 調査事項

移住・定住等促進
特別委員会

10 移住・定住等促進に関する
調査をするため

移住・定住の促進や関係人口
の拡大等による社会増の実現
に関する事項

自然災害対策
特別委員会

10 自然災害対策に関する調査
をするため

頻発・激甚化する自然災害に
備え安心して暮らせる社会の
実現に関する事項

２　第１回特別委員会開催予定

・日時　令和４年５月20日（金）本会議休憩中

・場所　移住・定住等促進特別委員会　第２委員会室（本館４階）
　　　　自然災害対策特別委員会　　　第６委員会室（本館４階）

・内容　委員会の運営方針、開催日程及び調査方法について

※委員会の映像取材を希望する県政記者会加入社は、委員会撮影許可願を前日17時
までに議会事務局へ提出してください。



提 供 日 2022/05/20

タイトル 静岡県の推計人口　前月比189人の増加

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 人口就業班

TEL 054-221-2995



　推計人口についてのお問い合わせは、統計調査課人口就業班まで
　　TEL　０５４-２２１-２９９５（直通）
　　統計センターしずおか　https://toukei.pref.shizuoka.jp/



提 供 日 2022/05/20

タイトル 本県の新型コロナウイルスの感染状況に係る国評価レ
ベル(5/20)

担　　当 危機管理部 危機報道官

連 絡 先 危機報道官

TEL 054-221-2316

5月20日（金）現在
本県の新型コロナウイルスの感染状況や医療ひっ迫状況等は
国評価レベル２（警戒を強化すべきレベル）です

　本県では、感染者数が人口１０万人あたり１００人程度まで緩やかな減少局面にありました
が、大型連休中の交流の増加などにより、感染者数が多い状況が続いています。
　年代別の感染者の割合では、４０歳代以下が全体の８割以上を占め、１０～３０歳代の若者を
中心に、飲食や知人との交流を通じた感染が拡大しています。
　感染者数は、ワクチン接種率が高い年代ほど低い傾向となっています。
　注意すべき点は、高齢者が感染した場合の重症化するリスクと、若い世代でも咳や頭痛、
倦怠感等の後遺症が長く続く傾向があることです。
　３回目接種が可能な方は、できる限り早期に接種されるようお願いします。
　市中にウイルスがまん延し、どこでも感染する可能性がある状況です。
　県民の皆様には、気を緩めず、会話時の不織布マスクの着用、密の回避やこまめな換気な
ど、引き続き、基本的な感染防止対策の徹底をお願いします。

県民・事業者の皆様へのお願い

（県民の皆様へのお願い）
○感染リスクの高い場所への外出や、感染リスクの高い行動は極力控えるようお願いしま

す。特に高齢者や基礎疾患のある方、これらの方と日常的に接している方は慎重に行動
するようお願いします。

○飲食を伴う会合は、なるべく、少人数で短時間とし、食べる時は会話をせず、会話する時
は必ず不織布マスクを着用するようお願いします。

○飲食店や宿泊施設を利用する場合は、「ふじのくに安全・安心認証」など、感染防止対
策が徹底されている店舗・施設を御利用ください。

○県外に移動される方は、感染リスクが高い場所への訪問や、訪問先での感染リスクの高
い行動は極力控えるようにしてください。

○お住まいの市町から接種券が届きましたら、ワクチンの接種の検討をお願いします。
３回目のワクチン接種率が高い年代は感染者数が少ないほか、高齢者の重症化率が低
下するなど、接種効果が認められます。

　特に、40歳代以下の若い世代でも、感染後、咳や頭痛、倦怠感、集中力の低下などの
後遺症が長く続く傾向があります。接種が可能な方は、早期の検討をお願いします。

　県の大規模接種会場では、２回目接種から６ヶ月以上経過している方は接種券や予約が
無くてもワクチン接種ができます。（詳しくは県ＨＰを御確認ください。）

（事業者の皆様等へのお願い）
〇事業者の皆様は、業種別ガイドラインや「ふじのくに安全・安心認証制度（飲食店・宿泊

施設）」に則った感染防止対策の徹底、換気や座席間の距離の確保など感染しにくい
環境を確保してください。

○催物（イベント）の主催者の皆様は、基本的な感染防止対策の徹底とともに、参加者名
簿の作成や接触確認アプリ「COCOA」等を活用し、参加者の把握に努めてください。ま
た、参加人員5,000人超かつ収容率50％超のイベントを開催する場合は、県に具体的な
感染防止策を記載した「感染防止安全計画」を提出してください。

○事業者の皆様は、職場における基本的な感染防止対策の徹底、特に「居場所の切り替
わり」での感染防止対策や、在宅勤務、時差通勤など、人との接触を低減する取組など
の感染防止対策を推進してください。

○学校や保育所等では、感染防止対策の徹底、感染リスクの高い行動を回避するととも
に、職員や児童・生徒等に何らかの風邪症状がある場合については、かかりつけ医又
は発熱等診療医療機関への速やかな受診を勧奨するように御協力願います。



○福祉施設等の事業者の皆様は、市町から配布された抗原定性簡易キットを活用し、陽
性者の早期発見に御協力願います。

　　◎詳細は、静岡県のＨＰを御覧ください。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-keikailevel.html



提 供 日 2022/05/20

タイトル 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の
発生 

担　　当 経営管理部 行政経営局人事課

連 絡 先 人事班

TEL 054-221-2016

静岡県職員の新型コロナウイルス感染状況（令和４年５月２０日）

所属 勤務地 発症日 陽性確認日 濃厚接触者

１ 健康福祉部 本庁 令和４年５月17日 令和４年５月18日 同居家族

※職員は陽性判明後、勤務を行っておらず、保健所の指示に従い療養中
※勤務中はマスクを着用し、職場内の消毒等感染対策を行っており、業務に影響な
し



提 供 日 2022/05/20

タイトル 盛土規制法の成立についての知事コメント

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局建築安全推進課

連 絡 先 建築耐震班

TEL 054-221-3076

・本日、通常国会において現行の「宅地造成等規制法」を抜本的に改正する「宅地
造成及び特定盛土等規制法(通称『盛土規制法』)」が成立しました。

・盛土規制法は、昨年７月に発生した熱海市伊豆山の土石流災害を受けて、国が危
険な盛土に対する規制を強化する法改正を迅速に行ったものであり、ありがたく
思っています。

・来る７月には、「静岡県盛土等の規制に関する条例」が施行され、盛土規制法に
先行して危険な盛土等の対策を進めてまいります。

・今後は、盛土規制法と盛土条例により、実効性のある盛土規制の実現を図ってま
いります。



【知事コメント】



提 供 日 2022/05/20

タイトル 文化芸術功労者表彰・文化芸術知事褒賞の表彰式開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 文化振興班

TEL 054-221-2254

文化芸術功労者表彰・文化芸術知事褒賞の表彰式開催

～文化活動の運営において本県の文化芸術の振興に尽力した方を表彰～

　文化芸術功労者表彰・文化芸術知事褒賞は、多年にわたり文化団体の組織運営や

「ふじのくに芸術祭」の運営など、実務面において本県の文化芸術の振興に尽力

し、功績が顕著である個人を知事が表彰するものです。

　今年度の受賞者は下記１の３名で、表彰式を下記２のとおり行います。

記

１　受賞者（敬称略）

（1）文化芸術功労者表彰

対象：県全域を対象（活動範囲）とする文化芸術団体の役員に10年以上在職し、顕著な実

績のある者

氏名 役職 年齢
中瀬　千恵子　
（なかせ　ちえこ）

静岡県女流美術協会理事 76歳

宮川　直子
（みやかわ　なおこ）

静岡県演奏家協会理事 70歳

（2）文化芸術知事褒賞

対象：県全域を対象（活動範囲）とする文化芸術団体の役員及び事務局長に７年以上在職

し、顕著な実績のある者

氏名 役職 年齢
南城　由起子
（なんじょう　ゆきこ）

元静岡県水彩画協会副会長 84歳

２　表彰式

（1）日時　　令和４年５月25日（水）午後４時30分から４時50分まで

（2）会場　　中島屋グランドホテル４階「オーキッド」

　　　　　　（静岡市葵区紺屋町３-10）

（3）出席者　受賞者３名、静岡県文化協会会長ほか会員、

　　　　　　 静岡県スポーツ・文化観光部長（授与者）他

（4）次第　　表彰状・褒状及び副賞の授与、式辞、受賞者挨拶、記念撮影





提 供 日 2022/05/20

タイトル 県内観光促進事業「今こそ しずおか 元気旅」の延長

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光振興課

連 絡 先 観光振興班

TEL 054-221-3637

観光促進事業の実施期間を６月30日まで延長します！

静岡県では、現在、５月31日まで実施している観光促進事を６月30日まで延
長します。
実施に当たっては、ワクチン・検査パッケージの活用やふじのくに安全・安
心認証（宿泊施設）の利用、旅行者と県内受入施設双方への呼びかけ等によ
り、感染防止対策を徹底してまいります。



発 表 日 2022/05/20

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点
から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願
いします。

１　本日の新規感染者数（政令市発表分を含む）

※患者詳細公表後に県番号を付番していること、発生届の取り下げがあること等の理由から、感染者数の累計
と県公表番号の値は一致しません。

２　本日の新規感染症患者等について（県内公表161440から162033例目）の概要



○感染者集団（クラスター）
・本日新たに認定したクラスター（１件）

３　コロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（５月20日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数。
※コロナ患者受入病院以外の入院者数は０名です。

４　県内宿泊療養施設の入居状況（５月20日正午現在）

区分 施設数 総客室数
療養者用

客室数（Ａ）
入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 ９施設 1,252室 1,057室 247人 23.4％

５　自宅療養者数、自宅待機者数（５月19日17時時点）
区分 人数（人）

自宅療養者数 8,240
自宅待機者数 12

※自宅待機者数は、療養先が未定の者、療養先は決まっているものの入院又は宿泊療養施
設入居を待っている者の合計。

６　療養終了者数（前日時点の推計値）
　前日までの累計感染者数から、入院者数（前日正午時点）、宿泊療養施設入居者数（前
日正午時点）、自宅療養者数（前日17時時点）、自宅待機者数（前日17時時点）、死亡者数
（前日時点）を除いた人数を療養終了者数とします。

療養終了者数
（５月19日時点）

152,846人



７　新型コロナウイルスワクチンの接種実績（５月19日時点）

８　ワクチン接種回数別陽性者数（政令市発表分を除く）【５月13日から５月19日の合計】

※ワクチン接種回数が不明・調査中の者を除く
※接種対象外は５歳未満

５～11歳のワクチン接種回数別陽性者数【５月13日から５月19日の合計】（上記の内数）

９　変異株PCR検査について
　本県で、５月13日（金）から５月19日（木）までに、L452R変異株PCR検査により判明した変
異株陰性（オミクロン株の可能性が高い）者の数は、119名でした。（政令市含む全県分）
＜L452R変異株PCR検査の実施状況（政令市含む全県分）＞※判明日で計上



10　変異株ゲノム解析結果について（政令市除く）
　４月下旬に発症し、L452R変異株PCR検査を実施した方について、国立遺伝学研究所
（三島市）において実施したゲノム解析の結果は、以下のとおりです。
（結果判明日：５月16日（月）及び５月19日（木））
＜変異株の件数＞

11　本県の変異株の判明状況（５月19日時点）

※県：国立遺伝学研究所及び国立感染症研究所でゲノム解析を実施
　静岡市：国立感染症研究所でゲノム解析を実施
　浜松市：浜松市保健環境研究所でゲノム解析を実施

12　本県の変異株（BA.２株）の判明状況（５月19日時点）



13　無料検査の実施状況
　12月24日から、ワクチン・検査パッケージを利用するための無料検査を実施し、さらに
12月28日から、感染不安を感じる県内在住の方を対象に、感染拡大傾向時の一般無料検
査を実施しています。
　一般無料検査をご利用できる方は、静岡県内にお住まいで、発熱等の症状がなく、新型
コロナの感染に不安を感じる方です。
　毎週金曜日に、前週までの実績数を集計して、公表します。

＜無料検査実績＞（単位：件）

＜実施箇所数＞
　５月20日現在：368箇所（薬局345箇所、衛生検査所７箇所、医療機関16箇所）

14　感染症患者等の概要
感染症患者等の概要については、以下の県ＨＰに掲載します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-tyuumokujouhou.html



発 表 日 2022/05/20

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者の死亡について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

新型コロナウイルス感染症患者の死亡について（県内406例目）

　新型コロナウイルス感染症の患者１名の死亡が確認されたとの報告がありました。
　お亡くなりになられた患者様に対し、謹んで哀悼の意を表しますとともに、御遺族の皆様
には心よりお悔やみ申し上げます。
　病状等の詳細につきましては、御遺族の意向により公表を差し控えさせていただきます。
また、報道に際しましては、患者様及び御遺族の皆様の人権の尊重並びに個人情報の保
護に御配慮をお願いします。

　県内406例目（死亡が確認された日：令和４年５月17日）
　自宅で死亡された方について、死亡後の検査で新型コロナウイルス感染症が判明したと
の報告が、県内の医療機関からありました。

　　１　年　 　代　　非公表
　　２　性　 　別　　非公表
　　３　居 住 地　　非公表
　　４　基礎疾患 　非公表



提 供 日 2022/05/20

タイトル アレルギー等の理由でファイザー社及びモデルナ社ワ
クチンを接種できない方を対象に武田社ワクチン（ノ
ババックス）の接種を実施します

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策推進課

連 絡 先 機動第３班

TEL 054-221-2218

アレルギー等の理由で
ファイザー社及びモデルナ社ワクチンを接種できない方を対象に
武田社ワクチン(ノババックス)の接種を実施します

１　接種対象者
国から５月23日の週に武田社ワクチン（ノババックス）の第１弾が供給されますが、供
給量が非常に少ないため、以下の方に限定して接種を行います。

18歳以上の県民の方で、アレルギー等の理由でmRNAワクチン（ファイザー社、モデ
ルナ社ワクチン）を接種できない方

２　接種日程及び会場
（１）接種日程

日程 ６月３日（金） ６月４日（土） ６月10日（金） ６月11日（土）
時間 13：00～14：00 13：00～14：00 13：00～14：00 13：00～14：00

接種人数 10人 20人 10人 20人
（２）接種会場

もくせい会館（静岡市葵区鷹匠３－６－１）

１,２,３回目接種のいずれの場合も受けられますが、４回目接種は受けられませ
ん。
１回目接種を受けた方は、原則２回目に他の種類のワクチンは接種できませんの
で、３週間後にノババックスの２回目の接種を受けていただきます。（このときに
は第２弾のワクチン供給がされます。）
３回目接種を受ける方は、２回目接種の日から６か月以上経過している必要があり
ます。

３　申込み方法(要予約）
５月24日（火）14時から、県ホームページで接種予約を受け付けます。
https://www.pref.shizuoka.jp/kousei/ko-480/coronavirus/vaccine/daikibo.html
 武田社 ワクチン( ノババックス) の 接種 は 、 当面 、 予約 が 必要 ですので御注意くださ
い。

４　今後の武田社ワクチン（ノババックス）の接種の予定
（１）一般の方を対象とした接種の予定

６月中旬以降に、まとまった量のワクチン供給が見込まれますので、 国 からの 供給
 量決定後 に 、 一般 の 方 を 対象 にした 接種会場及 び 日程 をお 知 らせします。（６月上
旬頃の予定。）

（２）市町における接種
身近なところで接種できるよう、市町にも接種会場を確保するようにお願いしてい
ます。

静岡県大規模接種会場のページ
（予約専用WEBサイトはここからアクセス）



https://www.pref.shizuoka.jp/kousei/ko-480/coronavirus/vaccine/daikibo.html



発 表 日 2022/05/20

タイトル 新型コロナ一般無料検査の期間を延長します

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策推進課

連 絡 先 機動第４班

TEL 054-221-2727

１　概要

　　静岡県民で、新型コロナウイルスの感染不安を感じる県民の方が無料で検査が

　受けられる一般無料検査を、６月30日まで延長します。

　　また、飲食、イベント、旅行・帰省等の活動の際に必要となる検査を無料で

　受けることができる、「ワクチン検査パッケージ・対象者全員検査等定着促進

　事業」は、６月30日まで実施しています。

　

２　無料検査を受けられる場所

　　○検査の実施場所として登録された薬局、衛生検査所、医療機関等です。

　　○実施場所の一覧は、県ホームページで確認できます。

　　　「静岡県　無料検査」で検索できます。

　　　　https://www.pref.shizuoka.jp/kousei/ko-420a/kansen/ncov-kensamuryou.html　
　

３　無料検査に関するお問い合わせ窓口

　　○検査無料化事業専用ダイヤル

　　　電話番号：０５０－５４４４－６５８８

　　　開設日時：９：００～１７：００（土日祝日も含む）



提 供 日 2022/05/20

タイトル 令和４年度静岡県薬物乱用対策推進本部員会の開催

担　　当 健康福祉部 生活衛生局薬事課

連 絡 先 薬物対策班

TEL 054-221-2413

　　令和４年度静岡県薬物乱用対策推進本部員会を開催します！

１　要旨
　県内の薬物乱用の状況は、覚醒剤等の薬物事犯の検挙者数は減少傾向にあるもの
の、依然として高い水準で推移しています。
　近年は、次代を担う若者を中心に大麻事犯の検挙者数が急激に増加し、令和３年
の大麻事犯の検挙者数は過去最多の180人を記録するなど、「大麻乱用期」とも言え
る、極めて憂慮すべき深刻な状況にあります。
　このような状況を踏まえ、本会議を開催し、本県の薬物乱用防止対策を総合的か
つ効果的に推進するための指針として、「令和４年度静岡県薬物乱用対策推進方
針」を策定します。

２　概要
　(1) 日時
　　　令和４年５月27日（金）14時から15時まで
　(2) 場所
　　　県庁別館９階特別第二会議室
　(3) 出席者（予定）
　　　・出野副知事
　　　・知事部局関係部局長（知事戦略局長、くらし・環境部長、
        スポーツ・文化観光部長、健康福祉部長、経済産業部長）
　　　・教育委員会教育監
　　　・警察本部刑事部長
　　　・厚生労働省東海北陸厚生局麻薬取締部長
　(4) 議題
　　　・静岡県薬物乱用対策推進本部設置要綱の改正について
　　　・令和４年度静岡県薬物乱用対策推進方針（案）について

３（参考）県内の薬物事犯による検挙者数　　　　　        　 <県警資料による>
令和３年

区　分
検挙者数

青少年
構成比

令和２年
検挙者数

令和元年
検挙者数

増減
（R3－R2）

覚醒剤 204人 18.1％ 208人 207人 ▲  4人

大　麻 180人 60.6％ 163人 147人 17人

指定薬物 0人 　3人 2人  ▲  3人

麻薬等 7人 7人 24人  0人

あへん 6人
未公表

1人 0人   5人

計 397人 － 382人 380人 15人

* 静岡県薬物乱用対策推進本部について
　 薬物乱用防止対策に関して、総合的かつ効果的な対策を推進するため、平成
 10年に組織した。副知事を本部長とし、知事部局、教育委員会、警察本部の関係
 部局長及び厚生労働省東海北陸厚生局麻薬取締部長で構成する。



提 供 日 2022/05/20

タイトル 野生イノシシの豚熱（ＣＳＦ）遺伝子検査結果
（5/13～5/19結果判明分）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 野生イノシシ対策班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱（ＣＳＦ）の防疫対策に関する情報（第390報）

＜野生イノシシのＣＳＦ遺伝子検査結果（5/13～5/19結果判明分）＞

  静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシのＣＳＦ検査を実施し

ています。

　新たに検査結果が判明した野生イノシシの検査状況は、下表の29頭です。

　このうち、15番目（382例目）は既に公表しましたが、ＣＳＦウイルスの感染を確

認したものです。

　平成30年９月以降、6,872頭（死亡347頭、捕獲6,525頭）の検査を実施し、382頭

の陽性（死亡155頭、捕獲227頭）を確認しています。



　※ 過去の検査実施個体の情報は、静岡県ＨＰに掲載しています。
   　http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-370/hpai/csf_index.html



提 供 日 2022/05/20

タイトル 若手建設従事者同士の交流を深めよう！「静岡どぼく
らぶ　若手交流会」の参加者を募集します！

担　　当 交通基盤部 建設経済局建設業課

連 絡 先 指導契約班

TEL 054-221-3059

若手建設従事者同士の交流を深めよう！
「静岡どぼくらぶ　若手交流会」の参加者を募集します！

県は、入職後間もない若手建設従事者の孤立化、ひいては離職を防ぐため、同世代の若手建設従事
者同士が交流を深め、人的ネットワークの形成及び職業観・就労意識の向上につなげる場として開
催する「静岡どぼくらぶ　若手交流会」の参加者を募集します。

１　募集内容
（１）募集対象
　　　県内建設企業に勤務している概ね30歳までの建設従事者

（２）募集定員
　　　20名（１グループ４人×５グループ）

（３）応募方法
　　　参加を希望される方は、ＦＡＸ、Ｅメール又は電子申請からお申込みください。
　　　詳細は、静岡県公式ホームページ「建設業のひろば
　　　（https://www.pref.shizuoka.jp/kensetsu/ke-110/）」を御確認ください。
　　　ＦＡＸ番号　054-221-3562
　　　Ｅメール　　kensetsugyou@pref.shizuoka.lg.jp

（４）募集期間
　　　令和４年５月23日（月）から令和４年６月３日（金）まで

２　「静岡どぼくらぶ　若手交流会」について
（１）実施日時
　　　第１回全体会　令和４年６月21日（火）午前９時～午後４時30分
　　　グループ交流・出前講座　令和４年６月下旬～12月
　　　第２回全体会　令和５年１月

（２）実施内容

日　程 実施内容 備　考

６月21日（火） 第１回全体会
(午前)オリエンテーション、現場見学（馬込川水門）
(昼食)時わすれ開華亭
(午後)グループワーク（出前講座の内容検討）

６月下旬～12月
グループ交流
出前講座

各グループごとに対面又はオンラインにより出前講座
の内容を検討し、企画した講座を実際に小・中・高校
へ出向き実施

令和５年１月 第２回全体会 出前講座の成果を報告
報告内容を審査員が審査し、優秀者を表彰

　　※検温、マスク着用、手指の消毒等新型コロナウイルス感染症対策に御協力ください。

（３）主催
　　　静岡県、（一社）静岡県建設業協会、（一社）静岡県建設産業団体連合会

３　お問合せ先
　　静岡県交通基盤部建設経済局建設業課
　　電話番号　054-221-3057



提 供 日 2022/05/20

タイトル 静岡県の安全・安心を守る若手建設従事者を応援しよ
う！寄附金を募集します

担　　当 交通基盤部 建設経済局建設業課

連 絡 先 指導契約班

TEL 054-221-3057

静岡県の安全・安心を守る若手建設従事者を応援しよう！
寄附金を募集します

静岡県の安全・安心を守る建設産業の未来を担う若手従事者のための「静岡どぼくらぶ　
若手交流会」を応援してもらうため、法人・団体の皆様からの寄附金を募集します。

１　寄附金の使いみち
　いただいた寄附金は、「静岡どぼくらぶ若手交流会」の開催や出前講座に使う教材の作
成経費等に使用させていただきます。
　
２　寄附の方法
　・寄附申出書で申し込み、県からお送りする納付書により寄附する方法となります。
　・法人税の算出において、寄附額の全額を損金に算入することができます。
　・１口１万円から寄附が可能です。
　※詳細は静岡県公式ホームページ「建設業のひろば」のチラシを御覧ください。
（https://www.pref.shizuoka.jp/kensetsu/ke-110/）

３　募集期間
　　令和４年６月１日（水）から令和４年12月23日（金）まで

４　お問合せ先
　　〒420-8601　静岡市葵区追手町９番６号
　　　　　　　　静岡県交通基盤部建設経済局建設業課指導契約班
　　電話番号　　054-221-3057
　　FAX番号　　 054-221-3562
　　メールアドレス  kensetsugyou@pref.shizuoka.lg.jp

５　建設産業の現状とそれに対する取組
（１）建設産業について
　　静岡県における建設従事者は、50歳以上が約５割、29歳以下が約１割を占め、高齢化
が顕著になっています。一方で、自然災害の頻発・激甚化により、「地域の守り手」とし
ての建設産業の役割は、ますます重要なものとなっています。そこで、県では、建設産業
担い手確保・生産性向上支援事業として、小・中学生や高校生向けの「出前講座」や「建
設現場体感見学会」、教員のための勉強会、若手教育支援セミナーなどを開催していま
す。
（２）「静岡どぼくらぶ　若手交流会」とは
　　令和３年度に初めて開催された若手建設従事者のための交流会です。入職後間もない
若手建設従事者の孤立化、ひいては離職を防ぐため、人的ネットワークの形成及び職業
観・就労意識の向上につなげる場として開催しています。今年度は、現場見学や交流会、
グループワークのほか、小・中学校や高校へ出向き、若手建設従事者が建設業をＰＲする
「出前講座」の実施を予定しています。
（３）「出前講座」の必要性
　　建設産業の現状を踏まえ、若年層へのアプローチは不可欠です。「出前講座」におい
て、学生と年の近い若手建設従事者が講義を行うことで、建設産業を身近に感じてもらう
ねらいがあります。建設産業のイメージアップを図るとともに、将来の就業意欲につなげ
ていきたいと考えています。



提 供 日 2022/05/20

タイトル 新たな災害協定の締結

担　　当 企業局 水道企画課

連 絡 先 企画調査班

TEL 054-221-2166

静岡県企業局が新たに２団体と災害協定を締結！
～ 災害又は事故における備えが更に強化されました ～

　静岡県企業局はこれまでに、災害又は事故における迅速な復旧を目的として、
54団体等と独自の災害協定を締結していました。この度、新たに２団体との協定締
結が実現したことから、想定される南海トラフ巨大地震や近年多発する風水害、不
測の事故等への備えが更に強化されました。

○ 新たに締結した災害協定の概要

　（１）独立行政法人水資源機構(※1)との協定
締結相手 独立行政法人水資源機構中部支社長
締結年月日 令和４年１月11日
協定の内容 水資源機構が保有する全国の４支社（局）、31事務所の資機材につ

いて、災害又は事故時の迅速な融通
期待される効
果

企業局が保有していない大型ポンプ車やクレーン付きトラック等の
機材や、市販品による代用ができない管資材について、非常時にお
ける迅速な調達が可能となる。

その他 水資源機構による地方自治体等との災害協定締結は全国初！

　（２）日本水道鋼管協会(※2)との協定
締結相手 日本水道鋼管協会会長
締結年月日 令和４年５月17日
協定の内容 同協会員が保有する鋼管資材について災害又は事故時の迅速な融

通、及び応急復旧工事における技術指導
期待される効
果

企業局の自前備蓄が手薄な鋼管資材について、非常時における迅速
な調達と、特殊な接合技術の指導により早期復旧工事が可能とな
る。

その他 同協会による地方自治体等との災害協定締結は全国で５例目！

※1 独立行政法人水資源機構とは？
　全国の７水系において水資源開発施設等の建設や管理を行う独立行政法人で、利水や治
水の役割を果たしている。

※2 日本水道鋼管協会とは？
　水道用鋼管に関する技術開発、研究、規格の制定や技術セミナー開催等の活動を担って
いるメーカーの団体で、全国61社、２団体が会員となっている。



提 供 日 2022/05/20

タイトル 静岡がんセンターにおける新型コロナウイルス感染症
のクラスター発生について（続報）

担　　当 がんセンター局 県立静岡がんセンター

連 絡 先 マネジメントセンター　医療広報担当

TEL 055-989-5222

新型コロナウイルス感染症の院内クラスターの発生について（続報）

　５月19日の夜、入院患者さん１名、職員３名が新型コロナウイルスに感染してい
ることが判明しました。症状は全員が軽症もしくは無症状です。この感染伝播は、
５月18日のクラスター発表でお知らせした陽性者との接触があった部署を通じた感
染であると考えております。クラスターの陽性者は、５月11日から計10名となりま
した。

　今回陽性となった職員３名と接触した、あるいは接触の可能性のあった職員をた
だちに拾い出し、35名に対して抗原定量検査を実施いたしました。本日13時時点で
その他の陽性者は出ておりません。なお、本日検査対象となった職員は、陰性が確
認できた職員から始業いたしました。

　また、17日に陽性と判明した職員４名と接触した、あるいは接触の可能性のあっ
た職員48名に対しては、19日に２回目の抗原定量検査が終わり、24日に３回目の検
査を行う予定です。現時点では全員陰性を確認しております。引き続き、慎重な感
染対策を進め、外来診療およびクラスター発生病棟を除く入院診療は通常通り行い
ます。

（ホームページに掲載している関連資料）
・５月12日（木）お知らせ：「当院の職員１名の新型コロナウイルス感染につい
て」
・５月18日（水）プレスリリース「新型コロナ感染症クラスターの発生について」
・５月19日（木）お知らせ：上記の第２報



提 供 日 2022/05/20

タイトル 令和４年５月臨時会の概要【結果】

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局　議事課

TEL 054ｰ221-2562

５月20日（金)に開会した令和４年５月臨時会は同日閉会し、知事提出議案４件が
それぞれ原案どおり可決、同意または承認された。
なお、それに先立ち、正副議長選挙が実施され、議長に藪田宏行議員が、副議長
に和田篤夫議員がそれぞれ当選した。
続いて常任委員会、議会運営委員会の委員等の選任、特別委員会の設置及び委員
等の選任が行われた。

■知事提出議案（４件）

議決の態様　　　○：賛成　　×：反対

無　所　属
議案
番号

件　　　　名 議決結果 自民
改革
会議

ふじの
く　に
県　民
クラブ

公明党
静　岡
県議団

諸田
洋之

桜井
勝郎

鈴木
節子
(共産)

大石
健司

山
本
隆
久

第82号 令和４年度静岡県一般会計補正予
算 可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第83号 特別職の職員等の給与等に関する
条例の一部を改正する条例 可決 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第84号 静岡県監査委員の選任について 同意 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第85号
専決処分事件の承認について（静岡
県税賦課徴収条例の一部を改正す
る条例）

承認 全員一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



提 供 日 2022/05/21

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点
から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願
いします。

１　本日の新規感染者数（政令市発表分を含む）

※患者詳細公表後に県番号を付番していること、発生届の取り下げがあること等の理由から、感染者数の累計
と県公表番号の値は一致しません。

２　本日の新規感染症患者等について（県内公表162473から163012例目）の概要



○感染者集団（クラスター）
・本日新たに認定したクラスターはありません。

３　コロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（５月21日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数。
※コロナ患者受入病院以外の入院者数は０名です。

４　県内宿泊療養施設の入居状況（５月21日正午現在）

区分 施設数 総客室数
療養者用

客室数（Ａ）
入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 ９施設 1,252室 1,057室 218人 20.6％

５　自宅療養者数、自宅待機者数（５月20日17時時点）
区分 人数（人）

自宅療養者数 8,125
自宅待機者数 12

※自宅待機者数は、療養先が未定の者、療養先は決まっているものの入院又は宿泊療養施
設入居を待っている者の合計。

６　療養終了者数（前日時点の推計値）
　前日までの累計感染者数から、入院者数（前日正午時点）、宿泊療養施設入居者数（前
日正午時点）、自宅療養者数（前日17時時点）、自宅待機者数（前日17時時点）、死亡者数
（前日時点）を除いた人数を療養終了者数とします。

療養終了者数
（５月20日時点）

153,995人

７　感染症患者等の概要
感染症患者等の概要については、以下の県ＨＰに掲載します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-tyuumokujouhou.html



提 供 日 2022/05/22

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点
から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願
いします。

１　本日の新規感染者数（政令市発表分を含む）

※患者詳細公表後に県番号を付番していること、発生届の取り下げがあること等の理由から、感染者数の累計
と県公表番号の値は一致しません。

２　本日の新規感染症患者等について（県内公表163513から163965例目）の概要



○感染者集団（クラスター）
・本日新たに認定したクラスター（１件）

３　コロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（５月22日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数。
※コロナ患者受入病院以外の入院者数は０名です。

４　県内宿泊療養施設の入居状況（５月22日正午現在）

区分 施設数 総客室数
療養者用

客室数（Ａ）
入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 ９施設 1,252室 1,057室 193人 18.3％

５　感染症患者等の概要
感染症患者等の概要については、以下の県ＨＰに掲載します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-tyuumokujouhou.html



提 供 日 2022/05/23

タイトル 令和４年度６月補正予算編成要領

担　　当 知事直轄組織 政策推進局財政課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-2385

１　要旨

　本日、政策調整会議（政策推進担当部長）より、各部局長、教育部長、警察本部
長、企業局長、がんセンター局長に対して、令和４年度６月補正予算の編成要領を
通知した。

２　本文

　令和４年度６月補正予算編成要領（通知）

　下記経費について、補正予算で対応することとしたので、予算調整案を提出する
よう通知する。

　　補正予算案の提出項目
　　（１）国の「原油価格・物価高騰等総合緊急対策」に伴い必要となる経費
　　（２）新型コロナウイルス感染症対策に要する経費
　　（３）その他、当初予算編成後の事情変化により必要となる経費



提 供 日 2022/05/23

タイトル 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の
発生

担　　当 経営管理部 行政経営局人事課

連 絡 先 人事班

TEL 054-221-2016

所属 勤務地 発症日 陽性確認日 濃厚接触者

１ くらし・環境部 本庁 令和４年５月17日 令和４年５月20日 同居家族

２ 企業局 出先機関 令和４年５月19日 令和４年５月20日 同居家族

３ 交通基盤部 出先機関 令和４年５月20日 令和４年５月20日 同居家族

４ 交通基盤部 出先機関 令和４年５月22日 令和４年５月23日 同居家族

※職員は発症後、勤務を行っておらず、保健所の指示に従い療養中
※勤務中はマスクを着用し、職場内の消毒等感染対策を行っており、業務に影響な
し



提 供 日 2022/05/23

タイトル 県公文書の性別欄の見直し状況について公表します

担　　当 くらし・環境部 県民生活局男女共同参画課

連 絡 先 男女共同参画班

TEL 054-221-3363

　　　

１　概　要
　　  各種申請書等における性別欄については、 これまで 「 男 」「 女 」 の ２ 択 しかなく 、 戸籍 の
 性 と 性自認 が 一致 していない 人 や 性自認 が 男女 に 二分 できない 人 にとって 記載 に 際 し 苦
 痛 などを 感 じる 場合 もある 。
　　　このため、県では、多様な性のあり方を尊重した行政サービスの提供を推進するため、
県公文書のうち、性別欄のある書類について、全庁的な調査及び見直しを実施した。

２　見直し方法
　　  令和３年３月に作成した「職員のためのふじのくにレインボーガイドブック」に示した性
別欄の取扱方針（別紙）に基づき、全庁各課（教委、警察を含む）に対し、性別欄のある書
類の洗い出し及び見直しを依頼した。
　　　※各種申請書、届出書、調査票、証明書など、県が県民に提出を求める書類及び県
が交付する書類等で性別欄のある公文書は1,081件
　　  ※ 性別欄 の 見直 しについては 、 削除 することを 目標として、削除できない場合は多様
な性に配慮した記載方法を検討するよう依頼。

　　３　見直し結果（令和４年３月１日現在）
         　県の裁量で見直しの可否を判断できる書類732件のうち、
　　　　　　・性別欄の削除：233件（31.8％）
　　　　　　・性別欄の記載方法の変更：108件（14.8％）
　　　　　とあわせて、341 件 （46.6 ％） の 書類 の 性別欄 について 見直 しすることができた 。
　　　　　なお、1,081件のうち、349件は法律等により様式が定められているため、県の判断で

の見直しは不可となった。
区　分 件　数 割　合

 性別欄のある書類 1,081件 ― 
 県の裁量で見直しの可否を判断できる書類 732件 100.0% 

 性別欄を見直し 341件 46.6% 
 性別欄を削除（予定含む） 233件 31.8% 
 性別の記載方法を変更（予定含む） 108件 14.8% 

 性別欄を現状どおり継続 391件 53.4% 

  　◯性別欄の削除事例　・移住・就業支援金交付申請書

　　　　　　　　　　　　　　　　 ・外国人技能実習生日本語研修申込書　等

　　◯性別欄の変更事例　・消費者教育等に関する県民意識調査（男女二択以外を追加）

　　　　　　　　　　　　　　　　 ・災害時外国語ボランティア登録時の登録フォーム(同上)　等



提 供 日 2022/05/23

タイトル ふじのくに子ども芸術大学の参加者を募集します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 文化政策班

TEL 054-221-2252

「ふじのくに子ども芸術大学」の参加者を募集します。
～日本を代表するアーティストやクリエーターの講座が盛りだくさん！～

2011（H23）年度から毎年開催している県内の小・中学生を対象とした文化芸術の創造・
体験講座「ふじのくに子ども芸術大学」について、このたび、今年度の参加申込の受付を
開始しました。
今年も、イラストレーターのわたせせいぞうさん、ピアニストの横山幸雄さん、パティ

シエの鎧塚俊彦さんなど、各界一流のアーティスト等を講師に迎えます。子どもたちに
とって、新たな発見につながる素晴らしい時間になると思いますので、ぜひ、奮って御応
募ください。

１　特別講座（受講料無料） ※ 各日とも、三枝学長の基調講演を聴講後、各講座を受講
講　師 講座名

三枝　成彰
ふじのくに子ども芸術大学学長、
作曲家 基調講演「近未来に夢を抱いて生きるには」

　講　師 講座名 開催日・会場

わたせせいぞう イラストレーター わたせせいぞうとポスターを作ろう

横山　幸雄 ピアニスト ピアニストの「表現力」を体感！

増田　順一 ゲームクリエーター 世界が沸騰中のeスポーツ！ゲームプレイヤー
が五輪選手になるのも夢じゃない！

安　珠 写真家 携帯電話のカメラで写真上手になろう！

篠原　一朗 編集者
本の企画を考えよう
 編集者の仕事、全て伝えます

akane 振付師 基礎からダンスをakaneさんと楽しもう！

丹羽　直也
未踏スーパークリエー
タ

電子工作でコンピューターを作ってみよ
う！

日比野克彦 アーティスト 明後日朝顔プロジェクト

７月23日(土)

グランシップ
（静岡会場）

ひびのこづえ
コスチューム・アー
ティスト 衣装を作ってみる

鎧塚　俊彦 パティシエ ロールケーキを作ろう！

三ツ橋敬子 指揮者
三ツ橋敬子の指揮者教VI
～オーケストラと音楽をつくろう～

高野　陽介 日本画家 みんなで日本画を描いてみよう

７月30日(土)

クリエート浜松
（浜松会場）

三枝　健起 映画監督 映画の１シーンを撮る

金子　武明 プロダクトデザイナー
想いをカタチに
～プロダクトデザイン体験～

山下美穂子 アナウンサー 伝えるチカラを身につけよう

上野　耕平 サクソフォン奏者 楽器を鳴らす面白さ！

黒田　賢一 作曲家 iPadで始めるDTM

８月27日(土)

プラサヴェルデ
（沼津会場）

○ 申込方法
　 「 ふじのくに 子 ども 芸術大学 」 のホームページからお 申込 みください。
　　＜ホームページ＞　https://www.fkac.jp/（「ふじのくに子ども芸術大学」で検索）

○ 申込期限
 静岡会場 ： ６ 月17 日 （ 金 ）、 浜松会場 ： ６ 月24 日 （ 金 ）、 沼津会場 ： ７ 月 ８ 日 （ 金 ）



○ その他
・申込が定員を上回る場合は、抽選により受講者を決定します。
・詳しくは、ホームページを御覧ください。（県内全小・中学生には、講座概要等を記載した「ふじ

のくに子ども芸術大学新聞」を学校を通じて配付します。）

２　県内の文化活動団体が行う講座
　県内で活躍する文化活動団体等が、演劇、美術、伝統芸能など多様な内容の講座を県内各

地で開催します！
　申込方法、申込期限は講座ごとに異なりますので、詳しくは、「ふじのくに子ども芸術大

学」ホームページまたは「ふじのくに子ども芸術大学新聞」をご覧ください。



提 供 日 2022/05/23

タイトル 観光促進事業～今こそ しずおか 元気旅～ の対象拡大

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光振興課

連 絡 先 観光振興班

TEL 054-221-3637

観光促進事業（６月実施分）の対象者を拡大！

静岡県では、６月１日から30日まで実施する観光促進事業「今こそ　しずおか　元
気旅」及び駿河湾フェリー半額割引の対象者を、５月20日に公表した静岡県民、隣
接及び地域ブロック（北陸信越・中部）の８県の県民に加え、愛知県、岐阜県及び三
重県の皆様にも拡大します。

東京都につきましても、同意を得られた段階で、拡大、公表いたします。



提 供 日 2022/05/23

タイトル 県内保育関係施設における新型コロナウイルス感染発
生状況

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども未来課

連 絡 先 保育班

TEL 054-221-3268

県内保育関係施設における感染発生状況を公表します。

　保育従事者や保護者の皆様におかれましては、手洗い、マスクの着用、室内の換
気など、引き続き基本的な感染対策の徹底をお願いいたします。

１　休園状況（令和４年５月13日時点）

合計休園数 ３か所（県内施設全体の0.3％）
　うち全面休園 ０か所
　うち一部休園 ３か所（県内施設全体の0.3％）
登園自粛 ３か所（県内施設全体の0.3％）
　※対象施設：保育所・認定こども園・地域型保育事業・認可外保育施設
　　（いずれも政令市除く）
　※全面休園：施設が完全に閉じている状態
　※一部休園：特定のクラス等、一部を休園としている状態
　※登園自粛：休園はしていないが、登園自粛を要請している状態
　 ※ 政令市 を 除 いた 市町担当課 からの 報告 による

２　直近１週間（令和４年５月13日～19日）で報告された陽性者数（園児）

　合計陽性者数　312人
　（うち県所管　65人）
　（うち政令市　247人）

３　１月以降の状況

　(1)４月の状況

　　　陽性となった園児　393人（県内の園児の0.9％）
　　　全面休園　10か所（県内施設全体の1.2％）

　(2)３月の状況

　　　陽性となった園児　777人（県内の園児の1.7％）
　　　全面休園　13か所（県内施設全体の1.5％）

　(3)２月の状況

　　　陽性となった園児　880人（県内の園児の2.0％）
　　　全面休園　47か所（県内施設全体の5.6％）

　(4)１月の状況

　　　陽性となった園児　179人（県内の園児の0.4％）
　　　全面休園　47か所（県内施設全体の5.6％）

　※詳細は別添資料のとおり



　 ※ 政令市 を 除 いた 市町担当課 からの 報告 による

４　県HPへの掲載
　県内保育関係施設における新型コロナウイルス感染発生状況については、以下の
県HPに掲載します。

　https://www.pref.shizuoka.jp/kousei/ko-130/hoiku-korona/hoiku-korona.html



提 供 日 2022/05/23

タイトル 子どもの居場所づくりを応援するための寄附金の目録
贈呈式を行います

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども家庭課

連 絡 先 ひとり親支援班

TEL 054-221-2365

子どもの居場所づくりを応援するための寄附金の目録贈呈式を行います

県は、子ども食堂や学習支援などの子どもの居場所づくりに取り組む団体等の運営を
支援するため、個人や企業の皆様からの寄附金を募集しています。
このたび、しずおか焼津信用金庫とフコクしんらい生命保険株式会社から共同寄附の申
出があったため、寄附金目録贈呈式を行います。

１　寄附者
　しずおか焼津信用金庫　／　フコクしんらい生命保険株式会社

２　寄附金額
　１７６,０００円

３　寄附金目録贈呈式
(1)日時
　令和４年５月26日(木)　午後2時開始（予定所要時間：20分）
(2)場所
　県庁西館３階　健康福祉部 部長室
(3)出席者
　〈しずおか焼津信用金庫〉
　　理事業務統括部長　木村寿倫 様
　〈フコクしんらい生命保険株式会社〉
　　執行役員 業務推進部長　菊池潤 様
　〈静岡県〉
　健康福祉部長　八木敏裕
(4)内容
　贈呈者紹介、目録贈呈、写真撮影、歓談

◆共同寄附について
地域社会への貢献を目的として、しずおか焼津信用金庫で取り扱う、フコクしんらい生
命保険株式会社の定期保険の販売件数よってそれぞれ同額を拠出し、県の子どもの居
場所応援基金事業への寄附を実施。

◆寄附金の使いみち
いただいた寄附金は、県費と合わせて、社会福祉法人静岡県社会福祉協議会を通じ、県
内の子どもの居場所づくりに取り組む団体等に対して助成金として交付します。

◆寄附の方法
県こども家庭課ホームページのチラシを御覧ください。
https://www.pref.shizuoka.jp/kousei/ko-140/kodomonoibasyo.html



提 供 日 2022/05/23

タイトル 静岡県新型コロナウイルス感染症対策専門家会議の開
催

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

静岡県新型コロナウイルス感染症対策専門家会議の開催について

１　日時

令和４年５月24日（火）午後６時～午後７時30分（予定）

　
２　場所

県庁別館５階　東側

３　主な議題

（1） 県内の新型コロナウイルス感染症の発生動向・今後のワクチン接種について

（2） 病床確保について

（3） 新型コロナウイルス感染症に対するこれからのマスク着用等の対策について

４  その他
　　  会議 では 個人 や 団体 の 情報 を 取 り 扱 う 可能性 があるため 非公開 で 行 います 。
      冒頭 （ 委員 の 紹介 まで ） のみ 取材可能 です。

５　委員・顧問　◎座長
　　氏　　名 所属団体名・役職名

渥美　生弘 聖隷浜松病院　救命救急センター長兼救急科部長
伊東　宏晃 浜松医科大学　産婦人科学講座教授
伊藤　正仁 静岡県保健所長会　会長
岩井　一也 静岡市立静岡病院　血液内科科長
加藤　明彦 浜松医科大学医学部附属病院　病院教授
倉井　華子 静岡がんセンター　感染症内科部長◎
小清水　直樹 藤枝市立総合病院　副院長
荘司　貴代 静岡県立こども病院　小児感染症科医長

鈴木　健一
静岡県立こころの医療センター
救急病棟診療科医長兼感染対策室長

須田　隆文 浜松医科大学　内科学第二講座教授
飛田　規 磐田市立総合病院　副院長
長岡　宏美 静岡県環境衛生科学研究所　技監
袴田　康弘 静岡県立総合病院　総合診療センター長
福地　康紀 一般社団法人静岡県医師会　理事
前田　正人 ＪＣＨＯ三島総合病院　院長
操 　 華子 静岡県立大学　看護学部看護学科　教授
宮入　烈 浜松医科大学　小児科学講座教授
矢野　邦夫 浜松医療センター　感染症管理特別顧問
毛利　博（顧問） 公益社団法人静岡県病院協会　会長
山口　建（顧問） 静岡県理事





提 供 日 2022/05/23

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点
から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願
いします。

１　本日の新規感染者数（政令市発表分を含む）

※患者詳細公表後に県番号を付番していること、発生届の取り下げがあること等の理由から、感染者数の累計
と県公表番号の値は一致しません。

２　本日の新規感染症患者等について（県内公表164399から164697例目）の概要



○感染者集団（クラスター）
・本日新たに認定したクラスター（２件）

３　コロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（５月23日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数。
※コロナ患者受入病院以外の入院者数は０名です。

４　県内宿泊療養施設の入居状況（５月23日正午現在）

区分 施設数 総客室数
療養者用

客室数（Ａ）
入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 ９施設 1,252室 1,057室 166人 15.7％

５　自宅療養者数、自宅待機者数（５月22日17時時点）
区分 人数（人）

自宅療養者数 7,846
自宅待機者数 4

※自宅待機者数は、療養先が未定の者、療養先は決まっているものの入院又は宿泊療養施
設入居を待っている者の合計。

６　療養終了者数（前日時点の推計値）
　前日までの累計感染者数から、入院者数（前日正午時点）、宿泊療養施設入居者数（前
日正午時点）、自宅療養者数（前日17時時点）、自宅待機者数（前日17時時点）、死亡者数
（前日時点）を除いた人数を療養終了者数とします。

療養終了者数
（５月22日時点）

156,239人

７　新型コロナウイルスワクチンの接種実績（５月22日時点）



８　感染症患者等の概要
感染症患者等の概要については、以下の県ＨＰに掲載します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-tyuumokujouhou.html



提 供 日 2022/05/23

タイトル 個人情報の漏洩

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 ６次産業推進班

TEL 054-2521-3653

１　要　旨

過去にふじのくに新商品セレクションを受賞した事業者から、これまでに新商品セレ

クションを受賞した全商品の一覧データの提供を依頼され、メールでデータを送信し

たところ、本来非公表とすべきデータを含めて送信した。

なお、当該データ送信先は１件で、転送等によるさらなる外部流出がないことを確認

している。

２　概　要

（１）送信日時

　　　令和４年４月20日（水）午前10時49分

（２）送信先

　　　新商品セレクションを受賞した事業者　１カ所

（３）漏洩した個人情報

　　　新商品セレクション受賞商品の担当者名及びメールアドレス

（４）問題の認知

令和４年５月19日（木）にマーケティング課職員が送信履歴から、個人情報を含む情

報を送信していることに気づいた。

３　対　応

　　誤送信したデータの削除を依頼し、削除を確認するとともに、送信したデータに含まれる

119事業者に、電話等で連絡し謝罪した。

４　再発防止

・新商品セレクションデータは、ホームページ上で公表しているため、個別のデータ送信は

行わないこととし、ホームページを参照いただくよう案内する。

・未公表データや個人情報が含まれるファイルは、ファイル名称に【取扱注意・個人情報あ

り】を入れる。

・メール送信においては、ダブルチェックを徹底する。



提 供 日 2022/05/23

タイトル つなぐ棚田遺産「千框棚田」で一社一村しずおか運動
認定書交付式を行います。
鈴与株式会社、グローカルデザインスクール株式会
社、NPO法人せんがまち棚田倶楽部が協働活動を実施！

担　　当 経済産業部 農地局農地計画課

連 絡 先 中遠農林事務所農村整備課農村計画班

TEL 0538-37-2290

【一社一村しずおか運動】　

「千框棚田（菊川市倉沢）」で「一社一村しずおか運動」の認定書交付式を行います。

鈴与（株）、グローカルデザインスクール(株)、NPO法人せんがまち棚田倶楽部が協働活
動を実施

１　要　旨

　　NPO法人せんがまち棚田倶楽部は、菊川市倉沢の「千框棚田」の保全活動を行い、棚田を核と
した地域振興に取り組んでいます。グローカルデザインスクール(株)は、農を通じて小中学生が学
びの体験をするコミュニティスクール「菊川ジュニアビレッジ」を展開しており、子供たちは菊川の茶
業を活性化しようと、倉沢で育てたハーブと菊川茶を使った農業ビジネスに取り組んでいます。ま
た、鈴与(株)は「SUZUYOいいね！プロジェクト」と称して千框棚田で酒米づくりに取り組むと共に、
菊川ジュニアビレッジの農作業の応援活動を行っています。
　倉沢の千框棚田をフィールドに三者による協働活動が展開され、農業体験を通じて、荒廃農地の
解消による環境保全や社会貢献活動が行われていることから、静岡県では、この活動を「一社一村
しずおか運動」として下記の予定で認定します。
　同日に、多くの棚田オーナーが参加する千框棚田の田植えが行われます。

２　概　要

　＜認定書交付式＞
　　（１）日　 時　令和４年５月28日（土）午前９時30分～(雨天中止、少雨決行）
　　（２）場　 所　上倉沢公会堂（菊川市倉沢1121-1）
　　（３）内　 容　認定書交付式　：静岡県農地保全課長から認定書を授与し、記念撮影を行う。
　　（４）参加者　鈴与(株）、グローカルデザインスクール（株）、NPO法人せんがまち棚田倶楽部
　　　　　　　　　　静岡県（農地局農地保全課、中遠農林事務所）
　　　　　　　　　　菊川市（菊川市長ほか）
　　（５）その他　予備日５月29日（日）、中止の場合はHP、Facebookに掲載されます。
　　　　　　　　　　HP　棚田いこうよ.net　（http://www.tanada1504.net/)
　　（６）連絡先　NPO法人せんがまち棚田倶楽部　事務局長　堀延弘

３　紹　介

■鈴与株式会社
　静岡市清水区に本社を置く、創業220年の総合物流老舗企業。経営の拠り所である「共生（ともい
き）」の精神のもと、令和元年から「SUZUYOいいね！プロジェクト」と称して、荒廃農地を活用した酒
米育成・日本酒醸造を行うなど社会貢献活動に取り組んでいます。
■グローカルデザインスクール株式会社
　2018年創業。農業×教育で地域発次世代イノベーター人材を育てることをミッションとし、小中学
生向けコミュニティスクール「ジュニアビレッジ」を軸に人材育成に関わる事業を推進しています。　　
■一社一村しずおか運動
　農山村と企業が対等な関係のパートナーシップを組み、それぞれの資源、人材、ネットワーク等を
生かした双方にメリットのある協働活動の実現を目指し、農山村と企業の要望を県がコーディネート
する取組です。令和４年３月末時点で36の農山村地域と41の企業・団体が認定されています。　



提 供 日 2022/05/23

タイトル 静岡県沿岸・沖合漁業指導調査船「駿河丸」完成披露
式を開催

担　　当 経済産業部 水産・海洋局水産振興課

連 絡 先 水産振興班

TEL 054-221-2695

静岡県沿岸・沖合漁業指導調査船「駿河丸」完成披露式の開催について

　建造から25年以上が経過し、老朽化した静岡県沿岸・沖合漁業指導調査船「駿河
丸」について代船を建造し、令和４年２月に竣工しました。
　このたび、完成披露式を下記のとおり開催します。

１　日時　令和４年５月30日（月）午前10時～11時

２　場所（詳細は別添地図）　
　　完成披露式：水産・海洋技術研究所２階大会議室（焼津市鰯ケ島136-24）
　　船見学場所：焼津漁港城之腰西岸壁

３　内容
　(1) 知事挨拶
　(2) 知事感謝状授与（船名揮毫者　杭迫柏樹氏）
　(3) 来賓祝辞
　(4) 記念撮影（駿河丸前）
　(5) 船見学

４　主な出席者
　　知事、県議会議長、焼津市長、杭迫柏樹氏（船名揮毫者）ほか　約20名

５　その他
　・知事のぶら下がり取材はありません。
　・船見学終了後、11時15分から12時まで船内の撮影が可能です。
　・当日は、午前９時45分までに会場（水技研２階大会議室）にて受付をお願いし
ます。

６　県民への一般公開について
　　下記のとおり県民の方を対象に見学会を実施します。

日　時 令和４年６月４日（土）午前10時～午後３時
場　所 焼津漁港城之腰西岸壁
備　考 ・荒天等により中止の場合は、前日までに水産・海洋技術研究

所ホームページに掲載
・事前申し込み不要
・駐車場あり



７　静岡県沿岸・沖合漁業指導調査船「駿河丸」の概要
全長×型幅×型深 41.92m×7.00m×3.00m

総トン数 188トン
定員（乗組員） 20名（12名）
速力（航海） 13.0ノット

造船所 株式会社三保造船所
起工年月日 令和３年１月21日
進水年月日 令和３年５月11日
竣工年月日 令和４年２月９日

特徴 ・昭和32年に竣工した第１世駿河丸から数えて、今回建造した
船は５代目。
・サクラエビ等の県主要魚種の資源調査や海洋環境調査を実
施。
・潮流や風等の外力を計算し、海上の任意の座標位置に自動制
御により船体を保持出来る自動船位保持装置や、横揺れを抑え
る減揺装置などを装備し、マリンバイオ産業創出に寄与する水
深2,000mまでの海洋調査を可能としている。
・居住区と、浴室・トイレ等の衛生区画が一体となった女性専
用区画を設置。

建造費 17億６千万円（税込）



提 供 日 2022/05/23

タイトル 静岡がんセンターにおける新型コロナウイルス感染症
のクラスター発生について（続報）

担　　当 がんセンター局 県立静岡がんセンター

連 絡 先 マネジメントセンター　医療広報担当

TEL 055-989-5222

新型コロナウイルス感染症の院内クラスターの発生について（続報）

　５月20日の発表（集計20日13時時点）以降、関係部署を中心に広く抗原定量検査
を進めるなかで、22日までに患者さん２名、職員５名が新型コロナウイルスに感染
していることが判明しました。一部の診療科で感染が広がっている可能性があるた
め、本日、約40名の職員は始業前に陰性を確認しました。その後、関係部署の職員
およそ120名、および２病棟の患者さん約30名を対象に抗原定量検査を行い、検査の
結果は全員が陰性でした。しかし、上記とは別に、症状がある外来患者さん２名お
よび職員１名について検査を行ったところ、感染が判明しました。この感染状況を
踏まえ３つの診療科の外来患者さん約50名については、抗原定量検査を受けていた
だくよう、個別に連絡し確認しているところです。
　５月11日からのクラスターの陽性者は計20名ですが、全員が軽症もしくは無症状
です。今後も慎重な感染対策を行って参ります。外来診療および入院診療は通常通
り行います。

（ホームページに掲載している関連資料）
・５月12日（木）お知らせ：「当院の職員１名の新型コロナウイルス感染につい
て」
・５月18日（水）プレスリリース「新型コロナ感染症クラスターの発生について」
・５月19日（木）お知らせ：上記の第２報
・５月20日（金）プレスリリース 第３報



提 供 日 2022/05/23

タイトル 静岡県教育委員会事務局職員における新型コロナウイ
ルス感染症患者の発生について

担　　当 教育委員会 教育総務課

連 絡 先 人事班

TEL 054-221-3103

（要旨）
　静岡県教育委員会事務局職員において、新型コロナウイルス感染症の感染が確認された
ので報告します。

（概要）
所属 静岡県教育委員会社会教育課
性別 男性
発症日 ５月21日（土）
陽性確認日 ５月21日（土）
職場における濃厚接触者 なし

・当該職員の勤務公署について一般来庁者の訪問はほとんど認められず、執務室等につ
いては消毒等感染防止に向けた措置を実施済。



提 供 日 2022/05/24

タイトル ＤＸの推進について富士市長、富士宮市長との意見交
換を実施します

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局デジタル戦略課

連 絡 先 デジタル戦略班

TEL 054-221-2915

１　要旨
　令和４年３月に策定した「ふじのくにＤＸ推進計画」の周知拡大等を通じて県内のＤＸを推
進するため、県内市町長との意見交換を行っています。

２　意見交換の概要
　(1) 富士市
　　　・日時：令和４年５月３１日（火）　１０時から３０分程度
　　　・会場：富士市役所８階政策会議室（富士市永田町１－１００）
　　　・相手方：市長、副市長　ほか　　
　(2) 富士宮市
　　　・日時：令和４年５月３１日（火）　１３時３０分から１時間程度
　　　・会場：富士宮市役所３階市長応接室（富士宮市弓沢町１５０）
　　　・相手方：市長　ほか　　　　
　(3) 本県の対応者
　　　デジタル戦略担当部長　ほか
　(4) 主な内容
　　　・「ふじのくにＤＸ推進計画」の概要
　　　・今後ＤＸを推進していく上での課題及び展望　ほか

３　取材について
　取材に際しては、手洗い、マスクの着用等の新型コロナウイルス感染拡大防止策への御
協力をお願いします。
　発熱又は風邪のような症状がある場合には、御自身の体調を優先し、参加を控えていた
だきますよう併せてお願いします。
　



提 供 日 2022/05/24

タイトル 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の
発生

担　　当 経営管理部 行政経営局人事課

連 絡 先 人事班

TEL 054-221-2016

静岡県職員の新型コロナウイルス感染状況（令和４年５月２４日）

所属 勤務地 発症日 陽性確認日 濃厚接触者

１ 健康福祉部 本庁 令和４年５月19日 令和４年５月23日 確認中

２ 健康福祉部 出先機関 令和４年５月21日 令和４年５月23日 同居家族

※職員は発症又は陽性判明後、勤務を行っておらず、保健所の指示に従い療養中
※勤務中はマスクを着用し、職場内の消毒等感染対策を行っており、業務に影響な
し



提 供 日 2022/05/24

タイトル 令和３年度の外国人相談窓口への相談状況
-相談内容のトップは、入管手続-

担　　当 くらし・環境部 県民生活局多文化共生課

連 絡 先 多文化共生班　佐々木

TEL 054-221-2178

　静岡県では、外国人県民の方々の生活上の相談（在留資格・労働・医療・福祉に関する
ことなど）に「静岡県多文化共生総合相談センター かめりあ」が一元的に受付け、多言語で
対応しています。
　令和３年度は、2,164件の相談があり、前年度から390件、約22％増加しました。
　相談内容で多かったのは、多い順に入管手続、医療、労働雇用となっています。
入管手続の相談件数が最も多い理由は、新型コロナウイルスの感染拡大により、母国へ
一時帰国し、日本へ再入国する際の入管手続などが挙げられます。

＜令和３年度の相談状況＞
１　相談件数
　 　2,164件　（前年度比：390件、約22％の増加）

２ 　相談内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件、％）

　 　 入管
手続 医療 労働

雇用
身分関係
結婚離婚

社会保険
年金

出産
子育て 教育 税金 住宅 その他 計

(件数） 486 262 185 103 99 52 51 51 13 862 2,164 
R3

(割合） 22.5 12.1 8.5 4.8 4.6 2.4 2.4 2.4 0.6 39.8 ―

(件数） 276 83 251 95 111 40 44 62 27 785 1,774 
R2

(割合） 15.6 4.7 14.1 5.4 6.3 2.3 2.5 3.5 1.5 44.3 ―

※「その他」…通訳支援141件等

３　言語別相談の状況 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件、％）

　 　 ベトナム語 日本語 フィリピノ語 インドネシ
ア語

ポルトガル
語

スペイン
語 中国語 英語 その他 計

(件数） 529 452 303 290 254 116 90 61 2 2,097 
R3

(割合） 25.2 21.6 14.4 13.8 12.1 5.5 4.3 2.9 0.1 ―

(件数） 461 421 234 206 201 62 57 51 6 1,699 
R2

(割合） 27.1 24.8 13.8 12.1 11.8 3.6 3.4 3.0 0.4 ―

※統計上言語で分別しており、上記２の相談内容の合計件数とは一致しない。

＜静岡県多文化共生総合相談センター「かめりあ」への相談＞
月曜日～金曜日　10：00～16：00　　ポルトガル語、フィリピノ語、ベトナム語など９言語対応
電話番号　054-204-2000　※その他　e-mail、メッセンジャー、スカイプなどによる相談も可
能



提 供 日 2022/05/24

タイトル 令和４年度　静岡県文化奨励賞授賞式を開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 文化振興班

TEL 054-221-2254

令和４年度　静岡県文化奨励賞授賞式を開催

～久保田翠氏ほか受賞者が挨拶～

　静岡県は、芸術や学術を通じ、本県の文化の振興と向上に寄与する個人又は団体
の活動を奨励するため、昭和37年に静岡県文化奨励賞を設け、今年で61回目を迎え
ます。
　令和４年度の受賞者３者への授賞式を下記のとおり開催します。授賞式では、知
事から表彰状等を授与するとともに、受賞者が挨拶を行います。

記
１　授賞式
（１）日時　　令和４年５月27日（金）　午後３時から３時45分まで
（２）会場　　静岡県庁別館21階　展望ロビー
（３）出席者　令和４年度受賞者
　　　　　　　・久保田　翠　氏
　　　　　　　・鈴木　康広　氏
　　　　　　　・静岡県演奏家協会
　　　　　　　受賞者関係者
　　　　　　　知事、スポーツ・文化観光部長ほか
（４）次第
　　ア　開式
　　イ　賞状及び副賞の授与
　　ウ　式辞（知事）
　　エ　受賞者挨拶（全員）
　　　　※静岡県演奏家協会から記念演奏の披露もあります。
　　オ　閉式
　　（閉式後、記念写真撮影）

２　受賞者

氏名・名称 居住・所在地 職業 活動分野 年齢

久保田　翠
（くぼた　みどり）

浜松市中区 NPO法人代
表

障害者文化芸術普及 59歳

鈴木　康広
（すずき　やすひろ）

東京都杉並区 現代美術家 現代美術 43歳

静岡県演奏家協会
（しずおかけんえんそう
かきょうかい）

静岡市駿河区 － 音楽文化普及 －

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、授賞式は関係者のみで実施します。（取材
は可能です。）





提 供 日 2022/05/24

タイトル 静岡県介護支援専門員実務研修受講試験の実施

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局介護保険課

連 絡 先 支援審査班

TEL 054-221-3395

令和４年度の介護支援専門員（ケアマネジャー）実務研修受講試験の実施日等を
下記のとおり決定しましたので、お知らせします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　試験日時
　　令和４年10月９日（日）午前10時から正午まで

２　試験会場（予定）
　　ツインメッセ静岡（静岡市駿河区）
　　アクトシティ浜松（浜松市中区）
　　ふじさんめっせ（富士市）

３　試験案内の配布
　（１）配布時期　
　　　令和４年６月３日（金）から令和４年７月４日（月）まで
　（２）配布場所
　　　各市区町介護保険担当課、静岡県各健康福祉センター（７箇所）、
      静岡県介護保険課
　（３）試験案内の内容
　　　受験資格、受験申込の方法、試験出題範囲、試験会場案内、受験申込書　等

４　受験申込書の受付
　（１）受付期間　　
　　　令和４年６月６日（月）から令和４年７月４日（月）まで
　（２）申込方法
　　　受験申込書と必要書類を静岡県介護保険課あてに簡易書留により郵送
     （令和４年７月４日までの消印有効）
　（３）受験手数料
　　　10,100円（受験申込書に10,100円分の静岡県収入証紙を貼付）

５　合格発表
　　令和４年12月２日（金）

６　問合わせ先
　　静岡県健康福祉部福祉長寿局介護保険課支援審査班
　　電話：054-221-3543 FAX ：054-221-2142
    mail：kaigohoken@pref.shizuoka.lg.jp　
　　詳しくは、県のホームページをご覧ください。
　　http://www.pref.shizuoka.jp/kousei/ko-220/kaigo/cm-t.html

(実績)
令和元年度 令和２年度 令和３年度

受験者数 706 1,183 1,316
合格者数 181 204 328
合格率 25.6% 17.2% 24.9%





提 供 日 2022/05/24

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について 

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点
から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願
いします。

１　本日の新規感染者数（政令市発表分を含む）

※患者詳細公表後に県番号を付番していること、発生届の取り下げがあること等の理由から、感染者数の累計
と県公表番号の値は一致しません。

２　本日の新規感染症患者等について（県内公表165078から165383例目）の概要



○感染者集団（クラスター）
・本日新たに認定したクラスター（２件）

３　コロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（５月24日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数。
※コロナ患者受入病院以外の入院者数は０名です。

４　県内宿泊療養施設の入居状況（５月24日正午現在）

区分 施設数 総客室数
療養者用

客室数（Ａ）
入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 ９施設 1,252室 1,057室 163人 15.4％

５　自宅療養者数、自宅待機者数（５月23日17時時点）
区分 人数（人）

自宅療養者数 7,323
自宅待機者数 7

※自宅待機者数は、療養先が未定の者、療養先は決まっているものの入院又は宿泊療養施
設入居を待っている者の合計。

６　療養終了者数（前日時点の推計値）
　前日までの累計感染者数から、入院者数（前日正午時点）、宿泊療養施設入居者数（前
日正午時点）、自宅療養者数（前日17時時点）、自宅待機者数（前日17時時点）、死亡者数
（前日時点）を除いた人数を療養終了者数とします。

療養終了者数
（５月23日時点）

157,233人

７　新型コロナウイルスワクチンの接種実績（５月23日時点）



８　感染症患者等の概要
感染症患者等の概要については、以下の県ＨＰに掲載します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-tyuumokujouhou.html



提 供 日 2022/05/24

タイトル ＪＡ共済連静岡の協力により、農林環境専門職大学の
ラッピングバスが運行開始します！

担　　当 経済産業部 農林環境専門職大学学生課

連 絡 先 学生班

TEL 0538-31-7905

農林環境専門職大学のラッピングバスが
運行開始します！

　　

県立農林環境専門職大学は、全国共済農業協同組合連合会静岡県本部（以下、「ＪＡ共
済連静岡」という。）のご協力により、本学のＰＲを目的としたラッピングバスを６月１日より運
行します。

１　概　要
　　県立農林環境専門職大学は、農業者を目指す子供たちや保護者、地域住民に対する

認知度向上のため、本学をＰＲする内容のラッピングバスを運行します。本学の将来の
農業者育成の取組みを支援するＪＡ共済連静岡のご協力で、「ＪＡ共済 地域・農業活
性化積立金」を活用した農業の未来を応援する事業の一環として実施されます。

２　日　時
　　令和４年６月１日より令和５年３月31日まで

３　路線数（台数）
　　３台
　　・遠州鉄道（浜松南・磐田エリア）
　　・遠州鉄道（浜松西エリア）
　　・しずてつジャストライン（ＪＲ静岡駅へ乗り入れるバス）

４　ＪＡ共済連静岡　概要
　・ＪＡと一体となって、「ひと・いえ・くるまの総合保障」の提供を通じて、組合員・利用者の皆

さま一人ひとりの人生設計を一生涯サポートしている。
　・ＪＡ共済では、地域活性化や農業振興への取組みに支援を行っており、今回のラッピン

グバス運行にかかる支援は、当該取組みの一環として農業の未来を応援することを目
的に実施される。

以上

※同日付けで、県浜松総合庁舎における定例記者発表でも情報提供



提 供 日 2022/05/24

タイトル 河川・海岸統一美化運動の実施

担　　当 交通基盤部 河川砂防局河川砂防管理課

連 絡 先 河川砂防管理班

TEL 054-221-3195

　「河川・海岸統一美化運動」を実施します
～地域と行政が連携して、美化活動を行います～

１　概要

　大雨等の出水による河川・海岸への漂着物は、快適な利用や美しい景観等を阻害

します。このため、河川の上流部から海岸まで関係する国・県・市町が連携して

「出水による漂着物対策調整会議」を設立し、漂着物の処理や発生防止に取り組んでいま
す。

　河川・海岸の美化意識を高めるため、今年も統一実施日を中心に、地域と行政が一体と

なって美化活動を行います。（この取り組みを「河川・海岸統一美化運動」と呼んでいま
す。）

　
２　実施日（統一実施日）

　令和４年５月29日（日）・６月５日（日）

３　実施場所等

市町名 実施日時
河川・
海岸名

実施場所
市役所・町役場
問い合わせ先

函南町
5月29日(日）
9:00～12:00 来光川

松川橋から仁田橋
（両岸） 建設課 055-979-8115

静岡市
5月29日（日）
8:00～9:00

安倍川
藁科川
富士川
静岡海岸

安倍川河川敷スポー
ツ広場
静岡海岸
富士川緑地公園

河川課 054-221-1131

清水町
6月5日(日）
8:30～10:00 狩野川

狩野川ふれあい広場
周辺 建設課 055-981-8228

吉田町
6月5日(日）
8:00～12:00 大井川

吉田町川尻・大幡地
先 建設課 0548-33-2124

掛川市
菊川市

6月5日(日)
6:00～7:00

大浜海岸
大須賀海岸掛川市

掛川市
維持管理課

0537-21-1154

磐田市
6月5日(日)
8:00～9:00
10月も計画中

太田川
仿僧川
今之浦川
大池川
福田海岸

福田地区全域 道路河川課 0538-37-4808

森町
6月5日(日)
8:30～11:30 太田川 周智郡　森町内 建設課 0538-85-6325

浜松市
6月5日（日）
8：00～10：00 浜名湖 浜名湖岸 環境政策課 053-453-6149

湖西市
6月5日(日)
8:00～10:00

浜名湖湖岸
白須賀海岸
新居海岸

浜名湖湖岸
白須賀海岸
新居海岸

土木課 053-576-4545



４　参加予定者

　地元自治会・町内会、地元企業、河川海岸愛護団体、市町職員　等

５　主催

　出水による漂着物対策調整会議（東部・中部・西部地区）

６　後援

　静岡新聞社・静岡放送

（参考）昨年度の実績

 延べ参加者数　2,125人

 ごみの回収量　約69㎥

◇「出水による漂着物対策調整会議」について◇

　梅雨時や台風などの影響による大雨の際、大量の流木等が河川から流れ出し、河

口部や海岸に漂着するという事態が発生し、河川や海岸の利用を阻害したり環境を

悪化させています。

　「出水による漂着物対策調整会議」は、このような問題に対して、漂着物の処理

や流木等の発生防止など具体的な対策について検討し、河川・海岸の環境を守りな

がら適正な利用を図っていくことを目的として、東部・中部・西部の各地区に国、

県、市町を構成員として設置され、定期的に幹事会を開催しています。

※統一実施日（５月29日（日）、６月５日（日））以外の日に美化活動が実施される
市町もあります。（チラシ（実施場所等一覧表）参照）

＜昨年度の様子＞

　（三島市）



提 供 日 2022/05/24

タイトル 静岡県教育委員会事務局職員における新型コロナウイ
ルス感染症患者の発生について

担　　当 教育委員会 教育総務課

連 絡 先 人事班

TEL 054-221-3103

（要旨）
　静岡県教育委員会事務局職員において、新型コロナウイルス感染症の感染が確認された
ので報告します。

（概要）
所属 静岡県教育委員会特別支援教育課
性別 男性
発症日 ５月20日（金）
陽性確認日 ５月23日（月）
職場における濃厚接触者 なし

・当該職員の勤務公署について一般来庁者の訪問はほとんど認められず、執務室等につ
いては消毒等感染防止に向けた措置を実施済。



提 供 日 2022/05/25

タイトル 【変更】知事広聴「平太さんと語ろう in 御殿場市」
の開催

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局広聴広報課

連 絡 先 広聴広報課三浦

TEL 054-221-2244

知事広聴「平太さんと語ろう」を御殿場市で開催します。

※発言者の１名が欠席になります。赤字部分が変更となります（５月
25日14時変更）

　知事広聴は、今後の県政に活かすため、知事が地域に出向き、地域の実情や課題に
ついて住民の方々と意見交換を行うものです。

　今回は、御殿場市の皆さんにお集まりいただき、様々な分野で活躍されている ４ 名
３名の方と川勝知事が意見交換します。オンラインによる動画配信も行います。

　また、時間が許す限り来場者やオンライン視聴者からも御意見をいただく予定で
す。

１　日　時    令和４年５月26日（木）　午後２時～午後３時30分

２　会  場    高根ふれあい広場・中郷館（御殿場市山之尻６４０番地）

３　発言者　　御殿場市で様々な分野で活躍中の方 ４ 名３名（敬称略）

氏　　名              所属団体等

 田近 　 義博 　 リージョンポート 合同会社 　 代表社員
 　 富士山 ツーリズム 御殿場実行委員会事務局長　※欠席になりました

高田　佐和子 　ブラスマ委員会（はらぺこ食堂）代表

加藤　弘一朗 　株式会社時之栖　営業部長

木村　理絵 　御殿場市消防団女性部　部長
　株式会社スルガケアサービス取締役副社長

４　参加申込方法

　(1)オンライン視聴
　　「オンライン視聴希望」と明記のうえ、Ｅメールで「氏名、住所、電話番号」
をお知らせください。後日、視聴用ＵＲＬを送付します。
　
　(2)申込期限　 オンライン：令和４年５月25日(水)正午
　
　※会場での傍聴は令和４年５月19日（木）締め切りのため、今回は記載していま
せん。

５　申込み・問合せ

　　知事戦略局広聴広報課　県民のこえ班



　　電話　054-221-2235

　　FAX　 054-254-4032

　　E-mail　chijikouchou@pref.shizuoka.lg.jp



提 供 日 2022/05/25

タイトル シンガポール最大手新聞社が県内秘境を取材します！

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 地域外交戦略班

TEL 054-221-2309

　　　　　　シンガポール最大手新聞社が県内秘境を取材します！

１　要　旨

各国の人里離れたまだ知られていない秘境を取材するシリーズの一環として、シンガポール

最大手新聞社が県内各地を取材します。本県が取材協力することにより、アフターコロナのシ

ンガポールからのインバウンド取込を図ります。

２　目　的

　　関係市町と連携し、経済波及効果の大きいインバウンド取り込むことにより、大きな可能

性を持つシンガポール市場を取り込み、新たな魅力作りに取り組みます。

　３　内　容

実施主体 静岡県（東南アジア駐在員事務所・地域外交課）

協　力 富士宮市、川根本町、(一社)ふじさん駿河湾フェリー

日　時 令和４年５月30日（月）～６月１日（水）

取　材　者 Walter Sim氏（The Straits Times）

旅　程 5/30(月)

10:00 富士山世界遺産 センター→11:00 富士山本宮浅間大社

→12:00Mt.Fuji Brewing→13:00 白糸 の 滝→富士宮市泊

５/31(火)

15:00 奥大井湖上駅→16:30 夢 のつり 橋→川根本町泊

６/1(水)

10:30 茶 の 都 ミュージアム→13:25 駿河湾 フェリー→14:50 土肥金山

→三島駅にて解散

　※下線が現地取材可能箇所、行程は取材側の希望



　　

４　The Straits Timesについて

　　ザ・ストレーツ・タイムズは、シンガポール最大の新聞で1845年に創刊。日刊約40万部

（英字）を発行し、世界16都市に支局を置き、特派員を派遣している。本取材記事は6月

14日掲載予定。

５　取材について

　　　 取材 いただける 場合 は 、 時間 ・ 場所 につきまして 事前 に 調整 いたしますので 、5/26( 木)

15 時 までに 地域外交課 伊藤(Tel 054-221-2309) までご 連絡 ください 。



提 供 日 2022/05/25

タイトル 「第144回ふじのくに防災学講座」の開催

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 静岡県地震防災センター

TEL 054-251-7100

「第144回ふじのくに防災学講座」を開催します！

テーマ  「関東大震災、津波から子どもたちは必死に逃げた

      　　　　　 －－伊東市・宇佐美小学校の作文集から」

講　師　元常葉大学大学院生　中田 剛充 氏

　　　　常葉大学　社会環境学部　教授　河本 尋子 氏

　　　
　 　概　要　　

　1923年９月１日の関東大震災は、相模トラフを震源として甚大な被害を及ぼしま
した。伊豆半島東岸の伊東市宇佐美地区（当時は宇佐美村）は津波襲来の犠牲者は
出ませんでした。震災１ヶ月後、当時の宇佐美尋常高等小学校では全校生729人に地
震津波の作文を書かせました。その作文集は復刻版として残っていますが、子ども
たちが津波から必死に逃げて助かった様子が克明に書かれています。
　改めて分析した作文集の内容を紹介し、100年後の現在に津波対策として生かすた
めに、いかにその教訓を学校、地域に受け継ぐかを考えます。

１　開催日時・会場等

・　日　　時　　令和４年６月18日（土）午前10時30分～正午

　　　　　　　　　　
・　会　　場　　静岡県地震防災センター２階ないふるホール
　　　　　　　　　（静岡市葵区駒形通５丁目９－１）
　　　　　　　　　
  
２　受講の申込み等

・　対　　象　　どなたでも受講できます。受講料は無料です。
　　　
・　申込み締切日　６月14日（火）　
　  　　　　　　　　　※事前申込みのない方は受講できませんので、御注意ください。
　　　　　　
・　開催方法
　 　　会場での受講とＺoom配信での受講の２通りの方法で開催します。
　　
・　申込方法

（１）会場での受講を希望の方【定員80人】
　　　　電話又はメールで、「１.会場受講、２.住所（市区町）、３.氏名（ふりがな）、４.連絡
　　　 先電話番号」をお知らせください。

（２）Zoom配信での受講を希望の方【定員450人】
　　メールで、「１.Zoom受講、２.住所（市区町）、３.氏名、４.Zoom情報受信希望のメー
　　ルアドレス」をお知らせください。



・メールでお申込みの方は件名を「第144回防災学講座　会場・Zoom(どちらか御選択
 ください)　受講希望」としてください。
・行政機関に勤務する方は、県または市町名と所属部署もお知らせください。
・今年度に計画している講座について継続受講を希望する方は、５.希望の回（例：第
　○○回）をお知らせください。なお、開催日等については、地震防災センターホーム
　ページを御確認ください。お申込みいただいた回については、再度の申込みは不要
　とします。
・申込みは先着順とし、定員になりましたら締め切らせていただきます。  

　その他詳細につきましては、別添の案内チラシを御確認ください。
　

　３　問合せ先
　　  　静岡県地震防災センター
　　　　　 電話　054-251-7100
　　  　　メールアドレス bousaigaku@amail.plala.or.jp



提 供 日 2022/05/25

タイトル 静岡県水難事故防止対策協議会の開催

担　　当 危機管理部 消防保安課

連 絡 先 静岡県水難事故防止対策協議会事務局　東原

（消防保安課　産業保安班）

TEL 054-221-2269

水難事故防止対策協議会を開催します！

　令和４年度第１回静岡県水難事故防止対策協議会を、下記のとおり開催し
ます。
　協議会では、昨年の水難事故の状況等の報告と、本年度の水難事故防止
対策を協議します。

１　日　時　　　令和４年５月31日（火）　午後1時30分～

２　場　所　　　静岡県庁別館５階　危機管理センター（西）

３　構成機関　静岡県（会長：危機管理部部長代理）、静岡県警察本部、
　　　　　　　　　静岡県消防長会、清水海上保安部、
　　　　　　　　　下田海上保安部、御前崎海上保安署、
　　　　　　　　　静岡地方気象台、静岡県ダイバーズ協議会、
　　　　　　　　　静岡県漁業協同組合連合会、
　　　　　　　　　静岡県観光協会　等

４　議　題　　　令和３年における水難事故の発生状況について
　　　　　　　　　令和４年度に協議会が取り組む水難事故防止対策について

５　参　考
　（１）静岡県水難事故防止対策協議会の概要
・ 本協議会は、県内の水難事故の未然防止を目的として39機関で構成
・ 主な活動としては、水難事故が多発する７月、８月を「水難事故防止強化月
間」と定め、関係機関と連携して広報活動や海水浴場等での事故防止キャン
ペーンを実施

　（２）令和３年における水難事故の発生状況
・ 事故の発生は60件で前年より７件増加しており、過去５年の平均（５４.8件）
よりも高水準であった。死亡者数は過去５年で最少であった。

　【発生件数等】
事故者総数（人）年次 発生件数

総数 死者 行方不明者 負傷者 無事救出
令和３年 60 71 17 3 29 22
令和２年 53 56 19 2 14 21



提 供 日 2022/05/25

タイトル 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の
発生

担　　当 経営管理部 行政経営局人事課

連 絡 先 人事班

TEL 054-221-2016

静岡県職員の新型コロナウイルス感染状況（令和４年５月２５日）

所属 勤務地 発症日 陽性確認日 濃厚接触者

１ 交通基盤部 出先機関 令和４年５月22日 令和４年５月25日 同居家族

※職員は発症後、勤務を行っておらず、保健所の指示に従い療養中
※勤務中はマスクを着用し、職場内の消毒等感染対策を行っており、業務に影響な
し



会 見 日 2022/05/25

【変更】知事の自民党政務調査会　超伝導リ
ニア鉄道に関する特別委員会への出席（リニ
ア中央新幹線）

自由民主党　政務調査会　超電導リニア鉄道に関する
特別委員会に知事がWEBで出席します。

１　日　時　　
　　令和４年５月26日(木）　17時30分から

２　場　所（WEBでの出席）　　
　　県庁東館５階　特別会議室

３　議　題
　　リニア中央新幹線の建設整備について

４　出席者　
　　本県からは川勝平太知事が出席します。
　　他には、東京都、神奈川県、山梨県、長野県、岐阜県、愛知県
　　三重県、大阪府、奈良県の知事（若しくは副知事）が出席の予定
　　です。

５　取材対応　
・委員会は非公開で行います。
　 なお 、 委員会冒頭 の 頭撮 りについては 、 現在 、 確認中 です 。
 　（ 後日 、 改 めて 、 報告 します 。）

冒頭の委員長の挨拶終了まで取材可能（頭撮り）となりました。
（５月26日14：30変更）

・委員会終了後、東館５階知事室前（予定）で、知事が囲み取材に
　応じます。

・手洗い、マスク着用等の感染拡大防止策の御協力をお願いいたし
　ます。風邪のような症状がある場合には、御自身の体調を優先の
　うえ、参加を控えていただきますよう併せてお願いいたします。
　

担当 ： くらし・環境部 政策管理局



連絡先 ： 参事（南アルプス）　TEL 054-221-3504



会 見 日 2022/05/25

令和３年度移住者数・移住相談件数

令和３年度の本県への移住者数は、

　　　　　　1,868人で過去最高となりました！

　　　　　　　
令和３年度における本県への移住者数

※
は1,868人、移住相談件数は11,641件で、い

ずれも過去最高となりました。

移住者（世帯主）の年代をみると、20代から40代までの子育て世帯等が８割以上

（83.1%）を占めました。

また、東京圏へのアクセスの良い県東部地域を中心にテレワークを活用して移住する

世帯が増加しました。

※ 「移住者数」は、県及び市町の移住相談窓口、移住促進施策等を利用して県外から移住した人数

○　移住者数、移住相談件数の概要

区　分 Ｒ３ Ｒ２ Ｒ１ Ｈ３０ Ｈ２９ Ｈ２８ Ｈ２７

移住者数 1,868人 1,398人 1,283人 1,291人 1,070人 787人 393人

対前年度比 133.6％ 109.0％ 99.4％ 120.7％ 136.0％ 200.3％ －

移住相談件数 11,641件 11,604件 10,085件 9,981件 8,843件 5,755件 3,046件

対前年度比 100.3％ 115.1％ 101.0％ 112.9％ 153.7％ 188.9％ －

○　移住者（世帯主）の年代　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

世帯主の年代別割合

世帯数

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

不

明

746
0.3 31.2 34.7 17.2 7.4 5.6 1.3

2.
3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　83.1％

○　県外からの移住者数が多い上位５市町

移住者数



市町名
(R2実績)

主な施策

１ 三島市
171人

(48人)

三島市移住アンバサダーの配置

住むなら三島移住サポート事業（住宅助成）

２ 富士市
162人

（120人）

テレワーク移住アシスト（住宅助成）

オンライン相談時の資料充実（先輩移住者の体験談）

３ 静岡市
158人

(139人)

静岡市移住支援センター（東京）の運営

オンラインによる移住体験ツアーの実施

４ 浜松市
128人

(60人)

ハマライフ住宅取得費等補助金（住宅助成）

移住コーディネーターによる相談体制の強化

５ 富士宮市
111人

（67人）

移住定住奨励金（住宅助成）

市移住ポータルサイトの広告宣伝

担当 ： くらし・環境部 政策管理局企画政策課

連絡先 ： 杉山、高木　TEL 054-221-2059,2250

ijusyasoudanH29R3.pdfijusyasoudanH29R3.pdf



提 供 日 2022/05/25

タイトル 障害者就労施設等からの物品等の調達に関する令和３
年度実績及び令和４年度県調達方針の決定

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害者政策課

連 絡 先 就労支援班

TEL 054-221-3619

令和４年度「静岡県障害者就労施設等からの物品等の調達方針」を決定し
ました。～令和３年度調達実績は過去最高を更新～　　　　　　　　

　「静岡県障害者就労施設等からの物品等の調達推進本部会議」において、今年度
の調達方針(目標66,000千円以上)を決定し、引き続き全庁を挙げて、障害者就労施
設等への発注拡大に取組んでいく。

１ 令和４年度 県の調達方針　（※市町及び独立行政法人は、それぞれ調達方針を設定）

　(１) 取組スローガン

　　「１所属１発注」として、全ての所属において取組を実施

　(２) 調達目標

区　　分 種 別 内　　　容

物 品 　過去実績の最大値以上（令和３年度実績29,505千円）
目標１

役 務 　過去実績の最大値以上（平成30年度実績36,293千円）

目標２ 共 通 　物品・役務合わせて66,000千円以上

２　令和３年度の発注実績

・発注実績は63,958千円(前年比117％)であり、過去最高を更新した。

・「１所属１発注」は、令和２年度の94.7％から4.8ポイント増加し、99.5％となっ
た。(399／401所属)

(「１所属１発注」・・・県の全ての所属が障害者就労施設等に発注することを目指
す取組スローガン)

(１) 調達目標達成状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：千円)

令和３年度調達方針（目標） R3発注実績 実績－目標

物品 小物雑貨、洗剤、食品、額縁、
トイレットペーパー等

R元年度実績以上
27,392 千円

29,505 2,113

役務 印刷、施設の清掃・草刈り、
クリーニング、喫茶店の営業等

H30年度実績以上
36,293 千円

34,453 △1,840

物品、役務合わせて64,000 千円以上 63,958 △42



(２) 年度別発注実績推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 (単位：千円)

種別 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R２年度(A) R３年度
(B)

(B)－(A)
(対前年
比)

物品 25,761 26,316 24,512 27,241 27,392 25,750 29,505
3,755 

(115％) 

役務 17,328 33,369 29,432 36,293 28,368 28,693 34,453
5,760 

(120％) 

合計 43,089 59,685 53,944 63,534 55,760 54,443 63,958
9,515 

(117％) 

＜令和３年度の主な増加理由＞
・（物品） 観光イベント用グッズ等により「小物雑貨」が３百万円増
・（役務） 分野別計画の冊子等により「印刷」が2.2百万円贈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　

(参考１) 県内の調達実績の推移　　　　　　　　　　　　　　    　(単位：千円)  

区分 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R２年度 R３年度

県 43,089 59,685 53,944 63,534 55,760 54,443 63,958

市町 201,945 240,392 236,751 239,876 241,333 236,884 239,296

独立行政法人 578 478 665 605 328 1,175 1,207

合計 245,612 300,555 291,360 304,015 297,421 292,502 304,461

（参考２）令和３年度 団体別調達実績     (単位：円)

区　　分 R２年度実績 R３年度実績 R３年度/R２年度

静 岡 県 54,443,287 63,958,027 117.4%

静 岡 市 16,712,132 20,356,913 121.8%

浜 松 市 59,687,190 67,682,922 113.4%

沼 津 市 14,630,945 13,485,817 92.2%

熱 海 市 12,590,733 　　　　12,916,330 102.6%

三 島 市 6,104,063 7,095,508 116.2%

富士宮市 2,028,164 1,007,880 49.7%

伊 東 市 764,525 748,374 97.9%

島 田 市 23,356,166 23,139,989 99.1%

富 士 市 10,719,014 12,243,686 114.2%

磐 田 市 3,778,555 3,924,919 103.9%

焼 津 市 11,937,187 4,805,494 40.3%

掛 川 市 7,851,250 7,612,251 97.0%

藤 枝 市 5,148,313 5,224,615  101.5%

御殿場市 22,377,358 23,412,979 104.6%

袋 井 市 2,731,376 2,786,903 102.0%



下 田 市 1,850,854 1,989,620 107.5%

裾 野 市 1,500,540 1,610,340 107.3%

湖 西 市 4,555,447 3,809,350 83.6%

伊 豆 市 4,057,547 5,376,638 132.5%

御前崎市 5,224,510 3,485,123 66.7%

菊 川 市 2,028,165 1,951,115 96.2%

伊豆の国市 6,280,876 5,241,132 83.4%

牧之原市 1,353,360 1,384,416 102.3%

東伊豆町 406,990 391,771 96.3%

河 津 町 19,242 18,660 97.0%

南伊豆町 1,786,642 1,395,440 78.1%

松 崎 町 0 0 －

西伊豆町 191,745 219,047 114.2%

函 南 町 898,544 935,334 104.1%

清 水 町 1,211,324 792,782 65.4%

長 泉 町 2,846,202 2,462,530 86.5%

小 山 町 364,847 440,791 120.8%

吉 田 町 566,730 49,368 8.7%

川根本町 221,700 117,025 52.8%

森　  町 1,101,400 1,181,390 107.3%

市 町 計 236,883,636 239,296,452 101.0%

　独立行政法人※ 1,174,931 1,206,954 102.7%

合　　計 292,501,854 304,461,433 104.0%

※ 独立行政法人は、公立大学法人、県立病院機構、文化芸術大学、静岡社会健康医
学大学院大学、静岡市立静岡病院の５法人

（参考３）
障害者就労施設で働く障害のある人に支払われた令和２年度の工賃（賃金）実績

施設種別 施設数 R２年度実績

就労継続支援Ａ型事業所 115 　一人あたり　79,552円／月

就労継続支援Ｂ型事業所 397 　一人あたり　15,529円／月

　Ａ型…雇用契約を結び賃金を受け取りながら利用する。
　　　　利用者には最低賃金以上が支給される。
　Ｂ型…通所して生産活動を行い工賃を受け取りながら利用する。
　　　　利用者には工賃が支給される。

　※令和３年度の工賃(賃金)実績については令和４年12月頃公表予定。



会 見 日 2022/05/25

県医学修学研修資金利用者の県内勤務状況

県医学修学研修資金利用者の県内勤務状況
　本県は、医師確保のため、平成19年度から医学修学研修資金の貸与を開始し、これまでに
1,410人が制度を利用している。
　本年４月１日現在で、627人の医学修学研修資金利用者が県内で勤務しており、前年度か
ら49人増加し、過去最多となった。

年度別の勤務状況（各年度４月１日時点）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

年　度 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4
R4-R3
　増減

県内勤務者 18 47 92 128 150 199 255 303 365 461 522 578 627 ＋49

うち返還勤務
終了後の
定着勤務

－ － 2 9 19 35 45 55 66 86 104 137 165 ＋28

＜ポイント＞
・県内勤務者627人のうち、返還勤務終了後の定着者は、165人と前年度よりも28人増加し、定
着率は73.0％となった。（昨年度中に返還勤務終了の41人のうち、35人が県内で勤務し、定着率は
85.4％）
・県では、平成26年度に仮想医科大学「バーチャルメディカルカレッジ」を創立し、医学部在
学中から、WEB配信等、本県の医療の魅力に触れる機会を提供するなど、県内勤務者の増加に取
り組んでいる。

県医学修学研修資金利用者の年度別県内勤務者数（含む定着者）　　　（単位：人）

担当 ： 健康福祉部 医療局地域医療課



連絡先 ： 医師確保班　TEL 054-221-2868



提 供 日 2022/05/25

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について 

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点
から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願
いします。

１　本日の新規感染者数（政令市発表分を含む）

※患者詳細公表後に県番号を付番していること、発生届の取り下げがあること等の理由から、感染者数の累計
と県公表番号の値は一致しません。

２　本日の新規感染症患者等について（県内公表165729から166141例目）の概要



○感染者集団（クラスター）
・本日新たに認定したクラスター（２件）

３　コロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（５月25日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数。
※コロナ患者受入病院以外の入院者数は０名です。

４　県内宿泊療養施設の入居状況（５月25日正午現在）

区分 施設数 総客室数
療養者用

客室数（Ａ）
入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 ９施設 1,252室 1,057室 171人 16.2％

５　自宅療養者数、自宅待機者数（５月24日17時時点）
区分 人数（人）

自宅療養者数 7,385
自宅待機者数 16

※自宅待機者数は、療養先が未定の者、療養先は決まっているものの入院又は宿泊療養施
設入居を待っている者の合計。

６　療養終了者数（前日時点の推計値）
　前日までの累計感染者数から、入院者数（前日正午時点）、宿泊療養施設入居者数（前
日正午時点）、自宅療養者数（前日17時時点）、自宅待機者数（前日17時時点）、死亡者数
（前日時点）を除いた人数を療養終了者数とします。

療養終了者数
（５月24日時点）

157,853人

７　新型コロナウイルスワクチンの接種実績（５月24日時点）



８　感染症患者等の概要
感染症患者等の概要については、以下の県ＨＰに掲載します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-tyuumokujouhou.html

0525graph.pdf0525graph.pdf



提 供 日 2022/05/25

タイトル 県内の「通いの場」は4,475か所で前年比249か所増
加！

担　　当 健康福祉部 健康局健康増進課

連 絡 先 地域支援班

TEL 054-221-3263

Ԫभ๑249ʑ૎ʴܾՉź
ϭ๜͹ϰʴɻᥨʊʴܣɼʒᇁӈʭܾʎʬʊ˄ʟ

１　概　要
住民が主体的に体操や茶話会、趣味活動などを行う「通いの場」は、令和２年

度4,475か所で運営されており、前年度に比べ249か所増加した。このうち体操
（運動）の実施が107か所、認知症予防の実施が76か所増加した。

参加者実人数は82,854人で、コロナ禍の影響により、前年度に比べ12,658人減
少したが、オンラインを活用してつながりを継続する取組が生まれている。

２　「通いの場」の設置状況　
市町による「通いの場」を運営するボランティアの養成や、生活支援コーディ

ネーターを中心に地域資源（ひと、取組）の把握が進んだことにより、箇所数は
増加している。

　※令和４年３月公表　厚生労働省　介護予防・日常生活支援総合事業の実施状況調査（令和２年度実施分）

３　「通いの場」におけるオンラインの活用
（取組例）

名　称 取組内容
ＮＰＯ法人
静岡団塊創業塾
（静岡市）

・オンライン居場所として川柳会や朗読会等を実施
・「しぞ～かでん伝体操」を現地とオンラインを組み合わ
　せたハイブリッド型で実施

ほっとカフェ文化村
（沼津市）

・認知症カフェを現地とオンラインを組み合わせたハイブ
　リッド型で実施（歌唱や体操、脳トレ、俳句、手芸等）

４　県の取組
　・「通いの場」等で活動する医療専門職（管理栄養士・歯科衛生士等）の育成

・「通いの場」等へのＩＣＴアドバイザーの派遣事業やオンライン交流会の開催
・令和３年12月に静岡県健康づくり応援サイト「ふじのくに むすびば」を開設
　し、新たな生活様式に対応した県民の健康づくりや社会参加を推進



　［参考］静岡県健康づくり応援サイト「ふじのくに むすびば」
　「通いの場」・居場所・認知症カフェ等約450か所を掲載（現在も掲載を募集
中）。ヨガやハイキング、減塩レシピ等の動画も掲載し、サイトをきっかけにし
た健康づくりやつながりの創出を目指している。
ＵＲＬ：https://www.musuviva.jp/



提 供 日 2022/05/25

タイトル 第３回 人と動物の共生推進のための拠点検討会の開催

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 動物愛護班

TEL 054-221-2347

～ 第３回 人と動物の共生推進のための拠点検討会を
開催します ～

１ 概　要
　人と動物の共生推進のための拠点について、これまで検討してきた整備方針に基
づき、基本構想の中間とりまとめを行います。

２ 日　時
　令和４年６月１日（水）　14時15分～

３ 場　所
　静岡県庁 西館４階 第１会議室 Ｂ

４ 出席予定者
　委員10名（外部有識者、県関係機関職員）

５ 内　容
　基本構想中間報告のとりまとめについて

６ 会議の公開について
　傍聴希望の方は、当日会場に13時45分から14時05分までにお越しください。
　傍聴希望者が10名を超える場合は先着順とします。
　傍聴される方は、手洗い、マスクの着用等の新型コロナウイルス感染拡大防止策
への御協力をお願いします。
　発熱又は風邪のような症状がある場合には、御自身の体調を優先し、参加を控え
ていただきますよう併せてお願いします。

〈参考：これまでの人と動物の共生推進のための拠点検討会の開催状況について〉
　　第１回
　　　開催日：令和３年２月２日　
　　　内　容：新たな拠点のコンセプト
　　第２回
　　　開催日：令和４年３月３日
　　　内　容：新たな拠点の必要機能、必要諸室、規模



提 供 日 2022/05/25

タイトル 食品検査情報（第１報）

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3708

食品の検査情報をお知らせします
（４月分）

１　概要

静岡県では、県内の製造所や販売店等から食品を抜き取り、添加物、残留農薬、微生物

等の項目を検査し、 基準 に 不適合 であるものが 確認 された 場合 は 、 行政処分等 を 行 い 、 県

 内 で 流通 する 食品 の 安全 ・ 安心 を 確保 しています。

２　検査結果

　以下のとおり、本年４月中に198検体について検査を実施したところ、 行政処分 を 行 った

 事例 はありませんでした 。

検査項目 対象食品
４月

検体数
４月

行政処分数

生菓子、菓子パン、米菓等 15 0

添加物、微生物等
規格基準等検査

輸入冷凍食品、輸入かん詰、輸入果実酒等 75 0

焼菓子、ゼリー、米菓等 15 0

添加物等表示検査

輸入冷凍食品、輸入果実酒、輸入菓子等 48 0

残留農薬 　県内農産物（にんじん、ほうれんそう等） 15 0

放射性物質 県内農畜水産物（山菜） 3 0



腸管出血性大腸菌、
腸炎ビブリオ等

生食用鮮魚介類、そうざい等 25 0

衛生規範を参考とするE.coli検
査 そうざい 2 0

合計 198 0



会 見 日 2022/05/25

令和４年度「バイ・山の洲」直売会
～「初」の新潟開催！県内でも同日開
催！！～

（要　旨）
・６月４日（土）、５日（日）に「バイ・山の洲」直売会を新潟と県内で同日開催
する。
・初開催となる新潟では、４月に誕生したＪＡふじ伊豆が「静岡茶」を販売する。
・県内では、南アルプス市が昨年度も大好評だった産地直送の「さくらんぼ」を販
売する。

１　新潟で開催する直売会の概要

開 催 日 　令和４年６月４日(土)・５日(日)の２日間（午前９時から販売開始）

開催場所 　ピカリ産直市場お冨さんピア万代店（新潟市中央区万代島２）

販 売 者 　ＪＡふじ伊豆

開催協力 　株式会社冨山、新潟県

内　　容 　お茶等の販売

２　県内で開催する直売会の概要

開 催 日 　令和４年６月４日(土)・５日(日)の２日間（午前１０時から販売開始）

開催場所 　静岡伊勢丹（静岡市葵区呉服町１－７）１階正面玄関

販 売 者 　（一社）南アルプス市観光協会

後　　援 　静岡県、南アルプス市

開催協力 　株式会社静岡伊勢丹、山梨県

内　　容 　・南アルプス市産「サクランボ」の販売
　・南アルプス市の観光情報の提供

備　　考 　・南アルプス市金丸一元市長のトップセールス実施予定
　（６月４日（土）午前）

担当 ： 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連絡先 ： マーケティング企画班　TEL 054-221-2678



提 供 日 2022/05/25

タイトル 【バイ・ふじのくに】【バイ・山の洲】静岡伊勢丹社
長　知事表敬訪問

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-2678

（要　旨）

○令和４年度の「バイ・ふじのくに」の取組として、６月４日、５日の２日間、静
岡伊勢丹において、南アルプス市の特産品である「さくらんぼ」の直売会が行われ
ます。
〇直売会開催に先立ち、５月27日に静岡伊勢丹秋野孝三社長が川勝知事を表敬訪問
し、深化させた「バイ・ふじのくに」と「バイ・山の洲」の本格展開について紹介
します。

１　知事表敬
（１）日時・場所
　　  日時　令和４年５月27日（金）午後１時15分から１時45分まで
　　  場所　県庁東館５階　知事室
（２）訪問者
　　　株式会社静岡伊勢丹　代表取締役社長　秋野 孝三（あきの こうぞう）氏ほ
か
（３）内　容
　　　・静岡伊勢丹社長から知事への「バイ・ふじのくに」、「バイ・山の洲」の
取組報告
　　　・懇談

２　令和４年度静岡伊勢丹が主催する主な取組
（１）「バイ・ふじのくに」「バイ・山の洲」直売会

内　　容  ６月４日（土）・５日（日）　山梨県産サクランボの販売
 ７月23日（土）・24日（日）　山梨県産モモ等の販売
 ９月17日（土）・18日（日）　山梨県産シャインマスカット等の販売
 10月下旬（予定）　　　　　　長野県産リンゴ等の販売（予定）
 11月～12月頃（予定）　　　　新潟県産洋梨等の販売（予定）

開催場所  静岡伊勢丹　１階正面玄関

（２）「バイ・山の洲」物産展

内　　容  ７月６日（水）～11日（月）　山の洲（４県）特産品の販売

開催場所  静岡伊勢丹　８階催事場



提 供 日 2022/05/25

タイトル 経営革新計画の承認（令和４年４月）

担　　当 経済産業部 商工業局経営支援課

連 絡 先 経営革新班

TEL 054-221-3164

静岡県は、令和４年４月の経営革新計画を33件承認しました。
承認企業の地域別内訳は、東部10件、中部15件、西部８件となっており、市町別
では静岡市が最多で８件となっています。
業種別の内訳は、製造業が最多で18件となっています。

１　令和４年４月の承認件数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

区分 東部 中部 西部 計 当年度計 累計（H11.10～R4.4）
件数 10 15 8 33 33 8052

２　市町別内訳
　　

     
　　 　　　
３　業種別内訳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

区分 製造業 建設業 情報通信業 運輸業 卸売・小売業
件数 18 2 1 0 5
区分 飲食店・宿泊業 医療・福祉 教育学習支援業 サービス業 その他
件数 1 1 0 1 4

　＜参考>　
◆「経営革新計画の承認」とは
　県は、中小企業者等による新規事業への取組で、相当程度の経営の向上が見込める計画に
ついて承認します。承認企業は、制度融資や信用保証の別枠、補助金など主に資金調達に係
る支援策が利用できます。（ただし、利用する支援策ごとに個別審査が別途必要となります。）
◆具体的な経営革新の取組事例を紹介している経営革新事例集（R３版）は、県経営支援課の
ホームページでご覧いただけます。

　　https://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-550/documents/r3jireishu.pdf



提 供 日 2022/05/25

タイトル 福祉事業所と連携した環境にやさしい麦ストロー作り
のための刈り取り作業が行われます！

担　　当 経済産業部 農地局農地計画課

連 絡 先 東部農林事務所農村整備課

TEL 055-920-2165

［当日取材希望］
【ふじのくに美しく品格のある邑】

福祉事業所と連携した環境にやさしい麦ストロー作りのための刈り取り作業が
行われます！

１　要　旨

　県は、高齢化により人手不足が危惧される農村地域と、障害のある方の働く場の創出や工賃の向
上を目指す福祉事業所等との協働を進める「農福連携」に取り組んでいます。

「ふじのくに美しく品格のある邑」に登録されている「いずのやね茅野(伊豆市)」では、令和２年
11月から地域と福祉事業所との連携による麦ストロー作りを進めています。今回は、昨年11月に播
種をした麦の刈り取り作業を行います。
　なお、新型コロナウイルス感染症対策を行った上で開催します。

２　概　要
地域名 いずのやね茅野
日時 令和４年５月30日(月)午前10時～正午

※雨天の場合、６月２日(木)
場所 ファーマーズヒル横の圃場　(対象面積約300平方メートル)

伊豆市湯ヶ島892-66
内容 麦の刈り取り作業
参加者 就労継続支援B型事業所　プラム(伊豆市)　職員と利用者含め8人程度
麦ストローの活用方
法

「トヨタカローラ静岡（株）」（「しずおか農山村サポーター『むらサポ』」企業会
員）が、農山村地域支援の一環として、麦ストローを店内でのドリンクサービス
で使用

当日連絡先 東部農林事務所農村整備課　森技師
３　コロナウイルス対策対応　
　・来場に際しては、「手洗い、マスクの着用」や「受付での手指消毒、検温」等の感染症対策に御
協力願います。
　・発熱又は風邪のような症状のある方は来場を控えていただくようお願いします。

４　紹　介
■ふじのくに美しく品格のある邑
　静岡県では、農業や美しい景観、地域に伝わる文化・伝統などの県民共有の財産でもある地域資
源を保全・活用し、次世代に継承する活動を行う集落等を「美しく品格のある邑（むら）」として登録
し、情報発信や知事顕彰を行っています。令和４年４月末時点で150の地域が登録されています。
■農福連携ワンストップ窓口
　障害者働く幸せ創出センター(静岡市葵区呉服町2-1-5 5風来館4階)内に、農業者・農村地域と
障害のある人をつなぐ農福連携専用の窓口を令和２年６月に設置しました(委託先：NPO法人オー
ルしずおかベストコミュニティ)。県内の東部・中部・西部地区それぞれ一人ずつコーディネーターを
配置し、農村地域と福祉の連携に関する相談受付や連携に向けた調整を行っています。



提 供 日 2022/05/25

タイトル 静岡県青少年指導者級別認定証授与式及び上級取得研
修会を開催します！

担　　当 教育委員会 社会教育課

連 絡 先 青少年指導班

TEL 054-221-3312

         静岡県青少年指導者認定証授与式
         及び上級取得研修会を開催します！

　青少年の健全育成と青少年指導者の確保のため、各地域の青少年指導者を養成す
る事業です。例年、県が定めた所定の養成事業を修了した方に、級位（初級・中
級・上級）を認定しています。
　令和３年度の活動において認定された、中級155名・上級２名の指導者を対象に認
定証を授与します。
　また、第２部では、上級取得にむけた研修会も実施します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　日　時　令和４年５月29日（日）午後１時から４時まで

２　場　所　静岡県庁別館20階　第１会議室ＡＢＣ

３　次　第　第１部「認定証授与式」13：00～13：30
　　　　　　第２部「第１回上級取得研修会」13：45～16：00
　　　　　　・上級取得の方法について
　　　　　　・研修【ネット依存の現状と青少年活動の役割について】
　　　　　　　本県のネット依存対策の取組紹介、グループワーク等　

４　その他　１，２部ともに、オンライン（Zoom）で参加することもできます。
　
　

「有徳の人づくり」を進めています
　　静　岡　県　教　育　委　員　会

    

　　



提 供 日 2022/05/26

タイトル 定期給与２か月ぶりに前年同月を上回る
毎月勤労統計調査地方調査結果（令和４年３月分）

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 商工・経済班

TEL 054-221-2240,2246

令和４年３月分の静岡県の賃金、労働時間、雇用の動きについて調査結果を公表する。
（事業所規模５人以上、調査産業計）

１　賃金
　１人平均月間定期給与（所定内給与＋超過労働給与）は255,558円、名目賃金指数（定
期給与）は101.2で、前年同月比0.7％増と２か月ぶりに前年同月を上回った。

２　労働時間

　１人平均月間所定外労働時間は10.0時間、所定外労働時間指数は107.5で、前年同月
比1.0％増と４か月連続で前年同月を上回った。
　常用労働者の約３割を占める製造業の所定外労働時間は14.1時間、所定外労働時間指
数は123.7で、前年同月比5.4％増と４か月連続で前年同月を上回った。

３　雇用

本月末常用労働者数は1,407,903人、常用雇用指数は100.0で、前年同月比1.0％増と
11か月連続で前年同月を上回った。



なお、パートタイム労働者比率は31.1％で、前年同月差0.6ポイント増と３か月連続で前
年同月を上回った。

＜参考＞　

１　事業所規模30人以上の結果（調査産業計）

(1)定期給与は283,332円で、前年同月比1.4％増と12か月連続で前年同月を上回った。
(2)所定外労働時間は12.2時間で、前年同月比6.4％増と４か月連続で前年同月を上回っ
た。
(3)常用労働者数は840,077人で、前年同月比0.7％増と19か月連続で前年同月を上回っ
た。

２　事業所規模別定期給与、所定外労働時間及び常用労働者数

＜利用上の注意＞
(1)この調査結果の数値は、調査事業所からの報告を基にして、本県の事業所規模５人以上のすべての事

業所に対応するよう復元して算定したものである。
(2)現在の基準年は令和２年であり、指数は「令和２年平均＝100」とする。
(3)対前年（前月）比等の増減率は、原則として指数により行っているため、実数から算定した場合とは必ず

しも一致しない。

詳しくは「統計センターしずおか」（https://toukei.pref.shizuoka.jp/）を御覧くださ
い。



提 供 日 2022/05/26

タイトル 生産・出荷ともに対前月比で上昇
静岡県鉱工業指数（令和４年３月分速報）

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 商工・経済班

TEL 054-221-2240

１　生産指数の動き

　令和４年３月の鉱工業生産指数（季節調整済：平成27年=100）は89.7となり、前
月比は1.0％増と2か月連続して上昇した。
また、前年同月比（原指数）は8.0％減と7か月連続して前年を下回った。

　業種別の前月比（季節調整済指数）では、電気機械、食料品・たばこ、化学等が
上昇する一方、輸送機械、汎用・生産用・業務用機械、情報通信機械等が低下し
た。

２　出荷指数の動き

　令和４年３月の鉱工業出荷指数（季節調整済：平成27年=100）は89.3となり、前
月比は4.2％増と2か月連続して上昇した。
また、前年同月比（原指数）は8.2％減と8か月連続して前年を下回った。

　業種別の前月比（季節調整済指数）では、輸送機械、化学、食料品・たばこ等が
上昇する一方、汎用・生産用・業務用機械、繊維、情報通信機械等が低下した。

３　在庫指数の動き



　令和４年３月の鉱工業在庫指数（季節調整済：平成27年=100）は100.7となり、前
月比は2.5％減と2か月ぶりに低下した。
また、前年同月比（原指数）は0.0％で前年と同じであった。

　業種別の前月比（季節調整済指数）では、化学、家具、電気機械等が上昇する一
方、パルプ・紙・紙加工品、汎用・生産用・業務用機械、食料品・たばこ等が低下
した。

＜参考＞四半期推移及び在庫循環図

在庫循環図



・ 在庫積み増し局面（景気拡大期） 

　　需要が供給より多くなると、生産を拡大し、在庫を積み増して需要に対処する。

・ 在庫積み上がり局面（景気後退初期）

　　供給が需要より多くなってくると、生産の伸びが鈍化し、在庫が適正水準を超え、

　　在庫の積み上がりが起こる。 

・ 在庫調整局面（景気後退期）



　　適正水準を超えた在庫を減らすため、生産を抑え、在庫調整を図る。

・ 意図せざる在庫減局面（景気拡大初期）

　　需要の増加に生産が追いつかず、在庫が減少する。



提 供 日 2022/05/26

タイトル 自動車税納付書の誤送付

担　　当 経営管理部 静岡財務事務所自動車税課

連 絡 先 税務課、静岡財務事務所自動車税課

TEL 税務課 054-221-2850

静岡財務事務所自動車税課 054-286-9130

１　要　旨
　　静岡財務事務所において、納付書（自動車税種別割）の誤送付事案が発生し、納税者

Ａに他の納税者Ｂの個人情報(氏名、課税番号（登録番号)、車台番号、税額)が流出し
た。

２　経　過

　 ５月16日(月) ・納税者Ａ、納税者Ｂから、それぞれ電話で、転居により納税通知書が届
かないため、納付書再送付の依頼あり
・納税者Ａ、納税者Ｂ、それぞれ指定された送付先に納付書を送付

　５月20日(金) ・納税者Ａから電話があり、納税者Ａあてに納税者Ｂの納付書が誤って
送付されたことが判明
・納税者Ａの自宅を訪問し、謝罪の上、誤送付された納付書を回収し、
正しい納付書を交付

　５月23日(月) ・納税者Ｂに電話で謝罪
　（訪問を申し出るも、必要ない旨回答あり）

３　原因
(1)多数の来客や電話対応を迫られる中、本案件の処理が終了する前に次案件の処理に

移ったため、納付書と送付先の確認が不十分になった。
(2)業務多忙の中、ダブルチェックを依頼するにあたりチェック内容の指示が徹底できな

かったため、チェック内容に不備が生じた。

４　再発防止策
(1)多数の来客、受電時における適切な対応方法をルール化する。
(2)電話受付時に依頼内容記録票を作成し、記録票を添付してダブルチェックを依頼する
ことで、誰が受けてもチェックする内容が分かるようにする。



提 供 日 2022/05/26

タイトル ６月から９月は「夏季のVOC対策」重点実施期間です！

担　　当 くらし・環境部 環境局生活環境課

連 絡 先 大気水質班

TEL 054-221-2253

6月から９月は「夏季のVOC対策」重点実施期間です！

　気温が高くなる夏季は、目や喉への刺激等の健康被害をもたらす光化学オキシダントの原因物質
である、揮発性有機化合物(VOC、Volatile Organic Compounds)が蒸発しやすくなります。

このため、６月から９月までを「夏季のVOC対策」重点実施期間として、VOC排出削減に向けた取
組を強化します。

大気汚染は広域に及ぶため、本県では神奈川県、山梨県と連携し取り組んでいきます。

１　重点実施期間
　　令和４年６月１日（水）から９月30日（金）まで

２　取組内容
(1) VOC取扱者へのVOC排出削減の自主的取組の呼び掛け

➀保管容器のこまめなフタ閉めによる作業環境の改善
➁VOC排出を抑える低VOC製品の積極的な選定　等

(2) VOC排出施設
*
に対する立入検査の強化

　＊「塗装、接着、印刷、化学製品製造、工業用洗浄及びVOC貯蔵」関係の６つの施設類型のうち、
VOC排出量の多い施設として大気汚染防止法による規制の対象となる施設。

(3) 光化学オキシダント・PM2.5に関する情報提供
ア　リーフレットの配布

　　　　夏季におけるVOC対策の必要性等についてのリーフレットを作成し、VOC取扱者に
VOC対策の徹底への協力を求めます。リーフレットは、県ホームページに掲載して
います。

　　　　http://www.pref.shizuoka.jp/kankyou/ka-050/kakiniokertaisaku.html
　　　（「静岡県 ＶＯＣ」で検索 ）

イ　ホームページにおける情報提供（通年実施）
　　　　本県の大気常時監視状況、光化学オキシダント注意報の発令やPM2.5に関する濃

度予測情報を提供しています。
https://taikikanshi.pref.shizuoka.jp

　 （「静岡県 大気常時監視」で検索 ）

（揮発性有機化合物(VOC)とは、塗料や印刷インキに使われるトルエン等大気中で気体状となる有機化合物
の総称です。）



提 供 日 2022/05/26

タイトル 富士山静岡空港における国際線の欠航期間の延長

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港振興課

連 絡 先 瀧口、八木

TEL 054-221-3166

富士山静岡空港における国際線の欠航期間の延長

富士山静岡空港において、国際線を運航する航空会社から次のとおり連絡がありま
したので、お知らせします。
　　　　　　　　　　　　　　　

航空会社 路線 運航頻度 期間

北京首都
航空

杭州線
２往復/週
(木・日)

【変更前】
　令和２年２月１日～令和４年５月29日
【変更後】
　 令和 ２ 年 ２ 月 １ 日 ～ 令和 ４ 年 ６ 月30 日

チャイナ
エアライン

台北線
２往復/週
(火・金)

【変更前】
　令和２年３月３日～令和４年６月28日
【変更後】
　 令和 ２ 年 ３ 月 ３ 日 ～ 令和 ４ 年 ７ 月29 日

（参考）
　　　　　　　　　　　　　

航空会社 路線 運航頻度 期間

上海線

寧波線

杭州線

中国東方
航空

南昌線

一時運休
運休期間は、夏ダイヤ中
（令和４年３月27日～

　　　　　　令和４年10月29日）（※）

チェジュ
航空

ソウル線
４往復/週
(月・水・
金・日)

令和２年３月11日～令和４年８月31日

　
　※　夏ダイヤ期間：令和４年３月27日～令和４年10月29日
　※　新型コロナウイルス感染症の状況等により、再開時期を検討



提 供 日 2022/05/26

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点
から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願
いします。

１　本日の新規感染者数（政令市発表分を含む）

※患者詳細公表後に県番号を付番していること、発生届の取り下げがあること等の理由から、感染者数の累計
と県公表番号の値は一致しません。

２　本日の新規感染症患者等について（県内公表166539から166951例目）の概要



○感染者集団（クラスター）
・本日新たに認定したクラスター（１件）

３　コロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（５月26日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数。
※コロナ患者受入病院以外の入院者数は０名です。

４　県内宿泊療養施設の入居状況（５月26日正午現在）

区分 施設数 総客室数
療養者用

客室数（Ａ）
入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 ９施設 1,252室 1,057室 169人 16.0％

５　自宅療養者数、自宅待機者数（５月25日17時時点）
区分 人数（人）

自宅療養者数 7,612
自宅待機者数 9

※自宅待機者数は、療養先が未定の者、療養先は決まっているものの入院又は宿泊療養施
設入居を待っている者の合計。

６　療養終了者数（前日時点の推計値）
　前日までの累計感染者数から、入院者数（前日正午時点）、宿泊療養施設入居者数（前
日正午時点）、自宅療養者数（前日17時時点）、自宅待機者数（前日17時時点）、死亡者数
（前日時点）を除いた人数を療養終了者数とします。

療養終了者数
（５月25日時点）

158,446人

７　新型コロナウイルスワクチンの接種実績（５月25日時点）



８　感染症患者等の概要
感染症患者等の概要については、以下の県ＨＰに掲載します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-tyuumokujouhou.html



提 供 日 2022/05/26

タイトル ５月31日は「世界禁煙デー」街頭キャンペーンを行い
ます！

担　　当 健康福祉部 健康局健康増進課

連 絡 先 地域支援班

TEL 054-221-3263

５月31日は世界禁煙デー
～静岡駅で街頭キャンペーンを行います！～

１　概要
５月31日は、WHO（世界保健機関）が定めた「世界禁煙デー」です。
また、厚生労働省は、世界禁煙デーから始まる１週間（５月31日～６月６日）を

「禁煙週間」と定めています。
令和４年４月１日から成年年齢が引き下げられましたが、喫煙に関する年齢制限

については引き続き20 歳以上とされました。喫煙開始年齢の早さと全死因死亡には
十分な因果関係があることが報告されており、また、受動喫煙により周囲の人にも
健康への悪影響が及びます。
　県では世界禁煙デー、禁煙週間を喫煙の健康への影響について考える機会として
いただくとともに、望まない受動喫煙の防止について協力を呼びかけます。

２　令和４年度禁煙週間のテーマ
「たばこの健康影響を知ろう！～若者への健康影響について～」

３　静岡駅における街頭キャンペーン
日時 令和４年５月31日（火）午前8時から8時30分まで　
場所 静岡駅北口地下広場イベントスペース
主催 静岡県・静岡市・全国健康保険協会静岡支部・しずおか健康いきいきフォーラム

21
内容 世界禁煙デー及び禁煙週間啓発チラシ及び啓発グッズの配布
※令和２年、３年は新型コロナ感染症拡大の影響で中止しており、３年振りの開催
となります。
４　その他の取組
（１）ポスター掲示やのぼり旗の設置
（２）庁舎喫煙場所の閉鎖（賀茂・東部総合庁舎、函南町：5月31日ほか）
（３）ＳＮＳやラジオ等による啓発

※県内における世界禁煙デーの取組は、厚生労働省ホームページ
（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000202210_00009.html）
に掲載されています。





提 供 日 2022/05/26

タイトル 地域で頑張るお店を応援！～令和４年度「地域のお
店」デザイン表彰　応募店募集～

担　　当 経済産業部 商工業局地域産業課

連 絡 先 商業まちづくり班

TEL 054-221-2524

地域で頑張るお店を応援！
～令和４年度「地域のお店」デザイン表彰 応募店募集～

県では、デザインの振興と商業活性化を目的として、「「地域のお店」デザイン
表彰」を実施しており、令和４年度の応募店の募集を開始します。
外観のデザインに加え、おもてなしやＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）など地域

や社会の課題への取組から、魅力と個性に優れたお店を表彰します。
受賞店舗は、県知事賞授与のほか、パンフレットや県ホームページ、特設ウェブ

サイト等にて広くPRします。

１　応募資格
「ふじのくに魅力ある個店」登録店　※未登録店も応募時の登録で申込可能です。

２　応募方法
自薦、他薦（市町・商工団体、消費者）
ふじのくに魅力ある個店ホームページの「県からのお知らせ」から特設ページ（

https://f-koten.jp/news/hyoushou2022.html）にアクセスしフォームにて申込み
※消費者推薦の店舗が受賞した場合は、抽選で推薦者に受賞店セレクト商品等をプレゼ

ントします！

３　応募期間
令和４年６月１日(水）から６月30日（木）まで

４　審査方法
デザイン、まちづくり等の専門家４名から構成される審査委員会において、大賞

（県知事賞）、優秀賞、特別賞の各賞を決定
※特別賞は、老舗賞、事業承継賞、六次産業化賞、地域貢献賞等、特に優れた点を併記

して表彰します。

５　表彰式（予定）
開催日：令和４年12月22日（木）
会　場：浮月楼（静岡市葵区）

６　問合せ先
静岡県 経済産業部 商工業局 地域産業課 商業まちづくり班
〒420-8601　静岡市葵区追手町９番６号
TEL/054-221-2524  FAX/054-221-5002  E-mail/mati@pref.shizuoka.lg.jp

【参考】令和３年度受賞店
大　賞 Tagore Harbor Hostel（Cafe & Bar）（沼津市）
優秀賞 肉匠　さの萬（富士宮市）
特別賞 Cafe&Records Delmonico's（河津町）、SANKAKU STAND（伊豆市）、もくぺれ（静

岡市清水区）





提 供 日 2022/05/26

タイトル シズオカ［ＫＡＧＵ］メッセ２０２２の開催

担　　当 経済産業部 商工業局地域産業課

連 絡 先 地域産業課

TEL 054-221-2522

「シズオカ[ＫＡＧＵ]メッセ２０２２」の開催
～お久しぶりです。ＫＡＧＵメッセです。～

　本県の代表的な地場産業である家具の生産者で構成される静岡県家具工業組合
は、今年の新作家具等を展示する全国規模の見本市「シズオカ[ＫＡＧＵ]メッセ２
０２２」を開催します。
　今回のメッセは、2019年以来３年ぶりの開催となります。

１　主　催　静岡県家具工業組合

２　日　時　＜開　場　式＞６月１日(水)午前８時30分～午前９時

　　　　　　＜業者商談日＞６月１日(水)～３日(金)午前９時～午後５時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※３日は午後４時まで）

　　　　　　＜一般公開日＞６月４日(土)午前10時～午後５時

　　　　　　　　　　　　　６月５日(日)午前10時～午後４時　　　　　　　　　
　　　　

３　会　場　ツインメッセ静岡＜北館＞（静岡市駿河区曲金3丁目1番10号）

４　出展者　静岡県家具工業組合員、関連業者等の38社（団体・組）

５　内　容　 ○シズオカ・カグ・アワード2022
　　　　　  ○デザイン＆クラフト2022
          　○デザイナーズ・サテライト2022

６　入場料　無料（業者商談日には受付にて入場登録）

７　合同開催　「第44回駿河の家具・インテリア展」

　　　　日時　６月４日(土)～５日(日)午前10時～午後５時(５日は午後４時まで)

　　　　会場　ツインメッセ静岡＜北館＞内

　　　　主催　駿河家具生産団体研究会

８　2019年度実績　来場者:7,536人

　　　　　　　　　来場業者:678社　　　　　

９　家具工業組合主催の記者会見

　　　日時　６月１日(水)午前10時30分～

　　　会場　ツインメッセ静岡＜北館＞内　特別商談室

10　問い合わせ先

　　　静岡県家具工業組合　TEL:054-254-7201





提 供 日 2022/05/26

タイトル 静岡県地方議会議長連絡協議会定期総会・政策研修会
の開催

担　　当 議会事務局 政策調査課

連 絡 先 政策調査課

TEL 054-221-2559

静岡県地方議会議長連絡協議会定期総会・政策研修会の開催

１　日　時

　　令和４年５月３１日（火）午後１時４５分から３時４５分まで

２　場　所

　　ホテルグランヒルズ静岡　５階「センチュリールームＢ・Ｃ・Ｄ」

　　静岡市駿河区南町１８-１　電話 （０５４）２８４-０１１１

３　出席者

　　県議会、市町議会の正副議長等　約１２０人

４　来　賓

　　静岡県知事

５　会　議

(1)定期総会　午後１時４５分から２時１０分まで

　議　題

　　・令和３年度事業実績及び歳入歳出決算について

　　・令和４年度事業計画及び歳入歳出予算（案）について

　　・令和５年度以降の事業及び負担金の見直し（案）について

(2)政策研修会　午後２時１５分から３時４５分まで

 （講 演）

　演　題　「カーボンニュートラル実現に向けた地域モデルの開発」

　講　師　(株)中井俊裕カーボンニュートラル研究所 代表取締役社長

　　　　　　国立大学法人 静岡大学客員教授　中井俊裕　氏

○参考

静岡県地方議会議長連絡協議会の概要

(1)設　立　昭和５５年５月２２日

(2)目　的　静岡県内の各地方公共団体の議会の議長や副議長が相互に連携し、

　　　　　　 地方自治の振興を図ることを目的とする。

(3)会　員　県議会及び市町議会の正副議長

(4)役　員　会長:県議会議長　

　　　　　　 副会長:県議会副議長、市議会議長会会長、町村議会議長会会長



提 供 日 2022/05/26

タイトル 高等学校の交通安全教育担当教員を対象とした研修会
の開催

担　　当 教育委員会 健康体育課

連 絡 先 危機管理・安全班

TEL 054-221-3677

高等学校の交通安全教育担当教員を対象とした
「高等学校交通安全教育指導者研修会」を開催します。

１　概　要
　　県内高等学校における交通安全教育指導者の資質の向上を図り、各高等学校及
　び県全体の交通安全教育の充実を図るため標記研修会を開催します。

２　日　時
　　令和４年６月１日（水）午後１時15分から４時30分（受付：12時45分から）

３　会　場
　　静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」
　　11階会議ホール・風（住所：静岡市駿河区東静岡２－３－１）

４　対　象
　　高等学校交通安全担当教員（約120人）　

５　内　容
時　間 内　　容

13:15～13:20 　開会
13:20～13:30 　「県教委健康体育課所管事項説明」
13:30～13:40 　「県くらし交通安全課所管事項説明」

13:40～14:00
　講義「交通事故防止について」
　講師：静岡県警察本部交通部交通企画課

14:00～15:30
　講演「自転車通学指導セミナー」
　講師：自転車ジャーナリスト　遠藤まさ子

15:30～16:20
　ワークショップ・情報交換
　テーマ：各校の交通安全教育の取組・状況

16:20～16:30 　閉会

「有徳の人づくり」を進めています
　　静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2022/05/26

タイトル 令和４年度子ども図書研究室講演会を開催

担　　当 教育委員会 中央図書館企画振興課

連 絡 先 企画振興課企画班

TEL 054-262-1246

子ども図書研究室講演会を開催
～認知科学の専門家が、絵本を通じた言葉の学習を徹底解説！～

静岡県立中央図書館の子ども図書研究室では、毎年講演会を開催しています。
今年は、認知科学の専門家である今井むつみ氏を講師にお迎えし、絵本を読むこ

とが、小学校入学以降の読解力、問題解決力にどのように関わっているのかを、認
知科学のエビデンスをもとに指導していただきます。

１　演題　言葉の発達、思考の発達を助ける絵本読みと読書

２　講師　今井　むつみ 氏（慶應義塾大学環境情報学部教授）
　専門は認知科学、特に認知心理学、発達心理学、言語心理学。特に語彙（レキ
シコン）と語意の心の中の表象と習得・学習のメカニズムを研究する。
　主な著書に『英語独習法』『親子で育てることば力と思考力』など。

３　詳細
（１）日　　時　令和４年７月５日（火曜日）13時から15時まで
（２）場　　所　静岡県立中央図書館　２階講堂　（静岡市駿河区谷田53-１）
（３）対　　象　15歳以上の方（中学生を除く）
（４）参 加 費　無料
（５）定　　員　50人（先着順）
（６）申込方法　※事前申込は必須

ア　来館　総合案内カウンターにて申込
イ　電話　054-262-1246
ウ　ふじのくに電子申請サービス

（７）申込期間　５月26日（木曜日）10時から７月１日（金曜日）17時まで

４　問い合せ先
静岡県立中央図書館企画振興課
電話番号　054-262-1246
メール　　webmaster@tosyokan.pref.shizuoka.jp

５　子ども図書研究室とは
　「子どもと本を結ぶ活動」に関わる方々を支援することを目的とし、平成16年
に、静岡県立中央図書館に開室しました。平成15年以降に刊行された児童書や絵
本のほぼすべてを研究用として収集しています。研究室では、子どもと本を結ぶ
活動に関わる方の専門的知識習得や技術・資質向上のために、毎年、講演会を開
催しています。

「有徳の人づくり」を進めています
静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2022/05/27

タイトル ＤＸの推進について藤枝市長、焼津市長との意見交換
を実施します

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局デジタル戦略課

連 絡 先 デジタル戦略班

TEL 054-221-2915

１　要旨
　令和４年３月に策定した「ふじのくにＤＸ推進計画」の周知拡大等を通じて県内のＤＸを推
進するため、県内市町長との意見交換を行っています。

２　意見交換の概要
　(1) 藤枝市
　　　・日時：令和４年６月３日（金）　１１時から３０分程度
　　　・会場：藤枝市役所東館３階応接室（藤枝市岡井出１－１１－１）
　　　・相手方：市長　ほか　　
　
　(2) 焼津市
　　　・日時：令和４年６月３日（金）　１３時３０分から３０分程度
　　　・会場：焼津市役所本庁舎４階市長室（焼津市本町２－１６－３２）
　　　・相手方：市長　ほか　　　　
　
　(3) 本県の対応者
　　　デジタル戦略担当部長　ほか
　
　(4) 主な内容
　　　・「ふじのくにＤＸ推進計画」の概要
　　　・今後ＤＸを推進していく上での課題及び展望　ほか

３　取材について
　取材に際しては、手洗い、マスクの着用等の新型コロナウイルス感染拡大防止策への御
協力をお願いします。
　発熱又は風邪のような症状がある場合には、御自身の体調を優先し、参加を控えていた
だきますよう併せてお願いします。
　



提 供 日 2022/05/27

タイトル ネパール出身の静岡理工科大学大学院留学生が知事を
表敬訪問

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 地域外交戦略班

TEL 054-221-3254

ネパール出身の静岡理工科大学大学院留学生が

川勝知事を表敬訪問します

（要 旨 ）
　ネパールから、建築を学ぶために静岡理工科大学大学院に留学中の
マハラジャン・ニケス氏が、留学の経緯について記した同国ラリトプ
ル市長の親書を携えて、川勝知事を表敬訪問します。
　なお、同氏の留学を支援する(株)アイワホールディングスの藤井嗣
也会長と、指導教員である静岡理工科大学の丸田誠教授が同席しま
す。

（概 要 ）
１　日時　令和４年５月30日（月）14時00分～14時30分 （30分間）
２　場所　知事室（県庁東館５階）　
３　訪問者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

氏　名 役　職
マハラジャン・ニケス

(MAHARAJAN  NIKESH）
静岡理工科大学大学院生

藤井　嗣也 株式会社アイワホールディングス
代表取締役会長

丸田　誠 静岡理工科大学理工学部
建築学科　学科長／教授

＜参考＞
○ネパール　ラリトプル市長からの親書の概要
・藤井会長から、2015年に発生したネパール大地震を契機として、
　ネパールの建築人材育成のため、ネパールの学生に静岡理工科
　大学で建築を学ばせたいとの申出をいただいた。
・候補者を推薦し、ニケス氏を派遣することを決定した。
・藤井会長の取組は、建築の人材不足が続く中、非常に有益である。



提 供 日 2022/05/27

タイトル ５月27日の大雨等による被害状況【最終報】

担　　当 危機管理部 危機対策課

連 絡 先 危機報道官

TEL 054-221-3594

１　概　況
・東海地方を通過した気圧の谷に向かって、日本のはるか東の高気圧周辺の暖かく湿っ

た空気が流れ込んでいる。また、上空に氷点下12度以下の寒気が流れ込んで空気の
状態が非常に不安定となり、非常に激しい雨が降った。

２　気象情報
（１）現在の気象警報等

情報名称
地
区 対象市町

東
部

富士市（浸水）5/27 9:21発表、11:36解除
富士宮市（浸水）5/27 8:16発表、11:36解除

中
部

静岡市南部（土砂・浸水）9/27 5:46発表、11:36解除
静岡市北部（土砂）9/27 5:46発表、11:36解除
島田市（土砂）9/27 8:05発表、11:36解除
藤枝市（土砂）9/27 8:05発表、11:36解除

大雨警報
（土砂災害・浸
水害）

西
部

浜松市南部（土砂）9/27 5:07発表、9:42解除
浜松市北部（土砂）9/27 5:46発表、9:42解除
湖西市（土砂）9/27 4:47発表、9:42解除

東
部

富士市 5/27 9:21発表、11:36解除
富士宮市 5/27 8:17発表、11:36解除

洪水警報
西
部

浜松市南部 5/27 5:46発表、10:41解除
磐田市 5/27 7:10発表、10:41解除

土砂災害警戒
情報

西
部

浜松市南部 5/27 5:45発表、9:25解除
湖西市 5/27 5:45発表、9:25解除

（２）雨の状況(代表地点:各地区における最大の連続雨量を観測した観測所)
地
区 市　町

観測所
名

連続雨
量

時間最
大雨量 観測期間

県内時間最
大雨量

伊
豆 伊豆市

天城高
原 122mm 22mm

東
部 富士宮 猪之頭 157mm 48mm

中
部 島田市 伊久美 182mm 53mm

西
部 湖西市 本坂 174mm 42mm

5/26   
12時
～

5/27   
12時

67mm
富士宮市人

穴
5/27

9時～10時

３　人的・物的被害の状況
人的被害 　　物的被害（単位：棟数）

死者 住　家 非住家

市　町 うち災
害
関連
死

行方
不明

重
傷

軽
傷 全

壊
半
壊

一
部
損
壊

床
上
浸
水

床
下
浸
水

公
共
建
物

その
他

富士市 1 1
計 1 1

４　避難情報等の発表情報



情報種別 地
区

市　町 対象世
帯数

対象人
数

災害発生情報
（警戒レベル５）

現在発表なし

賀
茂 発表なし 0 0

東
部 発表なし 0 0

中
部 発表なし 0 0

西
部

浜松市（9/27 6:01発表）
　　　（9/27 7:37解除）
湖西市（9/27 6:22発表）
　　　（9/27 9:25解除）

46,788
972

109,658
2,350

計 47,760 112,008

避難指示
（警戒レベル４）

参考：最大時 47,760 112,008
賀
茂 発表なし 0 0

東
部 発表なし 0 0

中
部 発表なし 0 0

西
部 浜松市（9/27 5:53発表） 46,788 109,658

計 46,788 109,658

高齢者等避難
（警戒レベル３）

参考：最大時 46,768 109,658

５　避難所の開設情報
地
区

市　町 箇所数 主な場所 避難世帯
数

避難
者数

賀
茂
東
部
中
部

浜松市 10ヶ所
芳川小学校ほか
（5/27 6:18～7:17開設）
（5/27 7:41～7:50閉鎖）

0 0
西
部

湖西市 57ヶ所
西部地域センターほか
（5/27 6:15開設）
（5/27 9:25閉鎖）

0 0

計 2市町 67ヶ所 0 0
参
考：
最
大
時

2市町 67ヶ所 0 0

６　ライフライン等の概況
種　別 状　況

（１）停　電 復旧済み
（２）通　信 異常なし
（３）断　水 なし

新幹線、東海道本線、身延線：遅延



（４）鉄　道 天竜浜名湖鉄道：一部運休
大井川鐵道：バス代行運転

（５）その他
航空機・船

舶等

駿河湾フェリー：第１便運休
神新汽船：一部欠航

（６）高速道路 なし
（７）国道・県道 ２路線２区間：全面通行止め

【参考資料】
１　風及び河川等の状況
（１）風の状況

種　別 観測地点 風速(観測日時)
最大瞬間風速 静岡空港 21.1m/s （27日7時14分）
最大風速 石廊崎 15.1m/s （27日9時35分）

（２）気象警報等の発表状況（静岡地方気象台の発表と同じ順番で掲載）

地域

大
雨
警
報

洪
水
警
報

暴
風
警
報

土
砂
災
害
警
戒
情
報

地域
大雨
警報

洪水
警報

暴風
警報

土砂
災害
警戒
情報

静岡市南部 ー 沼津市

島田市 ー 三島市

焼津市 御殿場市

藤枝市 ー 裾野市

牧之原市 清水町

吉田町 長泉町

静岡市北部 ー 小山町

中
部

東
部



川根本町 富士宮市 ー ー

熱海市 富士市 ー ー

伊東市 浜松市北部 ー

伊豆市 浜松市南部 ー ー ー

伊豆の国市 磐田市 ー

函南町 掛川市

下田市 袋井市

東伊豆町 湖西市 ー ー

河津町 御前崎市

南伊豆町 菊川市

松崎町

西
部

森町

伊
豆

西伊豆町

（●：発表中（再発表含む）、－：解除　、空欄：発表なし）

２　ライフライン等の状況
（１）停　電



管轄 地区 発生時刻 戸数・件
数

備　考

東京電力 富士市 5/27 8:37 17,150戸 復旧済み
島田市・藤枝市 5/27 6:54 640戸 復旧済み

中部電力
牧之原市・吉田町 5/27 7:04 330戸 復旧済み

（２）鉄　道
路線名 区間 現在の状況

東海道新幹線 静岡～三島 停電、雨規制、飛来物の影響で遅延
東海道本線 熱海～豊橋 雨規制で遅延
身延線 身延～富士 雨規制で遅延

天竜浜名湖鉄道
天竜二俣～新所
原 一部運休

大井川鐵道 家山～千頭 バス代行運転
　
（３）その他公共交通（航空機・船舶）

種別 社名・区間 現在の状況

駿河湾フェリー 第１便運休
船　舶

神新汽船 一部欠航

（４）国道・県道の全面通行止の状況
管理
者 路　線 区　間 原

因 規 制 状 況

県 国道473号 島田市居林～福用 土砂
流出

27日 7:38 全面通行止め

県 県道
大河内森線

森町大河内～亀久保 雨量 27日 7:25 全面通行止め
⇒27日 11:10 解除

県 県道
富士川身延線

富士宮市尾崎～山梨県境 雨量 27日 8:50 全面通行止め
⇒27日 11:45 解除

県
静岡
市

国道362号 葵区久能尾～川根本町富
士城

雨
量

27日 8:00 全面通行止め
⇒27日 11:20 解除

県
静岡
市

県道
藤枝黒俣線

葵区久能尾～藤枝市市之瀬 雨量 27日 8:00 全面通行止め
⇒27日 11:45 解除

静岡
市

県道
南アルプス公
園線

葵区笠張～大間 雨量 27日 7:40 全面通行止め
⇒27日 11:20 解除

静岡
市

県道
南アルプス公
園線

葵区大間～八幡 雨量 27日 7:40 全面通行止め

浜松
市

国道152号 天竜区龍山町～
龍山町大嶺260-4

雨量 27日 7:30 全面通行止め
⇒27日  9:10 解除

浜松
市

国道362号 天竜区春野町小石間～川上 雨量 27日 6:50 全面通行止め
⇒27日 10:30 解除

浜松
市

水窪森線 天竜区春野町牧野～静修 雨量 27日 6:40 全面通行止め
⇒27日  9:00 解除

３　配備体制
（１）県

所　属 配備体制 所　属 配備体制
賀茂地域局危機管理

部
情報収集体制

東部地域局 情報収集体制
中部地域局 情報収集体制交通基盤

部
第１次事前配備体制

西部地域局 情報収集体制



（２）市　町

地域・市町
現在の体制

（ピーク時の体制）
地域・市町

現在の体制
（ピーク時の体制）

下田市 静岡市 情報収集体制
（情報収集体制）

東伊豆町 島田市 廃止
（情報収集体制）

河津町 焼津市

南伊豆町 藤枝市 廃止
（情報収集体制）

松崎町 牧之原市

賀
茂

西伊豆町 吉田町

沼津市

中
部

川根本町

熱海市 浜松市 廃止
（情報収集体制）

三島市 磐田市 廃止
（情報収集体制）

富士宮市 廃止
（情報収集体制）

掛川市

伊東市 袋井市

富士市 廃止
（情報収集体制）

湖西市 廃止
（災害対策本部）

御殿場市 御前崎市

裾野市 菊川市

伊豆市

西
部

森町

伊豆の国市

函南町

清水町

長泉町

東
部

小山町



提 供 日 2022/05/27

タイトル 本県の新型コロナウイルスの感染状況に係る国評価レ
ベル（5/27）

担　　当 危機管理部 危機報道官

連 絡 先 危機報道官

TEL 054-221-2316

5月27日（金）現在
本県の新型コロナウイルスの感染状況や医療ひっ迫状況等は

国評価レベル２（警戒を強化すべきレベル）です

 本県では、大型連休中の交流の増加などにより感染者が急増し、その後は緩やかな減小
傾向にあるものの、現在も感染者数が多い状況が続いています。
 年代別の感染者の割合では、引き続き４０歳代以下が全体の８割以上を占め、感染者数は、
ワクチン接種率が高い年代ほど低い傾向となっています。
 注意すべき点は、高齢者が感染した場合の重症化するリスクと、若い世代でも咳や頭痛、
倦怠感等の後遺症が長く続く傾向があることです。
 ３回目接種が可能な方は、できる限り早期に接種されるようお願いします。また、本県では
４回目接種も始まっていますので、３回目接種から５ヶ月以上経過している方はご検討くだ
さい。
 市中にウイルスがまん延し、どこでも感染する可能性がある状況です。県民の皆様には、気
を緩めず、会話時の不織布マスクの着用、密の回避やこまめな換気など、引き続き、基本的
な感染防止対策の徹底をお願いします。
 なお、夏季を迎え、マスクの着用による熱中症リスクへの懸念等がありますので、マスクの
着脱の場面についてご注意ください。

県民・事業者の皆様へのお願い

（県民の皆様へのお願い）
○感染リスクの高い場所への外出や、感染リスクの高い行動は極力控えるようお願いしま

す。特に高齢者や基礎疾患のある方、これらの方と日常的に接している方は慎重に行動
するようお願いします。

○飲食を伴う会合は、なるべく、少人数で短時間とし、食べる時は会話をせず、会話する時
は必ず不織布マスクを着用するようお願いします。また、大声やマスク非着用の歌唱は
避けてください。

○飲食店や宿泊施設を利用する場合は、「ふじのくに安全・安心認証」など、感染防止対
策が徹底されている店舗・施設を御利用ください。

○マスクの着用については、「屋外では、近くで会話をしなければマスクは不要」、「就学
前の子どもは、マスクは原則不要」です。この際、本人の意に反してマスクの着脱を無理
強いすることはやめましょう。

○お住まいの市町から接種券が届きましたら、ワクチンの接種の検討をお願いします。
３回目のワクチン接種率が高い年代は感染者数が少ないほか、高齢者の重症化率が低
下するなど、接種効果が認められます。特に、40歳代以下の若い世代でも、感染後、咳
や頭痛、倦怠感、集中力の低下などの後遺症が長く続く傾向があります。接種が可能な
方は、早期の検討をお願いします。

（事業者の皆様等へのお願い）
〇事業者の皆様は、業種別ガイドラインや「ふじのくに安全・安心認証制度（飲食店・宿泊

施設）」に則った感染防止対策の徹底、換気や座席間の距離の確保など感染しにくい
環境を確保してください。

○事業者の皆様は、職場における基本的な感染防止対策の徹底、特に「居場所の切り替
わり」での感染防止対策や、在宅勤務、時差通勤など、人との接触を低減する取組など
の感染防止対策を推進してください。

○学校や保育所等では、感染防止対策の徹底、感染リスクの高い行動を回避するととも
に、職員や児童・生徒等に何らかの風邪症状がある場合については、かかりつけ医又
は発熱等診療医療機関への速やかな受診を勧奨するように御協力願います。

○福祉施設等の事業者の皆様は、市町から配布された抗原定性簡易キットを活用し、陽
性者の早期発見に御協力願います。



　　◎詳細は、静岡県のＨＰを御覧ください。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-keikailevel.html



提 供 日 2022/05/27

タイトル 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の
発生

担　　当 経営管理部 行政経営局人事課

連 絡 先 人事班

TEL 054-221-2016

静岡県職員の新型コロナウイルス感染状況（令和４年５月２７日）

所属 勤務地 発症日 陽性確認日 濃厚接触者

１ くらし・環境部 本庁 令和４年５月22日 令和４年５月26日 なし

２ 危機管理部 本庁 令和４年５月24日 令和４年５月26日 同居家族

※職員は発症後、勤務を行っておらず、保健所の指示に従い療養中
※勤務中はマスクを着用し、職場内の消毒等感染対策を行っており、業務に影響な
し



提 供 日 2022/05/27

タイトル ～水を大切に～　県内の小学校で「水の出前教室」を
実施します！

担　　当 くらし・環境部 環境局水資源課

連 絡 先 水資源課

TEL 054-221-2256

～水を大切に～　県内の小学校で「水の出前教室」を実施します！

　県では、未来を担うこどもたちに、水資源の大切さや水質保全についての意識を
高めてもらうため、「水の出前教室」を実施しています。
　今年度も県職員が小学校に出向き、簡単な実験を取り入れた授業を６月から行い
ます。

１　実施予定
○期　間：令和４年６月１日(水)から10月13日(木)（土日祝日を除く。）
○実施校：99校（218時限、6,158人) 　
○対  象：小学４年生

２　直近５ヵ年の実施状況（事業開始：平成10年度）

年度 参加校数 時限数 参加児童数

平成29年度 79校 160 4,721人

平成30年度 96校 185 5,314人

令和元年度 77校 143 3,772人

令和２年度 64校 140 3,870人

令和３年度 87校 190 5,533人

３　授業内容
○水の循環の話：水はどこから流れて来て、どこへ流れていくのかな？
○実験その１：１分間で水道からどれだけ水が出るのかな？〔節水について〕
○実験その２：米のとぎ汁の中で魚は生きられるかな？〔水を汚さないために〕
○蛇口をひねると水が出るのは当たり前？〔まとめ　水を大切にしよう〕

４　その他
○取材を行う場合には、学校に取材可否の確認を行うため、取材日３日前の正午ま
でに(閉庁日を除く。)水資源課に御連絡をお願いします。
○本教室は、水資源課職員のほか、賀茂、東部、中部、西部の各健康福祉センター
職員が講師となって実施しています。

※参考
対象校　政令市を除く公立小学校　313校



提 供 日 2022/05/27

タイトル リニア中央新幹線静岡工区有識者会議の開催計画につ
いて

担　　当 くらし・環境部 参事（南アルプス自然保護担当）

連 絡 先 宮崎

TEL 054-221-2901

リニア中央新幹線静岡工区有識者会議の開催計画について

　令和４年１月26日付けで、静岡県中央新幹線対策本部長より国土交
通省鉄道局長に対し、生物多様性の問題についての今後の有識者会議
の開催計画を示したうえで、ＪＲ東海に対し、生物多様性についての
検討を早急に進めるよう、御指導をお願いしたところでありますが、
それに対し、本日、国土交通省鉄道局長より回答がありました。

＜回答の概要＞

１　開催時期
　　有識者会議は、現時点において、６月上旬の開催を予定

２　予定する議論の内容
　　ＪＲ東海の環境保全に関する取組に対して科学的・客観的な観点
　から議論を行い、ＪＲ東海に対して指導・助言等を行う。
　　なお、具体的な議論の内容や進め方は、有識者会議の委員より意
　見を頂くことを予定



提 供 日 2022/05/27

タイトル 「パラスポーツの聖地」を目指して　第１回静岡県パ
ラスポーツ推進協議会を開催します

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ振興課

連 絡 先 生涯スポーツ班

TEL 054-221-3284

「パラスポーツの聖地」を目指して
第１回静岡県パラスポーツ推進協議会を開催します

　令和４年４月12日（火）に公益財団法人静岡県障害者スポーツ協会から、障害者
スポーツの裾野拡大等を求める要望書が知事宛てに提出されました。
　県としても、静岡県スポーツ推進計画に位置付ける「障害の有無にかかわらない
スポーツ振興」の更なる推進のために、静岡県パラスポーツ推進協議会を設置し、
具体的な推進策を検討します。
  この協議会の第１回会議を開催します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　日  時　  令和４年５月31日（火）15時00分～16時30分
２　場  所　  県庁別館９階特別第２会議室（ＷＥＢ会議を併用）　
３　委員等                                             　　　  　 

区分 氏　名 所　属
第１回 ※
会議出席

議　長 中西　勝則 公益財団法人静岡県障害者スポーツ協会理事長 出席
委　員 大胡田　茂夫 静岡県障害者スポーツ指導者協議会会長 出席

委　員 大石　義秀
公益社団法人静岡県理学療法士会会長
（代理　常務理事　小林　敦郎）

代理出席

委　員 山本　篤 静岡県障害者スポーツ応援隊(（陸上競技）  (６参照） 欠席
委　員 若山　英史 静岡県障害者スポーツ応援隊（車いすラグビー） 出席
委　員 佐藤　圭太 静岡県障害者スポーツ応援隊（陸上競技） 欠席
委　員 杉浦　佳子 静岡県障害者スポーツ応援隊（自転車競技） 出席(WEB)

委　員 石川　惠一朗 公益財団法人静岡県スポーツ協会専務理事 出席
委　員 鈴木　学 静岡県スポーツ・文化観光部理事兼スポーツ局長 出席

アドバイザー 河合　純一
公益財団法人日本パラスポーツ協会
日本パラリンピック委員会委員長

出席

アドバイザー 佐々木　邦彦 スポーツ庁健康スポーツ課障害者スポーツ振興室長  出席

アドバイザー 相澤　純也 一般社団法人日本スポーツ理学療法学会理事長
（順天堂大学保健医療学部理学療法学科 先任准教授)

出席(WEB)

※５月27日（金）現在の状況です。都合により、当日欠席等になる可能性があります。
　
４　内   容
　　 協議会では、次の点について具体的な推進策を検討し、報告にまとめます。

項　　目 検討の方向性

障害者スポーツの
裾野拡大

○障害者スポーツの情報発信の強化
○障害のある人とない人が一緒にスポーツに参加する機会の拡大

パラアスリートの
発掘・育成・支援

○医療・リハビリ機関との連携強化
○競技用具やサポート人材への支援

ハード・ソフト機能
の検討

○施設管理者の障害者スポーツに関する理解の促進
○パラアスリート等の意見を踏まえた施設等の整備・改修



５　スケジュール
 

６ 静岡県障害者スポーツ応援隊
　　障害者スポーツの魅力を発信し、障害者スポーツの普及・振興を図るとともに、
障害のある方に対する理解を深め、障害の有無によって分け隔てられることのな
い共生社会の実現を目指すことを目的に、2016年のリオデジャネイロパラリンピック
に出場された本県ゆかりの12名のパラアスリートで結成しました。
　2021年度には、東京2020パラリンピック競技大会に出場された８名のパラアスリー
トを新たに応援隊に任命し、応援隊のメンバーは合計20名となっています。



提 供 日 2022/05/27

タイトル 令和４年度医学修学研修資金の第二次募集を開始しま
す！

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 医師確保班

TEL 054-221-2868

 静岡県では、将来、医師として本県の地域医療に貢献するこころざしを持つ医学部生等
を支援するため、平成19年度から「医学修学研修資金」貸与事業を実施しています。
 これまでに1,410人の方が貸与を受け、627人の医師が県内で活躍中です。
 第一次募集後、募集定員まで若干名の余裕があることから、第二次募集を開始いたしま
す。

＜募集概要＞
区分 内容

募集期間 令和４年５月27日（金）から令和４年７月29日（金）まで
募集人数 若干名
貸与金額 月額20万円（６年間貸与の場合：総額1,440万円）

応募資格

将来、医師として県が個別に指定する静岡県内の公的医療機関等に勤務する意
思のある以下の方
・医学部生（原則１年生）
・大学院在学中の医師（原則１年生）
・産科、小児科、麻酔科の専攻医
※出身地は県内外を問いません。
【医学部又は大学院在学中の医師】
卒業までの正規の修業年限（医学部生６年間、大学院在学中の医師４年間）
※途中学年での継続辞退不可貸与期間
【専攻医（産科、小児科、麻酔科】
３年間

返還免除
県が個別に指定する公的医療機関等で、修学研修資金の貸与期間の１.５倍の
期間を医師として勤務することなどにより、貸与した資金全額の返還を免除

選考方法 書類審査及び面接

 ↓ 詳細 は 、 ふじのくに 地域医療 センターHP へ ↓



提 供 日 2022/05/27

タイトル 掛川市に設置している宿泊療養施設の終了

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 機動第１班

TEL 054-221-2402

１　要　旨
　　県では、新型コロナウイルス感染症患者のうち無症状者や軽症者が療養するた

めの宿泊療養施設を県内９施設で運営していますが、うち令和３年７月12日から
掛川市に設置している１施設について、６月末の契約期間満了をもって療養施設
としての運用を終了します。
　これに伴い、県内の宿泊療養施設は、８施設958室となります。

２　運用を終了する施設名
　　東横イン掛川駅新幹線南口（掛川市亀の甲１－４－17）
　　療養客室数　99室

３　新規療養者の最終受入日
　　令和４年５月31日（火）

４　契約終了日
　　令和４年６月30日（木）

５　今後の対応について
　・６月以降、中東遠医療圏在住の宿泊療養者は、以下の施設で対応します。

　リッチモンドホテル浜松（浜松市中区元城町）
　トヨタ自動車グローバル研修所（浜松市北区三ヶ日町都筑）
　カンデオホテルズ静岡島田（島田市井口）

　・契約終了の際は、全館消毒の上施設を返還します。また、将来的にも宿泊療
養施設として協力いただけるよう、協定の締結等を調整中です。



発 表 日 2022/05/27

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点
から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願
いします。

１　本日の新規感染者数（政令市発表分を含む）

※患者詳細公表後に県番号を付番していること、発生届の取り下げがあること等の理由から、感染者数の累計
と県公表番号の値は一致しません。

２　本日の新規感染症患者等について（県内公表167316から167703例目）の概要



○感染者集団（クラスター）
・本日新たに認定したクラスター（２件）

３　コロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（５月27日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数。
※コロナ患者受入病院以外の入院者数は０名です。

４　県内宿泊療養施設の入居状況（５月27日正午現在）

区分 施設数 総客室数
療養者用

客室数（Ａ）
入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 ９施設 1,252室 1,057室 163人 15.4％

５　自宅療養者数、自宅待機者数（５月26日17時時点）
区分 人数（人）

自宅療養者数 7,196
自宅待機者数 17

※自宅待機者数は、療養先が未定の者、療養先は決まっているものの入院又は宿泊療養施
設入居を待っている者の合計。

６　療養終了者数（前日時点の推計値）
　前日までの累計感染者数から、入院者数（前日正午時点）、宿泊療養施設入居者数（前
日正午時点）、自宅療養者数（前日17時時点）、自宅待機者数（前日17時時点）、死亡者数
（前日時点）を除いた人数を療養終了者数とします。

療養終了者数
（５月26日時点）

159,632人



７　新型コロナウイルスワクチンの接種実績（５月26日時点）

８　ワクチン接種回数別陽性者数（政令市発表分を除く）【５月20日から５月26日の合計】

※ワクチン接種回数が不明・調査中の者を除く
※接種対象外は５歳未満

５～11歳のワクチン接種回数別陽性者数【５月20日から５月26日の合計】（上記の内数）

９　変異株PCR検査について
　本県で、５月20日（金）から５月26日（木）までに、L452R変異株PCR検査により判明した変
異株陰性（オミクロン株の可能性が高い）者の数は、104名でした。（政令市含む全県分）
＜L452R変異株PCR検査の実施状況（政令市含む全県分）＞※判明日で計上



10　変異株ゲノム解析結果について（政令市除く）
　５月上旬から中旬に発症し、L452R変異株PCR検査を実施した方について、国立遺伝学
研究所（三島市）において実施したゲノム解析の結果は、以下のとおりです。
（結果判明日：５月26日（木））
＜変異株の件数＞

11　本県の変異株の判明状況（５月26日時点）

※県：国立遺伝学研究所及び国立感染症研究所でゲノム解析を実施
　静岡市：国立感染症研究所でゲノム解析を実施
　浜松市：浜松市保健環境研究所でゲノム解析を実施

12　本県の変異株（BA.２株）の判明状況（５月26日時点）



13　無料検査の実施状況
　12月24日から、ワクチン・検査パッケージを利用するための無料検査を実施し、さらに
12月28日から、感染不安を感じる県内在住の方を対象に、感染拡大傾向時の一般無料検
査を実施しています。
　一般無料検査をご利用できる方は、静岡県内にお住まいで、発熱等の症状がなく、新型
コロナの感染に不安を感じる方です。
　毎週金曜日に、前週までの実績数を集計して、公表します。

＜無料検査実績＞（単位：件）

＜実施箇所数＞
　５月27日現在：369箇所（薬局346箇所、衛生検査所７箇所、医療機関16箇所）

14　感染症患者等の概要
感染症患者等の概要については、以下の県ＨＰに掲載します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-tyuumokujouhou.html



提 供 日 2022/05/27

タイトル 臨時森の力再生事業評価委員会を開催します

担　　当 経済産業部 政策管理局産業政策課

連 絡 先 産業政策班

TEL 054-221-2635

１　要旨
　「森林（もり）づくり県民税」を財源とした「森の力再生事業」の効果を検証・
評価する「静岡県森の力再生事業評価委員会」を臨時開催します。

２　評価委員会の概要
（１）開催日時：令和４年５月30日（月）午後１時30分～午後３時
（２）開催場所：静岡県庁別館７階第１会議室（静岡市葵区追手町９-６）
（３）議事内容：森の力再生事業について

３　委員（敬称略）
常葉大学大学院環境防災研究科准教授 浅見　佳世
一般社団法人静岡県環境資源協会事務局長 井上　隆夫
きむら工房代表 木村　美穂
静岡県中小企業団体中央会 倉田　明紀
静岡大学教育学部教授 小南　陽亮
一般財団法人静岡経済研究所常務理事 恒友　仁
一般社団法人静岡県法人会連合会 豊田　和子
静岡大学農学部准教授 楢本　正明
静岡県消費者団体連盟 波多野　初枝
静岡県弁護士会 原田　健一

４　委員会の公開
（１） 委員会 は 非公開 としますが 、 冒頭挨拶 （ 議事開始前 ） まで 傍聴及 び 撮影可能
　　　 です 。（傍聴定員10人（多数の場合は抽選））
　　　* マスコミ 取材 について 、 委員会終了後 、 囲 み 取材 に 応 じます 。

（２）傍聴手続　傍聴希望者は、午後１時25分までに会場にお越しください。
　　*来場に際しては、「手洗い、マスクの着用」や「受付での手指消毒、検温」等
　　 の感染防止対策に御協力願います。
　　 発熱又は風邪のような症状のある方は来場を控えていただくようお願いしま
     す。



提 供 日 2022/05/27

タイトル ＭａＯＩ海洋微生物ライブラリーの事業化　成果第２
号「サワーエール」販売開始

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進課

TEL 054-221-3643

ＭａＯＩ海洋微生物ライブラリーの事業化　成果第２号 「 サワーエール 」 販売開始

　県が推進する「マリンオープンイノベーションプロジェクト（ＭａＯＩプロジェ
クト）」において管理・運営する「海洋微生物ライブラリー」に登録されている乳
酸菌と酵母を活用したサワーエールが５月29日（日）から販売開始となります。
　本ライブラリーを活用した商品の正式販売は本製品が第２号となります。
　今後も、本プロジェクトの推進機関である一般財団法人マリンオープンイノベー
ション機構（ＭａＯＩ機構）と県公設試験研究機関が連携し、海洋由来の微生物を
活用した食品開発を推進していきます。

○ 製品概要

 製 品 名  Deep sea Sour

 製造販売  RePuBrew合同会社（沼津市）

 開　　発
 静岡県工業技術研究所
　 沼津工業技術支援センター
 RePuBrew合同会社

 製品概要
 深海魚由来の乳酸菌とシラス由来の酵母
とを組み合わせて使用した、酸味が特徴的
なクラフトビール

 価　　格  500mL缶　920円/本（税込）

 販売方法
 500mL缶にて全国の酒販店及び飲食店等に
販売

○ ＭａＯＩ海洋微生物ライブラリーについて
　海洋由来の有用微生物に関する菌株情報を集積したデータベース。
　菌株の分譲申請も可能。（令和４年４月時点：784株登録）
　https://bishop-i.jp
○ ＭａＯＩプロジェクトについて
　一般財団法人マリンオープンイノベーション機構
 （ＭａＯＩプロジェクト推進機関）HP　https://maoi-i.jp

（問い合わせ先）
　１　ＭａＯＩプロジェクトについて
　　静岡県経済産業部産業革新局産業イノベーション推進課
　　電話：054-221-3643
　２　乳酸菌及び酵母について
　　静岡県工業技術研究所沼津工業技術支援センター
　　電話：055-925-1101
　３　製品について
　　RePuBrew合同会社（沼津市大手町2-1-1ポルト沼津地下１階）
　　電話：055-939-8877



提 供 日 2022/05/27

タイトル 静岡県ジョブコーチ養成研修2022の募集

担　　当 経済産業部 就業支援局労働雇用政策課

連 絡 先 就業支援班

TEL 054-221-2811

静岡県ジョブコーチ養成研修2022の募集について
～障害のある人の就労と雇用を支援するための研修受講者募集～

　静岡県では、障害のある人の職場適応と職場定着をサポートするための専門的な
知識と技能を学ぶ「静岡県ジョブコーチ養成研修」の受講者を募集しています。
　静岡県ジョブコーチとして活動したい方をはじめ、企業で障害者雇用を担当して
いる方や障害者施設で就労支援を担当している方で専門的な知識を学びたい方も対
象としております。

※静岡県ジョブコーチとは
　静岡県は、2001年に全国に先駆けて独自のジョブコーチ制度を立ち上げ、現在、
県内７拠点60余名が活動しています。障害のある人が仕事を覚え、職場になじめる
よう、一定期間職場に出向き、企業と障害のある人の双方を支援しています。

１　日程　(第１回、第２回どちらかの受講となり、研修内容は、第１回、第２回と
も同じ内容となります。)
 【第１回】　６/27(月)、28日(火)、30日(木)、７/１(金)、４日(月)　計５日間
 【第２回】　７/26(火)、27日(水)、29日(金)、８/１日(月)、２日(火)　計５日間

２　開催方法　オンライン(Zoomを利用)　※５日目のみオンライン、または会場(男
女共同参画センターあざれあ大会議室)との同時開催予定

３　募集期間　【第１回】　５/20(金)～６月８日(水)
　　　　　　　【第２回】　５/20(金)～６月30日(木)
４　募集人数　各回60名(各回とも応募者多数の場合は抽選)

５　対象者　
　・静岡県ジョブコーチとして活動したい方(全講座受講必須)
　・企業等で障害のある人の労務・現場管理等を行っている方(一部のみ受講も可)
　・障害者福祉施設で障害のある人の就労支援を行っている方(一部のみ受講も可)

６　受講料　無料(但し資料代として2,500円)

７　その他
　・研修内容等の詳細は、受託者のホームページやチラシで御確認ください。
　　受託者ホームページ　認定ＮＰＯ法人　浜松ＮＰＯネットワークセンター
　　https://www.n-pocket.jp/challenged/jobcoach/training/training2022
　　　　　　　
　　 ※ 上記 ホームページやチラシ 記載 の ＱＲ コードから Ｗｅｂ 申込 となります 。

８　問合せ先　
　　(受託者)認定ＮＰＯ法人浜松ＮＰＯネットワークセンター
　　　　　　TEL・FAX　053－445－3717　Eメール　jobcoach@n-pocket.jp



提 供 日 2022/05/27

タイトル 2021年の都道府県別企業立地件数で全国第４位

担　　当 経済産業部 商工業局企業立地推進課

連 絡 先

TEL 054-221ｰ3262

　５月27日発表の経済産業省「2021年（１月～12月）工場立地動向調査結果」によると、
本県の製造業等の立地動向は、立地件数、立地面積ともに全国第４位であった。
　全国的にコロナ禍の影響により立地件数が減少しているが、その中において本県は、
22年連続で全国５位以内を維持している。引き続き、県と市町が連携し、本県の立地環境
や支援策を積極的にPRして企業誘致に取り組んでいく。

※ 対象業種:製造業、電気業、ガス業、熱供給業
※ 調査対象:工場・研究所を建設する目的で1,000平方メートル以上の用地を取得した事

業者
　　　
１　静岡県の状況
（１）概況

項目 2020 2021 対前年比 全国順位
立地件数 54件（３位） 49件 -9.3% 第４位
立地面積 64ha（５位） 72ha ＋12.5% 第４位

（２）県内工業地区・業種別の立地件数（単位：件）

業種 東駿河湾
（伊豆を含む）

静清・大井
川 中遠 西遠 計

輸送用機械器具製造業 0 1 3 6 10
食料品製造業 2 3 1 1 7
金属製品製造業 1 1 1 4 7
飲料・たばこ・飼料製造業 1 0 2 1 4
生産用機械器具製造業 1 1 0 1 3

製
造
業

その他（12業種） 6 4 4 4 18
計 11 10 11 17 49

２　全国の状況
項目 2020 2021 対前年比

立地件数 831件 858件 ＋3.2%
立地面積 1,155ha 1,283ha ＋11.1%

＜参考＞　過去５年間の推移
件数 面積（ha）

年
全国 静岡県 全国順位 全国 静岡県 全国順位

2016年 1,026 74 第１位 1,297 57 第６位
2017年 1,035 97 第１位 1,484 97 第３位
2018年 1,142 67 第４位 1,320 62 第５位
2019年 1,023 78 第２位 1,291 96 第２位
2020年 831 54 第３位 1,155 64 第５位



提 供 日 2022/05/27

タイトル 野生イノシシの豚熱（ＣＳＦ）遺伝子検査結果
（5/20～5/26)結果判明分

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 野生イノシシ対策班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱（ＣＳＦ）の防疫対策に関する情報（第391報）

＜野生イノシシのＣＳＦ遺伝子検査結果（5/20～5/26結果判明分）＞

  静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシのＣＳＦ検査を実施し

ています。

　新たに検査結果が判明した野生イノシシの検査状況は、下表の37頭です。

　なお、今回は陽性事例はありませんでした。

　平成30年９月以降、6,909頭（死亡347頭、捕獲6,562頭）の検査を実施し、382頭

の陽性（死亡155頭、捕獲227頭）を確認しています。

＜次ページへ続く＞



　※ 過去の検査実施個体の情報は、静岡県ＨＰに掲載しています。
   　http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-370/hpai/csf_index.html



提 供 日 2022/05/27

タイトル 不発弾処理に伴う周辺道路の通行止めのお知らせ

担　　当 交通基盤部 道路局道路保全課

連 絡 先 防災安全班

TEL 054-221-3024

不発弾処理に伴う周辺道路の通行止めのお知らせ

～周辺道路の混雑が予想されます・出控えや迂回にご協力をお願いします～

１　内容

令和４年４月12日に磐田市小立野地内で発見された不発弾の処理に伴い、 令和

 ４ 年 ６ 月26 日 に 、 国道 １ 号 「 新天竜川橋 」、 県道磐田細江線 「 天竜川橋 」 等 で 通

 行規制が行われます。

なお、通行規制期間中は現地の案内看板や交通誘導員により誘導を行います。

　◆規制区間

　　○国道1号 森岡IC～北島交差点（新天竜川橋含む）

　 　（静岡県磐田市森岡～静岡県浜松市東区北島町）

　　○県道磐田細江線（天竜川橋含む）・県道磐田袋井線・県道豊田竜洋線

　　○警戒区域（避難対象区域）周辺

　◆規制日時

　　令和４年６月26日（日）午前８時～作業完了まで（小雨決行）

　　　※（予備日）令和４年７月３日（日）

　　　※延期の際は、磐田市HPでお知らせします。

２　規制の範囲　「別紙」を参照願います。

３　参考　　　　別途、「別紙」が以下に提供されています。

　　　　　　　　　磐田市メディアセンター、湖西市記者クラブ、

　　　　　　　　　浜松市政記者クラブ、掛川記者クラブ、島田記者クラブ、

　　　　　　　　　藤枝市記者クラブ、静岡市政記者クラブ、豊橋市政記者クラブ

 問い合わせ先

（不発弾の処理に関すること）

 　磐田市不発弾処理対策本部事務局（危機管理課）　電話　0538-37-2114

（交通規制に関すること）

 　静岡県交通基盤部道路局道路保全課　　　　　　　電話　054-221-3024

 　静岡県袋井土木事務所維持管理課　　　　　　　　電話　0538-42-3217



提 供 日 2022/05/28

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点
から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願
いします。

１　本日の新規感染者数（政令市発表分を含む）

※患者詳細公表後に県番号を付番していること、発生届の取り下げがあること等の理由から、感染者数の累計
と県公表番号の値は一致しません。

２　本日の新規感染症患者等について（県内公表168052から168447例目）の概要



○感染者集団（クラスター）
・本日新たに認定したクラスター（1件）

３　コロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（５月28日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数。
※コロナ患者受入病院以外の入院者数は０名です。

４　県内宿泊療養施設の入居状況（５月28日正午現在）

区分 施設数 総客室数
療養者用

客室数（Ａ）
入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 ９施設 1,252室 1,057室 154人 14.6％

５　自宅療養者数、自宅待機者数（５月27日17時時点）
区分 人数（人）

自宅療養者数 6,964
自宅待機者数    9

※自宅待機者数は、療養先が未定の者、療養先は決まっているものの入院又は宿泊療養施
設入居を待っている者の合計。

６　療養終了者数（前日時点の推計値）
　前日までの累計感染者数から、入院者数（前日正午時点）、宿泊療養施設入居者数（前
日正午時点）、自宅療養者数（前日17時時点）、自宅待機者数（前日17時時点）、死亡者数
（前日時点）を除いた人数を療養終了者数とします。

療養終了者数
（５月27日時点）

160,545人

７　感染症患者等の概要
感染症患者等の概要については、以下の県ＨＰに掲載します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-tyuumokujouhou.html



提 供 日 2022/05/29

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点
から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願
いします。

１　本日の新規感染者数（政令市発表分を含む）

※患者詳細公表後に県番号を付番していること、発生届の取り下げがあること等の理由から、感染者数の累計
と県公表番号の値は一致しません。

２　本日の新規感染症患者等について（県内公表168724から169048例目）の概要



○感染者集団（クラスター）
・本日新たに認定したクラスターはありません。

３　コロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（５月29日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数。
※コロナ患者受入病院以外の入院者数は０名です。

４　県内宿泊療養施設の入居状況（５月29日正午現在）

区分 施設数 総客室数
療養者用

客室数（Ａ）
入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 ９施設 1,252室 1,057室 146人 13.8％

５　感染症患者等の概要
感染症患者等の概要については、以下の県ＨＰに掲載します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-tyuumokujouhou.html



提 供 日 2022/05/30

タイトル 景気動向指数は９か月連続で足踏みを示す～静岡県景
気動向指数（令和４年３月分）～

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局データ活用推進課

連 絡 先 データ活用推進班

TEL 054-221-2298









詳しくは「統計センターしずおか」(https://toukei.pref.shizuoka.jp/)を御覧くださ
い。



提 供 日 2022/05/30

タイトル 松永祥兵ふじのくに観光公使の在インドネシア日本国
大使館在外公館長表彰受賞式

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 地域外交戦略班

TEL 054-221-2309

                        松永祥兵ふじのくに観光公使の

                      在外公館長表彰表彰式が行われます！

１　要　旨

　インドネシアのプロサッカーリーグで活躍した松永祥兵ふじのくに観光公使が、長年にわたる日

本・インドネシア両国の友好促進への貢献が評価され、令和３年度に在インドネシア日本国大

使館の　在外公館長表彰を受賞しました。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、表彰式を実施できていませんでしたが、この度静岡

県東京事務所にて下記のとおり表彰式を行います。

２　表彰式

(１) 日時　令和４年６月８日（水）午前10時３０分から11時まで

(２)　場所　静岡県東京事務所

（住所：東京都千代田区平河町２丁目６－３ 都道府県会館 １３階）

(３)　表彰式次第

１開会、２金杉インドネシア国特命全権大使挨拶、３表彰状読上げ及び授与、

４受章者挨拶、５記念撮影、６閉会

３ 受賞者について
　松永 祥兵(まつなが しょうへい)　1989年１月７日生（33歳）
　三島市出身。加藤学園暁秀高校卒業後、アレマニア・アーヘン（ドイツ２部リーグ）の練習に
参加。2008年３月、シャルケ（ドイツ１部リーグ）と契約。2011年プルシブ・バンドン（インド
ネシア）に加入し、　以降約９年間インドネシアリーグで活躍。2020年８月現役引退を表明。
　2020年３月からふじのくに観光公使に就任。インドネシアで有名な日本人の一人。インスタグ
ラムのフォロワーは約40万人。



４ 在外公館長表彰について

　日本との関係で顕著な貢献を行った個人又は団体に対して各国・各地域に駐在する日本国

大使・総領事が授与する顕彰。

５ 取材について

　取材していただける場合は、新型コロナ感染症対策のためマスクの着用をお願いします。詳細

については地域外交課伊藤（電話 054-221-2309）までご連絡ください。

　御希望される社には、当日の松永氏のコメント及び写真を提供いたします。



提 供 日 2022/05/30

タイトル 日本語パートナーズ静岡県推薦プログラム参加者募集

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 海外交流班

TEL 054-221-2505

タイ、インドネシアで日本語と日本文化を伝えませんか？

日本語パートナーズ静岡県推薦プログラム参加者募集

１　要旨

　県ではタイ、インドネシアの高校などに派遣され、現地の日本語教師のアシスタント、日本文化の

紹介や静岡県の魅力発信を行う、国際交流基金日本語パートナーズ派遣事業の静岡県推薦プロ

グラムへの参加者を募集します。

２　概要

・独立行政法人国際交流基金（以下、「基金」という）が実施する事業で、アジアの中等教育機関等

で現地の日本語教師のアシスタントや文化交流を行う人材を派遣し、アジアの日本語教育を支

援するとともに、派遣者自身が現地の言語や文化を学び、アジアの架け橋になることを目的として

います。

・グローバル人材の育成に力を入れている県では、平成28年に本県と基金が締結した「国際交流

事業の相互連携に関する協定」に基づき、日本語パートナーズ派遣事業の派遣枠の一部に静

岡県枠を設け、将来、静岡県のグローバル化を担う人材として、日本語パートナーズを募集しま

す。

３　募集人数・派遣期間

派遣先国 募集人数 派遣期間（予定）

タイ １人 2023年５月～2023年12月

インドネシア １人 2023年８月～2023年12月

４　主な応募要件

(1) 静岡県内に在住、在勤、在学している方

(2) 静岡県の魅力を積極的に発信し、帰国後も静岡県の事業に協力できる方

(3) 満20歳から満69歳（タイ）、または68歳（インドネシア）で、 日本国籍を有する日本語を母国語と

する方

(4) 日常英会話ができる方

(5) 派遣前研修（約４週間）に全日程参加できる方

(6) 新型コロナワクチンを派遣前研修の１か月前までに２回以上接種している方

◆その他の要件は、募集要項（県地域外交課ホームページに掲載）をご確認ください。



５　応募方法・締切

(1) 応募方法：所定の提出書類一式を、県地域外交課まで郵送または持参で提出

(2) 締切：2022年７月１日（金）17時必着

６　オンラインでの説明会（Zoomウェビナー（無料、要申込））

(1) 日時：2022年６月10日（金）18時～19時
(2) 内容：事業の概要説明、静岡県推薦プログラム派遣経験者の体験談、質疑応答等
(3) 申込方法：県地域外交課ホームページからお申し込みください

◆募集要項、応募書類を含む詳細は、県地域外交課ホームページをご確認ください。
http://www.pref.shizuoka.jp/kikaku/ki-130/nihongopartner.html



提 供 日 2022/05/30

タイトル 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の
発生

担　　当 経営管理部 行政経営局人事課

連 絡 先 人事班

TEL 054-221-2016

静岡県職員の新型コロナウイルス感染状況（令和４年５月３０日）

所属 勤務地 発症日 陽性確認日 濃厚接触者

１ 危機管理部 出先機関 令和４年５月25日 令和４年５月27日 同居家族

※職員は発症後、勤務を行っておらず、保健所の指示に従い療養中
※勤務中はマスクを着用し、職場内の消毒等感染対策を行っており、業務に影響な
し



提 供 日 2022/05/30

タイトル リニア中央新幹線静岡工区有識者会議の開催計画につ
いて知事コメント

担　　当 くらし・環境部 政策管理局

連 絡 先 宮崎

TEL 054-221-2901

・令和２年１月30日付本県文書「リニア中央新幹線静岡工区の進め方について」で述べた

とおり、５つの事項（（１）会議は、透明であること、（２）議題は、引き続き対話を

要する47項目全てとすること、（３）会議の目的は、国土交通省によるＪＲ東海への指

導とすること、（４）委員選定は、中立公平を旨とすること、（５）会議の長は、中立

性を確認できる者とすること）を確保できるように強く求める。

・さらに、生態系の問題は「水」との関わりが大きく、影響する動植物等の専門分野も多

岐にわたることから、委員の選定にあたっては、環境省にも積極的に関与いただき、生

態系にかかる様々な分野の専門家の委員の協力を得る必要があると考える。

・加えて、ユネスコエコパークである南アルプスの貴重な自然環境を保全するため、有識

者会議においては、地下水位の低下などによる生態系への影響を回避する具体的な提言が

示されることを期待する。



提 供 日 2022/05/30

タイトル 【延期】リニア中央新幹線建設工事現地視察を実施し
ます

担　　当 くらし・環境部 環境局

連 絡 先 くらし・環境部　環境局

TEL 054-221-2421

 視察当日 の 天候不良 が 予想 されるため 、 下記 の 現地視
 察 を 延期 します 。（ 令和4 年6 月3 日 15 時15 分 ）

知事がリニア中央新幹線建設予定地を現地視察します。

１　目的
　リニア中央新幹線事業による大井川水系の水資源や自然環境に及ぼす影響とその保全措置に
ついて、現地の状況を把握するため、知事が林道改良工事、燕沢発生土置き場、田代ダム等の
視察を行います。

２　日時
　令和４年６月６日（月）　10時15分～14時40分（予定）

３　説明者
　静岡県、東海旅客鉄道株式会社、地質構造・水資源部会専門部会委員

４　主な視察行程（予定）
場所 時間 説明者（予定） 内容

１沼平ゲート 10時15分～10時30分 東海旅客鉄道株
式会社

林道改良工事の説明

２畑薙大橋付近
10時50分 地質構造・水資

源部会専門部会
委員、県

畑薙大橋、赤崩の状況確認

３燕沢 12時40分～13時00分 東海旅客鉄道
株式会社

燕沢発生土置場の概要説明

４田代ダム 13時30分～14時00分 県・東海旅客鉄
道株式会社

水利権の概要等

５二軒小屋 14時00分～14時40分 囲み取材

※ ２ は 駐車 スペースがないため 、 車窓 （ 停車 あり ） からの 視察 になります 。

５　連絡先
　静岡県くらし・環境部環境局　小林
　電話054-221-2421　　　　
　ＦＡＸ054-221-2940

６　留意事項
　現地は、椹島ロッジを除き、携帯電話が通じません。
　徒歩での移動がありますので、動きやすい服装でお越しください。
　取材を御希望の方は、上記連絡先まで　６月１日（水）１５：００までに御連絡ください。



　ただし、人数に限りがありますので、状況に応じお断りをする可能性がありますので
　御了承ください。



提 供 日 2022/05/30

タイトル ニュースポーツふれあいフェスタ2022春in下田

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ振興課

連 絡 先 生涯スポーツ班

TEL 054-221-3284

週に１度はスポーツをしよう！
ニュースポーツふれあいフェスタ2022春in下田を開催

　子どもから高齢者まで、誰もが気軽に楽しむことができる「ニュースポーツ」の
体験イベントを開催します。
　今回は、どなたでも気軽に参加いただけるように初めて道の駅で開催します。

１　日　時　令和４年６月５日（日）10:00～15:00　※荒天中止

２　場　所　道の駅　開国下田みなと（下田市外ヶ岡１－１）

３　スケジュール
時間 内容

　9:30～14:30  受付
 10:00～12:00  ニュースポーツの体験（午前の部）

 ・ミニトランポウォーク　・ペットコン
 ・スポーツチャンバラ　　・チャレンジ・ザ・ゲーム

 12:00～12:30  中断（種目入替のため）
 12:30～15:00  ニュースポーツの体験（午後の部）

 ・ディスゲッター　・ノルディックウォーキング
 ・ラダーゲッター　・チャレンジ・ザ・ゲーム
 ・ボッチャ

※体験種目は都合により変更になる場合があります。

４　対　象　どなたでも参加できます。

５　主　催　静岡県、下田市、静岡県レクリエーション協会

６　その他　事前申込は不要

〈新型コロナウイルス感染症対策〉
・静岡県イベント開催における新型コロナウイルス感染防止方針に従い、徹底した
感染防止対策を講じた上で実施します。
・新型コロナウイルス感染症の状況により、中止となる場合があります。



提 供 日 2022/05/30

タイトル 市町職員向け個別避難計画作成研修会の開催

担　　当 健康福祉部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2363

     

   市町職員向け個別避難計画作成研修会の開催
     

 災害時に自ら避難することが困難な高齢者や障害者などの支援を目的とした個別

避難計画について、令和３年５月の災害対策基本法改正により、市町による作成が

努力義務化されました。

 さらに、支援の優先度が高い者については、５年程度で計画を作成することが求

められています。

 このことから、市町における個別避難計画の作成を促進するための研修会を開催

します。

１ 日時・会場

開催日時 会 場

 ６月１日（水）

  １３時～１６時３０分

 グランシップ９１０会議室

 （静岡市駿河区東静岡２丁目３－１）

 ６月２日（木）

  １３時～１６時３０分

 プラサヴェルデ３０１・３０２会議室

 （沼津市大手町１丁目１－４）

 ６月３日（金）

  １３時～１６時３０分

 アクトシティ浜松コングレスセンター４１会議室

 （浜松市中区板屋町１１１－１）

２ 研修概要

 ・福祉専門職と連携した個別避難計画の具体的な作成方法

 ・各市町の取組状況や課題に係る意見交換

３ 参加者

  市町の防災部局・福祉部局の職員、市町社会福祉協議会の職員など

４ 協力

  一般社団法人兵庫県社会福祉士会



提 供 日 2022/05/30

タイトル 令和４年度静岡県高齢者福祉行政の基礎調査　高齢化
率の公表

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 高齢者支援班

TEL 054-221-2442

本県の高齢化率、30％を超える
～高齢者福祉行政の基礎調査～

（要旨）

　　 高齢社会対策を推進する上での基礎資料とするため、昭和53年度から毎年４月１日現
在の高齢者(65歳以上)人口の状況を調べており、本県の令和４年４月１日現在の住民
基本台帳に基づく高齢化率等がまとまりました。

（概要）

１　高齢化率等

　・高齢化率（総人口に占める65歳以上人口の割合）は、30.2 ％（ 過去最高 ）
　　　総人口は減少(前年比99.2％)、高齢者人口は増加(前年比100.3％)
  ・後期高齢化率（総人口に占める75歳以上人口の割合）は、15.8 ％（ 過去最高 ）
　・100歳以上の高齢者人口は、10 年 で 約 ２ 倍 （H24:1,355 人 、R4:2,745 人 ）

（各年4月1日現在）
区分 平成24年 令和２年 令和３年 令和４年

総人口* 3,831,321人 3,697,427人 3,674,758人 3,644,767人
高齢者人口(65歳以上人口) 911,965人 1,089,627人 1,098,277人 1,101,978人

うち75歳以上人口 450,219人 562,524人 564,675人 574,348人
75～79歳 184,118人 221,060人 210,437人 207,516人
80～89歳 221,065人 270,368人 279,466人 289,056人
90～99歳 43,681人 68,837人 72,162人 75,031人
100歳以上 1,355人 2,259人 2,610人 2,745人

高齢化率（65歳以上） 23．8％ 29．5％ 29．9％ 30．2％
後期高齢化率（75歳以上） 11．8％ 15．2％ 15．4％ 15．8％
*各市町の住民基本台帳に基づく報告であり、推計人口と数値は一致しない。　

２　地域ごとの高齢化の状況

　・10市町で高齢化率が40％超、このうち 西伊豆町 ・ 川根本町 は50 ％ 超

区分 市町名等 特徴 総人口
（前年比）

高齢者人口
（前年比）

最高位
西伊豆町（51.8％）
H27年から８年連続

高齢者人口は減少している
が、総人口の減少率が高い 97.3％ 98.9％

 市町
最低位

長泉町（22.5％）
H24年から11年連続

総人口に占める65歳未満人
口（高齢者以外の人口）の
割合が県内で最も高い

99.6％ 100.5％

最高位 賀茂圏域（46.0％）
高齢者人口は減少している
が、総人口の減少率が高い 97.8％ 99.2％ 高齢者

 保健福祉



中東遠圏域（28.3％） 99.3％ 100.8％
 圏域 最低位

西部圏域（28.3％）
総人口に占める年少人口の
割合が高い市町が多い 99.4％ 100.6％

 県平均 － 99.2％ 100.3％

３　県の施策の方向性

　・３年ごとに取り組む高齢者施策の方向性や目標等を示す「第９次静岡県長寿社会
　　　保健福祉計画」を令和３年３月に策定しました。
　・今後は、本計画に基づき、次の６項目を重点施策として推進し、地域で支え合い、
　　　健やかに、安心して最期まで暮らせる長寿社会の実現を目指します。

　※第９次静岡県長寿社会保健福祉計画の重点施策

　　　１　誰もが暮らしやすい地域共生社会の実現
　　　２　健康づくりと介護予防・重度化防止の推進
　　　３　在宅生活を支える医療・介護の一体的な提供
　　　４　認知症とともに暮らす地域づくり
　　　５　自立と尊厳を守る介護サービスの充実
　　　６　地域包括ケアを支える人材の確保・育成



提 供 日 2022/05/30

タイトル 県内保育関係施設における新型コロナウイルス感染発
生状況 

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども未来課

連 絡 先 保育班

TEL 054-221-3268

県内保育関係施設における感染発生状況を公表します。

　保育従事者や保護者の皆様におかれましては、手洗い、マスクの着用、室内の換
気など、引き続き基本的な感染対策の徹底をお願いいたします。

１　休園状況（令和４年５月20日時点）

合計休園数 ７か所（県内施設全体の0.8％）
　うち全面休園 ２か所（県内施設全体の0.2％）
　うち一部休園 ５か所（県内施設全体の0.6％）
登園自粛 ０か所
　※対象施設：保育所・認定こども園・地域型保育事業・認可外保育施設
　　（いずれも政令市除く）
　※全面休園：施設が完全に閉じている状態
　※一部休園：特定のクラス等、一部を休園としている状態
　※登園自粛：休園はしていないが、登園自粛を要請している状態
　 ※ 政令市 を 除 いた 市町担当課 からの 報告 による

２　直近１週間（令和４年５月20日～26日）で報告された陽性者数（園児）

　合計陽性者数　214人
　（うち県所管　51人）
　（うち政令市　163人）

３　１月以降の状況

　(1)４月の状況

　　　陽性となった園児　393人（県内の園児の0.9％）
　　　全面休園　10か所（県内施設全体の1.2％）

　(2)３月の状況

　　　陽性となった園児　777人（県内の園児の1.7％）
　　　全面休園　13か所（県内施設全体の1.5％）

　(3)２月の状況

　　　陽性となった園児　880人（県内の園児の2.0％）
　　　全面休園　47か所（県内施設全体の5.6％）

　(4)１月の状況

　　　陽性となった園児　179人（県内の園児の0.4％）
　　　全面休園　47か所（県内施設全体の5.6％）

　※詳細は別添資料のとおり



　 ※ 政令市 を 除 いた 市町担当課 からの 報告 による

４　県HPへの掲載
　県内保育関係施設における新型コロナウイルス感染発生状況については、以下の
県HPに掲載します。

　https://www.pref.shizuoka.jp/kousei/ko-130/hoiku-korona/hoiku-korona.html

1gatuikoukorona.pdf1gatuikoukorona.pdf



提 供 日 2022/05/30

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点
から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願
いします。

１　本日の新規感染者数（政令市発表分を含む）

※患者詳細公表後に県番号を付番していること、発生届の取り下げがあること等の理由から、感染者数の累計
と県公表番号の値は一致しません。
※県全体の新規感染者数が300人を下回るのは、３月22日の296人以来。

２　本日の新規感染症患者等について（県内公表169329から169479例目）の概要



○感染者集団（クラスター）
・本日新たに認定したクラスターはありません。

３　コロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（５月30日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数。
※コロナ患者受入病院以外の入院者数は０名です。

４　県内宿泊療養施設の入居状況（５月30日正午現在）

区分 施設数 総客室数
療養者用

客室数（Ａ）
入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 ９施設 1,252室 1,057室 151人 14.3％

５　自宅療養者数、自宅待機者数（５月29日17時時点）
区分 人数（人）

自宅療養者数 6,045
自宅待機者数    9

※自宅待機者数は、療養先が未定の者、療養先は決まっているものの入院又は宿泊療養施
設入居を待っている者の合計。

６　療養終了者数（前日時点の推計値）
　前日までの累計感染者数から、入院者数（前日正午時点）、宿泊療養施設入居者数（前
日正午時点）、自宅療養者数（前日17時時点）、自宅待機者数（前日17時時点）、死亡者数
（前日時点）を除いた人数を療養終了者数とします。

療養終了者数
（５月29日時点）

162,679人

７　新型コロナウイルスワクチンの接種実績（５月29日時点）



８　感染症患者等の概要
感染症患者等の概要については、以下の県ＨＰに掲載します。
https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-tyuumokujouhou.html



提 供 日 2022/05/30

タイトル 「ふじのくに新商品セレクション2022」出品募集

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 ６次産業推進班

TEL TEL 054-221-2703

１　趣旨
　　県産農林水産物の魅力を活かした商品を県が表彰する「ふじのくに新商品セレクション

2022」の出品商品を募集します。

受賞商品は県内外への販路拡大を支援し、皆様の新たなチャレンジを応援します。　　

２　主な出品条件
・原材料に県産農林水産物を使用し、商品化後２年以内の加工品
・県内に住所又は主たる事務所を有する者

※食品以外の商品も対象

３　応募期限　　
令和４年７月11日（月）午前必着

４　応募方法　　
出品票に必要事項を記入の上、補足資料を添付し、
メール等により静岡県経済産業部マーケティング課に提出

５　出品票　　　
静岡県のホームページからダウンロードできます。
http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-110/shinselection.html

６　審査会
　　令和４年９月上中旬（予定）
７　表彰
　　最高金賞１点、金賞10点程度
８　主な受賞特典

項　目 内　容
販売機会の提供 ・静岡県商工会連合会の「商工会チャレンジショップ　アレモキッチン/コレモストア」

等における、受賞商品の販売
商談機会の提供 ・「バイ・シズオカ　オンラインカタログ」でのオンライン商談会

・県が主催するマッチング交流会における静岡大型店・スーパーマーケット連絡会
（事務局：静岡商工会議所）会員との商談

相談機会の提供 ・販路開拓等に関する専門家等との相談
その他 ・翌年度に開催される全国大会「優良ふるさと食品中央コンクール」への推薦（最高

金賞又は食品の最高位受賞商品）
９　問合せ先・提出先

静岡県経済産業部マーケティング課
〒420-8601　静岡市葵区追手町9-6　　

電話　054-221-2703、FAX 054-221-2698、E-mail：marke@pref.shizuoka.lg.jp　





提 供 日 2022/05/30

タイトル 令和４年度「しずおか食セレクション」の募集

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 ブランド戦略班

TEL 054-221-2703

１　趣旨

　　　県産農林水産物の中から国内外に誇りうる価値や特長等を備えた商品を、県独自の

認定基準に基づき認定する「しずおか食セレクション」の対象商品を募集します。

２　認定対象商品

静岡県産農林水産物

３　応募期限　　

令和４年６月13日（月）必着

４　応募方法　　

応募用紙に必要事項を記入の上、添付書類とともにメール等により申請者の所在地

を管轄する県の機関（農林事務所、水産・海洋技術研究所）に提出してください。

５　応募用紙

静岡県のホームページからダウンロードできます。

・ 詳しくは「しずおか食セレクション　静岡県」でWeb検索

・ HPアドレスhttp://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-110/fujinokunibrand.html

６　審査会

　　　令和４年９月上旬（予定）

７　認定書の交付

　　　ふじのくに「食の都」表彰式（令和４年11月24日（木）（予定））にて交付します。

８　認定有効期間

　　　認定日から令和９年度までの５年間

９　主な認定商品の特典

・ 認定を受けたものは、認定商品に「しずおか食セレクション　頂」マークを表示する

ことができます。

・ 県が運用する県産農林水産物及び加工品の情報をバイヤーや消費者が閲覧でき

るウェブサイト「バイ・シズオカ　オンラインカタログ」へ掲載できます。

・ 認定後は、選択した支援コース（ローカル、プレミアム、メジャー）別に販売先や消

費者へのPR、事業の情報提供等の販路開拓支援が受けられます。

10　問合せ先・提出先

　　静岡県経済産業部マーケティング課



　　〒420-8601　静岡市葵区追手町9-6　　

　　電話　054-221-2703　FAX　 054-221-2698　

　　E-mail：marke@pref.shizuoka.lg.jp



提 供 日 2022/05/30

タイトル 世界で初めてマーガレットとローダンセマムの雑種２
品種を育成

担　　当 経済産業部 農林技術研究所伊豆農業研究センター生

育・加工技術科

連 絡 先 生育・加工技術科

TEL 0557-95-2341

世界で初めてマーガレットとローダンセマムの雑種２品種を育成
１　要旨

静岡県農林技術研究所伊豆農業研究センターは、マーガレットとローダンセマムの雑種
育成に世界で初めて成功し、「ビジューマム　ローズクオーツ」、「ビジューマムガーネット」の
２品種を育成、品種登録出願公表

＊1
された。

＊1 

農林水産省が品種登録出願を受け付けた後、その内容を公表すること。公表後は、育成者権が仮保護される。

２　概要
　静岡県では、温暖な気候と消費地への近さから、鉢物や花壇苗の栽培が盛んである。花
き類は、新しい特徴を持った新品種の需要が多く、また近年は、暖房用の燃料価格が高騰
しており、より低温でも栽培が可能な新品種の育成が産地から求められている。

伊豆農業研究センターは、産地の主力品目になっているマーガレットと、同じキク科で耐
寒性の強いローダンセマムの交配を行い、胚珠培養

＊2
の手法によって、雑種２品種を育成し

た。この２品種は、従来にない鮮やかな花色、鉢物や花壇苗に適したコンパクトな草姿で、
暖房無しで栽培できる。静岡県にしかない新しい植物「ビジューマム

＊3
」として、産地のブラン

ド力強化や生産性向上が期待される。
＊2 

通常では種子が得られないような異種間の交配組合せでも、発達が停止する前の胚珠（種子になる部分）を摘出し、
人工的に培養することで、健全な雑種の作出を可能にする技術。

＊3 

輝くような鮮やかな花色のイメージから、フランス語で宝石を意味する「ビジュー」と、キク科の愛称「マム」をあわせた造
語。

(1)　ビジューマム　ローズクオーツ（伊豆43号）
　・赤紫色の花色、半八重咲き。
　・開花時期は１月から６月。

・わい性の草姿で、鉢物や花壇苗に適している。
・ローダンセマムのもつ耐寒性を受け継ぎ、県内暖地では無加温で栽培できる。

(2)　ビジューマムガーネット（伊豆44号）
　・赤色の花色、一重咲き。
　・開花時期は１月から６月。

・わい性の草姿で、鉢物や花壇苗に適している。
　・ローダンセマムのもつ耐寒性を受け継ぎ、県内暖地では無加温で栽培できる。

３　今後の予定
　・令和４年１月20日に品種登録出願、５月13日に品種登録出願公表された。農林水産省

の審査を経て、３年程度で品種登録される見込み。
　・現在、県内産地において試験栽培を実施中。県と契約する県内の産地へ導入予定で、

令和４年度中に生産・販売される見込み。



提 供 日 2022/05/30

タイトル 治山・農地・急傾斜地パトロールの実施

担　　当 経済産業部 森林・林業局森林保全課、農地局農地保全

課、交通基盤部河川砂防局河川砂防管理課

連 絡 先 治山班、農地保全班、河川砂防管理班

TEL 054-221-2648､-2756､-3195

治山・農地・急傾斜地パトロールの実施
―集中豪雨や台風等に起因した山地・農地及び急傾斜地崩壊の未然防止―

　梅雨期を控え、近年頻発する集中豪雨や台風等による災害の未然防止に努め、県民の生命・財
産を守るとともに、住民の防災意識の高揚を図ることを目的として、災害防止施設の機能点検やそ
の周辺状況の調査を行う「治山・農地・急傾斜地パトロール」を実施します。パトロールは、新型コロ
ナウィルス感染症対策を徹底して行います。

１　実施期間　※実施日の詳細は別紙のとおり
　（治山・農地）令和４年６月１日（水）～15日（水）
　（急傾斜地）令和４年６月１日（水）～30日（木）の土砂災害防止月間を中心に実施

２　パトロール実施者
　県農林・土木事務所職員、市町職員等が、地元自治会等との協働で実施する。

３　パトロールの内容
　県民生活にとって重要な道路、学校等の公共施設や人家に近接した災害防止施設の機能点検と
周辺状況の調査を行う。

　 点検施設及び調査区域
森林・林業局 ・山崩れや土砂の流出を防止するための施設（土留工や治山ダム等の治山施設）と

治山施設周辺の保安林、海岸防災林
農地局 ・農地を保全するための海岸部の施設（防潮堤等の農地海岸保全区域）
河川砂防局 ・がけ崩れを防止するための施設（擁壁や法枠等の急傾斜地崩壊防止施設）と急

傾斜地崩壊危険区域
・地すべりを防止するための施設（アンカーや集水井等の地すべり防止施設）と地
すべり防止区域

４　パトロール実施時の新型コロナウィルス感染症対策
　パトロールの実施者に当たっては、身体的距離の確保、手洗いをはじめとする感染予防行動を徹
底する。

５　パトロール取材時のお願い
　パトロールの取材に当たっては、森林保全課治山班まで事前に連絡いただくようお願いします。
また、「手洗い、状況に応じてマスクの着用」や「取材前の手指消毒、検温」等の感染防止対策の御
協力と、発熱又は風邪のような症状のある方は、取材を控えていただくようお願いします。

６　普及啓発活動
　（１）点検施設周辺の住民にパンフレット等を配布し、注意を喚起して、防災意識の高揚を図る。
　（２）県庁舎や市町役場等へポスターやパネルを掲示する。

７　問合せ先
・森林保全課　治山班 電話054-221-2648
・農地保全課　農地保全班 電話054-221-2756
・河川砂防管理課　河川砂防管理班 電話054-221-3195



提 供 日 2022/05/30

タイトル 令和４年度「ふれあい親子県議会教室」の参加者募集

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局 議事課

TEL 054-221-3481

令和４年度「ふれあい親子県議会教室」の参加者募集

夏休み中の社会学習の一環として、新型コロナウイルス感染防止対策を十分に行っ
た上で、小学４～６年生を対象に「議会教室」を開催し、県議会の役割や仕組みを学
習し、議員との交流や議場探検等を行うことを通じて、保護者とともに県議会に関す
る知識を育み、広く県議会をＰＲする。

○日　　時　　令和４年８月４日（木）９時00分～12時30分
○会　　場　　静岡県議会（県庁本館）
○募集対象　　県内の小学校に通う４～６年生の児童及びその保護者
○定　　員　　30組（定員を超える場合は抽選）
○申込方法　　県議会ホームページ内の「ふじのくに電子申請サービス」から申込み
　　　　　　　または参加申込書に必要事項を記載して郵送
　　　　　　　※申込書は県総合庁舎またはホームページからダウンロード可
○申込期間　　令和４年６月24日（金）まで
　　　　　　　※新型コロナウイルス感染症のまん延状況によっては開催を中止
　　　　　　　する場合もあります。
○主な内容　　議員との交流、議場探検などを通じた県議会の役割や仕組みの学習

前回（令和元年度）の様子　　　　　

　



　
【問い合わせ先】議会事務局議事課　054-221-3481



提 供 日 2022/05/31

タイトル 川勝知事が中津川市長を表敬訪問します

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局秘書課

連 絡 先 秘書

TEL 054-221-2201

（要旨）
　川勝知事が中津川市の青山節児市長を表敬訪問いたします。　

（概要）
　１　日　時　
　　・令和４年６月１日（水）午後２時３０分から午後３時まで（非公開）
　
  ２　場　所
　　・中津川市役所
　　　住所：中津川市かやの木町２－１
　
　３　報道対応
　　・市長との面談後に囲み取材を行います。
　
　４　備　考
　　・知事は、面談前に現場（中部総合車両基地等）を視察いたします。
　　・なお、視察箇所に駐停車スペースはなく、途上の経路も狭小であり
　　　ますので、視察現場の同行は御遠慮願います。



提 供 日 2022/05/31

タイトル ＤＸの推進について伊東市長、函南町副町長との意見
交換を実施します

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局デジタル戦略課

連 絡 先 デジタル戦略班

TEL 054-221-2915

１　要旨
　令和４年３月に策定した「ふじのくにＤＸ推進計画」の周知拡大等を通じて県内
のＤＸを推進するため、県内市町長との意見交換を行っています。

２　意見交換の概要
　(1) 伊東市
　　　・日時：令和４年６月７日（火）　11時から１時間程度
　　　・会場：伊東市役所７階市長公室（伊東市大原2-1-1）
　　　・相手方：市長　ほか　　
　(2) 函南町
　　　・日時：令和４年６月７日（火）　14時から１時間程度
　　　・会場：函南町役場４階副町長室（田方郡函南町平井717-13）
　　　・相手方：副町長　ほか　　
　(3) 本県の対応者
　　　デジタル戦略担当部長　ほか
　(4) 主な内容
　　　・「ふじのくにＤＸ推進計画」の概要
　　　・今後ＤＸを推進していく上での課題及び展望　ほか

３　取材について
　取材に際しては、手洗い、マスクの着用等の新型コロナウイルス感染拡大防止策
への御協力をお願いします。
　発熱又は風邪のような症状がある場合には、御自身の体調を優先し、参加を控え
ていただきますよう併せてお願いします。



提 供 日 2022/05/31

タイトル 災害時応急対策協定締結事業者研修会の開催

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 調整班

TEL 054-221-3512

 災害時応急対策協定締結事業者 を 対象 とした 研修会 を 開催 します

　本県では、大規模災害等発生時に備え、様々な事業者の皆様と災害時応急対策協
定を締結し、協力体制を整えています。

　この度、協定に基づき協力をいただいている事業者等を対象に、過去の災害事例
や本県の防災対策について理解を深め、防災意識の向上を図るための研修会を開催
します。

　１　開催日時

　　　令和４年６月６日（月）午後２時30分～午後４時30分

　２　会場

　　　静岡県総合社会福祉会館シズウエル　７０３会議室

　　（静岡市葵区駿府町１－７０）

　３　出席者

　　(1)　県と災害時応急対策協定を締結している事業者　約85（約100名）

　　(2)　県及び市町の担当者等　約20名

　４　研修プログラム　

　　(1)　令和３年熱海伊豆山土石流災害における被災住民への支援について

　　　　【講師】鈴木まり子　様　　

　　(2)　富士山ハザードマップの改定について　

　　　　【講師】静岡県危機管理部危機情報課

＜参考＞

・県は、大規模災害に備え、民間企業等と約７００件の協定を締結している

・災害時応援協定締結事業者を対象とした研修会は、平成21年度より開催し、今回
で12回目となる

※取材、聴講を御希望の場合は、開始時刻までに会場にお越しください。





提 供 日 2022/05/31

タイトル 「水難事故注意報」の発令

担　　当 危機管理部 消防保安課

連 絡 先 水難事故防止対策協議会

（消防保安課産業保安班）

TEL 054-221-2269

－ 危機管理情報 －

「水難事故注意報」を発令します！
（６月１日～６月３０日）

水の事故に注意しよう！

　静岡県水難事故防止対策協議会（会長：静岡県危機管理部部長代理）
は、本格的に水に親しむシーズンを迎えるにあたり、早期に事故の発
生を防ぐことを目的に、下記のとおり、６月１日から６月30日まで
「水難事故注意報」を発令します。

〈水の事故を防ぐための注意事項〉
１　危険な場所には近づかない。

２　飲酒後、睡眠不足、疲労時等の体調不良時には水に入らない。

３　子供から目を離さない。

４　気象状況に注意し、悪天候時は水場に近づかない。

５　魚釣りやボートに乗る時は必ずライフジャケットを着用する。

水難事故発生状況
○前年同期比較（１月１日から５月25日まで）

事故者総数（人）発生件
数

（件）
総数 死者 行方不明者 負傷者 無事救出者 その他

令和４年 １３ １４ ３ １ ２ ７ １
令和３年 ９ ９ ２ １ ３ ３ ０

※令和４年は速報値

○月別発生状況（令和３年）
月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合計

発生件数(件) １ １ ２ １ ５ １ 14 21 ３ ７ ３ １ 60
事故者数(人) １ １ ２ １ ５ １ 14 32 ３ ７ ３ １ 71





提 供 日 2022/05/31

タイトル 浜岡原子力発電所周辺の環境放射能調査結果（速報・
第135報）

担　　当 危機管理部 原子力安全対策課

連 絡 先 原子力安全対策班

TEL 054-221-3735

１　要旨
　「浜岡原子力発電所の安全確保等に関する協定」に基づき実施している浜岡原子
力発電所周辺の環境放射能調査について、前回の速報（４月28日）以降５月末まで
に結果がまとまったものを報告します。
　今回採取した試料の測定値は、すべて過去の変動幅の範囲内でした。
　
　　※　過去の変動幅：東京電力福島第一原子力発電所事故以前の５年間の測定値の範囲

２　測定結果等
　ア　海底土　（発電所周辺海域10か所　採取日：3/11）
      放射性セシウム　測定結果の最大値：1.6 Bq/kg 乾土（ND～2.7 Bq/kg乾土) 

　イ　浮遊塵　(御前崎市４か所、牧之原市１か所　採取期間：4/1～5/1）
      放射性セシウム　測定結果の最大値：ND（ND) 

　ウ　上水　（御前崎市２か所　採取日：4/14）
　　　放射性セシウム　測定結果の最大値：ND（ND)

　エ　茶葉　（菊川市１か所　採取日：4/27）
　　　放射性セシウム　測定結果の最大値：ND（ND～0.066 Bq/kg生)

　オ　原乳　（掛川市１か所、菊川市１か所　採取日：4/4,7）
　　　放射性セシウム　測定結果の最大値：ND（ND)

　【参考】10～31km圏内環境放射能調査（県の事業として平成25年から実施）
　　茶葉　（菊川市、他４市　採取日：4/25,28,5/2,7）
　　放射性セシウム　測定結果の最大値：0.13 Bq/kg 生

　（注）
  　・放射性セシウムは、セシウム134とセシウム137の合計を示します。
  　・「ND」は、検出されなかったことを示します。
 　 ・測定値に付記する（　　）の中は、「過去の変動幅」を示します。
  　・放射性ヨウ素は、いずれの試料からも検出されませんでした。

   ＜参考＞
   　食品中の放射性物質に関する基準値（抜粋）
　    　放射性セシウム　一般食品　　　　　100 Bq/kg
               　　　　 乳児用食品、牛乳　 50 Bq/kg
　　            　　　　飲料水　　　　　　 10 Bq/kg
 
３　今後の対応
　・上記測定結果等については、静岡県環境放射能測定技術会において、学識経験
者を含む構成員による評価を行います。
　・技術会の評価結果については、静岡県原子力発電所環境安全協議会に報告しま
す。





提 供 日 2022/05/31

タイトル 北海道電力泊原子力発電所１～３号機運転差し止め判
決について知事コメント

担　　当 危機管理部 原子力安全対策課

連 絡 先 神村　鈴木

TEL 054-221-2729

　泊原子力発電所１～３号機の運転差し止めを命じた札幌地方裁判所によ

る判決については、原子力発電所の安全性について司法が判断を示したも

のであり、注目すべきものと受け止めています。

　原子力発電所の安全性や運転の可否については、発電所ごとに判断すべ

きものです。

浜岡原子力発電所については、原子力規制委員会が新規制基準への適合

性を審査中です。県は、国に対して厳正な審査を求めるとともに、中部電力に

対して安全確保の徹底を求めてまいります。



【知事コメント】



提 供 日 2022/05/31

タイトル 静岡県職員における新型コロナウイルス感染症患者の
発生

担　　当 経営管理部 行政経営局人事課

連 絡 先 人事班

TEL 054-221-2016

静岡県職員の新型コロナウイルス感染状況（令和４年５月３１日）

所属 勤務地 発症日 陽性確認日 濃厚接触者

１ 経済産業部 本庁 発症なし 令和４年５月28日 同居家族

※職員は陽性判明後、勤務を行っておらず、保健所の指示に従い療養中
※勤務中はマスクを着用し、職場内の消毒等感染対策を行っており、業務に影響な
し



提 供 日 2022/05/31

タイトル リニア中央新幹線静岡工区有識者会議の開催計画

担　　当 くらし・環境部 政策管理局

連 絡 先 宮崎

TEL 054-221-2901

　令和４年５月２７日付けで、国土交通省より、生態系など自然環境の保全に係る
リニア中央新幹線静岡工区有識者会議（以下、「有識者会議」という。）の開催に
計画について回答があった。

　本県リニア中央新幹線対策本部長から、国土交通省鉄道局長に対し、本日付け
で、有識者会議の開催にあたり、既に本県との合意事項である会議の透明性など５
つの項目の確保を求めるとともに、委員の選定等において、環境省と調整するこ
と、生態系など自然環境に及ぼす影響の回避策を示すようにＪＲ東海を指導するこ
となどを文書で申し入れた。

　また、自然環境の保全などの環境行政を所管する環境省に対しても、同日付で、
川勝知事から、環境大臣及び環境副大臣あてに、生態系への影響の回避策をＪＲ東
海に示していただくためのリーダーシップの発揮、有識者会議の委員の選定など
に、積極的に取り組んでいただきたい旨の要望書を提出した。



提 供 日 2022/05/31

タイトル 生命（いのち）のメッセージ展　in　ふじのくに（６
月）

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2104

【心で学ぶ交通安全「いのち」の教育】
「生命（いのち）のメッセージ展 in ふじのくに」

　県では、県内高校生等を対象に命の大切さを伝える「生命（いのち）のメッ
セージ展」を平成29年度から開催しています。
  今年度は高校13校での開催を予定しており、６月は下記の４校で開催します。

 ※　「生命（いのち）のメッセージ展」とは
 　　ＮＰＯ法人いのちのミュージアム（東京都日野市）が実施する交通事故や
   事件犠牲者のパネルの展示会。犠牲者の等身大パネルに、生前の写真や遺族
   のメッセージが添付され、足元には「生きた証」として生前に履いていた靴
   も添えられます。犠牲者の無言メッセージが伝わることから、ＮＰＯ法人は
　 このパネルを「メッセンジャー」と呼んでいます。

１　実施計画

　 期間 実施校 展示内容

　

展示開始
６月６日（月）午後２時00分
展示終了
６月17日（金）午後１時30分

静岡県立静岡商業高等学校
（静岡市葵区田町7-90）

　

展示開始
６月６日（月）午後２時00分
展示終了
６月20日（月）午後１時30分

静岡県立横須賀高等学校
（掛川市横須賀1491-1）

　

展示開始
６月13日（月）午後２時00分
展示終了
６月17日（金）午後１時30分

静岡県立三島南高等学校
（三島市大場608）

　

展示開始
６月20日（月）午後２時00分
展示終了
７月１日（金）午後１時30分

飛龍高等学校
（沼津市東熊堂491）

メッセンジャー
(生前の犠牲者の写真等)

20体の展示

【メッセンジャーの展示状況】 【メッセンジャーの展示状況】
　　　　　　　 
　　　　　

２　取材に関するお願い
　　 撮影条件等 について 各校 に 確認 をする 必要 があるため 、 取材日直前 の 開庁日 の
   正午 までに 上記担当班 まで 連絡 をお 願 いします 。



提 供 日 2022/05/31

タイトル 藤枝市が交通死亡事故ゼロ連続300日を達成！静岡県交
通安全対策協議会が交通安全優良市町表彰を行いま
す。

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2104

藤枝市が交通死亡事故ゼロ連続３００日を達成！
静岡県交通安全対策協議会が

交通安全優良市町表彰を行います。

　静岡県交通安全対策協議会（会長：知事）では、長期間に渡る交通死亡事故ゼロ
を達成した市区町を表彰しています。
　この度、令和４年５月３０日（月）をもって藤枝市が交通死亡事故ゼロ連続３０
０日を達成したことから、下記のとおり表彰状の伝達式を行います。
　※　藤枝市の受賞は、本表彰制度の創設（平成３年６月）から１２回目となりま
　　す。
　

１　表彰式の概要
（１）日時
　　　令和４年６月７日（火）午前１１時００分から（概ね２０分間）
（２）場所
　　　藤枝市役所　東館３階応接室（藤枝市岡出山１－１１－１）
（３）出席者
　　　藤枝市長　　　　　　　北村　正平　（きたむら　しょうへい）　　　　
　　　藤枝警察署長　　　　　鈴木　淳一　（すずき　じゅんいち）
　　　県くらし交通安全課長　入戸野　明　（にっとの　あきら）　外

２　静岡県交通安全対策協議会優良市町表彰基準　
市区町の区分 　交通死亡事故ゼロ連続日数

【達成後は、下記日数の倍数で表彰を行います。】
　人口１５万人以上 　　　２００日
　人口８万人以上１５万人未満 　　　３００日
　人口４万人以上８万人未満 　　　４００日
　人口２万人以上４万人未満 　　　５００日
　人口２万人未満 　  １，０００日
　※　藤枝市　人口１４０，７０５人（令和４年１月１日現在）
　※　静岡市及び浜松市については、各区ごと表彰を実施しています。

３　その他
     表彰状 の 伝達式前 に 交通死亡事故 が 発生 した 場合 は 、 表彰状 の 伝達 を 中止 する
　 こ とがあります 。



提 供 日 2022/05/31

タイトル 令和４年度第１回環境審議会を開催します

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3597

令和４年度第１回環境審議会を開催します

　令和４年度第１回静岡県環境審議会を開催し、「鳥獣保護区特別保護地区の再指
定」の諮問等を行います。

１　日　時　　令和４年６月８日（水）午後２時から午後４時まで

２　会　場　　県庁本館４階特別会議室（委員はオンラインまたは会場にて出席）

３　出席者
　(1) 県環境審議会委員 15人（予定）
　　
　(2) 県　くらし・環境部長ほか

４　議題
　(1) 諮問事項
　　・鳥獣保護区特別保護地区の再指定
　(2) 報告事項
　　・廃棄物リサイクル部会審議結果
　　・温泉部会審議結果
　　・ニホンジカ対策の推進
　　・静岡県水循環保全条例の制定に係る環境審議会の部会新設及び審議事項

５　傍聴について
　(1) 定員　５人
　(2) 手続き
　　　傍聴を希望される方は、当日の午後１時45分から午後２時までの間に会場へ
お越しください。
　　　受付は先着順に行い、定員になり次第終了します。

６　問合せ先
　　０５４－２２１－３５９７（くらし・環境部環境局環境政策課 杉本）

※傍聴に際しては、手洗い、マスクの着用等の新型コロナウイルス感染拡大防止策
への御協力をお願いします。風邪のような症状がある場合には、御自身の体調を優
先のうえ、参加を控えていただきますよう併せてお願いします。



提 供 日 2022/05/31

タイトル ヴァンジ彫刻庭園美術館対応検討会報告書の公表

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 文化政策班

TEL 054-221-2252

　令和３年10月、長泉町のヴァンジ彫刻庭園美術館から県に対し、美術館の運営存
続が難しく、県が運営を継続するなら無償譲渡したい旨の要望がありました。

　県では、この提案を受け、今後の対応を検討するため、令和４年１月21日を皮切
りに３月までに３回、有識者によるヴァンジ彫刻庭園美術館対応検討会を開催しま
した。

　このたび、同検討会の報告書を公表します。

　なお、本報告書は、クレマチスの丘全体ではなくヴァンジ彫刻庭園美術館に関し
てのみ議論したものです。

１　報告の趣旨

・ヴァンジ彫刻庭園美術館は、20年の歳月をかけて築いてきた県内有数の文化・

観光拠点である。一度閉館してしまうと、その価値を取り戻すことはできな

い。

・課題の解決、または解決に向けた調整を継続することを前提に、当美術館の譲

渡を受け入れる価値があると判断する。

（課題）

（１）現状の継続ではなく、新たな活用コンセプトを明確化すること

（２）地域との連携を図り、地元市町等の負担も想定すること

（３）ヴァンジ彫刻作品及び駐車場の賃貸借関係を解消すること

・県は、活用コンセプト、それに基づく活用方法、中期的な収支計画等を明らか

にし、十分検討した上で、申し出への対応を判断すべき。

２　今後の対応

・検討会の意見を踏まえ、関係者と課題への対応について協議を行うとともに、



県としての支援の方向性を検討する。



提 供 日 2022/05/31

タイトル 保育所等利用待機児童数（令和４年４月１日現在）速
報

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども未来課

連 絡 先 保育班

TEL 054-221-2928

１　概要
・令和４年度の県内における待機児童数は23人で、昨年度の61人から38人減。
・待機児童23人のうち、３歳未満児が20人で全体の約87％を占める。
・本年度の待機児童数は、子ども・子育て支援新制度が施行されて以降(平成27年

780人)で最少となった。

２　待機児童の状況
(1)　申込児童数等　　　　　　　　　　 　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 （単位：人）

(2)　年齢別待機児童数　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：人）

(3)　平成27年度以降の待機児童数の推移　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

(4)　市町別待機児童数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）
　　 ・待機児童が存在する市町は５市町(表左側)、解消した市町は４市町(表右側)



３　待機児童が多く発生している市町の発生要因と今年度の対応
　申込者に対する定員不足や保育士不足等により待機児童が発生していることから、今後
も待機児童ゼロに向けて市町と連携し、施設整備の実施、保育士の確保を進めることで、
保育環境の整備を図る。

　具体的な待機児童解消に向けた取組

保育の
量的拡大

・保育ニーズを踏まえた、保育所や認定こども園等の整備を実施
・小規模保育事業等、多様な保育の実施

保育士の
確保

・潜在保育士の復帰支援や保育士修学資金等の貸付による、なり手の確保
・保育士の処遇改善と資質向上のためのキャリアアップ研修により離職を回避

≪参考≫
１　保育所等申込状況（各４月１日現在）　　　

２　年齢別待機児童数（各４月１日現在）





提 供 日 2022/05/31

タイトル 新型コロナウイルス感染症患者等の発生について 

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

※本情報提供は、感染症予防・感染拡大防止の啓発目的に行うものです。
※報道機関各位におかれましては、患者等の個人に係る情報について、プライバシー保護等の観点
から、提供資料の範囲内での報道に、格段の御配慮をお願いします。
※県民の皆様におかれましては、患者・御家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願
いします。

１　本日の新規感染者数（政令市発表分を含む）

※患者詳細公表後に県番号を付番していること、発生届の取り下げがあること等の理由から、感染者数の累計
と県公表番号の値は一致しません。

２　本日の新規感染症患者等について（県内公表169650から169864例目）の概要



○感染者集団（クラスター）
・本日新たに認定したクラスターはありません。

３　コロナ患者受入病院の地域別及び重症者の病床占有率（５月31日正午現在）

※県全体、重症者欄のかっこ内は、施設数。
※コロナ患者受入病院以外の入院者数は０名です。

４　県内宿泊療養施設の入居状況（５月31日正午現在）

区分 施設数 総客室数
療養者用

客室数（Ａ）
入居者数 
（Ｂ）

占有率
Ｂ/Ａ

室数等 ９施設 1,252室 1,057室 141人 13.3％

５　自宅療養者数、自宅待機者数（５月30日17時時点）
区分 人数（人）

自宅療養者数 5,327
自宅待機者数 5

※自宅待機者数は、療養先が未定の者、療養先は決まっているものの入院又は宿泊療養施
設入居を待っている者の合計。

６　療養終了者数（前日時点の推計値）
　前日までの累計感染者数から、入院者数（前日正午時点）、宿泊療養施設入居者数（前
日正午時点）、自宅療養者数（前日17時時点）、自宅待機者数（前日17時時点）、死亡者数
（前日時点）を除いた人数を療養終了者数とします。

療養終了者数
（５月30日時点）

163,647人

７　新型コロナウイルスワクチンの接種実績（５月30日時点）

８　感染症患者等の概要
感染症患者等の概要については、以下の県ＨＰに掲載します。



https://www.pref.shizuoka.jp/kinkyu/covid-19-tyuumokujouhou.html



提 供 日 2022/05/31

タイトル 令和４年度　夏季電力需給対策を決定

担　　当 経済産業部 産業革新局エネルギー政策課

連 絡 先 エネルギー政策班

TEL 054-221-2949

令和４年度　夏季電力需給対策を決定
　
　県は、自ら率先して省エネ・節電対策に取り組むこととしております。
　県民や事業者の皆様におかれましても、省エネ・節電の協力をお願いします。

【県の夏季電力需給対策】
　＜取組方針＞
　○県は、令和４年６月から９月までの間、昨年度同様、節電・省エネに重点的に
　　取り組み、電力需要のできる限りの抑制を図る。なお、使用電力量削減の数値
　　目標については、国の夏季電力需給見通しを踏まえ、昨年度同様に設定しな
　　い。
　○具体的な取組として、県民や事業者に対して、生活や経済活動に支障
　　を生じない範囲で、これまでの経験を活かしつつ、省エネ・節電への協力を
　　お願いする。また、国が平成27年度から開始した国民運動「COOL CHOICE」
　（※）の取組と普及に努める。
　○本県の豊かな自然資源を活かした再生可能エネルギー等の導入を促進し、小規
　　模分散型のエネルギー体系への転換によるエネルギーの地産地消を推進する。

　　※2030年までの温室効果ガス排出量の削減目標達成のため、温暖化対策に資するあらゆる
　　　「賢い選択」を促す。

　　　【主な取組内容】
　○省エネ・節電対策の推進
　　＜県の取組＞
　　・夏季軽装化（クールビズ）の実施（５月９日から１０月３１日まで）
　　・快適な執務環境と省エネの両立を目指す空調運転
　　・照明の減灯（執務室窓際・通路、廊下等共用部の一部）
　　・電化製品（パソコン、事務機器等）の適正管理
　　・「COOL CHOICE」による取組（公用車使用時のエコドライブなど）の紹介
　　・地球温暖化対策アプリ「クルポ」の普及
　　・県管理道路の道路照明灯・トンネル照明のLED化による消費電力の削減
　　＜県民・事業者の取組促進＞
　　・地球温暖化対策アプリ「クルポ」を使った取組
　　・県民運動「ふじのくにCOOLチャレンジ」の推進
　　・県内中小工務店が施工する省エネ住宅の新築に対する補助
　○エネルギーの地産地消・脱炭素化の推進
　　・住宅用太陽熱利用設備や小水力、バイオマス設備等の導入に対する助成
　　・分散型エネルギーの効率的な利用の促進
　　・県有４施設で使用する電力を再生可能エネルギーによる発電された電力に
      切替

（参考）
　　今夏の電力需給見通しと国の電力需給に係る対応
　　・過去10年間で最も厳しい気象条件を考慮してもなお、全エリアで電力の
　　　安定供給に最低限必要とされる 予備率 ３ ％ を 確保 できる 見通 し 。
　　・ただし、東京・中部エリアは予備率３．１％と非常に厳しい数値である。
　　・国は、国民や企業に対する 無理 のない 範囲 でできる 限 りの 節電要請 をする 。





提 供 日 2022/05/31

タイトル 静岡県労働委員会第45期委員の任命

担　　当 経済産業部 就業支援局労働雇用政策課

連 絡 先 労働政策班

TEL 054-221-2817

　　静岡県労働委員会　第45期　委員の任命

（要旨）
　　静岡県労働委員会第44期委員の任期満了に伴い、労働組合法の規定に基づき、第45期委員

（任期：令和４年６月１日から令和６年５月31日）を任命します。

１　第45期委員

区 分 氏      名 現          職 備 考

笹原（ささはら）

恵（めぐみ）
国立大学法人静岡大学情報学部長 再 任

森本（もりもと）

耕太郎（こうたろう）
弁護士 再 任

宮田（みやた）

逸江（いつえ）
弁護士 再 任

縣（あがた）

郁太郎（いくたろう）
弁護士 新 任

公 
益 
委 
員

本庄（ほんじょう）

淳志（あつし）
国立大学法人静岡大学人文社会科学部准教授 新 任

中西（なかにし）

清文（きよふみ）
連合静岡会長 再 任

西村（にしむら）

多佳子（たかこ）
メガネトップ労働組合中央執行委員長 再 任

菅（すが）

勝幸（まさゆき）
ＵＡゼンセン静岡県支部長 新 任

髙橋（たかはし）

真澄（ますみ）
トクラス労働組合書記長 新 任

労 
働 
者 
委 
員

齋藤（さいとう）

裕光（ひろみつ）
ヤマハ発動機労働組合書記長 新 任

秋山（あきやま）

辰巳（たつみ）　
一般社団法人静岡県経営者協会参与 再 任

堀田（ほった）

尚志（ひさし）
元株式会社静岡銀行監査役 再 任

髙井（たかい）

正人（まさと）
元ヤマハ株式会社顧問 再 任

山﨑（やまざき）
フジ物産株式会社代表取締役社長 新 任

使 
用 
者 
委 
員



伊佐子（いさこ）

松下（まつした）

惠美子（えみこ）
三協紙業株式会社代表取締役社長 新 任

２　第44期で退任する委員

氏      名 現          職

安間（あんま）
龍彦（たつひこ）

弁護士

中村（なかむら）
和夫（かずお）

国立大学法人静岡大学学長特別補佐

桐下（きりした）
裕之（やすゆき）

ＪＡＭ静岡書記長

原（はら）
健二（けんじ）

ＵＡゼンセン静岡県支部前支部長

金子（かねこ）
孝枝（たかえ）

スズキ関連労働組合連合会事務局長

山崎（やまざき）
かおり

株式会社山崎製作所代表取締役社長

松岡（まつおか）
慶子（けいこ）

株式会社松岡カッター製作所専務取締役

３　第44期退任委員感謝状贈呈式及び第45期委員辞令交付式
（１）感謝状贈呈式
　　令和４年６月１日（水）　午後４時45分～午後５時00分　県庁別館８階　第１会議室Ａ
（２）辞令交付式

　　　令和４年６月１日（水）　午後５時00分～午後５時15分　県庁別館９階　特別第２会議室

roudouiinkai.pdf



提 供 日 2022/05/31

タイトル 「2022グッドデザインしずおか」の募集開始

担　　当 経済産業部 商工業局地域産業課

連 絡 先 地域産業班

TEL 054-221-2522

「2022グッドデザインしずおか」の募集を開始します！

静岡県では、中小企業におけるデザインの活用推進を目的に「グッドデザインし
ずおか」を実施しており、今年で29回目を迎えます。静岡県内でデザインを活用し
て生み出した「モノ」「コト」を有形無形にかかわらず募集し、選定・顕彰する取
組です。
　受賞品は、静岡県内や首都圏などで開催される展示会へ出展するほか、パンフ
レットや県ＨＰでも紹介する予定です。是非、積極的に御応募ください。

１　応募資格
県内に活動拠点がある中小企業、団体、個人等

２　応募対象
デザイナーと連携し、デザインを活用して生み出した「モノ」「コト」
・応募カテゴリー：モノ部門（製品）、コト部門（仕組み、取組）
・デザイナーの所属は県内外・社内外・団体内外を問わない

３　応募方法
「応募票」と「応募対象の特徴がわかる写真や図等」を申込先へメール、郵送
又は持参

※応募票は、以下ホームページからダウンロード（６月１日開設）
http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-560/2022gds_oubo.html

４　審査の流れ
○応募締切　（令和４年７月29日(金)（必着））

○一次審査　(令和４年９月上旬予定)
応募票による書類審査

○展示　(令和４年10月上旬～中旬予定、５日間)
一次審査通過品の一般展示及び来場者投票

○二次審査　(令和４年10月中旬予定)
応募者によるプレゼンテーションと各賞の選出

○表彰式　（令和４年11月上旬予定）
各賞受賞者及びふじっぴー賞（来場者最多得票）を表彰

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、審査会及び表彰式の開催方
法を変更する可能性があります。

５　応募受付期間
令和４年６月１日（水）～７月29日(金)（必着）

６　申込・問合せ先
静岡県経済産業部商工業局地域産業課
（〒420-8601静岡市葵区追手町９番６号）　　



TEL : 054-221-2522
FAX : 054-221-5002
E-Mail :chiikisangyo@pref.shizuoka.lg.jp
HP：http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-560/chiikisangyo.html



提 供 日 2022/05/31

タイトル 「ふじのくに未来デザイン2022」の募集開始！

担　　当 経済産業部 商工業局地域産業課

連 絡 先 地域産業班

TEL 054-221-2522

「ふじのくに未来デザイン2022」の募集を開始します！

静岡県では、大学生及び専門学校生がデザイン関連分野で活躍しやすい機会を創出
するため、学生限定のデザインコンペティション「ふじのくに未来デザイン」を実施していま
す。今年で４回目となる本事業では、学生が授業、ワークショップ、インターン等を通じて
考案したアイデアを募集し、選定・顕彰します。

１　応募資格
18歳以上の未就業者で(1)、(2)、(3)いずれかに該当する大学生又は専門学校生
(1)静岡県内在住　(2)静岡県内に通学　(3)静岡県出身

２　審査対象
応募資格を有する学生がデザインを活用して提案した「モノ」や「コト」
・応募カテゴリー：プロダクトデザイン部門、コミュニケーションデザイン部門

３　応募方法
「応募票」と「応募対象の特徴がわかる写真や図等」を申込先へメール又は郵送

応募票は、６月１日（水）以降に以下ホームページからダウンロード
http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-560/ffd2022_oubo.html

４　審査の流れ
○応募締切　（令和４年８月19日(金)（必着））

○一次審査　(令和４年９月上旬予定)
応募票による書類審査

○二次審査・表彰式　(令和４年10月中旬予定)
応募者によるプレゼンテーションと各賞の選出

※二次審査の移動にかかる交通費は県が負担します。
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、審査会及び表彰式の開催方
法を変更する可能性があります。

５　応募受付期間
令和４年６月１日（水）～８月19日(金)（必着）

６　申込・問合せ先
静岡県経済産業部商工業局地域産業課
（〒420-8601静岡市葵区追手町９番６号）　　
TEL : 054-221-2522
FAX : 054-221-5002
E-Mail :chiikisangyo@pref.shizuoka.lg.jp
HP：http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-560/chiikisangyo.html



提 供 日 2022/05/31

タイトル オープンイノベーション型事業化促進事業費補助金
（SDGs貢献型）の公募

担　　当 経済産業部 農業局農業戦略課先端農業推進室

連 絡 先 先端農業推進班

TEL 055-955-9111

オープンイノベーションで取り組む
民間事業者のビジネス展開を支援（総額3,000万円）

（アグリ・オープンイノベーション（ＡＯＩ）プロジェクト関連）

（趣旨）
　静岡県が取り組む「AOIプロジェクト」において、民間事業者がコンソーシアムを構成
し、オープンイノベーションで取り組みながら行う事業化への取組を公募します。
今回の公募を通じて、農業関連分野におけるSDGsへの貢献に向け、科学技術を活用し
た環境負荷軽減と生産性・収益性の向上を両立する事業化を促進してまいります。

□補助金の概要
項　目 内　容
名　称 オープンイノベーション型事業化促進事業費補助金（SDGs貢献型）

補助対象事業

コンソーシアムがオープンイノベーションで取り組みながら行う、科学技
術を活用した環境負荷軽減と生産性・収益性向上を両立させる革新的な
農業生産技術、作業機器等の開発を通じた農業関連分野における
SDGs（環境負荷軽減）への貢献に向けた事業化のための取組

補助
対象者

 民間事業者等二者以上で構成された「コンソーシアム」
※民間事業者等のうち半数以上は、静岡県内に事務所又は事業所を有する者
※代表機関は県内民間事業者

補助
対象経費

事業化のための取組に要する経費
（原材料費、機械装置購入費、知的財産権関連費、外注費等）
※対象経費に人件費は含まない。

補助率 １／２以内
期間 ３年以内

補助限度額
　1,000万円／年
※3,000万円／３年

□応募期限　
　令和４年６月30日（木）午後５時まで（必着）
□申込方法
　必要書類を郵送又は持参にて提出してください。
□公募要領・様式等の入手先
　県農業戦略課先端農業推進室ホームページからダウンロードしてください。
　https://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-310/aoi/oi-sdgs.html
□プレゼン審査の実施
　実施時期：令和４年７月中旬
　実施場所：静岡県庁内会議室（予定）

（参考）
○AOIプロジェクト

　先端的な科学技術の活用による革新的な栽培技術開発を進め、農業の飛躍的な生産性
向上を図るとともに、産学官金の参画を得て、農業を軸とした関連産業のビジネス展開
を促進するプロジェクト

○オープンイノベーション
　複数の主体による協働のもと、技術やアイデア、サービス、その他事業化のための資
源を組み合わせ、革新的で新しい価値を創出するイノベーション手法と定義





提 供 日 2022/05/31

タイトル 土砂災害防止を啓発する路線バス出発式

担　　当 交通基盤部 河川砂防局砂防課

連 絡 先 3044

TEL 054-221-3044

土砂災害防止を啓発する路線バス出発式
～みんなで防ごう土砂災害～

　毎年６月の「土砂災害防止月間」では、「日頃の備え」と「早めの避難」を県民
の皆様に心掛けてもらうため、国や市町等の関係機関と連携して、防災知識の啓発
や、警戒避難体制の強化等を目指した取組みを実施しています。
　取組みの一環として、県内の路線バスを運行するバス会社5社と連携し、バスフロ
ント部の広告を活用し、「日頃の備え」と「早めの避難」を県民の皆様に周知して
いきます。
　月間の初日である６月１日（水）に下記のとおり路線バス出発式を開催します。

１　開催日時
　（１）場　所：静鉄ジャストライン丸子営業所（静岡市駿河区丸子4-2-60）
　（２）日　時：６月１日（水）AM10:40から30分程度
　（３）出席者：しずてつジャストライン丸子営業所長
　　　　　　　　静岡鉄道グループ営業推進部担当係長
　　　　　　　　静岡県交通基盤部河川砂防局砂防課長　他

２　路線バスの概要
　（１）広告期間：６月１日～30日
　（２）掲載バス：東海バス、伊豆箱根バス、富士急バス、静鉄バス、遠鉄バスの
　　　　　　　　　路線バス計76台
　（３）取組の効果
　　　コロナ禍により対面での啓発活動が制約される中、以下の効果を期待する。
　　　１．県内の都市部から山間部までの広域に啓発。
　　　２．バス運行時間（特に明るい時間帯）の長時間にわたり啓発。
　　　３．バス利用者や、すれ違い車両、歩行者等の道路利用者にも幅広く啓発。

　【参考】

　『土砂災害防止月間』の取組みとしては、上記のほか「静岡駅での啓発活動」、
「土砂災害・全国防災訓練」、「急傾斜地パトロール」、「絵画・作文の募集」等
を行っております。



提 供 日 2022/05/31

タイトル ６月は「土砂災害防止月間」です！！
～みんなで防ごう土砂災害～

担　　当 交通基盤部 河川砂防局砂防課

連 絡 先 3044

TEL 054-221-3044

６月は「土砂災害防止月間」です！！
～みんなで防ごう土砂災害～

１　目的

　土砂災害が発生しやすくなる梅雨時の前に、国土交通省では、毎年6月1日～30日までを
「土砂災害防止月間」、6月1日～7日を「がけ崩れ防災週間」と位置付けています。
　県では、土砂災害に対し「日頃の備え」と「早めの避難」を県民の皆様に心掛けてもら
うため、国や市町等の関係機関と連携をして、土砂災害防止に関する防災知識の啓発や、
警戒避難体制の強化促進等を目指した取組を実施します。

２　実施内容（個別の取組については、改めて記者提供いたします）
　県では、土砂災害防止月間に合わせ、土砂災害防止に関する取組について広報誌や、
ホームページ、マスコミ（新聞、テレビ、ラジオ）を通じて広く県民への広報活動を行う
とともに、以下の取組を行っていきます。

（１）路線バスのフロント広告を活用した土砂災害防止の啓発
　　　　県内の路線バスを運行するバス会社５社と連携し、バスのフロント部に土砂災害

防止を啓発した路線バスを運行します。
　　　　月間の初日である６月１日（水）には、広告幕を取りつけた路線のバス出発式を

開催します。

（２）土砂災害啓発活動
　　　　県民の皆様に土砂災害についての理解を深めていただくため、６月２日（木）に

JR静岡駅改札前コンコースにて啓発活動を行います。

（３）「みんなで防ごう土砂災害」～砂防フェスティバル2022～の開催～
土砂災害防止に関するパネルの展示やビデオ上映等を行います。
＜開催日＞　令和4年6月18日（土）
＜会　場＞　静岡市葵区青葉シンボルロード
＜主　催＞　国土交通省（静岡河川事務所・沼津河川国道事務所・富士砂防事務

所）、静岡地方気象台、静岡県、静岡市

（４）急傾斜地パトロール
　　　　県土木事務所の職員が、市町職員や警察、消防、地域住民及び砂防ボランティア
　　　の協力を得て、急傾斜地崩壊危険区域内の安全点検パトロールを行います。

（５）「土砂災害・全国防災訓練」の実施
　　　　6月５日（日）の全国統一日を中心に、県内の各市町において、行政と土砂災害警
　　　戒区域周辺の住民による避難訓練や情報伝達訓練を行います。
　　　　なお、新型コロナウイルス感染状況によっては「避難訓練」を中止することがあ
　　　ります。

（６）「絵画・作文」の募集及び表彰（別添）
　　　　県内の小学校・中学校を対象に「土砂災害防止に関する絵画・作文」を募集し、
　　　優秀な作品を表彰します。
　　　　＜募集期間＞令和４年6月1日（水）～9月15日（木）



提 供 日 2022/05/31

タイトル 西伊豆町「三堂川」の災害関連緊急砂防事業が採択さ
れました！！

担　　当 交通基盤部 河川砂防局砂防課

連 絡 先 砂防班

TEL 054-221-3041

西伊豆町「三堂川」の災害関連緊急砂防事業が採択されました！！

１．要旨

今年４月21～22日の大雨により土砂が流出した、賀茂郡西伊豆町の三堂川（みどう
がわ）において、下流人家や国道136号（第1次緊急輸送路）への再度災害防止に向
けた緊急的な土砂災害対策を実施するため、国土交通省に災害関連緊急砂防事業を
申請したところ、５月30日付けで事業採択された。

２．採択内容

　(1)事業名　　　災害関連緊急砂防事業（国庫補助事業）
　(2)採択日　　　令和４年５月30日
　(3)事業費　　　約１億５千万円（補助率2/3）
　(4)箇所名　　　三堂川（賀茂郡西伊豆町仁科 地先）
　(5)採択内容　　砂防堰堤１基新設

 　　　　　
渓流名 設置種別 計画諸元 保全対象

三堂川 ・砂防堰堤工
H=5.5m
L=38.5m

・人家　８戸
・国道136号

３．今後の対応

　　○直ちに測量設計及び用地補償に着手
　　○国土交通省と砂防堰堤の構造を協議後、速やかに工事着手

(参考)

【災害関連緊急砂防事業】
災害関連緊急砂防事業は、当該年の風水害や地震等により土石流等が発生し、放置
すれば次期降雨等により被害が拡大するおそれがある場合に実施される防災対策事
業であり、昭和62年度から制度化されている。



提 供 日 2022/05/31

タイトル 第15回静岡県景観賞の候補地区を募集します

担　　当 交通基盤部 都市局景観まちづくり課

連 絡 先 景観づくり推進班

TEL 054-221-3702

「第15回静岡県景観賞」の候補地区を募集します

　県及び関係団体で構成する「美しいしずおか景観推進協議会」では、景観に対する県民
の関心、意識の喚起・高揚を図ることを目的として、良好な景観地区を募集し、景観形成
に貢献している個人又は団体を顕彰しています。

１　募集対象
（１）、（２）の いずれにも該当するもの

（１）良好な景観
都市景観、歴史文化景観、田園・農山漁村等において、良好な景観が形成されている地区
又は施設

（２）活動
住民団体、特定非営利活動法人、企業、学校、自治体等が主体となって良好な景観の形成
や保全に寄与しているもの(建造物や眺望点の形成等を含む)

２　募集期間
令和４年５月３１日（火）～７月２０日（水）

３　応募方法
応募用紙に必要事項を記入し、周辺景観・景観形成活動の状況が分かる写真を添付の上、
Ｅメール又は郵送により応募（応募用紙はホームページからダウンロードできます。）

４　選考
書類審査、現地審査により実施

５　表彰式（予定）
【日時・場所】令和４年１２月、静岡市内
【表彰】最優秀賞（県知事賞）１件、優秀賞２件（受賞地区には、賞状と記念品を進呈）

６　応募先（問合せ先）
美しいしずおか景観推進協議会事務局（静岡県交通基盤部都市局景観まちづくり課）
〒420-8601　静岡市葵区追手町9-6　
電話番号：054-221-3702　Ｅメール：keikan@pref.shizuoka.lg.jp
ホームページ：http://www.pref.shizuoka.jp/kensetsu/ke-530b
 

７　主催
美しいしずおか景観推進協議会
【正会員】静岡県、（一社）静岡県建築士事務所協会、（公社）静岡県建築士会、（一社）日本造
園建設業協会静岡県支部、（一社）静岡県建設業協会
【協力会員】（公社）静岡県造園緑化協会、（公社）静岡県山林協会、（公社）静岡県屋外広告協
会、静岡県土地改良事業団体連合会、静岡県道路利用者会議、静岡県土地区画整理組合連合会、 静
岡県河川協会

★「静岡県景観賞」とは
昭和６３年度に「静岡県都市景観賞」として始まり、平成２０年度からは対象を田園や農山漁村景
観にも拡大した「静岡県景観賞」に改め、今回で通算３５回目を迎えます。過去の受賞地区は、県
ホームページやインスタグラム（＠shizuoka_keikan)で紹介しています。



提 供 日 2022/05/31

タイトル 地域の皆さんと一緒に、浜名湖の美しい景観をさらに
磨きあげます！

担　　当 交通基盤部 都市局景観まちづくり課

連 絡 先 景観づくり推進班

TEL 054-221-3702

地域の皆さんと一緒に、浜名湖の美しい景観が
さらに引き立つよう防護柵等を塗り替えます！

浜名湖広域景観推進会議（浜松市、湖西市、県）では、浜名湖の美しい自然景観を守り、
より美しく創造することを目指し、地域の皆様とともに良好な湖岸景観の形成に取り組んで
います。

浜名湖は、周辺の丘陵や田園、遠州灘の沿岸等と一体となった美しい自然景観を有して
おり、マリンスポーツやサイクルツーリズムの盛り上がりとともに多くの人々で賑わっていま
す。

浜名湖サイクリングロードである横山地区に位置する国道301号は、湖西市内で随一湖
岸沿いの眺望がよい区間です。浜名湖の景観がさらに引き立つように、地域の皆様と
一緒に、防護柵等を景観に配慮した色彩に塗替えを行います。

地域の皆様との取組を通じて、美しい浜名湖の沿岸景観の魅力発信につなげていきま
す。

１　日　時　令和４年６月５日（日）　※雨天順延（予備日6/12（日）、6/19（日））

２　場　所　湖西市横山地区の国道301号沿い、市道横山半島線沿い

３　参加者　地元住民（横山自治会）、地元団体、行政関係（約40名）

４　内　容　浜名湖岸に面する 防護柵 とガードレールを 落 ち 着 いた 色 （ 白 → ダークブラウン・
 グレーベージュ ） に 塗 り 替 え、美しい浜名湖の景観をさらに磨きをかける。　

＜取材に関して＞

　取材いただける場合は、当日の連絡先や駐車場の案内のため、６月３日（金）までに
景観まちづくり課【連絡先:054‐221‐3702】へ事前に御連絡ください。

＜新型コロナウイルス感染症対策＞

　・参加者の検温、手指消毒やマスク着用等感染症を講じた上で実施します。

　・取材いただける場合は、感染防止対策（マスク着用等）に御協力をお願いします。



提 供 日 2022/05/31

タイトル 静岡県議会令和４年６月定例会に係る議会運営委員会
の開催

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局　議事課

TEL 054-221-2555

下記のとおり議会運営委員会を開催する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　記
　
■日　　時　令和４年６月７日(火)　午前10時30分から

■場　　所　議会運営委員会室（静岡県庁本館３階）

■協議事項　令和４年６月定例会について
    
－参考－
　
【議会運営委員会の概要】

・議会を円滑かつ効率的に運営することを目的として設置

・構成員：13人

議　　　長 　藪　田　宏　行（自民改革会議）

副　議　長 　和　田　篤　夫（自民改革会議）

委　員　長 　増　田　享　大（自民改革会議）

副 委 員 長
　土　屋　源　由（自民改革会議）

  田　内　浩　之（ふじのくに県民クラブ）

委　　　員

　伊　丹　雅　治（自民改革会議）

　鳥　澤　由　克（自民改革会議）

　西　原　明　美（自民改革会議）

　落　合　愼　悟（自民改革会議）

　鈴　木　啓　嗣（自民改革会議）

　岡　本　　　護（ふじのくに県民クラブ）

　良　知　駿　一（ふじのくに県民クラブ）

　早　川　育　子（公明党静岡県議団）



提 供 日 2022/05/31

タイトル ｢つながりキャンプ｣参加者募集

担　　当 教育委員会 社会教育課

連 絡 先 青少年指導班

TEL 054-221-3312

ネットはちょっと一休み　つながりキャンプに出発だぁ。
「つながりキャンプ」参加者募集！

　静岡県教育委員会では、ネットの利用を見直したい小学校５年生～中学生を対象
に、ネットの利用を自分でコントロールする力を養うことを目的にした「つながり
キャンプ」を開催します。
　ネットやスマホから離れた環境で幅広い年代の仲間と一緒に野外活動や集団生活
を共にし、専門家によるカウンセリングなどを通して、これまでの生活を振り返
る、全３回、計７日間のキャンプです。ぜひご参加ください！

１　主催　静岡県教育委員会

２　実施日
キャンプ名称 開　　催　　日

　　事前説明会（半日） 　令和４年９月３日(土)
　　プレキャンプ（１泊２日） 　令和４年９月18日(日)～19日(月・祝)
　　メインキャンプ（２泊３日） 　令和４年10月８日(土)～10日(月・祝)
　　フォローアップキャンプ（１泊２日） 　令和４年11月12日(土)～13日(日)

※新型コロナウイルス感染症の感染状況により、日程・内容を変更する場合があり
ます。最新の状況はホームページでお知らせします。

３　場所　焼津青少年の家（焼津市石津2259-408）

４　対象　ネットの利用を見直したい県内小学校５・６年生、中学生

５　定員　15人（応募多数の場合は先着）

６　申込方法
　　申込書を、郵送、ＦＡＸ又はＥメールにて提出してください。
　　チラシ・申込書は、教育委員会社会教育課ホームページ
　　（https://www.pref.shizuoka.jp/kyouiku/kk-080/tsunagaricamp.html）
　　　からダウンロードできます。

　　
　　概要はこちら

７　問い合わせ・申込先
　　静岡県教育委員会　社会教育課　青少年指導班
　　〒420-8601　静岡市葵区追手町９－６
　　電話：054-221-3312　ＦＡＸ：054-221-3362　　　
　　Ｅメール：kyoui_shakyo@pref.shizuoka.lg.jp

８　申込期限　令和４年７月29日（金）　　

「有徳の人づくり」を進めています
　　静　岡　県　教　育　委　員　会




